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丘陵北側より印通寺方面を望む
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楽浪系瓦質土器 (蚤!. i!;元地区)/弥生時代後紛/高さ26.4cm 楽j良系瓦質土器 (王室 ・八反地区)/弥生時代後期

楽j良系瓦質土器 (左)と三韓系土器



発刊にあたって

壱岐烏は玄界灘と対馬海峡の間に位iEし，弥生時代の日本の;様子を記した，いわゆ

る f貌志倭人伝jには，大陸の使者が立ち寄る倭人の図として対馬固に次いで「一支

(大)国Jとして登場し 中国大陸や1:0]!鮮半島と日本列島を結ぶ11"1袈な役割を果たし

てきま した。

原の辻遺跡は， 明治|時代に地元の研究者・によって発見されて以来，これまでに畿度

となく 調査研究が行われ大きく注目 されてきました。平成5年度から始まった本格的

な調査では，丘陵部を取り巻く多量環桜や，船着き場跡;，丘陵上の祭儀場跡や住居跡;

など貴重な逃椛の発見が相次ぎました。また，造物も中国や朝鮮半山はもと より九州

各地や山|詮，瀬戸内地方の土佐などが11'，土しており，倭人伝に 「南北市総」と記載さ

れた活発な交流がう かがえます。

これらのことから，原の辻遺跡は「一支悶jの巾心集落と考えられ， 弥生時代の国

の規模や構造をj背ilYJする上で希有の事例としてきわめて重要であるとの認識から，平

成12年11月間の特別j史跡に指定されました。

貌志倭人伝には日本に30余りの国があることが記載されていますが，その国と遺跡

が同ーと特定されたのは原の辻遺跡だけですので それだけ・に当時の国のありかたが

理解できる大きな魅力を秘めています。泣跡は現在も調査が進められており ，新しい

知見が得られています。そして，いよいよ平成17年度からは投備に入札建物跡や当

時の生活の様子をより具体的に復元していく計画です。

また，平成初年度をめどに県立埋蔵文化財センターや市立ー支国博物館 (仮称)建

設も計聞きれており 地元の地域振興に拘:与するこ とが期待されています。

本語:は，これまでの調査成果をまとめ，今後の調査の指標となることを目的に編集

されたものです。編集にあたり ましては，諸先生方より ，玉杭をJI弘りましたことにつ

きまして感謝111し上げます。

最後に，本報告書が学術研究の一切Jとなり これからも多く の方々に活用されるこ

とを願い挨拶にかえさせていただきます。

平成17年3月31日

長lu?，jtlr~教育委員会教育長 立 石 晩
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I 原の辻遺跡周辺の地形地質

はじめに

本報告では . 主に2002.{1:.泣から20例年度に行った11日のよl;j立制;および}.'iJ辺の地表，n:.J1t，ポーリングIJ~J

査，地下水J母子fに基づいて，J立跡1M辺のJ山形j血'i'tおよび湖水について11克略を述べる。

九州北両方の玄界濯に浮かぶ't岐J;占は，1'4 1 {本州の火山 フ U ン トか ら 150kml人j陪に位 i~t し， 主に新

第三紀~第四紀中期の火山れからなる。必岐向の火山地質の研究は，奈佐(1891)や20万分の l地質

図の調査 (大築.1910)により 子託子的に行われ， さらに松.)1:(1958)により 5万分の l地質図幅調査

が行われ全体像がI!J-Jらかとなった。ーブj，lff本 (958)，Aoki (1959)は，本山に分布するアJレカリ

岩の岩{i~子: (10 な成因の考???を行った。 その後，必岐I ，tl体研究会 (l9ï3)， ，t:;岐品i由学研究グループ(l9i3)， 

松本 ・rt岐同体研究グルーフ (19i7)，竹与ド{よか ( 198ï) により . ぷ紺I~火山桝Ir:がiリj らかにされた。

また.佐野(1995)，松井ほか (199i)はK-Ar11~代に基づいて，t蚊品全体の火111 11氏火史を考察して

いる。長附 ・"リ11(2∞3)は.Iy.j i'fllのli，ノ辻火山のl抗火山について制作している。
壱岐lみの地質は下位より ，(，沙 ~l;. . ri {lfからなる勝本肘Tl手， (i'J・YJ-泌氏 ・火山れ ・;民以岩 ・珪藻土か
らなる官・岐肘l洋.玄武沢 ・安山yf-流紋Il:'.砂喋1¥'1からなるj'f辺肘i洋，そして玄武行 ・安山岩からな
る郷ノi11i肘昨に分けられる (伝岐1.11体研究会，19i3:竹 ドほか.198i)。勝本肘m'，の形成年代は浮進
性有孔出化石附序から始新1":とされる (Sakaiand Nishi， 1990) c また，K-Ar 1r:代(l1[に基づいて，金

品の分布する火山岩類のIItl/l¥時JUJは，抗 1JUJ (/1. 3・3.5Ma)，出2JUJ (3.5-2. 8Ma) ，第3JOI (2.5-2.2 

Ma). ~\ 4 JUI (1. i-l. 4Ma)，部5JUJ (1. 0・ O.6Ma ) の 5 則 ( 杭~! j-， 1995)，またはi止すiJUJ (10. 8Ma)， 

古期 (5.5-ι5Ma)，中JUI(/1.5・2.5Ma).折jり1(1. 7・0.7Ma)の11JUJ (松井ほか199i，)に区分される

ことから，火山岩からなる必蚊肘より上位の地附の形成il:ftはI{'析111:以降と考えられる.これら，;，新

世以降に11ft11¥した火1111(fmは:，((I(jには玄武引を 1:体と し，人:~~i;分がrlHl.dOOm以ドの低平で侵食の進

んだiH~ :'fì地を僻成している (第 1 1.61) 0 i i J血卜.には，，'.':j 1.(:111 . i 11:ノ上tJ1 .御iItノ辻 ・)J¥!:ノ辻 ・岳ノ
辻 ・久美ノj己などのスコリア li:が点化している (抗 11χ1)。この'1'で.)みの南部にid:iiqするftrノ辻は，

ibt抜212mの山内故山点の山niをHち，li~j(fiの点 1'4}jli'JのlHf1.2km，市北1.5km，ifパ;台地からの比

高約100m以.1'.と向i人lのスコリアi王のI{'ではIはもj也j伝的に大きい， IIiノ辻スコリア i主は，郷ノilli府群

のf以上111;にあi:i?lし，佐野(1995)の第5JUJ，松nほか (l99i)の新JUJの火山i，fj励にMし，約0.9・0.6
Maに前lfOJしたと考え られてお り (長|刈・'1'川，2003).官・i岐ぬでは11Y:も新しいit，肋の火山体の一つ

である。7'1'桁低地は各MJlliiい、に小規悦に分布するが，IJ;':のj上iii助;のある南部の申請鉾川流域に拙もjよ

く発述している。 本報咋では，以ド，このi'l'制fJt地を帖鉾~Iサ!f' と 11子ぷ。 1怖鉾ll~9!í'の i'l'政府については，

河村ほか(1998) によるナウマンゾウ化~i と |共J ;坐 し たf.IHつがある 。

2.幡鉾平野および周辺の地形 ・地質
2-1 概観

幡鈴、I~~! {-は，海抜50m以上の広政計台地ヤ|王1:立に 1m まれた IJ，JlIt~il;:J血で，西から以に流下する幡鉾川

に沿って，rflJ抜20~ 5 mのjll'，WflU山からなっていゐ (抗21χ1)。似の辻j立幼:はヂリ!f'ly.ji~11から舌状にの

びる20-lOmのJi:li変およひ'その川辺の7
'
1'制flU血にιj出している。



- (;-

.(.?~吾川町ík士HìlH'1.Y '<:1、平 寺で:立寸;1}::lUI-掛:切手¥1t1f.(.半命寺士号i'<4? ムコI ~W)..c.河辺|ν説I!士1諮問‘ω荏

IW 令 ~J :g <i'ふ :!Af:~(~ω :lf'8 P.l~ω}~rr 0 <i' (f.ふ市fhfil¥マ勺0t1耳目コ:v号事.:1百字!~似一平車。叶伝_~(/.)~í平 EIÍIとk:>~

..fí~利息Zf .正午<i'1 ~ 匂l'み守正r?，tlJ別Mゐ~lt \l.(fl1 ~士 。 ~<4?点司 士号~'lr.<:1 'fí点! IM事連事:小平合連事C! f盟憾~I

3・ω窃払 ‘)!:川U鴻(~ :r市f1iH&似・判士If7!' 1'.'1剤三I09.'け2-c.:手寺別企It:宇都ma:宇黒潮 ‘宗百!‘需y:[諸!
‘詩碑?控‘需主E本字lム科HI.JJfi生 。令、'1)..C.T>h(/.・:，>.~Jr:.子手 1‘JTω金 ‘ (1 ~f).. 守 !1y.(Ç ) ~百点向互岳部長ヰf自ω

北凶璃1~ご! ~~}.: :L ~:F!J 芋 l ふも~:] J:: .Jjr. 7k .芋}以前ω草.f!1 辛子1.11~ω~~: fy!..(面íkβ 才 ~f市f斗結:!?Jωm:箇指定材劉

叫P E 

。な っ手IM1 用IPt ~w忠弘tωτ 〆~(，・ 〆 ωOZ:I霊~1.t::? .~立場 ;基 図処刑

ωて 〆~ (，・〆ωOl:l=字路 '1:?mr 1}国市f J)!}~喜ω て〆3ι 〆 ωOS~α図~llíilf

(000‘SZ!l)回国制選手ω行鞠母 国 l~

z 。
9UOO B! JOOS '" 



4 

凡例

o 泡

密室盟 締低地

{¥¥ 地すベり

o 500 1αlQO 

第2図 原の辻遺跡周辺の嬢峰面図と沖積低地の分布
篠崎函図lま1/5，∞0の地形図より1∞mメッシュの段高点を抽出し作成

た可能性が高い。 il! I ，fl'ill~地のJ由貿についての付州uよ少ないが，後述のように，防鉾川下流域では， 下

位の砂際質の更新統，I~;ri鉾川 11'1 と，上位の砂ìJt'i'tのfj己新Me，JJ;(の辻11'1の2}¥'・1からなっていることが女11

られている(河村ほか，1998)。

2-2 幡鉾平野の南縁部の地質

幡鉾平野の南紙読!S}，'i!辺地域はJJ;{の辻遺跡へのj血ド水jl}j必j也と推定されることから，以下に地質の詳

細を述べる。なお， lt指針:平野市帝京都に分布するぶji¥:{' ;'， iJlt紋岩，凝灰岩， i厄れ，礁岩などは郷ノitli附

1洋・壱岐層群 (JiI:岐l.fI体研究会， 1973)，または佐川(.1995)の的2WJに以する椛沢に対比される。

しかし，これらの既存研究ではJi'1校関係と放射・年代111(との|則係が撚型Ilされておらず，また，この地域

の火山岩績の分知も不IljJ峨であることから，本刊行では，既存の地!凶名は)1 J いない。

j京の辻遺跡を含む|陥鉾~Iサ!f'f材紙部の地附は 1\~1付: 1則係とれ行学的特般から，下{立より，流紋岩A，玄

武岩A，玄武岩s，際il'1A，玄武岩C，玄武れ0，玄武行E，諜柑B，玄武千:.F，玄武岩Gに分けら
れる (第3図， tj'H I~I ， }:< 1 )。

i庇紋岩Aは，辻山JM辺にJよく分布するflJIXJイi}.!.¥'BIまIlk紋'/-fで官岐団体研究会(1973)の壱岐府群久

科崇同上部流紋岩に相当し.1J.:~!f' ( 1995) の~~ 2 JUJ八R1 (アルカリ流紋れ)に相当する。壱岐間体

研究会(1973)では悦式j山を久刊から印通守にかけての出jtを税式地としている。いずれの路頭も胤

化し，白色!〆白色を泣す。

- 3-
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凡例

口沖積層(幡釦11層・原の辻層を含む)

圏玄武岩 G

. 玄獄武岩軒F(川Un刷n川川i

!限1詳mf符mP将矧?引lf陳澱 膚 8(Unit 11川1) ) 
(河成線層・土石流縫積物・
火砕流縫積物・降下火砕物)

凹 玄武岩 E(Unit 1) 

幽 玄武岩 D

~ 玄武岩 C

l号制様周A
ー一ー (火砕流縫積物・ 降下火砕物 ・

土石流堆積物・;可成様膚)

~l 玄武岩 B

昌玄武岩A

皿流紋岩A

O 貯水池

口群糊細調髄査範糊囲(個悶図闘3臼.之2
第3図 原の辻遣跡周辺地I域或の地質図

5OOm 

第4図 原の辻遺跡周辺地域の断面図
断面位置および凡例は第3図を参照

A
1 

81 



玄武岩Aは印通寺地の聞か ら池間1if1;の南付 近に広く分布する 1!l~斑品iZ(の溶岩で， 11音灰色を呈する。

池田橋の南付近ではフローユニ ット II~I に府 lザ 3mの降下火砕物を |央延じする 。 I~ njill寺港西の海岸では赤

色土壌化した本層が3mの降下火砕物を扶み玄武岩Bに夜われる。

玄武岩Bは印通寺港西の海岸から花凶池北制IJ付近と，池田東削l(地主~i'縦使基) 付近に分布する 。 11百

灰色の溶岩で、:長石民E品を特徴的に含む。EIl通寺港聞の海岸では柱状節租!が先述する。壱11皮l司体研究会

(1973)の壱岐層群久喜累府安山岩に相当する。

際庖Aは印通寺i巷聞の海岸， I日石凹 IlIr~t:.き がい広場加Jill と ， 石問問削! ， 石旧東削!付近の丘陵斜而下

部に分布している。おもに 1cm;flf.度の粧石と岩片を含む桃色の火砕流J!t稲物と，降下火砕物(火砕サー

ジを含む)，流紋岩礁や玄武岩礁からなる土石流jK梢物を主体とし.他に河川性の際府から構成され

ている。生きがい広場に分布するこ上石r)IEJft和物には県11荏石の岩片が特般的に含まれている。iiif成のJlt
荷物の隠理面は，北北西~陶酔j東走向で東側に緩やかに傾斜しているc ~t きがい広場の西側で玄武岩

Gに稜われる。本局の一部は壱岐団体研究会(1973)の官i岐府群初i和泉暗中の火砕流堆積物 ・凝灰岩

に相当する。

玄武岩Cは池旧西倒的、ら石由来触にかけての丘陵に分布している。EE品は少なく，かんらん石と単

斜輝石の斑品が点在する灰色の溶岩である。多くの路頭で、は}!f!t化が進行しJ)(白色を笠し砂岩のように

見える。池凶西触で、は流紋岩Aを積っており，また際問Bに積われる。玄武岩Cおよびそれよりも上

位の溶岩は，壱・岐団体研究会(1973)の米医分玄武岩，佐野・(1995)の第2WI 1-¥830 (アJレカリ玄武

岩)の一部に相当する。

玄武岩Dは池田および石間西触における丘陵の最北端に位置している。 1!~:斑品質で灰~崎灰色を呈

する。タマネギ状風化で赤色の風化色を豆:する。本府は池問中f19!で際府Bに覆われる。

玄武岩E (後述の原の辻遺跡における UI】it1 )は原の辻遺跡丘陵最北総および¥試j!t.により丘陵

地下に分布が確認される。階以色を♀し，かんらん石の斑品を顕著に含む。板状の節理を特徴とする。

原の辻遺跡にて本層は際限Bに覆われる。

諜層B (Unit n)は阪の辻遺跡丘陵に!よく分布しており，河成際l円および.土石流堆積物から構成さ

れる UnitII bと， 土石流堆積物，火砕流JIE積物，降下火砕物から楠成される UnitII aに分けられる。

Unitllbの河成磯層は 3cm以下の玄武岩および流紋岩のIWI'J際~円擦と， 総!砂~粗粒砂の2品質をから

なる。まれに挟まれる砂層の病理1[而はほぼ東西方向の走向で緩やかに北傾斜を示している。土石流推

積物は 5cm以下の直角傑~円擦と，組l砂~粗粒砂の基質からなる。ilt下部では玄武岩が喋の中心であ

るが，上位になるに割合は減少する。UnitII aの火砕流堆積物や降下火砕物は試錐でのみ雌認されて

いる。本府は玄武岩D，玄武岩E (Unit 1 )をそれぞれ被うが.一部指交関係にある可能性がある。

玄武岩F (Unit 凹)は原の辻丘陵上部のみに分布している。露頭が風化していることから詳細は不

明であるが，斑品の少ない溶岩で灰白色を呈している。原の辻逃跡で際昭B (Unit II )を被っている。

玄武岩GはI蹄鉾平野の"，部から南東部;にかけての任肢の上部に分布している。暗灰色を毘し，かん

らん石と少量の単斜輝石の斑品を含んでいる。被状節理を示すことが多い。生きがい公凶では諜府lA

を覆う。

これら幡鉾平野南縁部の台地および丘陵を形成する地層の年代は，佐野 (1995)により最下位の流

紋岩Aについて3.45土0.18Maの K-AI年代他が報告されている。さらに佐野 (995)はこの地域の

-5-



時代 地層名
右、ムd 相 放射年代値

下部は トラフ~斜交信lJ1lをもっ砂層. 木片や土J!íiを含む. 4200主40yBP

思量 盟諸事
c!原のa定層! 上告別立+毒物片を多く含む賂灰色シルト

'!拐遺体，.c洛
{畏碕.車公表}

国
iほ長 町.'I~-幡鉾川層当 3 下部t立総後~大自慢の不j旬汰機岩. 39860土500yBP

オミ片"，C;王
上郡はトラフ型斜;;::厨I霊をもっ砂層.ナウマン象化石を産出 {宙環場研究所.1998)

灰黒色を塁し.庖摩1m程度のフローユニットが複数認められれ.仮状

玄武岩 G 節I里を示すことが多い})I品Iまかんらん石が多く単斜飯石もみられる.

石2創立インターグラニュラー総織で. トラキティック綿織を示す.

京武岩JF(unit111) 無草11.?a質.風化し灰色を呈する.
可F ，、& 宅p

ヨ白
上昔日のUnitlIal立居;)iU輩横紛が主体.下部のUnitIlblま.土石流t註積物.

E 省を《起 火古手;f，tt桂積物.降下火砕物などのt桂積物が卓越 Unit lIaの局流縫積物は

i M :m ini) 銀支持の線層.もしくは不淘汰~ll絞紗からなる. 機のサイズ. 緩奴l孟

Unit IIbとほぼ肉じで1-5cmの恋角型車~円際の流紋岩・安山岩・玄武岩

G、 EE， Zt Ea  
からなる.Unit IIbの土石流縫積物は簸下部で玄武岩の占める割合が多

謹担海

g い

-，、‘目、 a ・主" 

灰色を塁しも置状節獲を示すことが多い. l.l.Isはかんらん石および単斜嫁
玄武岩 ECU耐 1)ド 石もみられる 石器はインターグラニュラ一組織で.トラキティック組

山ー を
織を示す.

砂

玄武岩 D
Iill灰色を呈する溶岩.書事蹟I8/，~で石2基iまインターグラニュラー組織を示す.

石基には不透明鉱物が多い. 3.12::!:O.16Ma 

巡震 赤色に風化し。タマネギ状になることが多い K.Ar浪(佐野 1995)
将殿腐準不明につg

灰色を塁すする溶岩.風化色l草白色~灰白色.1)1品震は少なくかん 何れかの玄武岩

玄武岩 C らん石と単斜鏡石の玖1&，が点在 右認はインターグラニュラ一組織

で. トラキティック組織を示す.

火砕流t証債物.降下火砕物(火砕サージを含む).流紋宕E慣や玄武岩機

操 層 A からなる土石流1住機物を主体とする 他に河川成の練局から術成されて

いる.

灰色の浴迭で柱状節理を示す.2mm程度の長石や単斜綴石のm品を多く
玄武岩 B 石主主は含むインターグラニ2ラー総織で.弱いトラキティック組織を示

す.

玄武岩 A 階灰色を呈する湾岩で熊1)1~質.降下火砕物を挟む

流紋岩 A
角閃右郷雲母流紋岩.針状の角閃石を特徴的に含むe 灰白色'i呈する. 3.45土O.18Ma

K-Ar$(佐野.1995)

表1 原の辻遺跡周辺地域の層序表

玄武岩 (AB30)の年代測定も行い， 3.12:1:0. 16Maの年代値を得ている。しかし， 玄武岩の採取地点

の詳細記載がないことから，採取l苦準が本報告のいずれの玄武岩に相当するのかは不明である。いず

れにしてもこれらの値から台地および丘陵を構成する地層は後j抑制:新統である可能性が高い。

3.原の辻遺跡の地形地質
3ー 1 沖積低地

原の辻遺跡周辺のilll積低地は， 海抜 8~5m付近にあって， j!有から北へ舌状にや11びた丘陵を取り囲

んで分布している。現在の幡鉾J11は河川改修によ って直線的に改められ沖積低地を 2-3mほど掘り

下げて流れている。遺跡周辺の沖積低地を構成する地層は，下部のl陥鉾川層と上部の原の辻層である
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PL 1 津合橋下の橋鉾川河床に露出する幡鉾川周と原の辻庖

(河村ほか， 1998， Pし 1)0

幡鉾川層(河村ほか， 1998)は，沖合防付近から f流のi陥鉢川ii}いを限式地とする。悦式地付近で

は ， 厚さ 1 ~ 3m以上あ り ，下部がやや間半fi した大際大以下袋11際主体の際附で，上部がH寺折トラフ ~~I~

斜交層理を交える組i砂から粗砂である。府相から小規棋なillJ川の流路地初物と考えられる。このIいか

らナウマンゾウ化石が発見されており.このゾウ化石や含まれる木n-のI1C年代11在が2)j-"万年前
を示すことから(古環境研究所，1998)，幡鉾川隔の|時代は後!りj史新世と考えられる。

原の辻層 (河村ほか， 1998)は，原の辻追跡j胡辺を限式地とする似の:ii追跡;の環涼などの遺構の包

含層である。 7111積i民地を ïfl:接構成している地肘である 。 t~!式地付近では， /1，[さ 3m以下である。下部

1mが紺j礁~細砂層で， トラフ型斜交府四!が発達し，大型の材木や土器片がu{.じる。PL.1のように

最下部に槌物遺体が密集することもある。下部はiHL路j投手fi物と考えられる。上部2mは，均質なH百灰

色粘土~ シ jレ トで茎や葉などの植物片が見られることから ， 後1-'h~lIl:地j f凶T物と推定される。 íft者の一

人，長i吋は，PL. 1の原の辻府基底の植物j立体密集肘から， IIC年代として4200土40ysP(紀元前2800

・2650/膏年，GX-24661・AMS，長|吋未公表資料)を得ていることから，lJ;Cの辻l併の大部分は，紀元Ijij

2800年前以降の完新世に堆積したと推定される。



jjkの:辻層がつくる沖積低地は，阪の辻遺跡周辺のl怖鉾川中流部では比較的広いが，平野の出口の深

江鶴f弘地区付近は玄武岩台地が迫る狭培奇15となって. 1幡鉾川はそのまま海に至る。ここには地すべり

地形が集中的に分布し(第2図).またボーリング調賓によっても，基躍の壱I1則自群の泥岩，砂岩を

被って，地表から深度11mまで地滑り移動体の崩壊堆和物(地すべりブロック)が雌認されている(長

崎県壱l岐支庁 ・西日本技術開発株式会社， 1991)。現H守点では， 1陥鉾平野および周辺の地'1'1'1)11報が乏

しいため，断定はできないが，こうした地すべりや人為によ り申請鉾川が桜きJIニめられて上流側に湿地

が出現し，そこに師、の辻層が堆和したと考えられる。

3-2丘陵

ここでは原の辻追跡が位罰する丘陵を原の辻丘陵と仮称する。!京の辻丘陵は，南北方向にや11びた舌

状を呈 しており，一見溶岩が流下した溶岩の残丘地形に見える。しかし，後述するように，今liII.溶

岩の他にも火砕流や土石流，河川流路などの砕屑物が確認され，それらが:lIHl'fと夜食を繰り返し，最

終的に丘陵化した地形である。

また，丘陵の地形を細かくみると，校総をはさんで東側と西側では地形に迷いが認められる。すな

わち，西側は等高綜が衝で急峻な地形であるのに対し，東側{ま等尚線が組でなだらかな地形を呈して

いる(第5図)。これは，西側に堅い玄武岩F (Unu田)のキャップロックあり，東側に比較的柔ら

かい際層B (Unitll b)が広く 露出しているためである。

竹下ほか(1987) や佐野 (1995) によると，表)~の造物を包含する土壌府を除く， 15〔の辻丘陵の地

質は，鮮新世~更新世の玄武岩のみとされている。しかし，今回の地表およひ!;-f-ーリング制提結栄か

ら，玄武岩質溶岩のみならず，流紋岩質火砕流1佐和物や降下火砕物，土石流および河j此jH~積物などが

10伽 (¥;.駒
、、

第5図 原の辻遺跡の等高線図
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複雑に分布していることが判I~J し た。

この丘陵は，玄武岩や火砕流JI~和物， 土石流椛和物， iiiJ}主堆有i物などの砕!詞物から構成されており，

僚の辻遺跡

日J:.ユニットnbを流下してくる経路
回:書量流水が丘陵線沿いから流下してくる経路

'-ー〆ノ
~ ~ 

第8図 原の辻丘陵の地下水経路
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それらは，府相と泣食miの存犯に器づいて，下位より立武官からなる UnilJ ，陳氏の砕屑物からな

るUnilll，そして玄武抗からなる UnilIIIの3ユニットに分けられる。さらに UnilIlは上部の河成堆

和物を主体とする (Unill1a)，火砕流1佐和物および IXi討OHA'i物を主体とする (Unit11 b)に細分され

る。これらのユニットは，柿針:平野南縁域の訓査結却に法づいた前述の地肘区分では， Unil 1は玄武

岩E，Unil日は諜附s，Unill1lは玄武岩Fにそれぞれ+11吋する (第61zl.第71'21) 0 Unil II bは，地表

銘ID'iやトレンチで確認されており，地府の走1;1)は慨ね点~州方向で，北~北京に緩く傾斜している。

この UnitII bは湧水の集中する丘陵東側を構成し， Unil II bからの湧水も直接観察されることから，

地下水流動との密接な|則係が強〈示唆される地肘である。

4.遺跡の湧水と地下水の経路
似の辻造跡周辺では， i見水筒所が多く存在しているが，特に丘陵の京側に多く認められる。原の辻

丘陵の稜線は，市:1ヒ)jfIl)に(111ぴ，南側に向かつて僚出が向くなっていくが，その稜線は拘・北から南西

方向に変化し，後方の辻山 (t票日1l6.6m)まで(111びている。j以の辻遺跡南方の地質は，玄武岩 ・流

紋岩などの火山岩類が主体であり，地質的にtifAt附となりやすいことから，阪の辻遺跡周辺の地下水

は，大きくは後方の辻111から供給されていると考えられる。しかしながら，似の辻遺跡周辺では地質

構成や地質構造が桜維になっていることから， j血ーI;!}くの供給は，それらを反映していると考えられる。

すなわち，間l疎地質的に'liY水府を形成できる可iig1"l:がある地回は，①UnitII bのinf成陳情，②Ululn a 
の火砕流堆積物， ③UnilIの玄武岩Fの3附であり，これらに地下水が供給されていると考えられる。

これらの帯水府のうち，五l:I凌東側~北京の泌水と|則係するのは UnilII bの河成際肘である。この堆

税物は，走向が概ね京両方向で北に緩く傾斜していることから.地層の傾斜方向に地下水が流下して

いるものと考えられる(第8図)。但し，この砂~砂際附は，風化により器質が粘土化している部分

が多いことから，地!併合体が;!日，:7)(しているのではなく，部分的に千貯水!日が存在し，同地附中の間隙部

を網目状に地下水が流下しているものと考えられる。特に丘陵政側のro涼が存干f:する付近は，地j毘採
抵結果から低地j14が測定されており，網n状の71<みらが形成されている可能性が11iい。したがって，
この UnitII bが存花するために丘陵米側で却水が多く存在すると考えられる。

一方，原の辻遺跡丘陵では，地下水位観jl[lJ を;J~施しているが，地下水位は比般的高い位置にあり，

雨期では地表からー 1--ー3m，乾期でも地表からー2---6rnに分布している。等地下水位線図を

怖くと，丘陵の~Ii;t:j斜!と IU，'I岬11 1'10であり，峻~~~ì(~いのJ: i~i)ほど地下水位はUi くなっている。このこ とは

秘線沿いの上部から下部への地下水の流れがあることを示しており ，上記UnilU bの砂瞭府中を流下

する地下71くとは別の<<d~~おも考えられる。 すなわち，Ji:1演の"J!'i昨日から，東側のjVj7)(につながる経路の去府

水である。丘陵の上部は，地 ド水位が7Jjくなっているが，この原因は去府地質が'(1)不透水性の粘土化

した UnilII b--田からなること，(2)丘陵が緩傾斜であること， (3)丘陵が水LUや刻11などとして利用され

ていることが挙げられる。1".し，丘陵の東側はi弱点に係わる流域面積が小さいこと，この上部での地
下水位観測では，乾期に地 1;水位が低下することから，地下水の流れとしては小さいものと想定される。

以上から，丘陵京側の初7l<をi同必する地下水の符路は， 1) Unit II bの砂牒!併を流下してくる経

路，2)荻流水が， Ji:1波紋料!沿いから流下してくる続出?の2とおりがあると考・えられるが，Unit]] b 

の砂際層流下している続出うが湖水の形成に大きく |刈わっていると考えられる。
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5.まとめ
1 )原の辻遺跡は， 附針:川沿いの丘陵とilll柿低地にか:1i'.:している。

2 )環濠等が分布する れ11も1日比j由は，後期更新|止のl防鉾J IIW'i と紀元前28001f.以降に jH~和した阪の辻府か

らなる。

3)原の辻遺跡の主な集落が分布する丘陵は，鮮新i止の波数の溶岩や火砕流，十

j堆i佐t積と浸食を繰りi返亙し，それらが最終的に丘陵化した地形である。

4 )遺跡の湧水をi荷主をする地下水の経路は， infJlI性や上石流性の砂際府'11と丘陵表1¥'1が考えられ，特

に前者が大きな役;iiリを果たしている。 (長岡信治・鳥井真之・林信雄)
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E 原の辻遺跡、の歴史的環境

1 .旧石器時代~古墳時代

壱岐烏は，博多，対馬へ約67km，佐賀県

呼子まで約26kmの距離で，その地理I~的条件

から中国大陸や朝鮮半白と日本とを結ぶ，

文物の交流，交通，防衛上の中継地点，拠

点として歴史上重要な役割を来たしてきた。

ここでは，壱岐島及び原の辻遺跡の旧石器

時代から古墳時代までの歴史的環境につい

て概観してみたい。

原の辻遺跡では，多くのナイフ形石器，

台形石器，石核，紺l石器等が発見されてい

る。旧石器は，他にも壱・岐山内では，興触

遺跡，カラカミ遺跡，図柳遺跡でも出土し

ているが，いずれも後期11:1石部時代，姶良

丹沢火山灰 (AT)以降の石器群である。

なかでも，台形石器は，AT 降灰直後の石

器組成上重要で， r原の辻型台形石器」と
呼ばれている。また， WI鮮半島との関係が

指摘される剥片尖頭器も出土している。こ

び
90 

Q 

1 . 串山ミルメ浦~~持

2.前?事国遺跡

3.鴻j毎遺跡

4.松均遺跡

5.大仰遺跡
6.銭的遺跡

7.名切遺跡

8.原の辻遺跡
9.盆鈎遺跡

10.大久保遺跡

11.大玄遺跡

12.カラカミ遺跡

の他，原の辻遺跡、では，ナウマン象円歯が

数例発掘されているが，残念ながら旧石総
第9図 原の辻遺跡弥生時代集落以前の遺跡

との共伴は確認されていない。また，縄文時代の造物では，打製石搬や土器片が出土して人的活動の

一端を知りえるが，詳細|は不明である。 壱l岐!~全体では， 20カ所ほどの純文時代の追跡が知られてい

る。主に沿岸部に多く見られ，従来は島の四半部に仰っていたが，近年京三|主部でも遺跡;が発見 ・調査

されている。なかでも勝本町の松崎追跡;は，iめノ本i73のi明Il nJ ~I'': ~こ位j~I し，門知i式土器などを出土する

前期]から後WJの遺跡である。朝鮮半山南岸地域の櫛|ミl文士協が採取され，この|時代における朝鮮半島

との繋がりを示している。郷ノ浦118'の鎌崎辿跡からは石製針先などが発見され，問un-の名切追跡、では

後期を中心とした30基を越すドングリ!li:蹴穴がi羽11111帯から検1.1"されている。

弥生時代になると，告岐ぬは， 3 世紀の有名なIj l 匡iの股史~1:: r税法;倭人伝jに 「一文閤」として査
場する。そこに記il夜されている弥生時代終末期の状況は， r (対馬 |剖から)商にi~[ílnlj: という海を渡り ，

千里余行くと，一大陸1(一文政1) に折く。:L~官は-~~.狗， i出J'ì;は非奴町:Jli!f~と l呼ばれている。 広さは四万

三百旦ばかり。竹林 ・叢林が多く ，三千ばかりの家がある。やや日i地があるが，食べるには足らない。

雨北に海を波って米などを!"iっている。jというもので，灼.いが当時の壱|肢をま11る'1'UTiな記述である。

これまでの制査結果によると， JJj(の辻遺跡では，弥生|時代iiijJ~J後楽段階になると集部が形成され，

台地(高元地区)と低地(不依地区)の約 8ヘクタールの純1111で居住が始まったと考えられる。壱|岐
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山内では，現在約60カ所の弥生時代の遺跡;が確認さ

れているが， 原の辻泣納:はそのrllで最大のm.+誌をJ守

り，検出，出こlてしたj立川と造物も1'1:，抗ともに他を

しのいでいるこ とから，r郷土;倭人伝jにI辺誠され も

ている「一支図j の王怖に特定されている。 r ~地.ι

{委人伝j に記載された 1-r:1の百1;が特定された遺跡:はIIU~

ーである。島内で似の辻泣肋:(戸辺町 ・石川町)以

外の弥生時代の重安:な集落j立跡、と しては，カ ラカミ

遺跡(勝本町ー)とllI/I'，;立跡 (郷ノ浦町)がある。カ

ラカミ造跡は}，!i(の辻遺跡と同|時期に始まる。11，':jj也に

位置し，環涼を巡らせているが， 1.京の辻遺跡と比べ

ると規模が小さ く造物のl人n予もやや劣る。原のj上ili
跡と別個に発祥した集部が似の辻遺跡の発民過刊の

なか，原の辻主導で:iili介 してぬ北部の管理!を判った

ものと考えられる。llW'，迂i跡は弥生時代中間後'1':に

始まり，その発祥11.):にはすでに原の辻遺跡は発以を

1.原の辻沼紛

2. 蕊出遺~

3.カラカミ遺跡

4.天ケ原遺跡

第10図 壱岐の弥生時代主要遺跡分布図

遂げていたため，また輔鉾川上流にi立関するが，その水系により原の辻追跡とも結ぼれているため.

発祥時より原の辻ギー埠の辿合 ドにあったと与えられる。lJ;tのiUi遺跡、の集1・I1の什;が分離形成したl可能

性もあるc 西側の低い丘陵を泣えると.対応をffiむ'j':域的にtJlる。島内外から崎fi:川を・下って原の辻

遺跡に入る物資の慌入拠点.島西部の管理!拠点として坑要な役割を果た していたとJ5・えられる。

弥生時代中期前半紙玖 I 式段階には，環お誌のi~!riiJ . nn ;t( き場や祭儀場等の幣f~1ìなと'の計画的大土木

工事により，一支肉の F.ff1;としての景観を呈するようになる。??訟として，紀元liij1 08年の前漢によ

る楽浪郡等4郡の設li'tを製限とする交弘前助の泊先化と.これを促進する北部九州地域のクニ辿什体

による交易中継センターとしての機能拡充があったものと推察される 船消き場に近接する遺跡阿北

部低地(不捺地区)では.朝鮮'1<'白系蕪文十.33や擬経文土a:f，jL$;~銭 . そ拠鍬などの'I11JiI系のj也物が

集中して出土している。出土した土器の器材lは主炊E.の斑を主体とするため. この地I~:Iこ大陸系の人々

が多く居住し，船着き場-を利mした，民間による1'1111fo:交易が行われるdiがイUf.した可能性が高い。
弥生時代後期初頭には， f民地の居住域の政楽とm~~の再Hill'jlJ と新設が行われている。 ~'tj'~~は，弥生Hキ

代中期後半しだいにJ.lli没していったが， 後!リj に人り jr~びi\I! I'jIJ されている。 また )む跡j'ij北部i~~地 (イく

fl草地区) では，後期になると生活|見l速の.ìïì帥は安をm し ， 換わって複雑に配.ti/~，新設された5条に及

ぶ涼が検出された。反l師，台地上の居住域は過帝状況を:11し.あたかも能城的叫がある。溢れ/l¥た人

口は，車出遺跡に収容された可能性もある。 従米の加治き場む後期初頭がi史川のドm~であり，新たな

船着き場は別地点に移転され，交易のための'dib fi地 1:!こ移ったと考えられる。朝鮮半島系土器の/1¥

七傾向を見ると ，原の辻追跡の場合，概ねI1暁文十.背任は弥生時代前期末から中JUJliif '1':，ご鶴系土器 ・楽

j良系土器は中j明後半から後Wl，1均質土器は，1jj J'i時代liijJり!という変還をたどるが， ベ抑系土器 ・楽iJl系

土器 ・間質土器の出土は，台地 上やその);';)辺を'1'心とする。また，r.lfH[はそれまでと変わって，うど劫
に伴い搬入されたと:fifiil!lJされる貯蔵川の逝を主体とするようになり 交払の(1:り)jもこの時JUJに政治
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的管理下に置かれるようになったと考えられる。これ

らの変化は，後の 「倭岡大乱jにつながる北部九州地

域の政治体制の再編成を1T)j::とした，防御械の拡大強

化を示すものと考えられる。しかし，弥生時代後jリl後

葉になると濠に造物が一指Ji~楽されるようになり，弥

生時代終末期にはほとんどの涼が組められていく。「段

凶大乱Jの終息と邪馬台凶述合体制への編入による，

防御施設の不要化などによるものであろう。

繁栄を誇った一文問の.:Emlもtll世紀中頃，古Jnll年代

前期l拘禁に解体消滅する。 !:VJ鮮半ぬでは313:i1~楽 i1i 1~日

が， 314年帯方郡が相次いでIfJj句慌に滅ぼされた。1"1

1人jにおいても，この時期は大和政権による国内統一が

進展して，これまでの対外交渉 ・交易システムが崩壊

し，原の辻遺跡の凶際的交易センターとしての存(t::CI:

設が失われたためと考えられる。

江戸時イt中頃， 1742 (~~ I呆 2 )年に編纂された f;t:;

岐国統風土記jには，定-岐山に338基の古墳があった

と記録されている。また 布名な平戸藩主松浦古hllの

f甲子夜話jには， 1837 (天 保 8 ) 年 に296~の古tft

1.双六吉崎市 2. U!!家吉積 3. ~のR吉境

4. を自主星通分寺~ 5. $山ミルメ浦遺跡

6.原の辻遺跡〈安図号11M地区・川原畑地区)
7.原の辻遺跡(大川地区) 8. RJ遺跡
9.大i家山富t員

第11図 壱岐の古墳・古代の主要遺跡分布図

があったことカf記されている。現在でも壱岐品には，民崎県内5∞余基の半数以上，約270基の古墳が

確認されている。制年的には4世紀まで遡るものはなく， M:ï~J~Jのものの l つにj日II町の大塚山古墳

がある。直径14m，日さ 2mほどの川墳で，官・岐ではM:i1jの監穴系梢口式石訟を|付加主体とする。 5

世紀後半の築造と考えられ， /J;(の辻泣跡をのぞむ北fll1Jの山別にあり，この引までは環涼集落解体後も

依然、として付近に集務が'はまれ，JJ;(の辻追跡;のず{民に幣がる文配勢力が付近に存在していたことが推

測される。6世紀から 7世紀になると，ぬ央のIJiI分地16:周辺に大型古墳が集'11して築造された。現存

する約270基のうち，笑に90余越が勝本町南部から)'1:illIIlT阿部にかけての日可能8∞mの円|人jに集中して

いる。代表的な古墳をあげると，長崎県内でII.f大脱悦のliifブj後円噴である双六肯杭は，全長約91m，

後円部の高さ10mに比べて， liij方持15は高さ<1m，民さ114mと低く長い独特の形態をとる。県内最大の

川墳である鬼の溜r.!:i.l'J'tは，直径約'15m，~':j さ 13 m をイJする 。 ~ïr包の脱税は:k之さ 17mで ， 玄室， 中室，

l前室からなっている。金制拠出J~・が出土したf防止訴ïljげtは，山さは10m ながら íl'( I歪は38m を誇る。 7fi室

は長さ15m余を有し，榔逃や榊築方法は)¥1.の間古.I1'tとまったく |むlじプランであり， ~nlい類似性をもっ。

このような古墳の規校や高1)部品の!大j符などから，官・岐の円以と'11央政権との強い結びつきが窺えるが，

これもまた中国大陸や朝鮮半山との1*1継拠点としての，必l岐lみの政治的， 1五l防(1(Jif1裂性に起因するも

のであろう。そして，このl刷リlに山内における'11心勢)Jが似の辻付近からね央に拶!flj)したものと考え

られるのである。 (杉原)
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2.古代~近世
(1)古代

大化の改新以降の律令による中央柴椛国家体IliIJの形成にともなって，全国に国~l日が設li'i:された 。 九

州の諸国については，r続日本紀j巻3. it1::袋 3年 (706)7月条に「九|到三品Jと見え，このうち三
島がを岐 ・対馬 ・多織をさしていることはほぼ疑いなく，を岐はl割に準じるJ泣いを受けていた。闘に

は大 ・上 ・中・下の等級が設けられていたが， r延喜式j巻22・民間;上によれば，壱l肢は下回で，壱
岐 ・石田の2郡が置かれ，また， J.丘・中 -iiIのうち越国であった。令の規殺で下l主|は国司として守1

人 ・目1人， 書記役として史生3人と決められており (r令殺解J巻1・1股只令)，国司の四等官のう
ち介 ・ 抜は置かれていない。ただし，天王ド 10年 (738) の「周防悶正税制~J (正合|淀文科/r大日本古
文書j巻2)には，r壱l岐l誌抜従七i立下11-11人街祢::EiiliJと見え， r延!2.・式jの記載と逃い， r抜Jの存
在が確認できる。

壱岐国司の職掌は ， 一般の l司司の職掌以外に「惣べて~n祥(泡賊の防W!鎮定)，防守，及び務省:の

帰化を知るJ(r令義解J巻1・職員令)と，対馬 ・1:1向・ 際陸 ・大1)出などの国々とともに対外的防備

の役割が付加されており ，令の制度上特別地域として規定されていた。

元和本 f和名類緊抄j巻5によ ると ，旧は620B汀，壱岐郡に風早 ・可須 ・那賀 ・旺l河 ・鯨伏 .i弱j安・ ・

伊宅の各郷が，石田郡に石間 ・物部 ・箆原 ・沼津の各郷があり，医IJ付は石田郡にあった。また，抗野

山本「和名類緊抄j巻9には駅家としてを岐官liにi}r周，石lJl'ftllに|時過の名が見える。

壱岐の国府は，その成立について不明な点が多いが，ヲミ平2年 (730)正月，大事(;rll大伴旅人宅に

集まって開かれた梅花宴で，壱岐巧:板氏安麻呂 (f続日本紀j巻12・天平7年 9月条では板茂迎安麻

呂とある)及びを岐目村氏彼方が歌を残しており (f万葉集』巻5・831及び840)，少なくともこの頃

までには成立していたと思われる。この悶}(;fの所在地については諸説あるが，考古学的にはいまだ特

定されていない。これに関述して原の辻泣跡では，奈良 ・平安時代の木間，硯，初期貿易陶磁器，施

秘i陶器などが出土している。また，道路状遺構も確認されており，この付近に官術など，.[1要施設が

存在した可能性が考えられる。

国分二寺については，天平16年 (7'14)の部で f四畿l人j七道の諸国，医l別に正税四万束を訓き取り

て，以て僧尼両苛=に入るること各二万束，毎年/:1¥挙して，J{:の忠利を以て氷く造寺の用に支へよJcr続
日本紀j巻15・天平16年7月条)とあり，出挙の手IJを造寺料lこ充てさせたが，壱岐については，この

詔に続いて「壱岐島，肥前国分を充つJ(r類栄三代格j巻ltI• fl片手司~)と，を岐品(}.Jではまかなえな

かったようである。このうち国分尼寄与:が壱岐にi泣かれたかは不明であるが，国分寺については，r壱
岐島直氏寺を烏分寺と為す。 僧五口を f~ く J (r延記式j巻21・玄帯寮)と，壱岐由:の氏寺を転用した。

ただし，これがいつの段階で行われたのかを示す史料はない。なお，中世における太宰府天満宮安楽

寺領の状況を知ことができる「安楽寺領注進:1)(案J(観応3年 (1352) 2月の日付， 筑前太宰府天満・

宮文書/r南北朝遺文j九州編3340)に f烏分寺jの名が見える。
壱岐は，国境の品でもある。大陸 ・半島と日本の接点として，新しく華やかな文化が往来していた。

しかし，いったん外交上の問題が起こると，悶!拘の最前線と して幾多の外敵の位入を受けた。 これに

ついて，以下， 六回史など当時の記録から記事を拾ってみる。

天智2年 (663)，朝鮮半島の白村-江での日本の敗戦を受けて，九州各地の防衛が強化されるが，翌
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天智3年，j時前線である壱l岐にも防人と降が置かれている (r日本書紀j巻27・天智311::是歳条)。

延暦14年 (795)，壱岐 ・対応を除いて，防人を廃止し (f類緊三代格1巻18・III毅兵士鋭兵!Ji-)，ま

た，同お年には，壱岐の防人も廃止され，壱岐烏の兵士3∞人を分番して配置している <r円本後紀j

巻12・延暦23年6月条)。

泳和2年 (835)，大宰府が，このごろ新経商人の往来が絶えず，壱岐の防衛が不十分なため，山民

330人をJufい， 兵仕・を持たせて，14ヵ所の要害の埼!こ配置することを詰い，認められている<r続日本

後紀j巻4・承和2年 3月条)。

究主IL7年 (895)，大卒府は，JE岐の官舎などが!被にこ とごとく焼かれてしま ったことを報じている

(r 日本紀略j前知20・1l.ili7年9月条)。 なおこの記事は，究平6年の誤りと思われる。

寛仁3:l'1:o (1019)，刀伊のJ!北船50余般が対馬に来襲，ついで壱岐を裂い，さらに大宰府に向かって

いる (r日本紀略j後間13 ・ ~~仁 3 年 4 月条)。をi岐島講師常党の戦況報告によると，壱岐守藤原四!忠

ら国司，向民の多数が殺害されている (r籾野群載j巻20・異国)。

(2)中世

鎌倉時代の也:1岐|宝l守秘については，初期の史料を欠いており ，詳しいことは分からないが， )足元2

年 (1244)の「キHJ.!tJtJl継器施行状J( JJ~pìíj吉永文書:/ r鎌倉迫文J6394)が守設代に宛てられている
ことから，その存在はうかがえる。守護の名前が現れるのは，文永10年(1273)の 「少弐(武藤)資

能施行状J(Jj巴liif松?lli家文自/r鎌合遺文J11468及び来島文語・/r鎌倉逃文j11469)においてで，
武藤氏の守護管国に壱岐の国名が見える。以後，壱岐国の守護については史料を欠くが，これ以降も

武藤氏によ って守護職が保持されたものと考えられる。なお，この武藤氏は鎌倉時代中間以降，少弐

氏を称している。

国境の拙前線である壱岐は，常に外敵の脅威にさらされてお り，元定 (文永 ・弘安の役)では，壊

滅的な打娘を受けた。対馬を位 したモンコソレ・高麗連合軍は，文永11年(1274)10月14日，定:1岐の凶

海岸に現れた。上陸したのは呑~f~ .鯨伏付近とされている。守護代平内左衛門尉弦陸は御家人i3"余騎

で迎え撃ったが， 圧倒的な兵力を持つ連合軍の攻撃により居城の樋詰域に退いて自答 した (r八輸出

堂記J/ r大宰府 ・太宰府天満宮史料j巻8)。 また， r高麗史j巻104・金方慶によれば，文永の役
に参加したi向腿兵は壱岐の人々千余人を殺害したという 。

7年後の弘安4年(1281)，モンゴル51tは再び来襲。5月26日，東路軍は壱1肢の「忽科勿塔J(J勝本

か)に向かい，風に巡って兵士113人， 梢工 ・水手36人が行方不明となっている (r高股史j巻29・忠

烈王 7年5月条)。また，r八怖感輩記Jcr大宰府 ・太宰府天満宮史科』巻 8)によれば， rまた弘法t
凹年五月二十一日，京古のJ!削(}おそひ来たる， (中略)壱岐対馬より上りて，見かくる者を打こ ろし

らうせきす， 医l民さ 、へかねて，斐子を引J-.l.し深山に逃かくれにけり，さるに赤子の泣こゑを1mつけ

て， J12りも とめて1i1iけりJと，悲劇的な状況を伝えている。

室Ufn時代の官・11皮の情勢を記 した史料に朝鮮王朝の昨I;J刻H-が著したH如来諸国紀jがある。同判:の「一

|岐品Jの部分には，阿部七。7J(EI3六百.二十118'六段o入居は陸盟十三，海im十四なり。京西は半円程，
南北は一日校な り。志佐 ・佐志 ・I呼子 ・鴨打 ・塩津留分治す。市は三所右り。 水田と平田は相半す。

土宜は五穀。JI又税は対応の女11し」と記されている。 7郷と して，力u愁 (可須).I1W多只(湯品)・古仇
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音夫(国分)・小千(庄か)・現在山都(武生水). 11ヰFI縦(芯原). f!lS可五豆(目立伏か)の各郷が見える。

これらを支配していたのは， 志佐氏以下のいずれも松浦党の一日で，彼らによって分治されていた。

また， 13里と14ir!]の地名と，戸数としてそれぞれ1360余戸，700余戸，総背1-2060余戸の数字が記され

ている。同時:の 「日本国一岐島之図Jには，筑前博多から |止波 (i刊戸)iili' Ntt本 (/J警本)iiliを経て対

馬に至る航路，JJ巴前上松iilfから毛都伊 (本肘)iiliを経て対馬に主る航路が見える。

(3)近世

天下を統ーした豊臣秀吉は，天正19年 (1591)，朝鮮出兵(文祢 ・l長長の役/壬"， . T聞の倭乱)

にあた り， Jj巴前回名護屋城の築城を九州諸大名に命じ，あわせて平戸.の松iiliiJ1信に宕岐のl勝本城構築

を命じた。この勝本城について「を岐国統風土記j三 ・可須邑 ・郷邑之gjj_.には， fJ院本irliのm上に
あり，(中略)，其旧跡を見るに，子城の力l:東西三十六!日1，けj北三イー二IIIJ，周聞こH町五十六1111半Jと記

されている。

戦国期に平戸松浦氏領となった壱l岐は，I共lヶ原の戦い後も引き続き松iili氏が領府し，平戸務領とし

て明治維新に至っている。慶長9年(1604)，江戸幕府に提出 したドI~戸分釘í1f:も:岐品回出惣目録J

によると，壱岐は25の村と 2つの品に分かれ，総石山lま15，732石余.他に寺社制として250石余があっ

た。一方，幕末期の数字を記した rr円高!日制取調帳j九州編(日本史料i韓併18)には，を岐部11ヵ村¥
18，981石余，石田郡11ヵ村，16，061石余，合計22ヵ村， 35，042石余とあり .江戸時代の石山の増加が

見て取れる。

また， r壱岐国統風土記J一 ・提要上によれば， 1:1政10年(1798)の数字として，戸数6，385軒 (武
家を除く)，人数27，740人 (武家を除く )，i西家数38軒，麹家数37軒，神社数836座，寺院数378ヵ所，

馬数25疋，牛数7，267疋，船数373般をあげている。

江戸時代の壱岐は朝鮮:通信伎が寄港した烏でもある。半保4年(1719)，通信使に製述官として随

行した申維翰の記録 f海i佐録j(東洋文W252)には，勝本iIIiの糠子として riili口は，水が浅くて入れ
ない。鉛を連ねて陸橋を作り，その上に板を設け，左右を竹欄となし，m純!市 (太く束ねた糸で編ん
だ敷物)を敷き，まっすぐ使館までいたるjと述べ，また， f irliを隔てて民昆わずかに百余戸。黍や

豆が時(はたけ)に満ち，あるいは稲阿には;胞をIJlす (中日行)。倭の言によれば，土地が上々で，民

がみな践につとめ，飢える者がないという 。海中の孤島とはいえ，形は釜を捜したようなところすら

必ず過半は間接し，新穀がよく繁茂しているJと記している。 (石尾)

{参考文献]

長崎県史編集委員会 1973 r長崎県史Ji審政編
長崎県史編集委員会 1980 r長崎県史j古代 ・中世福
山口麻太郎 1982 r壱岐国史j
~IJ上史行 1995 r壱岐の風土と歴史j
長崎県教育委員会 1998 r原始 ・古代の長崎V;Uill!史編
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皿 学史と調査経過

〈学史〉

1 .大正時代~戦後東亜考古学会の調査研究

はじめに

原の辻追跡、のこれまでの発掘調査 ・研究!とは， 大正時代初期の地元研究者による泣跡紹介から1944

年までの戦前の調査研究段階 (第I段階)，戦後の1951.11~から 196 1年に至る来日E考古学会による学術

調査段階 (第2段階)，1974年以降現在までの長崎県-722辺町ー .石田11町教育委員会による行政調査段

階 (第3段階)というよう に，大きく 3つの段|暗に区分することができる。いずれの段階も，当該時

代の考古学の置かれた学問的状況を色濃く反映していることは当然で，第l段階は追跡 ・造物という

概念がいわば考古学の純学問的対象であると同時に，法的には 「史跡 ・名勝 ・天然記念物保存法」に

言う「保存概念Jに規定され， ii町長の第2段階は文化財保設法に言う「保護f!史念」に転換し，現在の

第3段階はさらに「公開 ・括・用概念jに進化して，遺跡;を史跡として積極的に整備 ・公開し，国民大

衆に文化的事受を受けてもらうための湖交研究段階と言うことができ ょう。したがって，今後の原の

辻遺跡の調査研究もまたそのように推移していくことは当然であるが，以下，第1段階から第2段階

までの調査研究史を振り返ることにしたい。

(1) 戦前における弥生式文化研究の沿革

弥生式土器の発見 日本における近代考古学の出発は， 1877 (明治10)年lこ東京大学講師の米国人動
υJll;りかいづか

物学者エ ドワード・モースによって行われた京京大森貝塚の発掘で，この11寺発見された土器が厚手 ・
::令もんしdI! d 

黒褐色を呈し純白文様をもつことから純文式土器と名付けられた。その 7年後の1884(明治、17)年に
ゐりさかLけぞう (r:lがりかゆいづか

有坂鉛蔵によ って， 東京本郷弥止II~'の向ガ丘貝塚、から薄手 ・ 赤制色 ・ 1!!~文の僅かに口縁部を欠く 蛮形

土器が発掘され， 1889 (明治22)4月に坪井正五f!lSが「帝国大学の隣地に貝塚の限跡ありJ(1'東洋学

芸雑誌j91)と報告して一線有名になった。この記念すべき新発見の土慌が従来の純文式土器とは異
や よ1・し坦ど a 

なるものであるという認識から，いつしか発見地の名前をと って弥生式土器と呼ばれるようになった
:t.l¥た そう じろう

が， jj;r田鎗次郎が1896(明治29)年に，r弥生式土保(貝塚市土ニ似テ薄手ノモノ)発見ニ付テJ<r東
京人類学雑誌J122)という論文を発表し，初めて弥生式土器の概念規定を行った。その後，1905・

6 (明治38・39)年頃に亙る1m，全国各地で弥生式土慌の発見が相次ぎ，その分;{Ilが全国にわたるこ

とも知られるようになった。

弥生式土器および弥生式文化研究の歩み この土慌の性格や所属年代については，石器H寺代の土器と

古墳時代の両者の性格をも っているという漠然とした四!附.からrj1111I土器と名付けられたり，その他

様々な名称が付・けられたりしたが，結局「弥生式土器Jという名称が定指することとなった。そうし

て明治時代後期の1900年代の初頭頃には， 当時の純文式二七時の研究と阿じように，弥生式土号号研究も

また人穂論や民族論との|共l:iiliで説諭され，純文式こi二器と弥生武土慌の差をそれらを使用した民族の追

いで解決しようとする方向であったo このような学IIJ1的状況のrjlで，ヨーロッパに留学して考古学の

型式学 ・屑{立学的方法を学び， 1913 (大正2)年に京都帝国大学に考古学教室を開設して主任教授と
はまだこ う占〈 ζ う “G也

なった浜田耕作は， 1917 (大正6)年から開始した大阪I{l問府追跡などのj将位(Jせな発掘調査を継続す
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ることにより，純文式文化と ，;{j;~1=..式文化の花が民族の迎いによるものではなく，時間的に前後する歴

史的4~~の*I'i~~であ っ て， ';:J;'t式上;器が純文Jに]-，?~と，~明11刊にの中間に位i註するということを科学的
立かやまへいじろう

に立証した。1ft]じttL北部九州においては九州帝llil大学医学部の病理学教授であった中山平次郎は，

1917 (大正6)年に「九州北部に於ける先史/J;(始1.lljll午代中間JOI問の造物に就いて (ー)- (四)J (f考
古学雑誌J7 -10-8 -3) という品文を発J長毛し， 1「山'f銅2掠5をH出』tt土する大斐 (ぼ聖艶E桔棺f)が石器を伴う口詰
の小到土器と向じ弥'1生tJ式t仁2持3にb凶4するという制y点江カか、ら.弥生時代が石器と金属器を用いた所諸「金石
併川時代jであることを品いた。

':Jj( じ ニ1・.，・ J; ，1、l!.'JAl・s・8 すj'1;r，-t ， ，・け
昭和時代に入ると， í保'草五 =冷本~ド~六附を主5宰ド手者者TT. として小林行雄 . 藤森栄一 . 杉原羽荘;介なとどe新進気鋭の若手研

究者が集まつて京}京;江〔与)5'，'ヤI'勺，つ.:下j

巻第 iドイ号号が刊行行.された。これはそれまでの考，'i学研究がJ;(都帝国大学:や帝笠間物館などの権威筋を中

心に行われていたことを打破するもので，以後関|則必 r:.与・古学jに各地の無名の考古学徒が投稿した。
その結果，全凶各地で~{j;II:，Ä Iニ25の制.11:がjlliむ・とともに.弥生式文化の研究は飛躍的に進展したので

たてぞしきい宅t!

ある。北部九州においては.1936 ( lIl凶(6 ) 年にj~rl川川床の立屋敷遺跡、から文椋を豊常に施した一

昨の弥生式土持が発見され， lPr!年，中111平次郎は ftMIir'i]地方に分布せるこ系統の弥生式土器J(r考古

学雑誌J22-6)という，命丈を発表し，立).11敷地跡/1¥上の有文土器を第二系土器，従来の素文土器(今
噌 < L.坦 ピ a

日の須玖式土部)を抑・系.:1'，協としてiiijfi'がf表明・に後11'.する時間的先後関係を論じた。しかしながら
ょι，.，、 Uil

この'1'山編年は!日J(.I三，小林行雌の兵:fdi ~r~ '11r I n ill跡/1¥1'.の弥生式土器の厳密な分析によって先後関係が
逆転することになったが， "'111の第二系こ1'.?ifが九州 ・縫いlともに大きな文化相を形成している ことが

Uんがか1>1...~ l! ‘ 

注目され， r遠賀川式 U~J という名羽;が与・えられたのである 。 1934 (昭和9)年，森本は北部九州

の弥生式土昔話について(l)ji・n川式→(2)刻玖式一(3)点郷式の三様式に分類 ・制年し，翌年，劫弥:生時代を
1前}ドiij臼:n則U別J' ，中IJコj期g明l' 1後麦!朋U叫iの--リ11時与制l附則り別lに|μズ分して土土:?持詩の :叶沌，t;
のl時時削J抑則U則jには石令滞日侍号を1!伴1ヰ半|ドiい， (3)のH剖リlには行部がi!l:わないことを指摘したのである (f日本古代生活Jr日
本考古学研究J)。

このように1930年以降， ぜた1"1で弥生式こ1'.慌の制作研究が進み， 1939 (昭和14)年には東京考古学会

から森本 ・小林の幸福になる f弥'1:，式土昔話保成l犬IHJが刊行され，全国各地方ごとに弥生式土器編年が

示されたのである。 この|χIUはこれまでの弥ll~)'\+，総編年研究の集大成であるとともに，以後の各地

における弥生式土器の地域的制{I:研究の/1¥発点でもあった。北部九州においては， 1942 (昭和17)年
tlJ'r，‘じろう
に森貞次郎が「古lY1 ~{j; ll~ .f\文化に於ける立む文化lUIの意義J (r古代文化113-7) という論文で.遠
賀川式土器の制分を，試みた。そうして，1943 (11(1.(:1118)年には「大和唐古弥生式遺跡の研究J<r京都

い t!哩

刊?凶大学文学部考古学研究判i作J16) が:刊行され，その中で唐古遺跡出土の弥生式土器が第 1~第 5

株式に分類されると1111時に.11年HIJ的に郁 1 •第 5~泉式という順に推移することが示された。 さらに，

この5様式分類は1.'f8追跡、のみに限らず 畿1人J ~守地の弥生式遺跡に普通的なものであることが提起き

れ，以後，全ド|の悦;l1:.式 Uif研究の指針となった

このような弥生式 J:?~の樹年研究とともに.それにf'l: う各種の遺物についても研究が進み，特に1910

年代の大正時代初期以1;年.;(i斧.行包丁 ・訂Jとなど1キ舗の石器組成や型式分類，銅鏡 ・銅鐸 ・銅費IJ・

銅矛 ・ 持!こたなどのw釧慌の形式学的研究がJI~~括的に逃脱した。北部九州においては，rl'lll平次郎が1917
たていhぃ'q い1や1いぜ主 いた

(大正6)年にliij述論文で，飯塚市立岩遺跡のイ{包γゃ制問市今山:iiJ助、のお斧などの石器，福岡市板
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づ吋止 '!f::.、。章
付出端造崩;の剣剣 .~Jl" 釧文などのw銅器について論究している。 こうした研究動向の中で，森本

六間は1933(1昭和8)作に「卜|本に於ける段諜起源J(r l' )レメンJ2 -9)を新わして，弥生式文化

=似始j足耕文化であることを椛起し，以後の弥生時代研究の方向を形成してゆくのである。

(2) 戦前における原の辻遺跡の調査研究の歩み

原の辻遺跡の発見 このような'1'央学界の弥生式文化研究助Injの中で，壱岐島内においては早くも
aゥ4ととt11 

i卯4・5 (明治37・8)年ばi.松本友雄によって似の辻j立制:は発見された。松本が1930(昭和5)年

に記した自筆の調査研究メモである f探古日以jによれば，当時国府小学校の代114教員であった彼は，

~I:.従の清水菜君から誘われて/J;[のitに j吐き ， 県;nより jJÿ ll!IJ の到11 に弥生式土器片の散列を発見して採集

したという。その松本に;話料を与・え，松本をしてrt岐考jli学界の11立大忠人と言わしめた人物が壱岐市
t::!o'IJぴん

庁在勤の獣医師滝川敏で， 1庄はo，'f年時代に rij.}丙なお併せずJの大酒豪であったが一念発起して断酒，
飲稿!こ代えて考古学研究に没則してカラカミ貝塚や内j此の発見にも多大の業績を残したのである。そ

うして大正時代初期から1I{fヰ11初期にかけて. '1'央学非からも者名な人類学・考古学.11t史学者らが壱岐
k勾 い ・.H'今

j斗を踏査した。主な学背をあげると，東京帝凶大学のJ日付加磁が1916(大正5)と1921(大正10)年
< ~いたかっ み う的はらt.tC 

の21立，同 じく京京子ril五|大学の:.1.¥-1:即時災と京都清llil大学の梅以来治が1923(大正12)年， 九州帝国大

手:の中山平次郎が1927(II(l，f112)年頃，東京考古学会の森本六T~~が1930(昭和 5)年に壱岐J誌を調査した。

原の辻遺跡の紹介 弥生式-1: 出J1喝の保~以後，松本が)J;(の辻i立跡を本格的に調査したのは石田小学校

に4苦戦していた1923(大j(12)年4)1から1927(IIrlAI12) 11"'-までのおよそ4年IlIJで，その調査成果を

1927 (昭和2)年に初めて'1'V.との学会誌に紹介した (r必l岐IJiI考古通信(ー)ー深江春の辻の造物包

合地一Jr考古学雑誌J17-2)。そうして1930(1I71:f1l 5 )年には，前述の東京考占学会機関誌 f考古

学j第1巻弥生式サに「官岐に於ける弥生式上限ili'Ntlの分布と似の辻包含地jという報告論文を投稿

し，も;岐品内の弥生式文化の地跡を利介するとともに， JJ;(の辻追跡、こそが也l肢を代表する弥生式遺跡、

であることを論述したのである。この松本の投机論文に対し.森本六i!Jifは同年以， r王制有難く拝受・
致しました。御礼ql上け'ます。小生此の主泣瓦[1御J却官仰j地也に何ひたいと平存f正:じて居りますが多分八月中旬頃になる

と思ひます。其其:の節はよろしく i御却廓願iひ1巾lドiし上げます。.'「A巾.;1
拍 gら.6か'小.助ひ喜 や4まEぐち，ゐh主

8月1日1日に郷ノi白討浦I1甫li港に上臨した。そのl時侍森本を裟|μ内人勾lしたのは松本の他，郷土史家の日良fu.久・ 山口麻
たろう

太郎などで，壱岐品内の主な泣跡や古噴を踏流している。このl時j長の辻i世跡では， llL道の岸の最上部

に蕗出していた合u~Mn 1 t~が発4~11 されたが，その判ifりは1933 (昭和8)年に森本が「壱岐島のー斐

粕J(f考古学j4 -10)と制して発表している。この1930(IIH和5)年の壱岐の考古学的状況につい

て，山口麻太郎は 「立岐11*fU 1931 (昭和6)年)l;ιサに rnn和五年の郷土考古学界Jという論評を
掲載し，その成果を山く ~ffdli した。

戦前における壱岐の弥生式文化研究 阪の辻遺跡だけではなく， 一部の研究者によって壱岐の弥生式

遺跡の紹介と研究は大正日、予代から昭和戦前まで行われた。そのカli初が中山平次郎で， 1920 (大正9)

年にf壱岐国立石熊野神社の剣鉾JU考古学雑誌J10-8)を発表して壱岐のj'f銅器文化を論じ， 1929 

(昭和4)年には「官岐IliJ)JlI良)JII美山貝塚発掘の鈍に就いてJ(r考古学雑誌j19-4)という論文で

カラカミ遺跡の京裂性を説いた。 そうして松本友14(~は 1 927 (1昭和2)年に「を岐|五l考古通信(二) ー

金凶器を 伴出した}J1I1~加美山上iほーJ (r考古学怜芯j17 -5 ). 1928 (昭和3)年に fを岐国考古通

内
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f;T (三)一貝塚山-1:のj監鋭に就いてーJ(f考古学雑誌J18-12)， 1悶93お3(U問目併手和n8) -{年ドに「壱岐カラカ
ミ良塚のf引J-f角1今Jr.器住(一)(r与eιI山lhIi凶.

(仔f考考.古学雑誌J2剖4一lけ). r!!.塚塚J山L¥土の鉄2諜2に就てJ(σf考占学雑誌J24一6引)を発表し'カラカミ遺

跡の重要性を中央'手作にYI{:守した。また(11nJほ太msは1930(昭和 5)年の「位進不明の烏帽子形石に
就きてJ<r考古学JJ - 5 ・ 6 ) という 論文でを岐の弥生式文化の特色を述べ，人~l学者の直良信夫

は19.11(昭和16)-{I:に 「必岐カラカミ貝塚の自然造物Ja古代文化1)を発点してを岐品の弥生式文
化の特殊性を提起した。

このように. J以の辻jù跡とともにカラカミ泣跡もまた，壱岐島を代表する弥生式泣跡として，，:1~と学

界に認識されるようになったが，1944 (昭和19)年に 「長崎県宣岐郡出河村}J;(の辻巡航の研究J(r 11 
と書 たた正J.と

本文化史研究J)を';v.:わし， lj従 liíj におけるをl岐山の弥生式文化を総括ー したのが~fJrn ，也正である。 当時

壱l岐1'1'学の教slIiであったrsl11 Iま，1939 (昭和14)年の4月28日と29日の両円，排地幣理工事で削りJ&

られた阪の辻台j也北端の点側主+而iの断而に三府の造物包含層を検出し，小発掘を行った。三府の包合

肘は繋然とした肘i立を J，~し，各11'1からは形態 ・ 手法を央.にする弥生式土器が多j，(に 11\土した。 紛凹は

各府出士の弥生式1'.詳のj形態や製作手法などをおり術に分析し，当時ーの北部九州弥生式土保編年とのJt
t肢を行い， 各1ì"1 1P， ・1 :の州:式 1 :部型式の推移を刻玖式 (~I:JWJ)から高三泌氏(後Wj)に移行する過私!
と認識 したのである。 また ， 各 11'，1か ら /1\土する行昔日 ・ w銅得 ・ 鉄器 ・廿角協の11~1~ ・ 数i止などの分析

や，カ ラカミ追跡IIU'J立物との比"皮から，阿追跡の川には何ら文化的に異質性はなく，岡遺跡に見ら

れる金版協と1']'fJJ出という ー二つの異なる造物の共作は， r弥生時代における史的文化と布史文化の升
サ < ¥. i!金 J・<t“ 

一性jであり， (~Ij jli跡の'p'J;lI:.式士25穿!式は北部九州の影響にあったにも拘わらず， m玖泣跡や三正:遺
跡とは異なるj.ill~~ I:~Aは， "占岐向の自然 ・経i丙的条件に規定されたものであると結論づけたのである。

この鴇問論文は， IJ;(のitill跡とカラカミ遺跡の文化WJが北部九州の弥生式土器の制年でrll拘jから後JgJ

に位tnづけられることを !日l らかにしたと同時に，也:岐Jみにおける弥生式文化がB~緋文化と狩猟 . i.制労

文化との複合文化であることを示し，戦後の京illI考古学会の調査を招来するのである。

(3)戦後の東亜考古学会の調査

戦後における弥生式文化研究の再出発 第2次大戦後の弥生式文化研究は，1947(昭和22)年から1950
とろ‘・竺皐

(昭和25)年まで実施された時間iIi登巴遺跡の先制調査から再出発した。このUIJのl似8(昭和23)年

に結成された日本15'j'j学協会は，弥生式文化の成立と発展を研究目的として1951(昭和26)年に弥生

式土器文化総合研究特別委l~会を設置し， 1958 (11自治133)年に至る間，西U本の弥生式ill跡25カ所の

発掘調査を実施した。そのJ北京:は1961(lIi1fIl36)年刊行の f日本農耕文化の生成jに結実したが，そ
‘・1:づ付い<! ~ いたづ11~ d I! t 

の中の前大成"*は ~M llf，Jdi収不j'遺跡の発掘で，この遺跡から出土した土器は板付式土保と命名され，弥

生時代の開始時JUJを従米の考え方から一段階古く遡らせることになったのである。

東亜考古学会による調査 !ji~後の古・岐の考古学的調査は， 1948 (昭和23)年の九ザ:会連合による対馬

総合調査の帰途に一般s刈慌が1i'われたことに始まり ，1951 (昭和26)年から1961(IIHキ(136)年の1111，

京IIII考古学会による I~，'，J究が行われた。 東亜考古学会は大正時代後期に，五(者IFiも:岡大学教授浜田耕作や
IJf， ~ ム ~ 1: 

j.jot(帝国大13f:助教J・2・ )J;(川淑人らを1'1.'心 としてれ1い~~;され，戦前は朝鮮半ぬやtf:'1翌日〈北l''iISの主製iU湖、を却l

3'f.した。lj没後においてはI : 1ヒ作IUd+1 と大|控との|則述から，対馬や壱岐を対象としてぷ~J3'f.を行ったが，
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点illi考古学会による，t岐の1~\Jj'f.は ， 第 1 次調在が1951 (11日和26)年夏に原の辻遺跡の発砲調査，第2

次捌査が1952(11日午fl27)年以にカラカミ泣跡の発品t!1出Ijj'tと全山の一般調査，さらに1953(昭和28)年

から1961(昭和36)年にかけて 3}.立にわたる郎の辻泣跡の発掘調査というように，合わせて 5次にわ

たる考古学的調査が行われた。その正式な調資制作JFはこれまで刊行されていないが，一連の調斎成
みr咋ぜいい% ねa・ S~"'h. ~; 主 ~J.t.A ご

来は調査に参加した点目li大学の水野iftー ・岡崎敬 ・秋山進午らによる f調査概報jや個別論文で窺う

ことができる。

1951 (昭和26)年の似の辻j立跡の調査成果は， 1954 (昭和29)年に水野・岡崎が f壱岐原の辻弥生

式地獄調査概報」として九学会ill合対馬共同調託会刊行の f対馬の自然と文化jに報告した。この時

の発摺!;l:，1939 (IIr1利1t1)年の紅j間部.Jj宅地点に近指して阪の辻台地東北から西両方向に幅2m，長さ

30mのト レンチを設定して行われ，重要な調子E成果が伴られた。それは原の辻遺跡、の文化期を具体的

に明らかにしたことで，弥生式土器包含府が1J向 (上肘) と 2~;1 (下宿)に明確に分けられ，前者が

北部九州弥生式土器制:íj:~の~fi玖式と 27j三Hff式の "ljll日盟式， 1:走者が須玖式土器とされ，阪の辻下層式と

上肘式の2株式が設定されたのである。そうして fJ.;1式には石器を含むが，上肘式には石器に代わっ

て鉄器が登場することが述べられている。

翌年のカ ラ カ ミ遺跡の発~kr!aJ:.J椛では，その文化lVJがlJ;lの辻追跡;と全く同じであり，石器や鉄器，背

制部， 1l]"角器なと'の/1¥土地物も共通することが割if守されている(水野消ー ・問lb(，jl!孜「長崎県壱岐郡カ

ラカミ追跡Jr 1:1本考i'i学:{1:*fU 1928年版)。その後の1961(昭和36)年までの京国考古学会による原

の辻遺跡調査でも， }J;{のi上上附式と下j持式はIYJ附な}¥'11.立|則係をもって検出され，北部九州弥生式土器

の制年で，中WJから後JUJのこiて路線式として認滅されるようになった。 また，岡崎敬は1956(昭和31)

年に「日本における初期鉄製品の問題ー壱岐ハルノツジ， カラカミ遺跡発見資料を I~心として-J (r考
古学雑誌J42-1 )という:論文を発表し，弥生式文化Jリjにおける鉄製品の問題にを初めて論究すると

ともに，それらを川こJ..する)J;(の辻追跡とカ

ラ カ ミ 追跡のm~'~J: を指摘した。 さらに

1968 (昭和43)年には「伎の水人一必l岐ぬ

弥生時代遺跡発見の鯨竹製品とその伝統

一J(r日本民蕊と南方文化j金l則丈夫博士

古稀記念委員会)を者:わし， }J;(の辻 ・カラ

カミ両遺跡に示される必(皮肉弥生式文化を，

Z2耕と漁携の桜合文化であることを指摘し，

向遺跡の東アジア世界におけるJIiH祭性につ

いても言及した。

このように，大正時代初期からの地元研

究者の学問的情熱にJLづく ql央学界への紹

介，戦後の東亜考古学会の訓有によって，民{

の辻遺跡はカラカミ泣跡とともに北部九州

を代表する111~な弥生H午代ill跡として周知l

されるようになったのである。(塩屋勝利)
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2.昭和49年~現在

東亜考古学会による別査以|珠を岐島での調査は休11民状態であった。ぬという特性からか大規模開発

が行われる事もなく，従って1m発に伴う緊急発抑制抗が災施されることは殆とすIlfiかったといって過言

ではない。その後H百平U49年になって，原の辻遺跡を見杭す一大転機が訪れた。この時の事情について

経過を少し詳しく述べておきたい。

昭和49年4月9日， 当時の石田町 (現壱岐i!i石田IIrf)教育委員会に原の辻追跡周辺で楚棺破片と箱

式石結の石材が散乱しているとの通報がなされた。通報者はたまたま原の辻遺跡の見学に来島してい

た大阪府文化課と泉大山市社会教育課職員(氏名不詳)で，その情報は盟国|τ1，IID.から県文化課に急

報され，直ちに県文化科l俄Jlが現地にi吐き散乱したゐitl;r材と護桔破片を確認した。ニト.地所有者からの
問き取り調査の結果，当該地は石田町石田西削!ヰ:大JJ)(359，360帯地にあた り，能頭状に盛り上がった

封11を水田にするため表而を削平したl援に迫・椛が一部破壊されたものと思われた。この通報によってこ

の場所が弥生時代の誕域であったことが初めて確認された訳である。

当該地では既に削平工事が終了し，田植えの地附q.であったが，遺構の重要性と地主の立石好男氏

のご型鮮とご好意により緊急調査を実施することとした。発掘調査は4月18日から4月30日までの予

定で行われたが， 強棺，石村共に多く， 6月30Hまで延期されたO しかしながらこの期間でも遺構の

笑測が間に合わず， 改めて7月16日から 8月12日まで布Ii完調査を行った。延べ103日間という当時と

してはかなり長期にわたる緊急調査で、あった。 結公的には約1 ， 000m2の範聞に詑柏511~ ， 石棺19基以

上の他溝 4 条が確認さ れた。 副葬品としては，戦~Iil式銅剣を始め，鉄製品， トンボ玉，ガラス小玉，

勾玉などが数多く発見され，改めて大陸との関係が深い追跡、であることが認識された他， この調査区

域は昭和28年に東亜考宵学会によって調査された地点から直線で400m程度離れていることもあって，

巡跡の規模が本来相当広範囲であることが予察されるに至った。

これを受け，改めて原の辻遺跡の範閤について陥認する必:'~が生 じ ， 翌 ， 11自利50年度から 3~間補

助事業による範囲確認制査を実施することになった。以下その成果概要を述べておく c

昭和50年度の調査(第1次確認調査)

阪の辻遺跡、は沖積地に育状に突き出た微高台地とそのj合j辺の低地部分からなるが，低地の水田部分

は地権者の理解が科られなかったことから従来から泣跡として周知されていた台地部分について試掘

1肢を設定した。その結果弥生二|二器や陶質土器に1J11えV字Uliと思われる泣榔を確認している。

昭和51年度の調査(第2次確認調査)

台地の南東部分を中心として実施。中国鋭を副葬した弥生後期の墓域を確認した。

昭和52年度の調査(第3次確認調査)

台地の南西部を対象として実施。新たな3ヶ所の芸域やV字講を確認した。また良好な状況で旧石

器時代の石器を発見した。その後これらのお協について検討がなされ，特に台形石器についてはその

特徴的な形態から原の辻型台形石器の呼称が賦されている。
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昭和54年度の調査(第4次確認関査)

第 3 次調査で確認した V字削の延長を凡るためにi~~~制服を設定した結果， 後世の掘削が施された部

分では遺構がかなり破j良されていることでIlj1li(llな延以は確認出来なかった。

以上の確認調交によってili糊:肉体!日石掠l時代から弥生時代全般にわたる大規模11つ広範囲な複合遺

跡であることや，大陸との深い関係が認められるとが判明したため，この頃から遺跡の国指定への必

要性が叫ばれ始め. そのPIl僻を 1~よるために県教n安μ会は石田町や芦辺町の住民への説明会などを数

回開催することとなった。しかし.追跡が所花する"1i'旺，.芦辺両町に専門職員がいなかったことや，

県文化諜においても九州航l祈自動車道(昭和50-56，60-63年度)や諌早川1舷工業団地造成工事(昭

和53-56年度)，県立百イEfì公|古|工、J~ (昭和57-60年度)等の大規模開発に伴う緊急調査が優先され，

史跡指定のための航倒的な働きかけも中出することを余儀なくされた。その後遺跡を取り巻く環境に

大きな変化はなく， 1削lr発生する大雨後の小規{誌のよ砂JiJjil.等の災害関係や道路脇の屯柱敷設，ため

池掘削にwう小規模な緊急，Jtl1tが二Eであった。
平成 3 1F度から:i11跡:の北側を流れる幡鉾川 (:i2-岐I'~I続風土記には田川の記械がある。一本の川であ

るが，上流が中市鉾川で，下流はIIIfIJ'J )1 1と呼ばれていた。ここでは縮鉾川で統一する。)流域総合整備

中撲がスタートした。11柿j:*川流域約100ヘクターJレについて， 蛇行する川のI直線化と大規模匝l場整備

を行うものであった。県教u否定u会としてはこの引業に先立ち，これまで来臨訟であった水田部分の
低地について試掘調子tを広範UIIに災施した結果，この部分にも掘立柱跡、等の各秘泣榔が相当残存する

ことが判明した。 これらの討し~~を受け，平成 5 .11ミ以降地物， itt構が密集する台地隣接地について本調

査を笑胞した結果，台地は多"iu:の環濠で閉まれていることが判明し，環濠の中からは弥生時代前期か

ら後期に至る紗しい数のill物が/1¥ょした。'1'でも膨大な数の弥生土器と同時に出土した大陸系土器の

多さや，盟主fな金脳出，イ，.?a品卸i，7fi器~fi. 動物依存体など， こ れまで調流した弥生泣跡か ら 出土する

iU榔，遺物と比較しでも昨を抜く脱般内容であり，このIJI，11f成果は故佐}j;t兵先生の尽力もあって， 大々

的に報道された。 またj血 J乙研究開体から fJJ;lの辻泣制;の保存に|期する陳情~I r-Jも提出されることとな

り保存へと大きく踏みmした。その彩特もあって，環泌を合む台地周辺区域は当初の悶場整備区域か

ら非民用・地に転換されることとなった。開発から保存へと一大転換が可能になったのは事業を推進す

る県並びに地元各関係7.'の君!鮮が第一にあったことは191試されなければならない。

この後，文化庁の係'，'fの悦紫も行われるなど保存のための条件が整う一方，国指定史跡のための要

望がなされはじめるようになった。国史跡:を悦野に入れたIlLi和5μFの動きから15年が経過していた。

この後，様々な施策の災地ヤ文化庁との協議を続て，平成9年9月には待望の問史跡に指定され，

!l!に平成12年llJJには特別J~と勘;へと昇格することとな っ た。

以下.平成5年以後動き11¥した各係施策について慌時を述べておく。

行政の動き

・文化課駐在日の配1;lj:

平成 5 1F 4 月 ， 中前針:川 ilÍtM総什撚 I~ii事業にI'I~ う本調査に向けて ， 壱岐教育事務所内に県文化課駐在

μを2名配位することとなった。この配1nにより，これまでの県から出張で行っていた原の辻遺跡の
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発抑，調査は地元で恒北(I(jに行うこととなった。

. r原の辻泣助;訓:J:fr:'Jf.務所Jrを岐 ・ 原の辻Jl~示f.iU の開設

平成 6 年 7 日，リム品会はJLt岐に「原の辻遺跡保存活用施設」の建設を可決し ， 同年11月調査:rJ~務所

と展示館の建ぷがlf1:された。
平成7年<1) J， 1凋1f'J'務J好と展示館の開設に会わせ，県教育委員会は県組織として阪の辻遺跡調査
事務所を開設した。職uは所長を合めて6r，の体制であった。施設面税は72801](調子t研究施設331m!.
展示而和397m])で.敷地はj立跡内であったため，盛土の上の暫定的なプレハプc法とした。
. r原の辻追跡1~~1r:;，引品，議会」の発足

平成5年度以降の，制作成以によって生まれた似の辻遺跡の保存整備の気迎がZ.4まり，平成7if.・!立に

は郷ノIllilげr.日野本町， jYil」iIII-訂凹町の地7l;4町の町長と教育長からなるrJJ;';の辻泣跡保有:等協議会j
が発足した。hiiのil:.ill制;に!則する様々 な事業に般4量的に|地わる目的で設立されたものであり ，官・岐<1

町が合併し，な岐iliになった現{I:も構成メンパーを替えて縦続している。

， r原の辻ii'.I湖、指1!"f..安 11会j と「原の辻泣跡保存蛙i~iì委貝会j の開催

本項目については，節IX巾 似の辻追跡、の保存i古川で詳述する。

・ ~e抑制先

緊急発掘調貨とは日IJに中11はりIPli殺として，平成8年位以降，遺跡の純聞fJun沼市，IIJ先を縦続している。

純開時:;認;il~:ff.は . りょと j出jê ï"i辺 urr，石田町の3組織が実施しているが，越本的にj血)e2118'が史跡地

|人jの:調査に限定し，県は史跡地内外を対象としている。

発掘調査は平/lX:16i(:Htぶで遺跡而i積約100ヘクタールの約8.2%程を終了したことになる。今後も，J，¥j

夜は継続されるであろうが.対終的には15%梓.で集活の大方の構造は判明するものと考えられる。

原の辻遺跡関連論文

IJ;(の辻遺跡|共jillのJF慨は数多いが，ここではs{l和49年(1974)以後の論文を中心として学史を展望

してみたし、。

昭和50年以後の訓先j皮!I~を受けて，高台;羊彰氏が原の辻上層式土器について再検討を行っている。

この土器型式がt~JJII されたのは，昭和26年の京il[考古学会による発掘調査で木野山一，岡崎敬の両

氏によって設定されたもので“¥後期土器すなわち日三浦式土器の前にjlkの辻上前土絡が位mづけ
られていた。 しカか、し， そのf後去の3訓J査j成￡3米~と当H寺の十

1較|鮫攻なとどe子剥絢釧11に検i討iド吋LナIされた口J山山'1百.'jt合H氏.¥:，はま，弥生後則前半のl則的と思われていた似の辻_I './~1 士協は. 後WJIjIg'i

からやや下る引に ~'I ' 勺し， 111iブ i1ffj;'にから下大')I~5:~にかけての過渡期的様相を持つこ|二伴として比定され，

今後似の辻遺跡上h'1-1:加のγ'，f{J:を川いる場合はこの認識を持つ必要があると考察された。 しかしなが

ら後期土器がまだ釧分されていなかった当時において後期土器の細分が初めて行われたことに似の辻

上制式設定の並史:なな花があったと結ぼれている。同b

h;〔の辻遺跡の大きな特j毛として大|謹系土器が多いことがあげられるが，これらの土器について武末

純一氏は平成5イr='J!(の，J，'，j先でIL¥こ'-，土器について考察されている。

.l¥:はJ京の辻遺跡から/1'.十.した大|控系土器を拙文よ器， 三斡系土器，楽j良ニヒ出.=そ国陶n土器のil学?
に分け，それぞれの時JUJを版文土器は朝鮮半品における青銅器~鉄慌時代初期で弥生前WJから中則前
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半に相当 し， 三韓系土器とは半島向者11の胤三国 |時代の土器，楽j良系土器は楽j良~JII-;m:を中心として使

われた中国漢式土器で，ともに弥生rl-I期後半から後WJに比定された。三国陶質土器は朝鮮半島三国時

代に相当する土器で古墳時代前期が主体をなし， 一昔1)~fJi生後期末までさかのぼる可能性を指摘された。

これらの土器の故地については，朝鮮半J:川市11，それも南海岸:ー郁との関係が強いが，弥生l干t期後

半~後期には楽i良吉11や帝方郡との強い附係lこ言及されている。しかし， これらの土器については，渡

来j英人や韓人が集団的に悶まって居住していたというより，倭人や泌人 ・ W~人がうど易の|授もたらした

ものであり，原の辻に居住していた人々を主体とした形状活動の結果との認;肢をされている。ωω

片岡宏二氏は原の辻遺跡から出土する朝鮮系紙文土器と擬朝鮮系無文土器について「後期前半J1処

分土器及びそれに対応する段階を I類，r後JVJ後半j録文土22及びそれに対応する段階を 日類とした。
更に朝鮮半島で見られる燕文土器そのものから弥生土器の影科の大きさによって1から 3類に分類さ

れ，最も弥生土器化した3類をその程度によ ってa-cに細分化された。このうち日類からの擬化は

原の辻遺跡のみに見られる大きな特長だとされる。これはi也の追跡と.異なり ，Jj;lの辻遺跡;が各時期を

通し，朝鮮半島土器文化の影響を 1~'・ に受けてきた結果とされている。 それを前提としながら ， 遺跡西

北部低地に集中する朝鮮系， 擬朝鮮系無文土器が弥生中JVJ末~後lUJの始まりを1flに京退する現象につ

いて， r弥生中期中頃以後，原の辻遺跡における交渉のfill介者たちが来たした日除交渉の質は，政治
的干渉の少ない未熟な経済交渉のレベルからクニ外交を背訟にした経済交渉へと変化していったので

はないかjと述べられている。制〉

白井克也氏は原の辻逃跡を含む我が匝|の弥生遺跡から出土した大|箆製土器の考察から弥生時代の交

易についてに言及されている。すなわち，氏は弥生時代に対応するl時期の僻半品土器である無文土器，

三韓土器，そして楽浪土器の分布とその変化を時期ごとにまとめ，ザt半J;bにおける政次情勢などを考

慮:しながら交易の実態を考察された。氏はそれらの時期を (1 WJ)弥生前期末-ltJVJ初頭， (2期)

弥生中期前半 (3期)弥生中期後半 (4期)弥生中期末~後則前半(5 JY])弥生後期後半 (6期)弥

生終末 (7期)古墳前期と 7j切に分けられた。そして，これらの時期の特慣と して (1 WJ)水石旦式

土器や疑恕:文土器の存在から斡人が北部九州に渡来 ・移住した時期であり，韓三ドj誌における政治変動

から古朝鮮の人々が南方に移動した結果とみなした。(2WJ)は納税粘土?17土慌が流入しない時期に

相当し，その理由として韓半島における政治的勢の安定化と新たな交易機榊が確立したものと型解さ

れた。 つま り，政情安定によ って鴨半ぬからの物資の流入が鈍ったために，倭人が積極的にJ;f!:t =N~~南

岸での交易を展開する こ とになっためであるとされ，この11制引の.lli~な貿易拠点は須玖 I 式土慌が多

く出土する韓国慶尚南道物品追跡、であると翌日解され，この11羽田を制i::Ji"1.払と11刊かされた。(3 1~J)は

初島遺跡への弥生土器(須玖 日 式古段階)の流入が終了し，代わっ て)r~J品 Il1 式土器が流入する 。 勤山

遺跡;自体もこの時期には機能を終えていることが窺われ，助Jゐ貿易!1の終13が認められるという。その

背景として ， 氏は西北朝鮮における術氏刺鮮の滅亡と楽il~ !tlll な どの泌 41作の放置による交易機;怖の解

体 ・再編を考えておられる。またこの時期には似の辻遺跡、において段無文土協が生み出されており，

遺跡への韓人の居住が考えられ， を'.1肢が交易のm~拠点とな っ た可能性を指摘され，原の辻貿劫と l呼

称された。確かにこのi時期は原の辻遺跡において政系造物の流入が本格化する時JVJでもあり ，大陸と

の積極的な交易が認められる。(4則)は三斡土器や楽浪土器が搬入されるi時JUJで，特に綿岡県前州

市三雲遺跡では楽浪人が居住を始めたとされる。(5則)は阪の辻i''U);が縦統 ・撚栄していた時期で
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あるが，対応におけゐ当I'JiJlI '.~ifの増加等から，楽ill人が斡.半島南部，対馬， rt岐，北部九州玄界瀧治

出で杭甑的に交劫に|見JI j-したとされる。(6 WJ)には(5 J羽)以降韓人 ・楽浪人と瀬戸内の倭人との

IJ'(接交沙が拡大する1I，¥;jりjであるとされる。そして， (7期)はまだ原の辻貿劫は機能しているが.it~ 

盛期は過ぎ. 代わっ て tl~l 多 i巧J_~~:が:ïft:嬰な拠点とな ったとされ，これを博多湾貿易と呼称され，弥生時

代の貿易の変遷を従:抗されている。 il=-

宮崎武夫氏は 111のj上ja跡 IJ.~J 1f.事務所で 5 年IIn ..I~ 3'tに参加した経験を活かしてj京の辻遺跡の全殺にわ

たっての論考を考察され.似の.ii:追跡、の経営について，その閥始から解体まで特に点アジアの肢史的

変遷の"1で捉えられた。
すなわち，JJ;(のよi;j立制;の形成をを岐山の内lE的な発展に求めることは|主i雌とした上で， 弥生前JUJ後

策頃 「北部九州j(H'，!:J血J!をの集l.fIによって朝鮮半品との交易を目的と して経営がnn始Jされたと理解さ
れている。i)ifJUJぶ凶， fìJ也|仁川の flUtk部に200.~: を起す朝鮮系蕪文土器や擬紙文よ絡が集中的にlI't-t-. 

することから朝鮮下山系のjl[t米人の存在があげられるのもその根拠のーっとされる。

原の辻遺跡;の琉J4i集部としての成立は中WJ IiÎj誕の須玖 I 式段階とされるが， その-lr1i('こは朝~r:.:r:J:~

における中間前i犯の i.~Wiによる楽浪1mなどの 4 1洋の設置があり ，交易の活発化が~凶とされた。 この

l時期船訴さd坊もi世;1'，:されるなど，恐らく大|佳からの文物と共に新しい土木技術も将来している。

その後，社会的な ~~~ ')J~がWiれ-r'1' JUJ後詰段階でJ!日没が巡行していた壌は後JUlTiij泌の段附で刊:強制ijされ

ているが，その収111を i5711:.の後漢へのilijJi'1があり，奴国王のrl.'国刊It封体fljlJへの制入に伴う ツクシ辿

合の主噂Jに求めている。IJ;(の辻の大集部はその集部形成当初Jから交易の"，紘基地として繁栄を続け

てきたが，やがて防御問能としての環援がj~tめられることで集落の解体が進むが，そのll~終時WJは環

採に祭配の結果従来された 1 0•:{ifによ って4世紀中頃には相当するとされる。この時期は楽浪郡の減亡

時JUJに相当し."q lilにおける対外交渉相手の消滅が阪の辻遺跡解体の決定的な原閃とされる。
氏は問11寺に~~域の変遣にも触れ， 8カ所の必j或についてそれぞれの消長を述べられている。目。

興f>仁蝶氏は楽ilミ系 1'.~1fについて多くの論文を発).::.され， 原の辻遺跡出土の楽iJl土慌について仁l ら土

器を観察された結瓜. リIp~~的来iJl土器として将米された資料の他， 胎土の泣いと訓強方法の相j品から

当地でも作られた I..;{~がある可能性!こ言及された他. これま で楽浪系土器として報告されていた上誌

の中には， WJi良よりさらに北}j地肢の遼東ニド品製が含まれていることを述べられている。

鈍ヶ江賢二氏(;九州のみならず緯間各地の土器の胎土分析を精力的に行って，士器に関する人rlllの

!f~)きを追求されている 。 IJ;(の j上遺跡の場合，福!川県糸 Jゐ系の土器が圧倒的に多いことから膨大な土?rfi

そのものが伊者lil五|からの*Y・*，'，，'，ではないかとの芯:比に対し，糸島地方やjjj{の辻遺跡11¥こ|二土器の胎土分
析の結果，J治二1 '. に合まれる J&分のißいから也:岐でのよ(.~製作と 消費 を述べられている。仙

原の辻追跡では.19951f'.以降，花粉分析，プラント ・オパール分析，桂実l，iJi'E.寄生虫分析など低

地部をけI，r:.、としてn然科乍分析を行っているが."I!f:鰐志氏はこれらの分桁寺山梨や11し1:する石器の柿
類を通して似の辻jU跡に必けるlll(物利用のあり方を考察されている。まず食料資源としては後JUJ後架

の低j白書liのプUツクHJ，¥1からはアズキ，イネ，アワ，コムギの炭化粧子の他ヤマモモ，モモ，キイチ
ゴ，メロン， ヒョウタン，ウリ干lなと'1)'il¥土したことで，県実類の積極的なポIJ)TIがあったこと， また

古墳時代初~ lïJ(の防火1U，1;'WJ;か らは， コ ム ギが多 く，イ ネ，アワ ， アズキがこれにみ; ぐこと か ら イ ネば

かりでな く コムギ， γズキなどが栽培されていたことを述べられている 。 ーブ'JTi製股緋J~.の内， 右包
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丁と石鎌の比率が1: 9であることから，イネの収穫具とするよ りイネ以外の雑穀類，とりわけコム

ギの収槌，H.ではなかったかと推定されている。

また， )~~ ，排41-の中で石製土J前!J!.が少ない状況について，原の辻泣肋;では中期末には鉄製鋤先が出現

していることから，他の地域に比べいち早く鉄時化が進んだ可能性にJ泣きれている。そ して，この

ような状況は抑半島におけるありプJ，すなわち新-:fi器時代においてはアワ，キピが主体であったもの

が背銅器時代以降イネ，オオムギ，コムギ，マメ知が加わる構成であるとの指摘からその共通性を指

摘されている。ω また，石慌のqlで特に行錯が多いことについて，ムギ却の収穫に特化した収穫兵

であった可能性に言及されている。，10 

以上昭和49年から現在までの状況について述べてき たが，筆者の不勉強から原の辻泣跡を知るよで

.ill:援な論文に触れなかった可能性がある。今後機会を得て補っていきたい。
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〈調査経過〉

1 .範囲確認調査と平成5年度"'7年度の調査
原の辻遺跡の発抑制許は， li堤前からijiJa去の学術J抑止や:1:111地を水田にする大規悦な附|場技術引業等の

;i~々の開発に よ って，遺跡のill:~性がi則 らかにされ. 11水考古学会でも中国大附や朝鮮半島と対馬 ・

壱岐，本土部との交渉，交流面で注目を受けていた。その後，IIH手n49年度の伽i人の:1:111地の水用化によ

る聾陪墓や箱式石柏・事， i此状泣椛等の発見を契機に，りλ教委は原の辻遺跡;の1よがりを確認する必要性

から，昭和50年から52年度にかけて遺跡の台地部分の範囲確認調査を実施した。その結果は，旧石器

H寺代の文化層や弥fLl時代の溢域等を発見した。

平成元年度に県営幡鉾川流域総合整備事業の;11"削が策定され，県JFH木古li}"jから県文化説へ:lill蔵文化

財の取り 扱いについての協議がなされた。 工:.'Jf"ìl阻L&び規J肢は， 平成 4 年度- 13~j'.伎の10か年計画で

幽場整備 ・河川改修 ・12道程備を骨子とするもので， 1--地条件の改良や;f，)~地の.u~lfl 化， 大型機織の効

率的な運行など生産性のおい条件に整備し，地域政業の発展に期することを11(10に，郷ノiili町 ・芦辺

町 ・石田町域の約320ヘクタールの広範聞に係る大腿悦なJ十回であった。

原の辻遺跡の主体的な住居・域である台地部については，遺跡の重要性を鑑みてじ判豆域から除外し

た形での策定であった。

県文化謀は，百十世ili域内320ヘクタールの分布，J，'，11f.を'Il成211~ 1l月 26 日 ....... 291 1 まで実施した。 その

結果， 区域内に新規発見のi立跡を含め13 ゥ所の!剖知のi自制と l緯緩する 8 ケ Jyrの jfi~~:が確認された。 平

成 3 年度~4 年度の 2 ヶ年にわたり ， 10遺跡について純開確認調査を文部作凶l小:補助事業として，当

該教育委員会が調子f主体として県文化謀の調査指導の法に実施した。

平成3年度の調査は，芦辺町域で原の辻遺跡の北側及び西側の現水田部分に49ヶ所 .196m'と石田

町域で遺跡の束，間，南川の現水出部分に50ヶ所 ・ 200m~について実施した。

その結果，遺跡の西側及び北側で弥生H手代の杭ダIJ;世情，問状遺構が数条とq'iltの杭列が検出され，

ナウマン象の円前が発凡された。また，石日lurr械では遺跡:の京，西側に純VlIが広がり.十}'(.列治情勢;が

検出された。遺跡の純聞が20ヘクタールから台地却の60ヘクタールを合わせが:J80ヘクタールの広大な

而和に分布することが明らかになった。範開確認訓有では，鶴田遺跡にも23ヶ所 ・110m!を実施し，

弥生時代中期の受信長 H去を検出し墓域を確認した。

平成4年度の調査は，戸辺町所在の安国寺前遺跡 ・興触遺跡 ・都城ji!跡.hlll町所在の輿触遺跡 ・

椿遺跡，郷ノ浦町所在のIP:H1遺跡 ・を岐ノ戸jiH占;. A:~i~遺跡の 8 ヶ所について尖施した。 その結*に

ついては各報告、lj:に記秘されているが，特に隣接する安国守liif遺跡;は36ケl好・144m2を実施し弥生時

代の構状遺構，柱穴昨，上坑1作や'11世の水凹跡埠:が検11¥され.吏に原の辻j立跡もJヒfillJの台地先端部か

らl播鉾川を越して2∞m也北側へ範囲が広がることが碓，忍された。
また， 芦辺町教委(;:. 平成 5年度に原の辻j立劫;の台地部の東側で環涼の一部が)~，~~査で発見された

ので，西宮j部分での涼のイ1・無についての範開確認調布を実施したc その結果，涼が巡ることが確認さ

れ，大規模な環濠集落跡と判明した。 問 じく ， 阪のit遺跡を流れる隠鉾川のÌ"f川改修正n~関係の範凶

確認調査12ヶ所 ・88m:を実施し，弥生時代中期から後JUJの遺構や包含府が残存していたために約8.∞0
m!の調査が必要となった。

平成3年度からの純国町'11認調査の結果を踏まえ.県文化認は農林部局，崎鉾川iAtJI'主総合整備推進協
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議会， 1剥係 3 町教育委J~会と Jll!.Ï!詩文化財の取り扱いについて協議を重ね，文化財・保護の面から闘場整

備事業のJ~ミ道建設及び羽1:水路布設工事箇所，こついては発掘調査を実施し，聞場面については基本的に

雌土で、泣柑j等を保存し工事施工を行う ことになった。

平成6:f!三度から遺跡|々の花開発行為や保存 ・活用・盤側iのための基礎資料を料るために，県 ・芦辺

町・石田町は国庫補助を受けて範囲確認調査を実施した。平成6年度に芦辺町教委は，高元地区の範

囲確認調査を2，005m2災施し，弥生時代中期から古墳時代初頭の住居跡13軒等の遺構とト骨，問;帯鏡

等の造物も出土した。また，平成7年度には，芦辺，石田町教委は平成7年9月~平成8年 l月まで

以地区を1，573ぱ調査し，祭儀場や竪穴住居跡等の地榔を確認し逃跡の中枢部であることが確認され

た。また ， 石田 [lijO教委は平成 7 年 9 月 ~11月まで大川地区の533m2を発掘 し，京iLLí約60m ， i羽北80m

の範聞に式石柑纂 ・小児艶棺進等の26基を含む弥生時代Il lJりjから後期の器地を lì(rHl~ した。

また，県教委は重要泣助:の純闘確認調査(遺跡カルテ事業)を，原地区で766m
2について実施し，

大型の柱穴群や構条遺構等を検出し，遺跡の中継的な施設が明らかになった。

平成5年度の備鉾川関係の緊急調査は，原の辻遺跡お閉山原地区 ・石田大阪地区の調賓を芦辺町教

委 ・石田町教委主体で県文化課が調査協力して実施した。誹j査は，遺跡の主体部分に当たる舌状に延

びる台地の東側一新が平成5年度の農道建設及び排水路布設工事箇所の約4，969m
2について，平成5

年4月~平成6年3月まで突施した。その成果は，弥生時代の中期から後期のm泌(外i京 o tlj濠・内

涼)が検出され，その組般は東西約350m，市ゴ|ニ約750mの平面が楕円形状を思し， m涼内面積が約24
ヘクタールの大規模な環涼集落跡と判明した。その他， 石敷遺構や洗い場跡等の水坊の施設，大講，

通路状遺構，柱穴群等の泣椛と木製楯等の多量の木製品類，楽浪系統の瓦質土器，朝鮮系統の蕪文土

保等の中国大陸や朝鮮半島との交流を示す遺物や銅鍛，鉄鍛等戦いに関する武器や武具類が数多く出

こtしている。

平成6年度緊急部j査は，原の辻遺跡大川地区の;削指を県教委 ・石田[lijO教委，川原畑地区を県教委，

芦辺市原地区を芦辺町教委が制査主体で3，264m
2の削査を実施した。 また， 県教委は現l防鉾川の河川

改修事業で平成6年11月~平成7年3月まで4，000ばの調査を実施した。その結果は，弥生時代中期

から後期の包含層， II:J河道や土抗群や古代の道路状地構が検出された。

平成7年度緊急調査は，原の辻遺跡芦辺高原地区，安出寺前A遺跡，安国寺前B遺跡は県教委と芦

辺町教委か守司査主体でそれぞれ分担して，平成7年月~平成7年・3月まで412m
2の出j査を実施した。

また，県教委は現幡針:川の河川改修事業で平成7年12月~平成8年3月まで2，532nlの調査を実施

し当該工事関係事業は終了した。

また，長崎県は， 平成7~I:: 4 月に長崎県教育庁の地方機|共l として，原の辻辿跡~lUM査事務所を設苗-し

て本格的な調査体制の蛙N!iを行い，遺跡、の調査と遺跡の保存 ・保護を推進することになった。
(副島)
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2.平成8年度~平成12年度の調査
( 1) 平成8年度調査 県営幡鉾川流域総合盤備計画に伴う嗣査

①圃場整備事業に伴う調査(原の辻遺跡調査事務所関査報告書第4集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字不保・八反

農道・排水路計画地域について県教育委員会・芦辺町教育委員会が調査を実施した。県が行った農

道と排水路の交差した地点からは，弥生中期前葉に築かれた船着き場跡と石組遺構が検出され，大陸

の土木技術を駆使した当時のハイテク遺構として大きな控目を集めた。町の調査区からは近世以降の

構状遺構，土坑，柱穴，包含層と古墳時代初頭以降の構3条と涼を確認した。遺物については，弥生

中期の高坪台部に 7ヵ所の透かしを持つ丹塗り土器や石文などが出土している。

②噛鉾川河川改修工事に伴う間査(原の辻遺跡間査事務所調査報告書第9集)

調査場所芦辺町字川原畑・不健

津合橋上流右岸の河川敷について県教育委員会が芦辺・石田両教育委員会協力のもと調査を実施し

た。調査の結果，弥生時代から古墳時代前期の河道が蛇行している状況で検出された。遺物は弥生前

期末から中期を主体とする土器に伴って，石鎌・石庖丁・石剣などをはじめ，建築部材・杵・機織具・

漆などの木製品，網かご，ココヤシ製笛，朝鮮半島系土器，細形銅剣などが出土した。なお，地山と

している砂喋層からはナウマンゾウの臼歯とあご及びオオツノジカの角の化石骨が出土した。

(2) 平成8年度 原の辻遺跡発掘闘査事業に伴う聞査(原の辻遺跡闇査事務所闇査報告書第11集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字原・原ノ久保

原地区は平成7年度に調査を行った台地最頂部で確認された涼や居住関係の遺構が東斜面にどのよ

うに拡がるのか追求する目的で9ヶ所の'試掘坑を設定した。調査の結果，弥生中期から古墳前期の竪

穴住居跡13棟，諜5条， i梓5条，小児聾棺基6基などを検出。原ノ久保A地区からは，箱式石棺墓13

基・石蓋土城墓・土横基6基・土城9基・小児艶拙基3基等が検出され，副葬品として長宣子孫銘内

行花文鏡・小形佑製鏡・ガラス小玉・ヤリガンナなどが出土した。

(3) 平成9年度 原の辻遺跡発掘閉査事業に伴う闇査{原の辻遺跡調査事務所調査報告書第11集)

調査場所 芦辺町深江鶴他触字原・高元・石田町石田西触字大原・原ノ久保

台地西側傾斜面の原地区の範囲確認を行い，弥生中j明から古墳前期の竪穴住居跡17棟，濠l条， i非

6条・小児聾棺墓5基を検出した。高元地区では柱穴のほか弥生終末から古墳初頭の合口小児聾棺墓

2基を検出した。大原地区からは，弥生中期の涼1条とピット群が検出されたが，明確な住居跡の確

認には至っていない。原ノ久保B地区では，~棺片が若干出土しただけであった。

(4) 平成9年度 県営圃場盤備事業に伴う聞査(原の辻遺跡間査事務所間査報告書第11集・芦辺町文

化財閤査報告書第10集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字不傑

溜め池造成工事に伴って県教育委員会と芦辺町教育委員会が調査を実施した。調査区中央からは，

現在の幡鉾川本流に相当すると思われる河道を検出した。河道は，弥生中期後葉には層が水平に堆積

しており，川の流れが変化したあと低地が埋め立てられ，耕作地として利用されたのではないかと推

測されている。河道北岸の下場の掘り込みの上部には，登降用の梯子などを固定するため打った杭穴

も見られた。周囲には磨石や凹石，くど石，貝殻や獣骨等が出土しており，洗い場遺構ではないかと
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考えられている。造物は弥生土器が圧倒的に多い中で，朝鮮系無文土器がまとまって出土している。

注目される木製品は高床式建築の床材で，切り込みや柄穴を入れた床大引材がm土したことである。
この柄指し込み栓留形式の建築様式は礎石をもっ可能性が指摘され，建築史上111嬰な発見であった。

(5) 平成10年度 県営圃場整備事業に伴う調査(原の辻遺跡調査事務所調査報告書第15集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字不保

農道建設工事に伴って県教育委員会と芦辺町教育委員会が実施した。調査区は股道に沿って幅約6

m，長さは南北に200mの規模で設定した。その結果，遺構は弥生中期の掘立柱建物5棟や柱穴に石

製の礎盤を確認。そのほか弥生前期末~中期初頭の l号捺につながるものや構及び沼状の落ち込みゃ

旧河道を検出。遺物は旧河道から建築部材や竪杵，柄に装着したままの鉄鎌などが出土した。

(6) 平成10年度 特定調査事業に伴う調査(原の辻遺跡調査事務所調査報告書第16集)

調査場所 芦辺町深江鶴屯触字不保

船着き場遺構と同時期の幡鉾川旧河辺と接続する水路等を確認するための調査で，旧河道2本，漆

6条，構7条，小児喪棺墓l基を検1II，遺物では前漢時代の三翼撤や五鉢銭が出土した。またB区6

号土坑からは，石器製作時の石チップがまとまって出土している。

(7) 平成11年度 県営圃場整情事業に伴う調査(原の辻遺跡調査事務所調査報告書第20集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字不幌

農道建設工事に伴って県教育委員会と芦辺町教育委員会が実施した。調査区は農道に沿って幅約6

m，長さ南北に2∞mの規模で設定した。その結果，遺構は弥生中期の掘立柱建物2棟や中期~後期
にかけての溝4条及び旧河道を検出した。また，畦畔跡と水田及び水路跡を検出した。造物には弥生

前期末の土器も出土している。

(8) 平成12年度特定調査事業に伴う聞査(原の辻遺跡調査事務所調査報告書第21集)

調査場所 芦辺町探江鶴亀触字不続・八反

調査区は台地北西部の低地に設定し，遺構は旧河道2条，濠I条， i梓2条，土坑数十基，土器留1，

集積遺構等を検出した。集積遺構の離の中には島外産の花嗣岩も含まれている。木製品には建築部材

や梢・竪杵等があり，金属製品には銅鍛や大泉五十の貨幣が出土した。弥生土器も前期末から中期後

半のものが多く出土している。

(9) 平成12年度 県営圃場盤備事業に伴う間査(原の辻遺跡調査事務所間査報告書第23集)

調査場所 芦辺町深江鶴亀触字不健

農道建設工事に伴って県教育委貝会と芦辺町教育委員会が実施した。調査区は農道に沿って幅約6

m，長さは南北に120mの規模で設定した。その結果，遺構は講6条，水田跡2枚とその聞に矢板を

打ち込んだ畦畔跡を検出した。遺物は弥生土器のほか完形の朝鮮半島系無文土器等の出土がある。

(1的平成12年度 長崎県緊急車用対策事業に伴う調査(原の辻遺跡保存等協輪金聞査報告書第2集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字八反

調査区は台地西側中央部の低地部分で，弥生時代の旧河道l条，構跡7条，土坑2基のほか，獣帯

鈍片，鉄製ヤス，鍛造鉄斧，有柄式!軒製石剣.石文等が出土している。時代は違うが，開元通宝22，

至道元宝等25枚の渡来銭が出土した。(安楽)
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3.平成13年度~平成15年度の調査
(1 )平成13年度

県の事業として，版の辻遺跡特定調査事業で八反地区，国席補助事業で同じく①八反地区・②池田

大原地区・③芭ノ木地区・④原ノ久保地区の調査を行い，芦辺町が原地区，石田町が大原地区の調査

を実施している。特定調査では，北側から北区 (3∞ぱ)・中央区 (5∞m2)・南区 (3∞m2) の合せて

1，1∞ぱについて発掘調査を実施した。遺構は，涼3条とi梓1条を検出している。

①八反地区では，低地水田部北側に南北26mX東西25mの650m2について調査を実施した。結果，弥

生後期~古墳時代初頭の講を 2条確認し，構埋没後に近世の土地造成を確認している。

②池田大原地区では，遺跡、の中心域から南西へ約300mほと守の標高14m-15mの台地部を I区-9区

としてトレンチ調査を実施した。削平のため，包含層及び遺構を検出することができなかった。

③芭ノ木地区では，町道江里線南側の水田部にトレンチ三箇所を設定した。結果，小児用聾桔墓5基，

石棺墓l基，石蓋土概墓l基の計7基の弥生時代の墓を確認した。造物は，ガラス製小玉216個を副

葬する 4号聾棺基，青銅製の釦とガラス製小玉107倒を副葬する 5号斐棺墓，石蓋土横墓にガラス小

玉151個と丹塗りの袋状口縁壷片が副葬されていた。

@原ノ久保地区(石田町)の調査区は，町道江里線の南東側にあたる。遺構は，石棺墓1基，石蓋土

繍墓 l 基と弥生時代r.1:IJ~J r.1~;葉~後期の蜜指墓 9J闘を検出している。

(2) 平成13年度芦辺町事業(芦辺町文化財調査報告書第13集)調査場所 芦辺町深江鶴亀触字原

調査は丘陵東側について実施し，竪穴住居跡10棟，土坑14基，講6条，道路状遺構，ピット群を検

出している。主な遺物は，銅鉱5点・不明青銅製品 l点・鉄鉱3点・弥生時代中期としては最大の26.5

佃を測る鉄鎌等が出土している。

(3) 平成13年度石田町事業(石田町文化財調査報告書第5集)調査場所 石田町石田西触字大原

原池の南側の調査で，弥生時代中期のV字講を l条検出している。また， 1京池の北側は昭和49年の

調査と併せて聾棺65基，石棺21基， i梓状遺構5条を確認している。遺物は，背銅製の銅鎌25本以上，

細型銅剣4点，多紐細文鏡l点，後漢鏡1点が墓域周辺から出土している。

(4)平成13年度長崎県緊急車用対策事業(原の辻遺跡保存等協議会調査報告書第3集)

調査場所芦辺町深江鶴屯触字八反 調査区は，西側低地部で標高約7mの所に位置する。検出し

た遺構は，議l条.構2条，旧河道1条，畦畔条遺構，杭列，足跡状遺構などを確認している。諒内

からは人骨と獣骨併せて282点が出土している。

平成14年度事業

(1 )平成14年度国庫補助事業(原の辻遺跡調査事務所開査報告書第26集)

調査場所①芦辺町深江鶴屯触字八反・②芦辺町深江鶴亀触字高元・①石田町池田西触字石田高原

①の八反地区は，弥生時代後期~古墳時代初頭の溝2条，弥生時代中期の構l条，と l問X2聞の

l号掘建柱建物跡と 2号掘建柱建物跡の柱穴2基を確認している。②は，遺跡の中心域に当たる台地

高台部分で標高11m--15m部分にあたる。弥生時代終末~古墳時代前期にかけての住居跡7基を確認

した。出土遺物に調査E区4層から青銅製銅鐸の舌が出土している。③の石田高原地区は，弥生時代

の溝14条と大型の落ち込み及び古墳時代の落ち込みを検出している。また， 9号構と10号i梓が途切れ

た部分に遺跡、中心域への入り口と見られる通路状遺構を確認している。遺物は， 5号構から竜の線刻

-37ー



のある絵画土器や金属器・骨角器・組み合わせ式の机・ココヤシ製笛等が出土している。

(2) 平成14年度一般地方道勝本石回線道路改良工事に伴う調査(原の辻遺跡調査事務所調査報告書第

27集)

調査場所芦辺町深江鶴亀触字八反

主な遺構として構4条，環濠1条，旧河道2条及び堪状跡を検出している。遺物は堰に使用してい

た把手付の扉材等の木製品と半島系土器が出土している。

(3) 平成14年度芦辺町事業(芦辺町文化財調査報告書第15集)

調査場所 芦辺町深江鶴亀触字原・高元

調査地点は，遺跡丘陵頂部から北西に県道勝本石回線の沿線部にあたる 2箇所を実施した。

調査の結果，竪穴住居跡12棟，掘建柱建物跡2棟，土坑3基，ピット群，道路状遺構等を確認する。

(4) 平成14年度石田町事業(石田町文化財調査報告書第6集)

調査場所 石田町石田西触字大原

石田町は昨年実施した墓域の南側の調査を行っている。この結果は，費棺墓l基，土坑2基，ピッ

トを確認している。

平成15年度事業

( 1) 平成15年度国庫補助事業(原の辻遺跡調査事務所調査報告書第28集)

調査場所①芦辺町深江鶴亀触字原②芦辺町深江鶴亀触字高元③石田町石田西触宇高原

①の原地区では，頂部縁辺部にトレンチを設定して調査を実施した。南側では 1号環濠に接続する

溝2条を検出している。②の商元地区は，弥生時代中期~古墳時代後期にかけての竪穴住居跡19棟，

土坑32基，柱穴群を確認している。造物として，銅鉱，鯨骨製アワビお越し，内行花文鏡等の遺物が

出土した。③の高原地区では，弥生時代中期中葉の環首長および構状遺構6条を確認している。

(2) 平成15年度一般地方道勝本石回線道路改良工事に伴う調査(原の辻ニュースレター第四号)

調査場所①芦辺町深江鶴亀触字八反

北側水田部分を調査した結果，弥生時代中期~古墳時代前期の旧河道2条と溝8条，環濠を検出し

ている。旧i可道からは，樹皮を敷いた遺構と下流の東側岸からは，約40mに渡り礁を配した護岸遺構

を確認している。

(3) 平成15年度芦辺町事業(芦辺町文化財調査報告書第17集)

調査場所芦辺町鶴亀触字原

調査筒所は，丘陵頂部から北西部に下りた標高約15mの水田部にあたる。調査の結果，住居跡3棟，

土坑11基，郵相墓3基，石棺基2基，土境基8基，i梓2条，ピット群を検出した。主な遺物として，

石英粗面岩を使用した鋳型や中広形銅矛が出土している。

(4) 平成15年度石田町事業(石田町文化財調査報告書第8集)

調査場所石田町石田西触字大原・大川

大原地区から聾棺墓4基と構状遺構1条を確認しているo遺物に青銅製の鏡片2面分(内l点は内

行花文鏡)が出土している。(町田)
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第14図 平成13年度~15年度の閥査区域
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N遺構
1 .環 濠
環濠は，原の辻遺跡のl丙住域である南北に(111びる低丘陵を挟むように広がる，東西の低地部分を中

心に展開する。 環涼には，低地部の湧水や雨天I~，'fの雨水を排水したり ，水田に水を給排水する機能の

ほか，外敵から身をて)エる防御の役割を来たしたものと考えられるが，実際には，旧幡鉾川から分岐し

た河道を取り込んで桜雑に展開しているのが~i'i'iである。ここでは，環涼に1lJ~らず，これに関連する

河道やittJ..落ち込みなども検討の対象とする。また，調査の進捗状況や逃榊昨の在り方の追いから，

使宜的に低丘陵を挟んで京fWJ低地部の遺構昨と問側低地部の遺構群に分けて詳述し， 11占終的に環液1洋

の総合的な把握を試みることにする。

-東側環濠

東側低地部は，平成 5 年度以降本格的なん.~J査が行われ，その後，平成14年度~平成16年度にかけて

継続的に調査を行っている。調奈而稲は延べ8，∞OmZ以上に及ぶが，米湖査箇所も多く，西側低地部

と比較して不明な点が多いのが実情である。ここでは，遺構群の展開が複雑な北京低地部を巾心に，

環涼群のつながりやillf制作の切り合い関係について把握した後， )立構群のH制UJ的な変巡についてまと

める。

環海群のつながり

先述の通り，京側{丘地問iの環濠群は未調査問所も多く，環濠の平而プランだけでつながりを追うの

は困難な状況である。そこで， ここでは環涼の断而形態と覆土の堆積状況をrl'心に，出土土器の在り

方と併せて検討を加えたい。

環濠群は基本的に丘陵裾部に沿って南北に脱1mしている(第19図)。現花確認されている環涼群の

うち，最も丘陵に近いものを第l環涼とする。第l環涼は，弥生時代rl'JUJ "1楽-に掘削され，中期末~
後WJ初頭に埋没した後，後JUH安楽に再掘削される。断面形は逆台形を基本とし，東側の掘方の方が傾

斜がきつい。また，WlニJ'.の中位~下層にかけてj街梢土が堆積する点が特徴である (第20図)。 なお，
第l環濠Lー L'土附では，覆土の中位に砂n土がJ(t新しており ，:1ヒ制jの班土と相違するが，この!持
彼は後述する第2環涼の特'1散と共通しており， .'1と耐iプランの検討と1jl:せて，第 1:環涼と第2環涼が令

部tすることを示しているであろう (第19図)。

以上，第1環涼のW;)(立は，北から順に以下の通りとなる。

5号溝 (H5年度)ー2号満 (H5年度)ー 1号満 (H5年度)

第2環涼は， 第1.原涼の*側に隣接する環涼である。第u京涼と同じく，弥生時代中期中裁に掘削
され，巾期末~後WJ初出1にj思没した後， 後WJ後葉に再J開削される。断筒形は逆台形で，第l環涼と同

じく東側の掘方の傾斜がきつい。また， 積二".の特慨は北半部では土肘のrllf立にj尚柑{土府が堆積してい

るが，南半部ではrlJf立に砂質土，最下隔にJ{i!:ft((土がj佐献している。北半部での特徴である中位にj街植

土を挟む点については，第I環涼でも認められているが，平成16年度の調査で，第 1環濠から分岐し

て南側へ展開する第2環涼の一部が検出されており，前 i環濠との合流地点に近い地域では，第 1環

涼と共通 したj住積環境にあった こ とが推測される。 ítJ~1土部での特徴である砂質土と j商髄土の構成は，

先述の通り . 第]耳~涼の11立í~j端でも認められており， ~~ 1環涼と第2環泌が合流するこ とを11;1示する
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第17図 弥生時代後期の河道 ・環濠・溝の状況図 (破線は推定ライン)
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第18図 古境時代前期の河道・環濃・溝の状況図 (磁線は推定ライン)
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第19図北東低地部遺構配置図

ものである。

以上， 第2環涼の構成は，以下の通りである。

φ 
'1'''''<3550 
i-X""84300 

十

環濠

沼状~ち込み

5号溝 (H5年度)-3号溝 (H5年度)-SD3(H14年度)-4号満 (H5年度)

北東低地部における遺構群の展開

①沼状落ち込みの広がり

平成14年度の捌貨の際，本格的なEfi誠捌j'ilJ以前の堆積物を確認した。j尚組土および砂質土の五j刊か

らなる堆積物で，比較的フラ ットなj:liI和でrpJli{，Iな捌り込みを持たないことから，落ち込み内に堆和し

た自然堆積物と判断し， r沼状落ち込みJとl呼称した。一方，平成5年度;v暗殺時に「大溝Jとした:iii
構は，東に隣接する場所からは構として検出されず，この遺構の展開については検討の余地を残して

いた。大構内からは，後述するように弥生時代iiiiWl後葉の土器がまとま って出土し，原の辻遺跡の初

現期の遺構と して非常に重要な位置を占めている。そこで，i大柿Jを合めた環濠掘削以前の堆和物

について検討を力11えてみたい。

大溝の土問を観察すると，明瞭な掘方はなく ，断而床面も比較的フラッ トであることがうかがえる

(第20図)。また，桜土の堆積状況は，1J1l、ー !討に Il~;{í((土!習が堆積し，粘質土の間層を挟んで砂質土が

簿く堆積している。実は，この堆積状況は，平成]4年度に確認した「沼状落ち込み」 と共通している。

すなわち，平成5年度調査区と隣接する平成14年度調査区の土層では.j，会下照に腐植土が厚くi桂樹し，

粘質土の間層を挟んで砂質土が薄く地獄している状況が確認できるのである。このような堆和状況を
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見せるE罰法抑削以前の堆積物は， 実は「大溝Jの京1lliJから北側，さらにはrt.illllJへと一定の広さをもっ
て展開し，最下層の床面標高も3.4-3.5mとほぼ共通することから， 一辿の遺構と考えることができ

る。そこで，ここでは f大溝Jも含めて「沼状落ち込みJと捉える。

②沼状落ち込みと環濠群の切り合い関係

沼状落ち込みと第 l環濠・第2J)j'i誌の関係は，土]f'1図の閥察からも明らかなように，沼状務ち込み

の埋没後，環濠が掘削されている(第20図)。沼状落ち込みの最下層腐植土附からは，先述の迎り ，

弥生時代前期後葉の土器群がまとまって出土しているが，埋没の時期および環様掘削の時期は明椛で

ない。北京低地部における遺構群の変遷を考える上で，両者の時期的な切り合い関係は非常に重要と

考えられるため，ここで再度両者の山土土器を検討して，環濠の掘削時期について考えてみよう。

第21図上段は，沼状落ち込み11¥土土保，および沼状裕ち込み埋没後に揃!i1i1Jされた環涼出土土慌のう

ち，古手の土絡を掲載した。これによれば，沼状裕ち込み!大lからは，弥生H寺代前期後葉~中Jm初yj'iの
土器が出土しており， これを切る環濠内からは，弥生時代中期前葉(須玖I式古段階)の土器がIl¥土

している。したがって，沼状落ち込みは弥生時代中期初頭には埋没し，ヰ1則前菜には環濠が掘削され

たものと考えたい。 平成14年度に調査 した際には，沼状落ち込み検出面から弥生時代中期末~後J~J初

頭の土器を検出したが，これは那涼が埋没する際に， 斑jこがあふれて造物が環濠外に広がった結集と

捉えられる。

以上，北京低地部における弥生時代中期までの治榊昨の展開をまとめると，次の通りとなる(第21

図下段)。

弥生時代前期後業~中期初頭にかけて，南半部を小心に沼状落ち込みが広がる。この範聞は，少な

くとも尚北80m，東西40mにおよび，特!こ東側にかけてはこれよりも広範I1lIに展|刑する可能性が145い。

中期前誌には，沼状落ち込みが組l没するとともに，低.u:1凌の縁辺にit}って澱涼群が掘削されるo ~1涼

群は，低台地裾の第i環涼および第2環濠を基本に，北半部を中心にJ}!iWJにも数条の環濠が展1mして

いる。

このように，北京低地部においては水はけの悪い沼状務ち込みが存在し，IjIWJ前葉段階における環

濠も.i民地許ISでの新たな土地利用を画策する中で，持掛排1:水を1哲窓3立;図して掘削されたものと考えられる。環

濠1税宣土に一梯に;認;認Eめられる!腐尚植土の1雌H

上記のt推住削討洲!刊リを裂付けるものである。

東側低地部遺構群の展開

これまで検討してきた北京低地部の成果を元に，南京低地部での調査成来を加味して，東側低地部

における逃櫛群の変遷についてまとめたい(第15図~第18図)。

①弥生時代前期後葉~中期初頭(第15図)

この時期には，先述の通り沼状裕ち込みが展開する。際高3.4-3.5m付近を披低地点とし，この上

に腐植土 ・粘質土 ・砂質土が互j持で堆積する点が特徴である。最下府のJ席秘土府中からは，弥生時代

前期後築~中JUJ初頭の土器群がまとまって出土しており，原の辻遺跡形成直後には，東側低地部では

積極的な土地の改変は行われていない。おそらく，沼状落ち込み周辺での水辺の祭l抱が行われたか，

あるいはi也統施設を伴わない泌水地点周辺での小規机な水稲耕作が行われていたのであろう。

②弥生時代中期前葉~後期初頭(第16図)
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有，'(1事HI(Jに:ii1摘が構築されるHりリjである。!JS:fi地の紋辺にinってお 1環涼 ・第2環濠が掘削され，さ

らに東側にも小説悦な環誌か掘削される。この時lUlの環涼は，いずれもれ状催ち込みを起点に展開し

ており，北端部でもi{{状部ち込みの存在と.これにつながる琉涼の状況が復元できる。この時期の環

涼の機能は，fl~地却の排Aくが主な!-i(!当であ っ たと与・えられ， 集部全体の戟i~iì とそれに伴う低地部での

新たなよ地利川を泣|χlしたものであった可能性が尚い。このi時期の取泌泣上'11には腐植土層が堆積す

る点が特慌で，i(W~7高ち込みを起源とするものであった IIJ能性が与・えられる 。

.}j • 台j山村辺部でのJJ;l涼のi~l!削は ， iti点H地郎まで脱IJ}Jする。点IHi}i[IIJに(IIIびる小規模な谷を挟

んで，さらにl+jslIJでも台地紋辺に沿って 2条の環涼が服認でき それぞれ北京(民地部の第 l環濠 ・第

2 環出に対I.i:，:できる 。 l対外〈低地 ì'1t)の第 ll~r誌は， fi J血 J '. を t~ilUr して 1'4sIIII低地部の環掠群と接続するが，

第 2 環涼l立市東低地問;からさらに I*jの台地上へと民IH~ し . 現 (1:のため池(1);(池)を縦断して西側に折

れる。このほかにも， It.j端部付近ではこのH判明の環泌がIt~凡され. IN北約700mにわたって最も広範

開に環涼が民間する11判別である

②弥生時代後期前葉~弥生時代終末 (第17図)

弥生時代中JUIの環濠は.'IIJUI末~後期初頭を前後にいったんj'lti立する。後期前業段階でも環濠内か

ら上;揺が/1¥上する均什もあるがJttは少なく ，他のj立Wtの(1:1) )jも与-服すれば.'1'1閉までと比較して，

相対的に低地部への働きかけが弱い時JUI と裂えることができる。 点IlFlfl~地部への本格的な働きかけが

強まるのは，弥*1時代後JUIr!'柴以降である 。 この時JUI， 第 1m涼 ' ~2 環涼の再掘削が行われるとと

もに，さらに京側でも新たに環泌が畑i'jlJされる。第2環出よりも 点側で民附する環濠群は，途中で途

切れる場什も少なくなく，分岐 ・合流を繰り返しながら，断続的に民!日jする。この途切れた環濠の合

間を純って民間するのが，迫E路i布t状j辿t自j

j通血つてT刊市+打jへと折れ.jlfJit刊に折れて台地J'.へと計る。j立問状辿Wtのhl¥11I1部分に相当する環濠では， 掘

り込みの124の部分で小胤十日な ピッ トを検出してお り.tlllsilJのような抑協への11正格を予防する構築物が

存有したものと考・えられる。

南東低j山部では，的 1JJ;h\~ ・ 節 2 f~i~~~が'1 If品1!ì'j1J さ れる o ~'5 lJJ;l涼は ~{j;~:.1I寺代 rl1JYJと同様，台地上へ

と民IHJしていくが，出2山氏fもfiJ也J'.へと以IJfJしており， ly.jflllJfi地へと民間しない点が，弥生時代中

期の部涼との羽li主点である。料提として，このH制リ!のm涼は点側へは杭極的に展開するものの，南側
への良|制はiìíj段附と比べてml~!的で ， 南北480mの純1111 を'1 >(Ilhjしている。この点については， 他の遺

構群，特に -~~域の形成と官接に|則述するものと与えられる 。

@古墳時代前期(第18図)

弥生H年代終ぶからJllt没し始めた環涼は，この段!併でほぼ完全にJII¥没する。第 I環濠や第2環濠の一

部では，環械のj，之上附にこのH抑制の包合併が伐く形成されており， Ii然流路のような状況であったと

考えられる。また，~t J.!d民地部では ， 弥生時代'I ' JUJの原泌を I'J:4fli削 しているが， 断面u :.t・形に浅く掘

り11'(しており. ~{j;生lI.fi tの J);1涼とは IY I らかに，y~なる 。 fLU血日líの排水や水 111経営に伴う給排水が目的で

あったと考えられる。また.f..~t涼のj~1\没{こ 1'1: って ， .1ヒ ~i flU出印刷'j:.míでは?~状落ち込みが再度形成さ

れることになる。

このように，点側低地fasの地椛l作は.i?j状滞ち込みをはじめ地 1"水位が比較的高い環境の中で，治

7}(を前提 とした展開をよLせる点が大きな特慌である。
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-西側の環濠，河道，満

ここでは ， 節目~ 181ヌ|で示した西側環濠等の変濯について，遺構を分析するために第22闘にそれぞ

れの環涼に番号を附記した。この遺構図を基に，セクション図を第23・241求|に示し.f!{背在中での考

察を基に，全体の変遷と性格について考える。ただし，報告作どおりに小さな，あるいは大きな時間

'1，"でそれぞれの遺械を拠えた場合，各々の遺構が有機的に繋がらないというイ二郎什が生じている。こ

れは，調査者によって泣備の時期設定の方法が相逃するということに起因するのであって，これを打

開するには.l立榔を遺跡全体の中で捉えることが必裂となってくるものと考える。あくまで環濠は，

あるH制切に丘陵を幾重か巡っていたことを考えれば，繋がりがあったことはlijJ(fである。このことを

念矧に，これまでの;ij.'oj慌での聞協-等の繋がりを全体的に捉え，大きな時IIIJWIIJではあるが， ~1涼 ・河道 ­

mについて，弥生時代前i{JUJ-古邸時代前期までの地榊の変巡のrt'で，各i立榔の性格を捉えていくこと
とする t往け。 また，刊 î~f.の総括で東西の環誌をとおして考察する。

前期の状況

河辺 lは，迫

しながらi流1玩tれ，丘陵沿いを北上する流れと合流して東側に流れ出ていたことが羽!解できる。河道に取

り閉まれた地域でピットや俳が検出されているがI iiiJJUJに!日lする明確なピットについては不明瞭であ

る。節目図の砕については，後期の環濠に切られ，造物的にもT1ifJOJ末の土協が/1¥土していることから，

iii{jgJのほとして捉えられている。この溝については，他のlii備が判然としないことから，性格的なも

のについては定かではないが，後期の環濠と直行していることから，明らかに意地の相:ilJが見られる。

環濠との相違は， OMが扶いこと，深度が浅いことなどから椛として扱われている。前期にl関わる講と

してはこの2本の榔以外に検出されていない。今後，付近で検出されているピット等を再検討し，構

の性格について検討する必要がある。

中期の状況

河辺の流れは"J)i{WJとほぼ同じ状況である。ただし， M辺沿いに船治き場制;や;槌j';!:j立梢を築き，河道

を./，立大|恨利用する1時JUJである。河道に対する祭記の痕跡:も凡られるなど，追跡における河道の存在は

'=t' JUJの段階でかなり大きな位置を占めるようになったものと思われる。

環涼については，第22凶①~③の環濠で代表されるようにI 3 本の環fi~が丘陵1111リを取り巻く。①(内

涼)・② (中涼)・③ (外涼)は.第23図のセクション凶でも理解できるように逆台形状を呈し，深さ

は約 1m$ffiは3miji{後である。ただし，丘陵際はかなり削平を受けていることを考l伍すれば，深い環

告訴であったことが考えられる。この3本の環涼は途中で途切れているが，これは河辺が自然の環濠の

役卯lを保たしていることから ， 河道手前で~~誌が途切れるものと考える 。 ここでも河iûの果たした役

割jは大きいと言わざるをえない。この時期に環誌が3本存在することは①~③の環涼で型解できるが，

市側でも① ・12・13の環涼の在り方から 3本の環涼が取り巻いていた可能性が向い。12・13は，後に

infiuによって切られていることから，北側の状況については不明瞭であるが，丘陵の"，央部やや北側

から河辺か官側に抜けていたものと思われ，河道による防御ができない部分にm~Eを巡らしたのであ

ろう。①~①の環涼同級，北mqでは河道付近で途切れるような琉涼と思われる。③と12の2本は南側

に延びているがI 131こ繋がる環j容が確認できていない。この付近の旧地形は問自11Jに膨らんでいる状況

が凡て取れI 3本口の環泌はさらに西側に位置している可能性がある。市端部では1tI・16・18が中期

一白ー



第22図 西側低地部の環海毒事状況図
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WIのm深が中期の環器明政に切っていることを判別できるものも
あるが，切り合い関係については 1:下の泣物の変化をif(悦したき
らいもあり，線引きしていないものもある.多くのものは，上部

に後JOI終末から古J.ft時代前期のi.ll物を合んでおり，環設はこのl時
J~Iの泣物の投げ抗てによって終13を迎える。

m24図 西側環溢セクション図 (務号l立第22図と待号)
※アミカケl立後期の1黒濠
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のI21誌である。⑪・⑬はほぼ並行して雨・西側に延びていくがその先は削平されていて不明である。18

の環涼沿いには，⑬に切られて大胆の建物遺構が硲認されており，殿様が捌られる以前(中JUJ前葉)

になんらかの施設があったことが伺える。⑬の環濠については，丘陵上の環濠に繋がる可能性がある。

③ ・⑫はこの一連の環濠の外にあり，内接 ・中濠 ・外協の3m:邸涼の外の環濠と思わ‘れ，中期には低

地部で丘陵際に3重の環桜を巡らすことを基本としながらも，丘陵上南側では，ある一定の間隔をもっ

て環捺が遺跡を取り巻いていた可能性が高い。 この環濠については，f.Cl涼外の防衛ラインのーっとし

て理解されている。

後期の状況

河道 lについて宮崎は，中JUJ末に埋め立てられ畑作などの用地にされていたと報告しており，後WJ

の段階にはすで、に流れはなかったとしている。河道2は後JlJJまで存続することが確認されているが，

規模的には縮小傾向にある。縮小したとしても，後期に再加削される① ・②の環濠が中期と同じ棟に

河辺手前で止まることからも河辺2が後期まで存在していたことを喪付ける。また，新たに丘陵沿い

からの流れが合流する。この流れによって，中期の環諒③・⑫・⑬の北側が切られことになる。ただ

し，南側の流れは不安定で，古JU時代前期の造物も取り込んでいることから，いくつかの流れの中の

一つであろう。

環捺は， ①~①のうち， ①が出没するイtわりに，河道の外側に多くの環濠が築かれる。@~③はほ

ぼ北に向きを向けるが，お互いに繋がることなく ，短い環涼が錯綜するようになる。中には@のよう

に他の環誌と直行する短い環涼も見られるなど，複雑な;様相をみせる。⑤は水溜め状の遺構をやf"い，

④は環濠内に土橋状の粘土怖を何倍i所かに設置するなど，性格上もそれぞれに迷った在り方を想定さ

せる。寸3央部では中期後諜-に担!没した① ・⑫ ・⑬の環濠のうち，⑨ ・⑫Jニlこ後期の環濠が再掘削され

る(第22図)。ここでは，北側の，悌に錯綜する環i豪の状況は確認されていないが，先述したように，

さらに西側で確認されるものと忠われる。南側の環濠の状況は⑮~③などが中期の段階の外側に造ら

れた環濠と考えられ北制IJと同じ株な状況を示している。ただし，南側の丘陵上では，中期の③ ・@の

ように後期の環濠と目されるものは確認されていない。

古墳時代前期の状況

環濠あるいは河道が埋没した段階であるが，埋没の過程のrllでそれぞれに窪みは残り，水の流れは

あったものと理解する。ほとんどの河道，環濠の上面には，漆黒色で有機質の土層が堆積しており，

この土府から弥生時代終末から古墳時代前期の遺物が出土することからも，河道 ・環誌の担没後に71<

の流れがあったことが定11解できる。この流れに対して人工的に間を掘削して，水田への水路としてい

たものであろう。@では， ljji材を'他mした堰が見つかっており， 周辺から土師器 ・鼓形器台などが見
つかっている。環誌から椛への変換は，弥生時代の緊張関係が解け，丘陵際まで水田開発に乗り出し

ていく過程が見られる。 (福田)

註I 西側低地部の環接待;については，すでに宮崎によって縮年感が造られている。

[参考・引用文献]

宮崎ti・夫 2∞1 ["原の辻遺跡、における歴史的契機についてJr凶海考古』節 4~予 凶海考古同人会



2.船着き場跡
(1)船着き場遺構の槻要

船~Yf き場跡は ， 3 1 ~JJ)(; 8イド(1996年)度に実施した間場整備事業に伴う発掘制査で検出した遺構であ

るUL。検出地点は， IJ;l の)l jfi助:北凶部の低地でt;~l i'::j3 . 6~6. Omを測る。現在は周辺一帯が水田化し

ているが，以前はi{W~ゃìfì'!池 ・ 1111 がりくねった小川があったといわれている。 弥生時代にも)1 1が蛇行

しながら流れていたことが -~I)確認されており (杉原. 1999).船着き場遺構はこの!日河道に突き出

した形で検出された。

船着き場跡は荷持場と与えられる 2つの突従と，集部への連絡道と思われるお組遺構からなる。突

堤は便宜上，凶突綻 ・ 点究・犯と n'f~んでいる。凶従犯の東南隅はL字状に開山 しており ，東突堤の持H国

間に繋がることが予知される。したがって.突拠部分の平而形はコの字形になると考えられる。突綻

は横断而が台形状をS11しており.突提のi毛さはいずれもが:J10mである。船坂部にあたる両突堤r:nは上
部で約12.4m，下部で約8.0111を測る。突誕の|持j立は，基礎部分に木材や石を敷き，その両端は横jIJi

れを防ぐため杭を打ち補強している。こうして基礎を閉めたのち，上部に土を盛って土塁状に仕上げ

ている。 盛土の"1 には樹皮や政策と辺、われる植物jH~秘附があり土星の強化を閃っている。 版築の状況

は見られない。 雌止の法 1Mは，人ÿj~大から 寸臼え科!の玄武岩礁で援われ， 部分的に樹皮を張り 付 けて

いる。

7fi組遺構は ， 究・立~から I t:i にが)20111 の地点で検tU した 。 石k{L迂H~lt も使:白:上，北1:i副 l . Y有石組と呼んで

いる。北石組は，北にlilJかい12伎の傾斜而をもち， r十I石組みはU字形にくぽむ榔状のi立構である。い
ずれも，突堤といj械の広氏'/}傑によって斑われている。阿石組の聞は起伏がなく土で平坦面を造り出

しており，その11111羽は約7mである。調査範IJHが|出られているため突堤と石組泣椛の直接的なつなが

りは不明だが，その位ii'tl則係や例法，出土造物や検11¥レベルからみて， 石組遺構は荷揚場である突堤

と集部とを結ぶ通並行であるIIf能性が高い。突従とイi庁lLill梢がー述の遺構と考えるならば，南北約46m，

東西約26mにわたる大規悦な施設の存在が想定できる。船許き場跡の盛土からは弥生時代中則前半(須

玖 I式)の土器が11¥1:しており，この時期以降に榊築されたと推測される。

(2) 遺構の特徴

特に注目されるのは突従の陥造である。基艇部分は木材によって固められ，突堤の肉1fiによる沈下

を防いでいるが，この I:Wは現代のジオテキスタイル工法と同様だといわれている (後藤，1998)。

また，土塁の111に|封!支やIi(!物の読などを敷き込み強化するプi法は，散革法 ・敷組染工法 ・敷葉工拡ーな

どとl呼ばれる(11Z。

これらの土木工学的技術は，現代においても通川する，いわばハイテク工法といえる。この工法を

いち早く取り入れ.'J~;/ I=.II'f代では考えられない大規|見な構造物を構築していたところに船着き場跡発

見の意義があるといえるであろう。さらにいえばこれらの技術を持った工人柴田は，おそらく中岡や

朝鮮半島から渡米した人々であろうし， IJ;(の辻遺跡からIH土する大陸系の泣物とともにこの高度な技

術ももたらされたと貯えられる。 (山下)
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註1 平成 8~ドの発見当初，その形態から堤防状遺構と呼んでいたが，当時，弥生時代の同微な迫椛の報告

例がなく，その性絡については不明な点が多かった。しかし， )立械が弥生時代の河辺の中に造られている

こと，形状がコの字形で突堤状を呈していること， 鉛が係留できるほどの規模をもっていることなどから

船活き場跡であるという結論に達した。また，この遺構の分析については奈良凶立文化財研究所思磁文化

財センター長の_[楽普通氏に現地を見ていただき御指導を仰いだ。

註2 この工法は京アジアでは中国後漢代(1c代)の安立場遺跡の貯水池の見，隣国百前時代 (4c中頃)

の出什挺泣幼:における出，斡国百済時代 (6-7c)の扶俄維城跡の土品，rI本では弥生時代後期 (1-.. 

3 c)の上京地跡(附山県倉敷市)の波止場状遺構，古墳時代中JUJ(5c末--6c初)のf色井遺跡 (大阪

府八16ili)の出，古的11寺代後JUl(7 c 前半)の津守逃跡 (岡山県伊'il山T打)の設)t~}施設， 11~.(J I時代 ( 7 c初)

の狭山地 (大阪府大阪~~~IIJili)の堤，飛鳥時代 (7c 後半)の水城跡(制岡県大都Jr行li'大野城市)の土
以などで{I'(il認されている。
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工場j普通 1995 ri1i代築徒における敷葉工法Jr文化財論叢llJ奈良国立文化財研究所別立40間年記念論文

集 予告良国立文化財研究所

小山田宏ニ制 2001 r古代の土木技術j大阪府立狭山池tw:物館図録3 大阪府立狭山池博物館
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① 突堤断面模式図 (11200)

第25図船着き場跡実測図
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東突堤(奥)と西突堤(手前)(西から) 石組遺構(北から)

東側突堤(東から) 杭と樹皮による補強状況(西突堤西側)

PL 3 船着き場跡検出状況

に
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3.護岸遺構
平成14年度県道緊急調査において確認された議J~~迫榊は. 遺跡;のある丘陵先端部西側の低地部で，

丘陵縁辺を北に流れる河辺の東側に沿って南北40mの長さにわたり検出された。護岸の丘陵側は削平

を受けており不明瞭な点もあるが，丘陵が両側に傾斜した紋辺から川j戊へ石を投げ込んで構築された

人工的な「拾て石 (ゐ引tみ)護岸j と考えられる。 n~j~!:迫l向上部にjl~fJ'lする土師から出土した遺物か

ら，この起if1Itは弥生時代中期後半(紀元前 1I吐紀凶)のものと忠われる。護岸に使Jl1した諜は大きい
もので50cm大で，玄武宕のfljばった自然行をi史川している。この場所は，桜数の河川が合流していた

可能性があることから川の説食作用を受けやすい地点であったことが~f((iI!lJ され，河岸を保護するため

に護岸工事を行ったこ とが考えられる。誕山地肌では，平成811'に附i認された弥生時代中期前半 (紀

元前 2ill:~頃)の船消き城跡で見られた敷租i架(しきそだ)工法は必められなかったが， 船着き場跡

とは石のf，f(~iや大きさ，む{み Jiなど工法において強いtriUJ;~1: をぶしており，土木技術的な関連が推測

される 。 次に護岸地怖の西側を流れる iiif道の土肘から議ì;~:j立併を検，Hする。①府(黒褐色粘質土層)

は中世のtl~初である。③陪(掲灰色粘質土肘)はマンガン牧を合み，所々カーボンを混入する。@層

(賞、褐色土府)はパサパサした土肘で植物根の成分が皮透したようにブロック状にj佳稲する。⑤層(暗

オリープ土防)は紋色のしまりのある 3-5cmほどの-uv，で，点に延びて終息する。⑥屑(灰色粘質
土肘)は③府に近似するがややl府く ，カーボンを合む。③hv， (11庁虫色炭化物肘)は炭化した有i設物が
著しく集rl'し，東に延びて終息する。@府 (以色i比砂肘)はJ折々カーボンや黄信色砂を混入する。 9

府は小磯府である。9肘からは'1'J別'1'頃~後二1::を能勢とするニi二日ifJiを多数検出しており ，護岸遺構が

機能していた頃の川底であったと忠われる。① -⑤肘からは後!リ!を{蛍勢とする完形に近い土器を検出

した。後IUJにはすでに河辺の流れも少なくなり ，，1~i~!:の機能も失われていたことが推測さ れる。なお，

「拾て石(イイ柿み)波J:平」については後藤忠之輔氏(長崎大学大学院救佼)よりご教授頂いた。 (林)
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長崎県教有益日会 IJ;l の辻:ìllllW訓:rt~ I~務ï!lÎ- ítl，\]先制iit71 1下 部"!s(L998) 
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第26図 接岸遺稿セクション図
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4 .祭儀場
・研究抄史

祭儀場は，JJ;(の辻遺跡の松高地点周辺の南北約50m，東西約15mの範開を指す。千成6-7 iド1Stの

調査で，200基以上のおびただしい数のピット群が検出されp 北半部で掘立柱建物26椀， ifi半剖;で大

型捌立住建物2械とともに，これらの遺構を取り囲むような楠列が復元された (JlILI制1996.宮崎

1999)。故山地点悶辺は，現地形で問問よりも約2mほど高く盛り上がった地形を しており，これら

のことを時まえて周辺から隔絶された遺跡の中枢域としての機能が想定された。さらに，r何年-部の大
草~~掘立住建物が rtr;J~ミ主祭殿J r平屋Il&b殿J(それぞれ第28図 1号建物・ 2号建物に相当)と位椛付け
られるに及んで，この空r/IJの機能が 「祭儀場Jとして明確化されることになる (;ail-本1995・1997)。

これ以降，集部の'1'でのJ必の機能や遺構群の構成が定着した。

そうしたrl'， 平成15年度に，祭儀場に迷する入口の検出をリ 的として， 祭儀場NiJ紘mlの ，V，~授を尖施

した。この品，J1I:により，祭俄場に閲する重要な3つの知見が得られることになる('1'J毛~flli2004 ) 。 す

なわち，周辺より 2 mほど日い祭儀場の現地31~が， 近世以降の盛 り土によ っ て形成 さ れたもので，弥

生時代のピッ トから桜元される|円地形は，南から北に向けて緩やかに下る級料l(ijに似元で、きることで

ある (第28図)。また，北端部を中心に従来柵列とされてきたピッ トを再検討したところ，①ピッ ト

斑土の特慣にバリエー ションがある，② ピットの床面標高にばらつきがある， ③弥生'1'JUJの二1-.*告を出
土したピッ トと古墳時IliJUJの土器が出土したピッ トが混在することがIYJらかとなり，これらのピット群

が同時JUJにー辿の遺構として存存ーしていた可能性は考えにくくなった。祭儀場北端部周辺では，近年

壱岐市教育委只会を中心lこ重点的に調査が行われてお り，おびただしい数のピッ ト訴が検出されてい

る。このことから，従来禍列とされたピット群も，祭儀場北半部を含む阪地区間辺の拘!立柱建物群の

一部を{梓成するピッ トの -告11である可能性が高く なった。

-1r.祭儀場南端部は，平成8年度の調査で儀場を東西に横切る 2条の環械が検，'1¥されていたが，

平成15年度の誹j読で，新たに南側に併iびる環濠 (SD3.SD4)を検H'，することになる。この環涼

は，南側環涼 (SD 1 )のけJfWJに半円形に取り付く形でj検出したが， S D 1の北!WJ.lJ:]方の不自然なふ

くらみや， /1'，ゴァ!こ器が弥生J時代中JUJ-古墳時代前期jのもので構成される点は時期的にSD 1と共通す

ることから ， 両者のJ~1ì奈がl時期によって複雑に切 り合いながらも ， ある時JUJ に J.'i] i昨状遺構として機能

していた可能性を折摘した。しかし，調査面積が狭かったこともあり，具体的な辿引制洋の検討は次年

J立に引き紺:がれることになる。

平成16i!'.J!tの品j査は， S D 1とSD3'SD4の切り合いを雌認することを目的として，fiiJj者を面

的に広げてト レンチi拘置を行った。その結果，弥生時代I判明から古J抗H寺代liirWJにかけてのJrr1昨の変選

がIYJらかとな り，特に弥生終末期の周掛状ill椛が確認できたことは，従来の祭儀場の従えかたに一石

を投じることとなった (11'尾編2005)。

ここでは，祭儀場開辺の旧地形について検討を加えた後，平成16年度の制托成県に依りながら，祭

儀場Iキ~>1:-'部の遺構群を'1'心に検討を加え，祭儀場における遺構群の変避について再度検証することに

する。
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-祭儀場周辺の旧地形

祭儀場の現地形が，近世以降の雌り土やj'jlJ平によって形成された点については先に触れたとおりで

ある。ここでは，弥生時代~有明|時代前JOJにかけてのピット群の床面標高を元に，弥生時代における

祭儀場周辺の旧地形復元を試みる。

祭儀場とされるエリアは平而形しゃもじ形を起し，北半部を，t，心lこピッ ト群が，空白部分を挟んで

南半部を'11心にピット群とともに出火f:[:肘やm涼が展開することが明らかとなっている(第28図)。
これらの遺構群の検出lilIに追緋1作の断而を投影し，南北方向 ・東西方向について図化すると，次のこ

とが明らかとなる。

①遺構検出而は，南:1ヒともほぼフラットであるが，J立十{ltの空白部分については標高が若干低くなって

いる。

②遺構の床而際市は，北IHlHiど深く ，けj側のj立構群 (特にピッ ト群)は10cmにも満たない浅いものが

多い。

①については，遺構検11げilIに訊搬によるものとみられるj'jlJ平の痕跡が残されていたことから，近現

代の水田化にともなって，フラットなj'ilJ:>ドを受けていることを示している。特に，南半部と北半部に

挟まれた造栴空白エリアはJtiJ聞よりも七史的iが低く 周凶に比べて相対的に削平の影響を受けたことが

考えられる。 したがって，l立術空 1 ' 1 部分にも本来は遺構が存在した可能性が高く，高IJ~・に伴って消失

したものと考えられる。②については，ピッ トのJよ而梢?与を'11心に枚討を加えると，祭儀場北半部の

方がf-t:i半日I~に比べて相対的~こ.ilJ:榊の残り がよ く，削:CI~の影響を受けていないことを示しているであろ

う。このことから，:tjí::米は商工|へ丹I~の似iYJiがi!?j く， i*iから北へと傾斜する緩斜面であった可能性が高い。

試みに，祭儀場検11'，ピットがlMl'ilJI時点で_.wに泌さ1mであったと仮定して旧地形を復元すると，
南端部で相~;1山j約19.10111，:1じ刻印I~で代υ':j~川8.90111 となり，比高差約0. 3mで拘・から北へと傾斜する緩

斜而に復元できる。現地表rIlIとの|州系では，北端部は現地京市標高とほぼ一致し，南端部については
現地表而より約60α11棋日が171くなる。京Vyjjli'jの旧地形については，東西部分ともに大きく削平を受

けていることから復元は杯IQ!Wであるが，出儀場のq竜聞内については。ほぽフラットな地形に復元でき

そうである。このように..jt.体的な抑i!万については検討を裂するものの，弥生時代の旧地形は，概ね

南から北へと傾斜する級会;川iと抑えることができるであろう。また，東西軸についても， 祭儀場を中

心に東西方向に級生MfIiが展開していたものと推測できる (第28図)。

-祭儀場南半部の遺構群

ここでは，平成16ij"'.伎の調布j北県を'1'心に，祭儀場市半部の遺構群について検討を加える。平成16

年度の調査箇所についてはt!'}28凶に示した。祭儀場の南端部に相当し S D 1とこれに連結する半円

形の環濠が接続する部分に相当する。ill構1洋の切り合いを確認するために6カ所のト レンチを設定し，

造物の出土状況や土府の観察を行った。HI:せて.ミ平ド成7年度詩調i査 トレンチ .平1成瓦i応5年度割査トレンチ

の土R照呼ををι再再検討しι'辿泣，H情唯1昨洋のf排i昨ιtι.泣や|時時j矧明的なh挺毛IJ問;品羽;日!について検言志討:すlを力加11えた (第2却9図)九。 時期別に遺構群
の変選を辿ると，次のようになる。

①弥生時代中期中葉~後葉

平成7年度検出のSD 1および平成15年度検出のSD3に相当する。東から伸びてきた環諜が，南

側に半円形に掠り出す(第31図)0~H り/l'，し部分の$f，\(ま外線で約 7mである。 床商標高は16. 50mでほ
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ぽ一致している (第30図)。 南側の張り出し部分を中心に，磁土rl'(こ焼土府やカーボン層が確認でき

る。張り出し帝ISのテラスにはピット群が展開し，環濠の|捺に沿って展開することから，弥生時代中期

の環誠に伴うピットと考えられる。また，環濠床而からは抜数の浅いピット群を確認しており，テラ

ス部分のピットと併せて，何らかの仮設的な構築物が存在した可能性がある。出土土器は斐を中心と

した榔成で，低地剖iの環濠と共通する。この地点が遺跡のll(同地点に相当することや， 環濠張り 出し

部に大型胡!立柱建物が建つ吉野ヶ里遺跡等の事例から，この時期lの地榔は，追跡全体や周辺地域の監

視を目的とした実用的な用途を意図したものと考えられるであろう。

②弥生時代終末

平成7年度検出SD 1および平成15年度検出SD3に相当する。弥生時代後期に埋没した環濠は，

弥生時代終末に浅く再掘削される。同時に， :1と半部を「コjの字形に折!削することで，周溝状追椛が

成立する(第31図)。閥抗状遺構の平面形は問丸長方形で，外線で南北長805m，東西長702m，テラ

ス部分が南北長207m，東西長308mに復元できる(第31図)。東西に位置する悶構が幅1.5~ 1. 7mで

あるのに対して，南北に位置する環濠が幅2 0 5~30 2m となり，南北に位置する周構が幅広い点が特徴

である。周排は断而逆台形で，床面標高は17000mでほぼ一致している。寝土はカーボンが散在する

褐色系粘質土である。一方，H 7トレンチで検出した同時期の包含附は，カーボンが集中する黒褐色

土で，包合府の床面標高も16080mと周溝状遺構床商よりも低い。H7トレンチの東側では，平成8

年度に弥生時代終末期の環諒を東西方向で検出しており， H 7トレンチの包含/@もこれと関連するも

のであろう 。 その場合，周ifl~状遺構との関係が問題となるが，阿者の接点となるト レンチ④は，後述

する古噴i時代前期の部によって両者とも切られているため，不明といわざるを得ない。ここでは一応

東側からやl'びる環濠が， 周i~lt状遺構の手前で止まる，と考えておきたい。

周印11内からは，土器を中心に多くの造物が出土している。土器の保融構成は，護に比べて壷の占め

る制合が日く，中には口縁部を打ち欠いて胴部に穿孔した大山の混も認められる。このほか，鉄剣・

鉄鎌 ・袋状鉄斧といった鉄製品の出土が注目される。これらの鉄製品のうち，鉄鎌は下前観が大きく

湾1111し，器部の折り返しも身と接して完全に閉じている。また，鉄剣も停:みが一定せず，鏑や刃剖;の

作りもなまくらである点など，実用品とは考えにくい特徴を布するものである。これらの事実は， 周

排状遺構周辺において何らかの祭詑行為が行われた可能性をうかがわせるものである。

①古墳時代前期

平成7年度検出SD1にほぼ相当する。東側から伸びて平成16年度調査区中央付近で収束する講状

遺構である (第31図)。 トレンチ@付近が最も探く，西側 ・南Il!IJにむけて急激に立ち上がる (第30図)。

櫛の平而形は不規則で，南側に若干張り出して蛇行しながら東側へと展|制する。出土土器は，斐が完

全に欠落し，鉢 ・低脚の高杯 ・小型丸底壷 ・ミニチュア土博などの祭配系土器が主体となる点が大き

な特徴である。また，ガラス小玉や黒曜石砕片などがまとまって出土している。これらの点から，弥

生時代終末に周滞状遺構として具現化された祭市e窓lIijとしての認散が，古墳時代前期まで引き継がれ
ていたことを示している。ただし，出土造物を比較すると，間前:1;lU立構出土地物とは構成がやや異なっ

ており，祭犯の内容や対象は興.なっていた可能性も考えられる。
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寸一弥生時代中期

・ 祭儀場市端部に 2 ~長の保持が制削される。

-北側五;1涼は点凶方li.J(こ11'(線的にやJlびるが、 l将

側慌時は「コ」の'r:形にl+i側に張り出し、張
り山し内部にピットがi炊御する。環濠床面に
もピッ トが!放イEする。
-北端部にはピットが|放伐する。

弥生時代後期

・北側環滞は弥生時代中期に引き

続き存在する。

・「コJの:字形lこ張り出していた南
側環涼は、 aj反り出し部を中心に浅

く扱り位される。同時に張り 出し

部に接続するように北側を fコj

の字形の慌がめぐり、周溝状遺構

となる。

・ ~t側原筏以北には、規立柱建物
が展開する。特に、 1号建物 .2 
号ill物は、尾根に沿ってほぼ直線
上に並ぶ。

・ ~t端部にはピットが散在する。
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-祭儀場の変遷(第31図)

①弥生時代中期

祭儀場南端部に2条の環涼が掘削される|時WJである。このうち，Y*i1ll1Jの部涼は半円形に南IftIJに張り

出し，張り出し行1)のテラスや環涼内に小規税なピットがitなめられることから， 1反設的な何らかの構築

物があった可能性がある。 出土地物は， 弥生時代中J~J111お(須玖I式古段階)を主体に，弥生時代中

期後葉まで認められるが，器磁構成は低地割;部涼と遜色なく ，然組的な安:紫は認められない。立地や

他の遺跡での例を考慮すれば，物見場的な機能を来たしていたものと考えられる。このほか，祭儀場

北半部にはピットが散在するが，商船iJj立構昨との|地迎性は不明瞭である。

②弥生時代終末

弥生時代後期には，南半部の2条のf5rl涼のうち北側部涼については残存するものの，南側環法はいっ

たん埋没する。その後，弥生時代終末にいたって，北側琉涼とともに再度指!削され，北側にも椛をfコj

の字形に巡らして周溝状遺構が成立する 。 さらに，この時J~1.北側環誌の北側に 2 棟の拐!立柱建物が

建つ。これらの掘立柱建物群は，問椛状地櫛と羽hをそろえてほほ杭総ょにならび，しかもほぼ等間隔

に並ぶ点を考慮すれば，周j梓状遺構と一連のjfi梢と考えることができるであろう。したがって，弥生

時代終末における確実な遺構群としては，北s[IJ環涼を挟んで北側に掘立柱建物2棟，南側に悶構状遺

構が，それぞれ軸をそろえて等IIIJI硝に配列する構成となる。性格としては，土器の器種構成で査が多

い点や，実用品か疑問の残る鉄製品なと'の出土から，これらをJI1いた祭杷行為が行われたことが推測

される 。 なお，北半部にもピッ ト 群が散在するものの， 市三F~~部地椛昨との|則述は不明瞭である 。

①古墳時代前期

北側環涼とともに周溝状泣構も1町立するが，周出状追榊は!Ui自にイ111びるj持状遺構として再掘削され

る。この構は， 平成16年度~~l査区中央付近で収点し，部分的に南 11[IJ に張り出しながら，東側へと展開

する 。 また ， 担没した北側部涼の北部に， 2棟の!笹穴住居が|お-北に立ち~1Þ.ぶが，特に北側の竪穴住居は，

長辺7.3m，短辺6mでベッド状i立博を持つ大型住居である。出状泣榊内からは，鉢 ・低制!の高杯 ・

小型丸底琵 ・ ミニチュア土器を主体とする土持や ， ガラス小ごI~ ， 県IIft1石砕片などが出土しており ， 祭

杷色の強い構成となる。竪穴住j舌昨とWt状追榔の配i泣附係が，弥生時代終末の遺構配憶に類似してい

る点も考慮すると ， 古墳時代前期に至っても，このエリアが祭最~ilillll として認敵されていた可能性が

高い。なお，北半部ではビッ ト群が散在するものの，前半fÍI~j立f/lt!i1' との|問述性は不明瞭で・ある。

このように，祭儀場朗辺は，弥生時代rllJUJ段階における災川安IIIJとしての利用が，弥生時代終末以

降には祭杷空間へと変質し，このような~~HIJ利川が集部の終~.~~まで継続したものと杭測される 。 (中尾)
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5.住居跡

はじめに

j訴の辻泣跡からはi1i代の泣構 .jff物等が低地部や丘陵部から多く検出され， 平成6年度に範囲確認

調査が丘陵部で行われ，これ以降，発掘調授が積極的に実施されていく 。現在でも継続中である。今

までの捌査で確認された路穴住居跡が13'1f~[あり，弥生時代Ij f期から古墳時代初日nにかけてJS住地が

環談内に長JUIHIJ にかけて建てられていたことが発掘調査で解り，き注桔やb・枯主守;も環?!:~内で・û{1i認されて

いる。竪穴千u荷崩):のJボ而遺構には炉跡やベッ ド状遺構，周溝，貯蔵穴，主柱等が報告されているが，
原の辻追跡における住尉跡の時期的な特徴や地域性などの報告書は若干みられるものの本料的なもの

はない。今阿は丘陵部で雌認された単独にある怯居跡、ヤ重複した住居跡等を具体的な時期の変退を行

うことにした。

(1) 竪穴住居跡の形態

似の辻逃制;の控火住居間;は弥生時代中WJ前議から古墳時代前期前業に集中して述てられており，他

にも主柱だけ残るほJi式ft)~+や高lポ建築 ・ 大型平屋の蛾立柱建物と考えられる柱穴昨が監穴住居跡、と

切り合う栴好で給IIH されている。~穴住居跡の平面形の特徴は，弥t生r:. 1I時守イ代-v寸一t判1-

多く硝碓:認認、され，)末而の状i>r.は ミi叶土 2 本が主体で‘周溝やベッド状追討tは基本的に弥生rl~JVlには凡られず，

この悶榊，ベッド状遺構が1確認されるのは弥生H寺代後期以降である。 弥生後期に入ると弥~1:. Ij IJYJの住

居がそのまま継続されているものの円形の竪穴住居跡は消滅し，これに代わるように長ブi形の大型監

穴住居跡が前半頃に11'1税している。床両の状況は主柱2本で，ベッド状遺構はC:字型やL午現，知辺

側Zf;が設li'i:され，炉拍:やj司j昨が見られ，この構築が古墳時代初頭まで続く 。ただ弥生中期でみられる

住居跡の構造が古墳iiiIWJ初出でも確認される ことから両者の住居が共存しながらあったものと舵察さ

れる。現在でも発揃調査はi並行中であるが，検出される住居跡の遺構耐は水l羽化によって削平を受け

ていることからきそiTiiから)，t:而まで約5cm~20cmのものが多く，約50cmの住居跡が祭儀場跡、から~ヒfi!IJ­

段低いLU剤11から大型民)J形の笠公(七府跡が確認されていることから当日寺は深い住府も存在していたと

推察される。

(2) 地区における竪穴住居跡の形態(第32図-35図)

府11.1J彰状の丘陵部からは控穴住凶跡や掘立住建物跡が多く確認されていることから北側のiflj元地12L

原地区の撚儀場制:とその川町1，祭儀場跡から一段低い東南側を地区分けして住居助;の形態や特徴を述

べることにした。

. í.~j元地区(.Il:1安北 Il!IJ)

王子成6!ol".)jtにt'iJi::1血医で発抗IT!調子Eが実施された結果，竪穴住開肋:13棟， 二七抗約30器， Jr-;:~火 221長，

大小のピット 100などが1i私認され，時期lは弥生時代前葉末からIj~期中葉，弥生時代後J !1JIj 1泌から古明

前期初引のJUl l/lJ に他物が築造されていたことが分かっ たが，弥生後則前葉のHxl暗~こ建物が存在しない

空川WJIIIJがみられ，この状況が平成14・15年度の発掘調査でも弥生後則前誕の建物逃梢が検11'1されて

いないことから!万住地が移動 ・ 移転したものと思われる。完全な形で検出された竪穴生U~î-跡 4 悲につ

いて述べることしたい。 SC1 ~ 4 は丘陵部の北端側にある住居跡で，床面までの採さは非常に浅く，
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約5COlしかなくて表而が削平を受け，他の住居跡も閉じ情景である。この場所からは北側の低地部に

ある船3泣き場や多重環涼等を望むことができる。

S C 1は伎!詩同士が切り合う形で検出され，隅丸方形で長辺5.2m，短辺'I.2mを社llJり，床而には2

本主柱が想定され，出土造物は弥生中期の土器と共に肩甲骨6点の内にト骨2点が並べられた状態で，

床面より若干浮いた状態で確認され， ト骨には使用痕がみられる。 時期は弥生 r:~'lUI "iÌír策と推定される。

SC2はTI'i.径6mの円形住居跡;で，深さは約10mがある。床面には6本主柱で中心部に炉助;が検出

され， 壁面は急斜問状に掘り込みをしている。住居跡内からは消失した建築部材や炭化米.紡錘J11，

磨製石斧，サメ l正ì~1:が出土していることから弥生中期中葉の時期が推定される 。

SC3は方形の住居跡で長辺4.2m，短辺3.4mを測る。壁商の状態は急斜而に掘られている。床而

の遺構は4*主柱を想定され，砕j西側に壁郡を検出したものの炉跡、は確認されていない。住府跡内か
らは弥生後WIの純Jtや砂岩製台石，凹石等が出土していることから弥生後期中諜・の|時WJと推定される。

SC4 は I;I~丸プj形で・長辺 4 m ， 短辺3.4m を ìJ1IJ り，床商にはコ字31~の壁Wtが巡る 。 |則的は弥生後期

後架と ~(t定され，住居跡内から弥生後期後葉の高杯等が出土している。

・原地区(丘陵中央部)

師、の・辻遺跡で'fiiも際日の向い場所に祭儀場跡があり，その周聞には竪穴住居跡， 1開立柱建物跡;得の

建物や土坑，ピット等が多く検出されており，時期は弥生時代中期から古墳時代前期初磁の1111の述統

的に居・住地となっている。平成6-9・11-15年度にかけて発掘調査が実施されて竪穴住民跡86械が

確認され，そのうち38制が祭儀場跡を聞む格好であり，弥生後期前半から古墳前期初1)i1Jiの|時JYJに大型

の方形 ・ 長方形52穴住駅跡 5 相iが場所を代えながら連続的に居住していることから.m~な位i丘を示し

ているものと考えられる。この丘陵rll央部で検出された代表される竪穴住居跡を述べる。

SC5は祭儀場制;から東側の一段低い部分に隅丸方形の住居跡があり，長辺3.3m，短辺3.4mで深

さ約20C01を測る。住民・跡の床而はやや荒い凹凸が見られ，壁面は急斜而をしている。床而遺構は中火

に炉跡や南西側に2本主柱を検出される。時期は弥生中期後葉を推定される。

SC6は祭儀場跡から北東側の一段低い所に隅丸長方形の住居跡があり，長辺5.2m，短辺4.3m，

j采さ約30ω1で方形に近い。住居助:の床面は平坦で，壁面は垂直にしながら床而部分にはi1.iIJlIしている。

床而の中央に弥生中期後半の完形な鉢形土器を使用した炉跡が検出しており，この南側に同時期の艶

形土保2点と石鎌や石製紡錘w等が出土していることから弥生中期後葉の時期と推定される。
SC7は方形の住居跡で土坑に切られた状況で検出され，長辺4.5m，短辺4.5m，深さ約21cmの小

型住居助:でSC6の類似している。床而にはベッド状追構や2本主柱があるものの間前，炉跡は検出

されず，弥生中J~Jのニ|二時やw銅製 ?や鉄製?，小型鉄鎌等が出土 していることから弥生後期初聞の時

期と推定され，この頃からベッド状遺構が現れてくるが，ベッド状遺構の持たない住居-跡も有:花して

いる。

SC8 は大君~の控穴住府間IJ;で、祭儀jJ)jJl~;の一段低い北側で、検出されており，長辺8. 6m ，知.辺5.4m ，

深さ約52cmの:長方形をしている。床而は丁寧な平坦に調整され，垂直よりも若干外側に聞くような控

面をしている。床而逃桝はC手:型ベッド状追構や2本主柱と中央には比較的浅い方形の炉跡があり，

このなかに炭化物や焼ゴニ魂が確認されていることから自然化学分析 (放射性炭素年代測定)を炭化物

で実施した結果，四!汗30年前後と示唆している。また，焼土からはイネ・タケ!l[科 (メダケtm型 ・ク
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マザサ~.4~担 ・ミヤコザサ節型等) が検出されていることから燃料・等として利用されていた可能性が考

えられる。住居跡内から少量の弥生中期から古地初頭の土器片や鉄製の鍬鋤先等が出土しており，弥

生後則前議の時WJと推定される。

SC9も大型長方形の住居跡で長辺6.9m，短辺5.2mをi)!lJり，i"奈さ約18cmである。住居跡の状況は

控rurが急斜iTiiの上1l!1Jが外方に広がり，床面は荒抑eりの上から民側色料i釘土を使って塗り囲められてい

ることが雌認されている。床而遺構は長方形のベッド状地榊や2本主柱があり ，出土造物は袋状鉄斧

や弥生後JUJから古墳初頭があり，弥生後期前紫の|時期と1fli定される。

S C 10は小型の住居跡で長辺3.3m，短辺3.2111で泌さ約7ClllをiJllJり，東南制IJに壁i誌を巡らす。中央

には炭状や焼ニL::Jl民が見られ，時期は弥生後期と推定される。

S Cll(判明丸住居跡で長辺5.9m，短辺4.2mの長方形をしており，接Tmは垂直に掘れている。床Tm
にベッド状遺構や2本主柱，中央に川形炉跡があり， Jぷiil1の幣j也はやや荒調りである。弥生後期の下

大IWk古段階の高杯、土器が床面の近い部分から出土していることから弥生後期後葉の時期と推定される。

S C 12は経儀場跡;から東側隣にある大型の竪穴住居跡;で長辺6.5m，短辺6.2mの方形をしており，

深さ約26cmあり，比較的浅い。住居跡の状態は~r~jï'~( こ tm られた壁而で， それに沿うように周溝がほぼ

一周するように巡らす。床前面に黒褐色粘質土が見られ J l . }~'~ な塗付けされていて SC9 も同じよう

な光訟がみられる。この下側は凹凸状の地山である。床面iには凶北側にベッド状遺構や2本主柱，中

央にjllJ影炉助:等が検出され，床而の近い部分に弥生後mJrjl誕の艶型土器がILI:¥ニtしていることから弥生

後JUH変説と推定される。

S C13-16は祭儀場跡から北側離れた場所に重松した自主穴住居跡があり，現在4基が確認されて方

~I~で並区状に揃i ら れた壁面に閥i'{ltが巡らす。 床而は Jやや荒く掛I! られ，赤褐色の焼土魂が四箇所の浅い

鉢状で肝{Ii認されている。 |時期は弥生後期末から古墳nilWJ1~)lil[ の!リJIIJJ に築造されている。このように並

紋した住居を多く確認されている。

S C17は前方後円墳状の祭儀場跡にある1;品丸住出納;で，以辺2.3m，短辺3.4mの長方形であるが，

j奈さはあまり無くて10cm程である。床商には南側と北側片方にベッド状遺構が設けられ，壁構や2本

主柱，中央に円形炉跡が確認されている。古墳前期初'JiiSiの|時期!と推定される。

S C 18は祭儀場跡にある大型の方形住居跡があり この'11に小型住居跡が確認されている。長辺7.3 

111，短辺6.0mで深さ約40cmを測る。床面はベッド状追備や2本ミt=.柱，炉跡2箇所を検出され，時期

は古墳前lUJ初顕を推定されており，古墳前期の布留式土器にwって鉄鎌，鉄鉱等が出土している。
-原地区(丘陵部東南側)

祭儀場跡の周囲で確認された竪穴住居跡が丘陵部の京I十qs!IJでも斜mIに沿う形で居住域が拡がり，こ

の場所からは弥生時代中期から古墳時代前期にかけて控穴住居跡が砧てられており，東西方向の濠2

粂，子児詑ttf誕等の逃，防が確認され，住居跡が草絞した状況がみられることから東側傾斜面が長期間

にわたって居住域として利用されていたことが明らかになった。住居助;の形態は方形・長方形プラン

が多くて p.J形プランはきわめて少なく ， 弥生後則前半からï~ïJ1't初日f!の住居跡が多く疎認されている。

ここでも丘陵部JUíti1í!1Jで・イ℃表される~穴住居跡のことを述べたい。

S C19は小型の住居跡で 長辺2.7m 知辺2. 5rn のブIJJI~で深さ約15cll1を測る 。床面には大部分に炭

化物で涜われていて主柱は不明であるが，住j奇跡、の状況から 2本柱と推iJIIJされる。壁面は急斜面をし
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ており，ベッド状泣僻を確認される。時期は弥生後期末で古墳初頭の布留式土器が.'1¥土している。

S C20-22は重複した住所跡で， S C20は小型住居跡で長辺3.2m，短辺3.1mの方形であるが，西

側にやいびる可能性があることから長方形と考えられる。

S C21は長辺4.5m以上， 短辺4.5mの長方形住居跡で，床面にはL字形のベッド状遺構が見られる。

S C22は長辺7.3m，短辺3.7mの長方形の住居跡で，床面にはベッド状遺構が確認されている。弥

生中期末から古墳初頭の土器等が出土していることから弥生後期末の時期jに建てられたものと推定さ

れる。

S C23は小豆!の住!許制:で長辺3m，短辺2.8mの隅丸方形を している。住Jd跡内には古明初頭の土

器に伴って三線系瓦質土保待が山土していることから古墳初頭の時期に'illてられたものと推定される。

S C24は大型の休J¥'iT跡で，長辺8.5m，短辺6m，採さ約50αnをiJllJる。!未加iにはベッ ド状辿桃や2

本主柱，南西iHlIに問i，'lj:が巡らす。

S C25は虫桜している長台形の住居跡で，長辺6.7m，短辺3.3m-4 m，泌さ約tlOCJllである。大小

のベッド状逃柿を雌認される。

S C26は長プj形のII/ll丸住居跡で，長辺5.4m，短辺4.3mをiWJる。床而にはL字形のベッド状遺構を

隊認されている。SC23-26の時期は古墳初頭に建てられていると推定される。

(3) 原の辻遺跡における住居跡の変選

[弥生前期末-rl'WJ初頭段階]

阪の辻遺跡;は弥生前期後葉段階には集落が形成され始められ，J:立跡に拡がることが鋭校される。前

期末から1]lJ9J初頭には丘陵部北側の高元地区，丘陵部北西側の低地の不線地区，幡鉾川より北側の低

地の安困寺前A地区の三箇所に居住域が推定されるものの低地の不様地区や安医l寺前A地区では竪穴

住居跡の泣梢が，険11'，されず，旧河道 ・溝 ・土坑等が確認されるだけである。このl時期の箆穴住居跡は

きわめて少なく ，それに対して原地区の丘陵部では，中小形のピット群が多く検出されており，この

ピッ ト群を検討した結果，大小型の円形 .If月円方形 ・隅円長方形等をしている挫立式住居跡の地梢を

時認されたことで，丘陵部や低地音I~でも壁立式住居跡と思われるピット(柱穴)や捌立柱建物跡が共

存したと推測される。

[弥生1]-1WJ 1]，諜~後紫]

弥生中WJII'誕の|時期では，小型円形 ・小型方形の竪穴住居跡が多く検出され，住居助;の両日i泣は散ら

ばる格好で丘陵l~l\の全而にあり，それに伴う形で壁立式住居跡，高床建物やì~\'j)米合}!]Iの抗î1立をt建物納;

が確認されている。もっとも竪火住居跡が検出されたのは祭儀場跡の陪l辺と丘陵部より北端側部分で

みられる。弥生中!リI1十IZ単になると竪穴住居跡 ・壁立式住居跡や掘立柱建物跡等が混在する佑好で居住

域が多くなってくる。!竪穴住居跡の形態も小型のものから中型へ以降していることが雌恕され，控立

式住居制;も同じ光却、が見られる。住居内部の状況は中央に炉跡があり，その左右に2本主牲があるだ

けでベッド状遺構，周i昨.j行:蔵穴詩;の逃{;~は弥生中期の時期では確認されていない。 このi時期の住居

は孟桜した逃榊が多くことから完全な住居跡の遺構は少ない。 住居の形態は弥生 I] I WJ 中~gからほぼ同

じ状況が続くものと考えられ，個数も弥生中期[1-'葉に比べて増加している。
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[弥生後期初頭~後JUJ後葉]

この時期になると祭儀場跡の制辺で大型の竪穴住居跡が検出されるようになる。大型住居跡の状態

はベッド状遺構，主柱2本の柱穴，中央に炉跡、があ り，この大型住民跡の遺構があるのは最も高い祭

儀場跡のNiJ聞とJi:陵部の京南側で、検出されるだけで他の調究区からは確認されていない。このことか

ら重要な施設と考えられることから首長クラスの居住域の建物等があったものと推測される。居住域

が経儀:tJ)j跡の周辺に柴まり ，北端。!IIでは住居跡が縮小していくが，遺構等で確認されている。弥生後

期後葉には祭儀場跡から内涼内部の南側まで居住域が拡がることがi立構で分かる。住居跡の形態は陪j

械の泣榔がみられるものの大きな変化は確認されていない。ただ弥生中期の住脂肪;も存在することか

ら問者が共存しながら砧てられていたことが古墳初頭まで続いていくものである。

[弥生後J~J末-ï~.rn初日ifi]

祭儀場跡と南京flllゆ'lfi師状で大型の住居跡がみられ，形態も弥生後期とほぼ同 じ状川である。ただ内

桜内部の北端fl[llで性!日J制;が弘、止後WJ 'I I ~寝から現れ始めてきたことが雌認されるものの悦般は小さ く，

これより拡がることはi1n月いものと考え られ， 全体の遺跡からもこれよ り先は限穴住町跡、の地怖は確認

されていないことからJ;!l-住域の終駕を迎えたものと推察される。

(4) 原の辻遺跡における住居跡の広がり

p;〔のよt遺跡における住居跡:の検出地点は丘陵部において最も多く，特に祭儀場跡周辺とその東南・lWJ

にかけては千1:117跡が.ill:秘した格好で確認され，北端組IJ付近の高元地区でも.ili抜した住民湖:併が確認さ

れるものの謝究が祭儀場跡と北端側のみで， 他の調査が行われていない地域でも住民助:の泣榊が丘陵

部のjjijiiiiに広がるものと考えられる。低地部北側の幡鉾川を挟んだ絡好で不能地区低地，安凶寺前A

地i互にj首位域が.jft定されているが，この地区では竪穴住居跡が検出されていないことから日床建物が

主流となっていたものと.jlí~il!lJ される 3 また丘陵部で柱穴が密集する原地区で按立式tl:J奇跡が検出され

ているので低地部にも存在した可能性が考えられる。低地部での居住域の時JVJ は，五:悶守lì~A地区が

弥生前期末から rjIJUJ末 ， 不保地1:iZは弥生前期前紫から後期初頭，川原知|地区は弥~t'l' lUJ 後楽-から後期

初頭まで)JJ.(:J:がみられるものの弥生後則前紫になると居住域としての機能性は;1)lf，くなり 、それに変わ

るように涼が新設されている。丘陵部で監穴住居跡が出現するのは弥生前JUJぷからで，それほど数は

少なくて出先地区の北端側とj京地区の祭儀場跡の砕j側で確認され 弥生IjI J朋でも|口jじ状態が続くもの

の州地妊の限穴住)，~;.WFはあまり明えずに丘陵北端で、多くなることから山元地|三 ・ 不保地区 ・ 安 l主|寺前

A地区を'11心とする集帯地域であったと推測される。JJ'肱IJ;!京;立〔地区でも!堅珪火イ千住:]七l七:J肘計跡跡;が検i山1'1されることから居

{佐主先域主が

弥生後J則U別Jí前i両な制4半三の限穴住!厄府E百J跡跡;は j版点地|区孟の祭儀f場易跡周辺でで'p臨1在Lはi認Eされるだけで‘1f叫ZI山山.)VJ4i .元冗地区はイ1:1住~I主i七:Jt1J附出計;.~:帥跡占志:が検山 さ

れないことから:1北!化ヒ{官制仰側l[I川[1川|リlにあつた居住域が丘陵の'11心部に移住したも のと推測されるが，1制:1:ヲJ，'ぺ;

ない。1也の地区では照穴住居が縮小するものの弥生後期後葉以降になると， ~~穴住);-;;.が附加すると共

に，調1E地点全地、に拡大する。このH羽田の竪穴住居跡はほとんどが切り合った格好で検出される場合

が多く ， 特に祭儀場から{止い京側でj農悲 している c この傾向は古墳lìíj J~J初頭にも継続し，祭儀場の周

辺に加えて丘陵の北端部付近まで竪穴住民跡が分布して拡大する時期である。
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小結

原の辻遺跡において盟主穴住居跡の特徴を述べると，日差穴住居跡の平而形は，弥生中期中頃は円形 ・

方形 ・隅円方形の小型な住居跡が多く，弥生qq明後半には附円長方形が現れて円形 ・方形と共存して

いる。弥生後期に入ると方形 ・長方形の状況があまり変化は見られないものの中型から大型の住居跡

に移住するものが出現し，大型住居跡は古噴宇~J!Jj'i まで続く 。 特に祭儀場跡の周辺で大型の竪穴住居跡

が確認されることから祭儀場の施設に|剥係した建物で，首長クラスの居住域と想定され，他の地区で

大型竪穴住居跡はあまり見られない。弥生後期には円形住居跡が消滅して方形 ・長方形が主体となり，

この状況が古墳前期初頭まで続きことが認められた。弥生後WJ後架から古墳前期jにかけて4本主柱を

もっ住居跡の出現や平面形において方形に近くなるなと'の特徴が北部九州における竪穴住居跡の変遷

の画期となる時期である。原の辻地跡においても問梯の傾向は看取されるものの古墳前期前半でも長

方形で2本主柱の竪穴住居が依然として主体となる点は，朝鮮半島南部と北部九州の関りが深いと様

相が想定される。

原の辻遺跡において竪穴住居跡は丘陵全聞に分布し，弥生I判明では丘陵北端部と北側の低地部が主

体となり，弥生後則前半は祭儀場とその周辺が居住地域で，弥生後期後葉以降に丘陵部における分布

の拡大が時められる。環涼が埋没後の古噴iHiJYJでも住居跡、数の増加が祭儀場から南側の東傾斜で確認

されることから北側カ、ら南側に居住域を移住していたことが解った。古墳前期以降の箆穴住居跡は検

出されていないことから不明であるが，原の辻遺跡の北側に5世紀頃の大塚山古墳が築造されている

のでこの付近に古墳前JVJから中JVJの集落地域が存在するものと想定でき，今後の重要な検討課題の一

つである。 (山口)

{参考文献]

宮崎賞失 2001 r国M考古都4号 .JJ;(の辻:ilt跡における肢史的契機についてj西海考古同人会
中尾篤志 2003 r販の辻遺跡;商品資事務所報告ll ::節26~ . JJ;(の辻遺跡j長崎県教育委貝会
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表2 原の辻遺跡における竪穴住居跡の一覧表

図版番号 本報告の遺構名 旧報告の遺構名 ~t}íl貴報告{1~名

第32図 SCl 7号住居跡 芦辺町調査報告代・第9終

今 SC2 12号住居跡 芦辺町洲斎報告官第 9~

ク SC3 3号住居跡 戸辺町調査報告{l:・第9集

イシ SC4 4号住居跡 芦辺町調査報告刊:節 9~

ク SC5 l号住居跡 芦辺町制査報告45f第13集

か SC6 2号住居跡 芦辺町調子E報告f!?・第12柴(平成11j'f.度)

第33図 SC7 6号制i居跡 芦辺町調査報告千r~";12集(平成12年度)

イシ SC8 l号住居跡; 芦辺町調査報告~l::~l12集(平成12年度)

今 SC9 16号ー住居跡 芦辺町澗1f:報告iIHi'H2集(主ド成11年度)

// SClO 1号住居跡 芦辺町調査報告斡第12tた(平成11年!主)

。 SCll 5号住居跡 芦辺町調査報告啓第15集

第34図 S C12 2号住居跡 芦辺町調査報告性第13柴

。 S C13 i号住居跡 芦辺町淵査報告件節目集

え日， S C14 2号住居跡 芦辺町調査報告性筋15~

// S C15 3号住居跡 芦辺町調査報告性第15集

/，.. S C16 4号住居跡 芦辺町調査報告住第15~

/，.. S C17 I号住居跡 慌の辻遺跡謝査報告牲第11集 (平成7年度)

/，.. S C18 2号住居跡 阪の辻遺跡調査報告件第11~ (平成7年度)

第35図 S C19 4号住居助; 腕{の辻遺跡調査報告件第11~ (平成9年度)

/，.. S C20 2号住居跡 原の辻遺跡調査報告智郡11集(平成8年度)

今 S C21 4号住居跡 J.!Í(の辻追跡調査報告性第ll~長 (平成 8 年度)

// S C22 5号住居跡 原の辻遺跡調査報告~I}:第 11~ (平成8年度)

lj S C23 l号住居跡 原の辻遺跡調資報告官:第11集 (主|主成8年度)

lj S C24 l号住居跡 原の辻遺跡調査報告件第11集 (平成9年度)

lj S C25 3号住居跡 原の辻i立跡調3'í:報告il ~第11集(平成 9 年度)

今 S C26 16号住居跡; 原の辻遺跡調査報告骨第11集 (11ι成9年度)
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6.墓地
}j;〔の辻泣助;で:lri初にみられる墓地の発見は，松本友雄氏が193i(117叩16)年探古日銀 (二)問、に

記録されたもので 「大正14年原の辻の車道堀切断而に小さい合口部桁がHi1Mの自然崩壊のため露出し

これを掘り/1¥した」とあり，場所は特定できないものの小川部制であった可能性が高い。

現在，必j自の所在はJ抵の辻の丘陵部とその周辺部において第38[2(1及び表2の9ヶ所が確認されてい

る。

1 .石田大原地区(第38図)

(1) 墓域の概要

この地区は1974 (11[149) 年~III地の水田化工事rll に発凡さ れたもので， その後の原の辻遺跡の重要性

を高付ける契機となった墓域であるほ口}。 未だ報告自:が刊行されていないが，概要を述べる。

調査では，ヰ大原359

帯地の標高約10mの造成

地中程から北側にかけて

辿tl~が検出され. 南側の

j辞退携は性格等について

は不明であるが，構2か

ら北側が古い様相を示し

第37図 原の辻遺跡墓地配置図

円

δ

ている。

なお，この区域は2∞I
年.と2002年にかけて字大

原359，361， 362番地の

調査を行い，1974年に続

く成果が得られてい

るほ¥-1)。内容は楚棺墓

22i左，石柁基2基， 土扱

ft.~ 9基，i11n条が検出さ

れている。しかし，ここ

でも捌査区中程から東側

は遺構の出土が希薄な傾

向を示しており，高IJ平を

うけているものと思われ

る。さらに2003年，この

区の西側に当たる349番

地の範囲確認の調査では，

4悲の弥生中期の小児斐

館事が確認 されてお

り必ベ 石田大原の墓域

の範囲はこのあたりまで

含まれると思われる。



表3 原の辻遺跡墓域関係表

帯分 地区 t. 調査者 ，刈1f.イf f4ii ョdr-
石間大JhUl!!1延 長崎県教育委11会 19711 Ul!!iitJoc工~J~

石田町教育委J1会 2∞1. 2∞2 r.~Hiìにf* う調査
2 大川地区 長崎県教育委只会 1976. 純IJH硲:忠誠子E
3 原ノ久保A地区 ~ 1996 。

原ノ久保B地P.Z 々 1977 。

5 n;tノ久保C地区 ー， 2∞l 1， 

6 f'.:ノ木地区 。 2∞l 1， 

7 柏出地区 。 1976 11 

8 JJ;(咽|豆 芦辺町教育委只会 2∞3 戦{Iiiiに1'1'う調査

9 1'1¥)総追跡; 東亜考古学会 195t1 ~ìと ~~i訓1f.

(2) 遺構の時期と副葬品について

1974年調査の内容については報告性が未刊のため，抱強できた純IJlIで全体を まとめてみたい。型特

の総数は77恭に述し，前WJ後半から中JUJ初頭のいわゆる金日正式系と城ノ位式が9悲で全体の約12%含

まれ，共lこLlI土地は359帯地北東部に集中する。 話IJ~~品はガラスJd 点だけである。中Wlriiiキの須玖

I 式は28~~全体の約36%で則非品は，勾玉や恕王製11玉を合むう型打{が多い。 そのなかで注目されるの

は，1974年調査時の第18号斐棺に中図式銅剣の先端部 (第921'~1 ) が刷持されていたことである。 こ の

掻の銅剣は，佐賀県鵠崎遺跡、や福岡県春日市立石遺跡からも111上している。また23・24号整棺は査を

組み合わせた三重桁で小児怜とも考えられるが， qlには)J子 1・ru1 :がl，iIJ.~~ されていた。 さらに下方

の琵棺には外反した11縁部分から市にかけて 「捕鯨jを辿恕する線刻絵阿が捕かれている。

須玖 日 式を主体とする兜棺は16~主で全体の約21%のほとんと・が?i-f I'::j60cm未満の誕の組み合わせであ

り .小児trsである。後~Ulの努桔もほとんと'前紫の時WJの小児附である。 分布状況は359帯地北側のìNf.

2 を挟んで 6 ~与が集中している 。 この構については ， 1[1から'11JUlのこ1'.出カ(11'，土 しており ，それよ り古

くは遡らないと思われる。また，後期終末の小児強制が197μ1:，d:Eff.il与の榊2J.W明からm土しており，
この謎桁が一番新しい遺構である。

石相退については， 1974年の澗査で19~長検出 され， ，， ~J.;から杭: 1.:や丸正が/l¥上しているが， 14号石

棺gからは勾玉 i例と管王41闘が高IJ葬されている。2∞1年の淵先では， 2]~の石村廷が検出 されその

うち 2号謀が制貸されている。石材は玄武岩で法jd:は内l而が長さ110cm，申，，¥37cmの長方形で2枚の琵

石をもっ。日1J~v.品は長さ2. 2ω1，幅O.7cmのi~11l1 した勾玉 2 例と岱:-:1.:81].¥1がi，iリ非されていた。土峨孟は

2∞1 ・ 2∞2年の調査で10~が検出されているが，費十日や行桁が集'1 1 しないI~j側にみられる。 しかし，

副葬品等も無く時期も確定しない。

この区域は畑地を水間化したため，かな りの遺構がj'jlJ、1/.されたと思われるのは先にも述べた。石材

や大型土器など段耕に支障のある造物は取り除かれているが，小さい泣物はflh巾I~分にltE土された土

の中~こ残っている場合が多く，墓地という性栴を考え盛土をフルイにかけたり，丁寧に取り除いてい

くと意外な紡処が科られた。

造物は，古いものでは小破片ながら多紐細文鈍 Ct0911:i{1)， 制}膨3ト!剣約 3 ~ド分に相当する破片(第

92図)， 11lhl体になる後漢鈍片3点， ーカ所に間ま った状態で/1¥・Kした釦l鍬25本以上で，この銅鉱に

は樹皮や麻糸が巻かれているものや水銀朱が施されているものもあった。それと，即日 (11百29)年の

土地改良の|携の土砂の採取地~こなったこの区域の北側か ら ， 多くの・1 '. 協や7( i !1.任，人竹のほかに創11形~JJ

y)IJ 2 ，銅文 lの11'1二上がある。残念ながら今吏どのような泊中Iltに/，i1)J¥4されていたかま11るよしもないが，
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しかし，この区域が原の辻遺跡初期の首長墓であったことは1111辿いないよ うである。

(2)大川地区(第39図)

当該地践はi立跡、の北東部，標高11~ 13mの丘陵部のいわば端に位位する。1976年の第2次調査では，

かつてよ地改良のi祭ブル ドーザで荷IJ平され石村.誕十日が/1け:したところの高台部分にあたり，ここに

6カ所の試掘坑を設定した。 その結果，箱式石fl'n長2t.~ ， 上峨認 2 ~人小児楚桔事 4 基が検出され，

第11試制坑の第 l二上場t墓からは2本の鉄製鈍が副葬され， 銃とともに木質が付着していた。第14試掘

坑の後WIHij!I'の第3号護棺(高三瀦式小児合口控)からはプfラス製勾玉 ・管玉 ・小玉が副葬されてい

た。 その後， こ の604番地のよIUでは意外な展開がま っ ていた。 試~}，II制査も終わった12月 ， 大型トラク

ターによって深耕された畑から，重要な造物がも'.1岐商業尚校郷土社会部t-1によって表面採集された。

内訳は彼元直径10.4crnの方格規矩鏡と復元直径11.2cmの~ì~~ ~; l ~;鋭弁 1iiii及び有鈎銅剣13点，群青色した

比較的大形のガラス玉や小形のものなど，辿ねた長さにして270cJllにも達する長で、あった。このこと

から，この区域は有力者集団の墓域と して注目されることになり，1995~f.芸域の範囲確認と墳墓の内

符 ・ 榊成を先IYJする 目的で602~606番地の対IJに調資坑を設定した。 その結果， 箱式石棺墓 5基， 石蓋

土燐基， 土峨墓及び土壌13基，小児斐棺墓7基，it~;1犬遺構 5 条などの遺構を検出 し た。 副葬品は表 6

のとおりであるが， 主なものは， 鉄剣 ・ 鉄鋤先 ・ 52王製1~~: :1 {. ・ ガラス製小玉などであ り，墳墓でない

A l 区の I 号土繍からは， 鉄鋤先 ・ ~(鎌 ・ 丹塗土25片なと功(/ I \ j二した。 また ， D 1・11区では後漢鏡

片の円凶規矩凶神鏡， 内行花文鏡が出土している。

この誕域では，主にE判明後半から後期後半を中心l二位まれ古墳前期初頭まで存続したことが明らか

になった。また少誌ではあるが，弥生前期の土保もLL¥土しており.墓地以前に小規模な住居域であっ

たことが窺われる。

(3) 原ノ久保A地区(第40図)

ここでは 1977年の純凶確認調査の折に， 家のj占i辺に十rr~~・がI;'~かれていたのを不審に思い開き込みし

たところ，小野氏敷地内の330-1番地からであるこ とが'1'1川1，そのH寺<1~占だけを一応確認しそのま

ま組め戻した。その後，1996年墓域の範聞と|人j容を臨認するため調査区を設定した。その結果， 0区

から箱式石棺基12器， 石義土糠墓 5 基， ゴ二期;'i基 10~ム艶f'Îi基 2 ~主が検出されている 。 護棺は後期後葉

の西新式法相で底部を打ち欠いて蓋にしたものと， 後JUJuIj誌の汁詮単蛍が出土している。石棺は， 6 

号石れ"選から副葬品として硬玉製勾玉と碧玉製色:玉が出土している。また， 8号石棺墓からは直径7.6

cmの小型打j製鋭が1面副葬されていた。石棺の内法は長iliJlJl.5m.短i紬2.5m，深さ0.3mで、細長の方

形を呈する。この遺構は検出遺構のほぼ'11央に{立i泣することに加え段を持ち，さらに東西南北の四面

に柴石を意図的に配したのではないかと思われ，MHJi誕の111でも特別な被葬者であったことが窺える。

また • 1 '~j'土蹟基か ら は弥生終末の小形鉢のほかに鉄鎌と鉄鋤先が， 2号石蓋土塀i墓には同じ終末期

の小形蛍が副葬されていた。調査区の南東端で検出された 9号・こu肢は，12号箱式石桔墓を切る ]r~で検

出された。長径約1.55m，短径約0.9m，深さ約0.32mの桁円形である。この中から直径20cmの長立

子孫銘内行花文鋭l而 ・ガラス製勾玉 l点 ・同丸玉3点 .?l，!ミE製管ヨ7.1 点 ・筒形不明青銅器l点が出

土している。この治構は， 12号箱式石棺基の石防材がtJ，ZきJl!{られた後に蝦られたと考えられるが，後

世に入れられた副都品には間違いないと思われ，とーんなl]Jヌ|で行われたのか，今後の課題である。こ

の9号土JJ1liからは，弥生中期から終末期まで、の土器が/1¥ニtしているが，この周辺には1976if三にも後期

後楽の郵}自片や獣帯鏡片が採集されており ，弥生後j則前誌から終末にかけての首長級の墳墓が所在し

ていたと想定される。なおF区でも後期古If菜・の小児合口斑桁が陥認され， 芸域の広がりを示している。
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第39図 大川地区墓域図

表6 平成7年度大川地区遺構一覧

番号 思区 組別サ'1 時期 .dlft.聞界品 悔考
1 1'; 1 1 1}~llì~ 後期'1'111 '<1+蛍

21.i1 1 ~i上咳 'I'1JIょ flJlI九鉄線.11
t世よお"

31.12 上積
4 1';2 土埼R
5 IA2 1 ~;.石líí需 後期? 竹少々 .5f.!I:Hi石1Ti!主IH事

6181 2ザlt古.e !~照的事 盗+蛮?

i 181 ピγト 前関A' 弥生前期j;怒11
S 181 232行総蕩 後191 弥生土r.t.
9 162 2J，}士峨 中間l:.lに fJ後土器It
10182 11;'[:峨鵠 '1'1明:li ガラス小J3S5 本m~'/

以上.へ・リガンナ
付師:土器g.

111 B 2 1 ~;-i昨 >1'1時:li JH者i::m
l2183 23f泌
131B4 1 ¥，'lili.J.1寝耳 i剣山? 弥生土おJ~'

14 I E 2 (1 '~J'業 tfrg 1&1明i'liI4¥ガラλ小玉54 望室+翌i
15181 31}J:峨
16185 31}(if自g >1'1田本 'i'f玉i.ftiil土器石船抜けE事

171 a 5 61;'11f!J，!; 後間後'1¥ ガラス小H . I日 ~
内に朱

18 IB 5 4 'HI昨
19185 4り上司2 役目~ 'I'11l 弥生土nJt
20IE 1 上~ 後問? 弥生1:お片
21't? 5号受愉Jl， 後期的下 ガラλ小支20.i'i' l+H塗蛍

:1'-. fI検土器片

22182 3U受f占禁 後則前半 ガラλ小玉19 受+安
忽 CI.1 )}百!官E
:l.IIC I 3号上積II ?をE月後A: ガラス小玉4.i主

剣.勢准土1)片

2SIC I 5号土; it綱後章、 5f.!I:上~m
Z6IC 1 5ザ百!官E 後期? ~生土2号It 石Ifil1i1t~

27IG 1 6号上BA 後期? ~生土&lt

alCI 7{;よ峨 IlJi!線略、 弥生土2ilt
29IG2 2 ちU:~鴻 lUI? 紙偽先 ピヲ ト

30 IG 2 7 号lt古~ 後照後宇 受+!l!

311E2 3 ~ii昨 >I'I'Jl;転 JP主上r.1~'
32181 5Ui昨

(4) 原ノ久保C・藍ノ木地区(第42図)

この24;域は， 1 1川|川~.道江盟i線1浪iの南側の2却0∞0旧1年調査の原ノ久保1凶0区と I辺2区t出1\土のi迫也

一 l区及ぴび司芭ノ木1日3一 I区を含むものでで.ある。216-3番地の10区からは中WJrlJ諜・の須玖日式の小児

合口艶柏が長II舗を南西に向け出土。そのほかは中期前菜から後設の土器片が枠られている。

12区からは， 石棺謀が検出された。護石は長さ2.18m，故大幅0.62mで5枚の板状安山岩がヨロイ

輩;伏に111ねられている。蓋石を取り除くと中には細長い長方形の土械が掘られ，頭部と思われる位置

にI枚と長羽IJの両側板に小さい板石が2枚置かれているだけで副葬品は無い。右議土161墓の範時に捉

えられるものと考えられる。

時期については不明であるが，北西に30cm離れたところから脚部が失われた ，，~期後葉の丹詮り高杯

が逆さまに世かれていた。さらにこの近くからは，同時期の頭部に|倍文を施し大きく外反した丹塗り

の25が出土していることから，供献土器と捉えるならば遺構も同時JUJと考えても良い。
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13-1区からはm式イi十1'i~~ 1 
~，~ ， ~~柁基 9i.t:が検1'1¥されてい
る。 l号石棺はほとんどれiHが
時IJ平を受けており ，11制UJ不明で

ある。石輩土城は5枚のi.:f.イiが

mねられ，土績の長さ1.i4 m， 
帽O.4m，深さO.25mのj毛)JJ伝

を揺するが，高IJ非品は1ft号い。斑

.tnはすべて小児兜で(11)リ11去必の
~I:( と裂を除いては， 後JUllìíf必の

詑である。

芭ノ木13-11亙は21-2帯地

に設定した。却j資l豆からは.tl'i 

式石結五，~ l .悲，7{ i i.j: I'.JJ.慣 ~);t 小

児3盟十日基5誌を検/1¥しているが，

1994年の 11町道改良に1'1~ う，J，'，1 1tで

は紺式石棺暮の抜きJI¥(り肋;が4

ヶ所確認されている。また，ItI 

側の13ー 2区には地榊はない。

なお.1977年の;l¥I3'tではさらに

南側の水国境界に治った形で，

涼が確認されている。

遺構の内容は.~ i打i必につい

ては壁際の/:1¥土でもありそのま

ま埋め戻している。7{i 111託 1 :りI~'ì事

は3枚板訂をAね円以りとして

丸い擦を釆・せている。 MIJ .~V.MI と

' 

コ

‘，
 ・・

一白. ・.一 .

， ， 。 50m 

， ， 

してガラス小玉151fい!と後lYlの 第40図原ノ久保A調査区配置図

袋状口縁の破片が/1¥上している。後期前禁の4号楚十日必は査と斐の組み合わせであるが.ガラス玉216

例が出土している。 5U-兜十ff-_~は後期中葉の55であるが，上護は壁にあり形状不明。 高IJ~~品として銅

釦が 1fllij出土した。 釧~IIは本j立跡からは初例であるが，佐賀県布施ク里追跡やí'可 111 仔|二本松遺跡から

出土例がある。このほかこの地区からは，供献土器と思われるものも出土している。

(5)原の久保B地区(第37図)

1 977年の範凶隊;弘JIoj代で節目試掘坑としたb;{の辻追跡:では一番南にあたり， 小)1 1の向!こ迫る掠i'f~22

-14mの丘陵上である。弥生終末から古境liir紫の刊新式の成人棺墓が2基まとま ってw土しているは1ヘ
l号艶柏基にはガラス小'1:.多数と水品小玉1点， 2-8'兜棺からは碧玉製管王2例とプfラス玉多数がfo¥lJ

排されていた。 その後1998イf.~ìU聞を確認すべく，広い純国で調査区を設定したが，地山まで浅く迫力11

資料を糾ることはできなかった。

(6) 原地区(第43図)

この地区は丘陵町iの111;とから米側にあたり .1996・1997年にかけて諜や住居跡がどのように展開す
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。

調査E 遺情名
D区 l号石Inl
2号石lfii
3号石術事
g訂Ifi墓
5 そ?石!íI~
6号石l自惑

7ザ石IflJ.'l
8 {}石1官~

9号石1自4'i
10号石trly
II号石1自~
12号.fil寝袋

も

領譲治 CS 

待相

'号制E気。

さっ手袋一
史§6:いぷ翠:。志

位経蜜3 2号EME5
0 G誌、げ畳居
密造

~，n 

第41図原ノ久保A・D遺構配置図(1/150) 

表7 原ノ久保D区遺構一覧表

Hl土遺物.J:I持品 li考 高主主 遺 I需れ 出上遺1ち・磁葬品 積 手， 童謡 遺 猪名 出土遺物・副葬品
Dl{ l 号百1iJ:';~ ガラスo'l小豆 D区 9号土議 後漢ii!・筒形不明

2 ~}・百鑑土.;g 背錦器・ガヨス製

3号百隻土渡益小笠 石抱I仰技!I臨みり 勾玉 ・ ガラス~丸
.1 号-石釜;1:積~ ~ ・ 1，"H袈管玉

5号'Ti韮i土l!A& l号受給基
11主w勾~. むま l 号上司r~ 欽滋・欽I先・小鉢 2号受給g
~ìJ玉 ) U・1:; l号1白石

2宇土境 2号j駐石
小号!{Ijね銭 !官l正に*が煎る 3.f}j:犠 3号集石

百tnHの抗11，*あり <1 {)'土凝 4号il1石
5号上場 l号i着

百mHの技Ij蹄あり 6号j;犠 Es l 号~ Jt後上器

。号j:績がulfr 72・土犠 F区 l 号石総~~

泌を切っている 8号j;終 I号受t自怒
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第42図 原ノ久保C，董ノ木地区調査区配置図

るのかを目的とした訓査で，前年度は涼4条と多数の住居跡、を確認したほか，後期前議こから後葉の小

児護相事が6恭検mされた。A区を設定した1314番地からは千1:同・域から l悲，D区を設定した1307番
地からは， 4 号 i永の両側に並んでJJI!.~ド され， JJ.X:人が担持される一般的な墓地とは異なった状況が捉え

られた。後年度の制作はさらに I~HfJ!lJ を対象に設定した。 その結~~1298番地 I 区から小児艶棺4~が，

隣接 した1305帯地日l亙から 1tl~の小児犯，tff謀をイ主)，I;.域から牧/1"した。時期的には後期中l訴から終末で

琵単純や護，鉢と吉正の合口である。

(7) 原四区・ X皿区(第43図)

原田区は，泣跡;の一帯同い官IS分から :Itümのf;\'! ~::j ít/J12m の1.339接地にあたり ， 竪穴住居跡， 土蝶，ピ ッ

トなどが多く検出されている。その'1'の長経1.18m，短符0.66m，採さ8.7~ 16cl1lの桁円形を呈した

逃-梢から， ほぽ完全なfl制仰側側l[I川州[1川川|リ川JI:臥;札比厄屈i非 (ば抗峨k削削1:臥比ω)の4止羽壮:1士|上:!t年|ドL引列j↑世性つ主:の什が良灯.なM状;!態l翠Eで
態は腰が右側を下にした縦li向{何可きになつていたため，日J1?!{も右側が下になるのが自然であるが，立てた

状態になっており， ~I~:凶的なものが感 じられる。 身長は約 1 70cm と向く説色な感じであるが， これ ま

で完全な人骨の山土は~!I~ く，どのようなヒトであっ たか'N'対までは不明である 。 なお，土壌墓内から

は弥生中期の土器が出土している。

2003年調査のX田区1246番地からは，詑打f謀3i.~ ， 就i式石棺謀 2 ~~ ， 土壌基 8基が検出されたが，

従来からこのあたりは ~~IJVJ iJij潔から後誕の住居，土坑域として従えられてきたところである。斐棺墓

は， 1 . 3号は口縁部を欠いたiiijjOJf企業の金海式合，-，の小児査結で， 1号には一番深い部分には赤色

顔料がj留まっていた。 2号はほとんどi'jlJTを受けていたが，わずかに残された土器は板付Ilb式の特

飯もつ小児裂である。行村選は長崎112.20m，制J.IOm，深さO.25mで2号も同様の規模である。副葬
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品は無く，時期は切られたビットから出土した土器から中則前葉と考えられる。土1院選は l号を除い

て斬り合い関係が顕若であるが，1号土検事出土の土保から して中期前業前後が考えられ，これ以上

の遺構の広がりはないと忠われる。

(8) その他の墓地

原の辻遺跡のなかで墓地群として取り扱わなかった墓地の出土がある。いわゆる単独で出土した地

点と斐棺の一部を確認した地点である。大川地区の南側609番地に弥生中期後識の小児斐棺墓がl基，

さらに南東側の柏凹地区855-2番地に同時期の小児艶棺1基か脊在する。

原ノ久保A地区の墓域中心から南へ約100m離れた地点からも以前石桔が出たと伝えられる地点が

あり，棺材片とみられるものがある。またその周辺からも中期中葉の大型土器片があり ，墓地が営ま

れていた可能性が高い。 芭ノ木からは，内閣に丹を塗布した弥生終末の諮桁片が出土したが，以前畑

の造成中土器が出た話を1mいたことがあるということで，墓地のあった可能性がある。
そのほかに、墓地として捉えられてはいないが、 2001年の調査において丘陵西側低地の環濠部分か

第43図原地区遺構配置図
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ら十数体分の人骨が出土している。mSI人類学:的所見については第1¥1草を参!!日していただくとして、

山土状況が一次詳の状態を保っておらず、環濠が廃棄されたときに投げ込まれたような状況が観察さ

れた。しかも、人廿の構成が成人男性 ・女性や小児(幼児)が含まれていることであり、極めて特異

な状況である。いろいろな解釈が考えられるが、さらに詳細な検討が必裂である。

(9)鶴田遺跡(第44図)

この逃跡は， JJ;(の辻遺跡;の舌状に延びた丘陵部中央から約350m離れた西側丘陵部東端に位置する。

河川と政道拡幅で閥抗を行った結果，須玖I式を主体とするE判明前菜から後識の小児鎚柑基が11基と

中j関前誕の汲回式の成人HJ単棺1器の計12基が検出された{別}。特徴的なのは埋葬方法が主軸方向を

東西にとっていることで， 3号は単棺で水蓋の可能性が，12号も単棺ながら石諜であった。 9号は広

口の箆をキIjmしている。この芸域は東側は箆而であることから西側に広がると批iJ!IJされる。この墓域

は，東側はmil市であることから西側に広がると推測されるが，原の辻j立跡とは日IJの集団と捉えた方が

良いと思われる。

6 
~，号

@ 

9 。I!毎 @ 

a、~ヘ

。 ，.‘ー一一一
G 

第44図 鶴田遺跡遺織配置図

(1的関繰遺跡(第45図)

削指!地点は安国寺の~まった所から束il{JJの，丘陵がせり出した南'íl(JJ先端部分で，似の辻遺跡丘陵先

端から約330m:1ヒに位1Hする。この地点は， 1956年東亜考古学会が訓査しており， 当H制M:彩された写

真でみるかぎり， IjJ JUJ初頭の城ノ越式と中期前業の須玖式誕柏基及び粕式石t¥'f誌が検出されている。

壱l肢を代表する郷土史家山口麻太郎は安国寺前謹桔，石棺群として 「川内川の北向こうの山穏に出た。

二所あって， 一方は石桔が2倒出ていた。 一方は石棺と整棺の群で大小数11Mあった。これは京大で調

査した。Jとあり，当H寺の状況を知ることができる。しかし，報告舎が刊行されていないのでどういっ

た内容か不明である。ただ，当時の新聞記事では箱式石棺墓14基，翌E棺器lOi!長余りが検出され，副葬

品として色，::f.tI iI司が出士.したことが知られるのみである。

1995年と 1998年の閉場技術事業に伴う調査で，新たに箱式石棺 9~左，艶桁る~7 弘 ， ニ仁臓器11基の合

計27基が検出された(tll3¥。だがこの地区は遺構が保存されることになったため， 1号石蔀:土域基と l

号整柁甚だけで別葬品は確認されていない。

全体を総合してみれば，ここにも大きな集団墓地が石田大原地区とほぼ一緒の時期に営まれていた

に
d
A
Y
 



わけで，際だった副葬品が見られないことから，阪の辻に従凶した集囲碁と位置付けられよう。
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第45図 間繰遺跡遺稿配置図

(11) 原の辻遺跡における墓地の変遷について

これまで似の辻遺跡には，隣接した地域も合めて9カ所の基地が所在することが確認できた。その

なかで報告牲に記載した議棺の内訳は， 前WJ末が4tム"lJUl初頭1基，前葉7基，中葉13器，後指4
1左，後Wl初頭3基，wi業10基，中葉~ 5 基， 1去諜8~，~ ， 後Jりは:冬末~古墳が 4 碁で総計59基を数えるが，

ここには1974年何7H1J49) の諮棺49基は含まれないので実数は大き くなる 。 さ らに，こ の~~域以外に

も単体で控柏，あるいは人骨が出土している地点が確認されている。

先ず，墓地の出現であるが，一般的には前期後半の伯玄社式あるいは前期末の金海式に求められて

いるが，弥生早期の刻目突帯文土器の成立を境に.桔として使用される土器や墓地構成が大きく変化

することから整棺墓の開始との考え方もある。

出の辻遺跡の出自については，現在のところ弥生前期中葉の板付E式より以前の土器は出土してい

ないことから，この時期から集落が営まれてきたと考えられるが，地域は丘陵北部に限られている。

誕域の変避については表8のとおりであり ，当然のことながら前期中葉以前の墓地は認められない。

初めての説柁基として登場するのが， 石田大原地区に見られる前期後半の詑桔である 。 1974 ~1::のもの

も合めると 8器に迷する。原X田区からも阿|時期のものが3法確認されているが， 規模から見ると石

田大脱が大き く， 玉類などの副葬品も揃っている。北部九州では， 1昨:1千村|十:

独自の製作技法の碓立で大型化してい き ， 副葬lRtの所手1・JI~態 も分散所有型で漢以前の朝鮮製背銅器を

所有しており 、ここでも例外ではない。金均(新)式と城ノ越式及び扱閉式は石田大原に見られ，以

前の工引で出土した剥n形銅剣や埋土から出土した多級紙u文鋭はこれらの土器に副葬されたものと考え

られる。これを裏付けるように2004年度の同じ地域のql期初頭の土岐墓からは，細形銅剣片の副都が

確認されている。

q.I期中諜頃になると北部九州では須玖式，立岩式古段階の故盛期にあたり，費棺は大型化の傾向が

みられる。しかしながら，本遺跡では須玖I式の段階で池田大原でわずかに確認されたのみで，この

時期日常用費の転用が小児斐棺墓として多くみられる。隣接する鶴田遺跡では中期前葉から中葉にか
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¥ 
前期 中期 後 真月 吉 犠

内容 ・ 4構成害事
後葉 初 E目前 3寝中築後期 * 初頭

J!1Jjl 中 3i!後期 * 初頭 前 3産
石田大原 zE石Ez総4-官連土嫌・小1:;児・涜蔓ma.右m

大 )11 ..... .. ..... 小児妥結菖・石4官a.之織a
(木4宮i!)右中宮土割高高E

原の久保A .. ， ... . 小児~m&1'石信事E ・土繍a
石4官土績g

原の久保B . . -・・・ 登絡 g

原の久保C .... .. 小児受信事1;.石絡事

柏 図 .. ... 小児~m1i

原8.13区 ..... ..... .. 
笥 図 ... ... .... . 妥結g'/J、児受給g・右舷11

閲 総 - ...8' 小児費総選・石総事E・石4官
土機E事

表8 原の辻遺跡の墓域変遷表

けての合せ誕が集lいする反而i，丘陵行1)で、は散発的に検出される傾向がある。副葬品についてはめだっ

たものはみられない。

石田大jj;〔では ， 石村it~が多 く検/1 '1 さ れているが，成人棺が喪棺慕から石棺基に移行する時期として

捉えられている。

後期になると大形打{は全く泌をひそめ，小形の誕もしくは中形の査が使用されるようになる。大川

地区では，副葬品に拘1'l iI良川の ~iか国産品 と して有鈎il.J rr111，剣，鉾， 鋤先等法富である。芭ノ木地区で

は後期前業の合nr:l!i:紅UH土のjl"]~t~ 1~11がある 。 終末から古墳初頭の墓地は原ノ久保B地区の 2 基の詑棺

が相当するが， t洋を形成するまでには亙っていない。原の辻遺跡の墓地については， 北部九州の艶粕-

墓地のよう に過街な状態ではなく，比較的ゆったり としている。墳墓の構成についても成人墓は艶枯

ではなく，和式石桁選と土城基が主体で北部九州とは異なっている。また， 墓域は北から南にかけて

形成されて行った課税がみてとれる。 (安楽)

註 1.松本友雄 1931 r保i'i11鉱J(こ)
2. 19計74μゴlド~ (何11凶日似tl9的) 1民長ω血附な別り県j~教f行ì'1妥主iμi 会が緊2急.発J婦1時2謝査 (報告告

3. 河合M雄tむ口:で古!ケf 2∞2 rlJ似xの辻j遺立跡j，イ{行i川筒町J文化!財1吋t議調B資t祭悦1浮干報!民i告担詐下t第存5集 石問阿町f教育委員会
". i河可合封紘t古 2初O∞Oω3r応係{の辻i泊立紛跡;司j石旧町文化i財砂よ詳調E問l王主査fをE報告書第6集 石田町教育委員会
5.河合雄古 2∞4 f1J;(の辻遺跡j1.i 11J IJIT文化財務I査報告告-第 8~長 石田町教育委員会

6. ~露出和村i 1978 f1);tの辻遺跡j長崎県文化財調査報告書第37集 長崎県教育委員会
7.宮崎1'.('夫 1999 rK(の辻遺跡JJj;tの辻遺跡文化財調査報告自:第11集 長崎県教育委員会
8. r原の辻遺跡J1);(の比遺跡:保存等協議会調査報告件~ 3~長 原の辻遺跡、保存等協議会

9.川口洋平 1998 r鶴川j邸付阪の辻法制:謝獄事務所制恋報告担:第6集 長崎県教育委貝
10.安楽 勉 2α)2rn;(の:i:b立幼:jJj;(の辻遺跡。梯j査報告29-第25集長崎県教育委員会
11.松見裕二 20例 rlJ;lのi上j世間:j;'・i:ill llrr文化IÞI' Ñ~J査報告書第17集 芦辺町教育'委員会

12.松下孝彩 2001 f1長崎県民(の辻jg跡 /1\土の弥生人'~l'J r原の辻遺跡j 芦辺町文化財調査報告・m:節17~

芦辺町数行委H会

13.安楽 勉 2002n'I¥]耕地跡j阪の辻泊跡訓悲報iLt:第17集長崎県教育委員会
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7 .土坑

はじめに

これまで原の辻遺跡において発掘調査が実施された土坑を選出する作業を行った。今回，総集編に

使用した報告411:は下記のとおり である。

-長崎県町、の辻追跡調査事務所刊行報告書(原の辻遺跡関係分のみ) 第1!長~第28集

・長崎県芦辺I!fj"刊行報告性(原の辻遺跡関係分のみ) 第 I 柴~第18~

-原の辻遺跡保存等協議会刊行報告書 第l集~第3集

-長崎県石間IIfFPJ行報告411:(原の辻遺跡関係分のみ) 第I集~第8集

・長崎県石田11fT文化財保護協会 第l集 ・第2集

- 長崎県も:岐市報告官第 I 集 (2004:f1~3月刊行) 参考資料・

これらの報告併に記íj(Rされた土坑 5 で、全体の遺構配置l副 ・ 個別jlI榔実illリ I~I ・ /J:l土泣物実ìJ!リ図の 3 つ

が揃っている資料に限定すると合計で15021去を選出したが，文章のみや上記の3つのどれかが欠けて

いるものは選出していないので実際に原の辻遺跡で検出された土坑数は200t主を越えるものと考えら

れる。

特徴のある遺構について

[土坑]

1号土坑 (j立構 :第47図造物 :第54図)

1号土坑は丘陵先端部の北西にあたる低地部分から検出された。土坑の規桜は長軸3.40m，短軸3.∞
m， i菜さ O. 35m をiIlリ り ， 王「司自1形状は略円形プラ ンを呈す。床Tfûは若ニfr~1央部分が窪んでいるがほぼ平

坦である。また一番窪んでいる部分に径0.2mのピットが掘られている。s[IJ壁が直に近い状態である

ことから貯疏穴使用後慌楽土坑と して使われた可能性が高い。J.lli土内には土器が散乱し，北西側に集

中して?!詩文土器が出土した。その他の造物は斐を中心に弥生時代lい則前諜のものである。

2号・土坑 (起iWt:第47図)

2号土坑も l号土坑と同様の位置で検出された。土坑の規棋は長!liII13.40m，知lIQh3.10m，深さ0.30

mをiWJり，平而形状は略円形プランを呈す。床面は南西側が一段低くなっている。土!日断面はレンズ

状にJIí~航している。 造物は東側にやや集中してみられ，無文土-23 もW:1f[1Jのかたまりの中から出土 した。

その他の泣物はき症を中心に弥生時代中期前業のものである。

3号土抗(遺構 :第48図造物 :第54図)

3号土抗も l号土坑と同様の位置で検出された。土坑の規模は長軸4.20m，短ilillJ3.60m，深さ0.30

mを測り，エ!王国形状は不整形プランを呈す。床面は若干段々状になっているが段差はほとんどな く，

西側をrll心に炭化附が広がっていた。遺物はまばらであるが西側から無文土器や三興鍛が出土した。

その他の逃物は裂を中心に弥生時代中期初頭~前菜のものである。

4号土坑(治情 :第48図)

4 号土坑も I 号土坑と同様の位置で検出された。土坑の規模は長j~b2 .30m，短軸1.15m，深さ0.50

mをilllJIJ ，平而形状は隅丸長方形プランを呈す。床面は平坦で東IJ!lJに径O.40mのピッ トが期られてい

る。二七府断聞はレンズ状にtft新している。その他の造物は艶を中心に弥生時代rll)gJ米のものである。
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5号土坑 (j立構 :第49図)

5 号土坑も i 号土坑と同様の位置で検出された。土坑の東II!IJが削平により jj~~ しているため全体の

規艇は不明であるが残存部で短軸1.8m，深さO.lmを測り，平而形状は桁円形プランを呈す。遺構は

二段銅りされており東側が落ち込んでいる。造物は中心部に集中し，石製品の素材ーや米製品及びチッ

プが多くm土したことから石製品工房関連遺構の可能性が高い。遺物は弥生時代1-1-1則前菜のものであ
る。

6号・土抗 (j立榊 :節49悶)

6 号土坑も 1 号 土坑と同様の位置で検出された。 土坑の規模は低利14 . 10m ， 知[~qli l.30m，深さ0.50

mをil[lJり，平而形状は長桁円形プランを呈す。床而は東側から西11!11に段々状に下がっている。 造物も

ナl控りの袋状rI縁由をはじめ，多くの丹塗り土器を合んでいる。i位物は弥生|時代rl:1J~J後葉のものである。

7号ゴ:抗(地榔 :第49図)

7号・土坑は丘陵部分の高台の東側で検出された。土坑の規模は長1Ifilll.lOm，短lIiil11.05m，深さ上段

0.37m，下段0.66mをilllJり，平面形状は円形プランを呈す。側壁は杭に立ちよがり，床面は両段とも

平坦である。造物は弥生時代後期前業の護が出土している。

[焼ニl二抗]

i号・焼土坑 (迫緋 :第50図)

l号焼土坑は丘陵部分の先端部の尾根状で検出された。焼土坑の規桜は民軸2.70m，短軸1.75m， 

深さ0.50mをilliJり，平[市形状は桁円形プランを呈す。土坑は二段掘りになっており，南側半分を深く

掘り下げている。掘り下げてある部分は長軸1.75m，短軸1.30m， i菜さ0.23mを測る。土層はレンズ

状にJIE航しており床而にはカーボンと焼土が張り付いた状態であった。泣物は弥生時代中期前菜~中

葉のものである。この遺構の性格として金属器の生産遺構の可能性が考えられるが，調交において，

鉄宰や鋳造剥片などの生産時に生じる副産物や砥石なとεの生産関連造物がIIH土していないため，明liIi1

なj日途については不明である。

2号焼土坑(jjJWt:第50図遺物 :第54図)

2号

j深菜さ0.4必8mを甘訓測[Ijリり，平岡形状は楕円形プランを笠す。l断面形状は12図的に側壁・をオーバーハングして

いる 。 I羽田.側 をI:I~心に'11(11壁から床面にかけて熱を受けてホく変色した瓜が確認された。 迫物は弥生時

代仁11Jgj後議・~末のものである。また造物の中には，玉砥石が含まれており， ミE砥石として使用した後，

何らかの理由で熱を受けて黒く変色している。さらにその後，砥石としてi'J々利用しであるといった

火を使う何かに佼われたことを窺わせるものである。またこのi凶器のすぐ南側の包合問からは鋳型の

破片が/1'.土していることや鉄器や背銅器がこの場所付近から多く出土していることについても今後検

討していかなければならない。

3号焼土坑(遺構 :第50図)

3 号~É土坑は丘陵部分の先端部の尾根状で検出された。焼土坑の規棋は長前115 . 50m，短柑12 . 25m ，

深さ0.65mをiJ!lJり，平而形状は隅丸長方形プランを畏す。床面はほぼ平坦で， I折田1形状は逆台形状で

ある。土抗のけi位と下位にカーボンが面的に堆積しているのが確認された。造物は弥生時代中Jgj後葉

~ 後jUJ初頭のもので，11'.土したも のの中には無文土器も合む。 カーボン 1~'1 は i1れ、ものの1末・聞から側壁
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まで幅広く確認されていることから，この泣椛で火をi吏う何らかの作業もしくは儀式が行:われていた

可能性が11・:j"、。
[l!'j:j蔵穴]

i号貯蔵穴 (遺構 :第51凶 造物 :第日悶)

l号・貯政穴は丘陵部分の先端部の尾根状で検出された。貯蔵穴の規模は検LUifiiで長j~hO .70m，短制1

O. 60m，深さ1.26m， JポI師で直径1.20mを測る。形状は断面フラスコ状を呈す。，stlj壁は床而から斜め

に立ち上がり，入り口部分が若干広がる。床面jからはこの貯蔵穴に関連するピット等は枚.'1¥されなかっ

た。造物は弥生時代前期末-Ij'JOJ初頭のものである。

2号-貯蔵穴(遺脱 :tl'5511五])

2号lfi:記長穴はJi:]:ft {f]í分の21j台付近の尾線状で・検出された。貯蔵穴の規模は長lþ~h l.60m，短114111.25m， 

深さ1.07mをiHリIJ，.':I~而形状は桁円形プランを呈すo fi!lj壁は直に立ち上がり 土川はレンズ状にjif~和

していた。 i也・!助は弥生時代1j-Ij ~J後架のものである。

3号lt-j:蹴穴(辿榊 :第51]ヌ| 泌物 :第54図)

3 号'Srì"ii;長穴は丘陵部分のFJj台付近の尾棋状で検出された。貯蹴穴の規模は長11~h2 ，20m，知Ulilh2.12m，

深さ0 . 71 m を iJ[iJ り， 王|乙[而形状はド J H~プランを呈す。 iWj壁は直に立ち上がり ， 土庁予はレンズ状にj1Hl'1 し

ていた 。 地物は弥生時代 '1 1j~11去紫のものである。

[祭配土坑1

1号祭市e土坑 (j立榊 :第521文1)
l号祭市eごl二坑は丘陵部分の先端部の尾恨状で検出された。祭杷土坑の規模は検出而で長治lI/l，50m，
短軸1.50111，深さ0.48mを詰!IJり，平面形状は隅丸方形ブPランを呈す。遺物は全体に散らばっている状

態で出土し，主に弥生時代']lJtJ.].鷲-1企業のものである。

2号祭配ニi二坑 (j立構 :第52閃 泣物 :第55図)

2 .~~.祭泥土坑は丘陵部分の先端部の尾棋状で、検出された。 祭杷土坑の規模は長軸2.00m ， 短事11 1.50 

m，深さ0.55111をilliJり， 三|三jfli形状は楕円形フ。ランを呈す。段々に掘られており西側が深くなっている。

土師はレンズ状にjH~航しており，カーボン屑と黒褐色土が交互にな っている。 泣物は丹主主り 土器を中

心に大畿の破片・など紘生時代，t'WJ後葉のものである。

{象徴的地椛]

lす独立柱j立構 (j立制 :第53図)

l号-独立柑:jli.mは丘陵部分の高台付近の尾根状で検出された。遺構の規模は長期110.96m，短il~hO ，92 

111，深さ0.50mをiJ!リり，平iui形状は隅丸方形プランを呈す。遺構は地山の岩撤まで抑り込まれ，直径

0.20111の文牲を立てるのに約 1mX1mの穴を翻っているのが特徴である。 土!日も床而から丁寧に数

過税に分け土を入れていることからもその兎裂性が窺える。検出した泣榔聞も最低でも0.50m以上j'ilJ

平されていると考えられることから，支柱径は小さいもののある程度の高さがあり，それなりの強肢

が求められた結'*であろうか。jfi物は数点しか出土していないが弥生時代中期中葉のもので，I語絶|時

期もほぼ!日)11羽田であると考えられる。

※丘陵先端部の北西にあたる低地部分から検出された同様の遺構が:存在するが西側環j衰のI11で水辺祭

杷としてとりあげているためここでは割愛することとした。
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i号周溝状遺構(遺構 :第53図 逃物 :第55図)

l号周溝状遺構は丘陵部の高台南側で検出された。平成15年度の調査で周溝の2分のl弱が検出さ

れている。周構内は最大直径約3.00mの円形状と考えられることから，構築物が存在した可能性は低

い。断簡形状はV字状になっており， オー}留をみると床而付-近に堆積した土が周iVt内から流出し堆積し

たことを示している。逃物は弥生H寺代中WJ後葉~後期後葉のものである。 j部品1状遺構は弥生時代Iド期

以降に北部九州を中心に見られる遺構で円形や方形の浅い械を巡らすもので，規模も直径又は一辺の

長さが5m前後のものが多いようである。今回検出された遺構の規模はほぼ一致するものの，読さきが

他に例のないほどの深きであることからその性格については今後さらに検討しなければならない。た

だし検出された場所が丘陵の一番高い高台部分で主祭殿と脇殿とされる建物の側にあり，周溝から出

土した遺物の時期とほぼ同じであることにも注目しなければならない。

まとめ

遺構の検出状況では検出される位置に偏りがあることが分かつた。発掘調査箇所の偏りは否定でき

ないものの丘陵部から54基 ・低地部から96基検出されており，丘陵舌部の尾根状の場所(高元地区)

及び丘陵高台中心部(阪地区)・丘陵舌部の北西側低地 (不快地区)及び丘陵舌部の北側低地 (芦辺

高原地区)からまとまって検出されたが， 高台商問側の低地音IS(八反地区)や東側低地部(石田高原

地区)からは土坑がほとんど検出されていない。これは住居跡の分布とほぼ一致し， 居住区のそばに

土坑が掘られていることから生活に述:援に関係していることを示している。

弥生時代中期前菜は不快地区を中心に低地部分で多く検出されている。また高元地区からも数基検

出されている。弥生時代中期中葉は高元地区を中心lこ!京地区などの丘陵部分で多く検出される傾向が
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第53図 1号独立柱遺構(1 /60)・1号周溝状遺構実測図(1 /120) 

-105-



2 

3 
1号土坑

??JJri 

幽ゴ5
、、

ム
.7 

3号土坑

2号焼土坑 8 

nヨ

， ， ， ， 

10 

1号貯蔵穴

po 
n
U
 

。
百lem

。 3cm 

r'ーー ; ー.._~ ....-:;::コ

¥ 小企/グ

12 

3号貯蔵穴

第54図 1・3号土坑I 2号焼土坑I 1号貯蔵穴I 3号貯蔵穴出土遺物実測図 (1/60 ・は111 ) 

• 



、、
・‘

13 
15 

17 
1号祭記土坑

， ， ， 20 

ムート-仁
アハ、いい
...23 

1号周溝状遺構
o 21)cm 

o 20口n

d‘ 
第55図 2号祭杷土坑・ 1号周溌状遺構出土遺物実測図 (1/6 ....は 1/8) 

-107ー



見られる。引き続き低地部分の不快地区にも土坑が造られている。弥生時代中間後誌には前時期lと同

様の場所に造られているが，新たに丘陵舌部の北側低地部分のjE1.辺日jjjl地区でこヒ坑群が検出されてい

る。弥生時代後期後葉には土坑の造られる場所が丘陵舌部から日台中心部に移っている。この|時期の

土坑は高台中心部の原地区のみとなる。今後の課題として報告併ではあまり報告されていない誕域の

土坑についても検討していかなければならない。 (松見)

表 9 ::.$:報告書で使用した遺構の一覧表

挿図脊号 本報告行中の遺構名 itH長鍬告~ 報告年 J制改報告nj立悦~I

第i区l i号-土坑 原の辻遺跡調査事務所報告行部19~ 20∞ 6モ;・土j民
2号-土:lj'i: 販の辻i立跡湖資事務所報告役立~19M! 2α)() J Jij・土j成

第2図 3サ土坊; 阪の辻遺跡制資事務所報告i.t'.~~16m 1999 ErK16ニ仁峨
4号土坑 販の辻遺跡捌資事務所卒It古千山i'H6集 1999 D区3i;.-I:燐

第3匡l 5号土抗 肢の辻遺跡調査事務所保持-._IF~ 16~ 1999 B区6号・こ仁1蛾
6号ゴ二坑 JJ;tの辻i世紛:剥従事務所報告"miH6終 1999 E区ll-i;.:l・.減
7号-土坑 芦辺町文化財;湖査報告命第13号 2∞2 7-';子土J}.3(

第4図 l号焼土坑 /)1.の辻遺跡倒殺事務所報告件羽~26 !.1! 2∞3 SI(2 
2号焼土坑 芦辺町文化財ぷj流報告flF第17U~ 2∞4 S K-01 
3号焼土坑 Jrf.の辻遺跡みiJj問I務所報告~'HM8M~ 2∞4 SK3 

第5医1 l号ー貯絞穴 芦辺町文化財調子féfHt目I~会~ 9 終 1995 2号l!i:縦穴
2号貯蔵穴 壱!渡市文化財 調査報告のti~ 1 -!I~ 2∞5 SK-Ol 
3号貯蔵穴 芦辺町文化財調査報告命第17:U~ 2仲 l S 1(-02 

第6図 l号祭波立方t 芦辺町文化財凋:fHU告でF第9:U~ 1995 7号ゴ二l成
2号祭泥土坑 IJ;(の辻遺跡必殺事務所報告・t'1;t!';26集 2∞3 S K 1 

第7区! I号独立柱遺併 壱自主市文化財調査報告i!J:第 LM~ 2∞5 S Z -01 
l号周溝状遺構 JJ誌の辻遺跡i持続事務所報告il:: ~~28集 2∞，1 SD3・SDil 

表10 本報告書で使用した遺物の一覧表

挿図番号 遺物番号 拘殺報告j!~ 報告年 報告{IHI:，I~:i世情名 造物名
第8図 l 阪の辻i盆跡調査事務所報告l!t-tp19~ 2αlO 62土減 発

2 原の辻遺跡調盗事務所報告命第19終 2α目。 6 .<;}土減 ~ 
3 僚の辻遺跡調査事務所報告必然19集 2αlO 6 ~~~ 無文土総

4 原の辻遺跡調子E事務所報告件第16集 1999 E区16土減 ~口縁日1;
5 原の辻遺跡調査事務所報告3然16終 1999 E区16ゴ:減 謎!まtifi
6 僚の辻遺跡調援事務所報告件対H6~長 1999 E区16土械 無文ゴ~. ~ff
I 販の辻逃跡調殺事務所報告件費~16集 1999 E区16土繍 ニ輿倣

8 芦辺町文化財調交報告件第17集 2∞4 S K-01 王位t石
9 芦辺町文ftlt:.j.調査報告tP第9M! 1995 2号l狩泌火 き窓口縁部

10 芦辺町文化財調査報告秒第9集 1995 2号貯j説火 誕底部

11 戸辺町文化財調査報告t~f第17~ 2帥1 S 1(-02 211i均;
12 芦辺町文化財調査報告官第17集 2∞4 S 1(-02 お均:

第9図 13 阪の辻巡跡調査事務所報告役第26終 2∞3 S K 1 2.5係

14 j反の辻m跡調資事務所~l~判努}26集 2∞3 SKI i旬均:均二郎
15 原の辻遺跡調査事務所報告書第26終 2∞3 S K 1 日I司:抑制i
16 原の辻追跡調査事務所報告を};第26終 2∞3 S 1( 1 f:l(口綜奇1I
17 j反の辻遺跡湖査事務所報告怨;努}26~ 2∞3 S K 1 円2;;1f， 

18 原の辻遺跡?調査事務所有i告空}第28終 2∞4 SD3.SD4 ~口綜持1I
19 m.の辻遺跡調査事務所報告ぞj郁28tお 2ω4 SD3・SD4 5窓口t京都
20 阪の土t遺跡調査事務所報告白;奇~28終 2∞4 SD3.SD4 き包
21 阪、の辻遺跡調1t~Ji.t9所報告11~~)28必 2rol SD3.SD4 山円綜??私
22 JJj(の辻遺跡調査lJ~務所持i告岱第路線 2∞4 SD3.SD4 ヅミ泊i
お 原の辻i盆跡調査司1務所報告住第28t長 2ω4 斗♀2・s0 11 大兜
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V 遺 物

1 .土 器(弥生土器・古式土師器，朝鮮半島系土器)

原の辻遺跡;では，平成5年度から本格的に尖施されている発抑調査によって百万点を超える造物が

出土している。その中で，弥生土器 ・土日m器などの土器は，大半を 1片める中心的な起k物である。ここ
では，原の辻遺跡が大規模な集落として存花した弥生時代前if!Ulから古喰時代前期の国内政土保と朝鮮

半島系の舶載土器について報告を行う。今戸iは時間的な余裕がなく .紙数の関係もあり，弥生土保 ・

古式土師器の編年案と朝鮮半島系二J-.r.~の概観 (こ i浪り，詳細については別途検討する機会をもちたい。

(1) 弥生土器・古式土師器の編年案 (第56図~第62図)

弥生時代の土器は，前期を 2)91，中期iを5!UJ，後J91を5J91の合計12Wlに区分し，古墳時代前期の土

器を4期に区分した編年案が，第56図~第62闘である。各|時!Ulごとに.附l略な説明を行う。詳細につ

いては別の機会に論じたい。なお， 土器の縮尺は，節目出15・6・16以外は ]/8である。

①弥生前期 (第56図)

0弥生前期I期 (第56図1-13)弥生前期後楽

台地北東側低地の石出高原地区の大講からの出土品をrll心としている。 1-7の蛍は，球形の!阿部

から頭部です{;fまり，口縁部が大きく外反する形状の広口琵で，へラあるいは貝肢で羽状文などを施

文している。7は， 小児斐棺と して使川された長胴の形状をもっ原地区の3号誕帖下カメ (7 )であ

る。斐は，如意形口縁で，胴部に沈線が施されるもの 00・11)と突帯がめぐるもの(12・13)があ

る。従来の板付11b式古段階の資料で吉溜秀敏氏編年 (註 1)の8式相当する資料である。

0弥生前期E期 (第56凶14~21 ) 弥生前期末

台地北部の高元地区あるいは台地北西部低地の不篠地区1'1:¥:1-..品を主体とする。14-16の涜は，球形

の胴部で前者と同様の形状をもつが，14は長胴を呈する 。 16は ， ヘラの~~状文が胞文され， J， fが張っ

た形状をもっ北東部九州系の資料であろう。17は，蓋付きの無野i道である。犯は，台状のm.:_部をもつ

もので，口縁が如意形と突初をもつものがある。21は， JJ阿部に沈線が3条施されるもので，北部九州

東部系の資料であろう。この段階は，板付日 b式新段階の資料で吉留秀敏氏編年の9式相当する資料

である。

①弥生中期 (第56図~第58図)

0弥生中期 I 期 (第56図22~46) !f!!田初頭

台地北西部の不篠地区t11土品を主体とする。22-28は，球形JI阿部から類部が立ち上がり，口縁が外

反する広口fiで.頚Il同界にi:t線や突711:が施されるものや，顕者1;に全i@1庁文が施されるものがある。29

-32は ， 口縁上方をJ1~厚し ， 断面i三角形の突起や段を有するもので . 31はしi縁外方に小さな刻日を施

す。33'ま，舞翠{査である。34は，頭部が逆ハの字形に拡がり，口緑内I而にItJr市i三角形の突起をもつも
ので，山口県伊倉遺跡出土品 (註2)に類似しており， 長門地域の資料であろ う。発は.Iごl縁部が断

面三角形や1)、さな逆L字形を呈するもので，38-40は刻自を施している。41-44は鉢で， 42・43は口

縁部が小さく逆L字形に折れるもので 44は丸みを結びた断ifii三角形状の口縁を有する大形の鉢であ

る。45は， illl状の杯部で口縁が上方にJJ巴jp: され ， 段がつく ~:j J1~である 。 46は ， 筒状の器tìで，平成1 1

年度調査研究事業の5号椛から出土した資料である。当JUJは城ノ越式の資料である。

n
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0弥生中期E期 (第57図1-16) "1 WJliil紫古段階
台地北西部の不篠地区出土品を主体とする 。 1~3 は，球形の胴許1)から口頚部が聞く広口査である。

口頭部には全而暗文が施されている 。 4~7 は，仁l縁上方を'J~W し，内而に段をもっ査である。 8 は，

蓋付きの無類琵である。 9・は，護法である。天井部が上げ底状に窪んでいる。 10・11は，逆L字形の

短めの口縁のき主である。13は，口縁が内側に傾斜し，底部が上げ底で踏ん強りをもっ形状の北部九州

東部系の資料である。12は，外方がくほむ逆L字形の口縁で，腕部に3粂の沈線が施される鹿児島県

入来遺跡などの薩摩地域の資料(註3)である。14は，逆L字形に折れる口縁をもっ大形の鉢である。

15は，割と深めの杯部の高杯で，口縁上方が肥厚され，内而に段もつ。16は，筒状の器台である。当

期は，須玖I式古段階の資料である。

0弥生中期E期 (第57図17-27)rl~則前紫新段階 (中期中葉)

台地北西部の不篠地区出土品を主体とする。17は，球形の胴部から口頭部が聞く広口査である。口

頭部に全面暗文が施される。18・19は，短めの鋤先形口織の査で，分割"音文が施される。 20は，無頚

査の張である。21は，整査で天井部のくぼみは少ない。22・23は，逆L字形の口縁の護である。24は

腕状の鉢で， 25は逆L字形の口縁の大形鉢である。26は逆L字形口縁の高杯で， 27は腕状の身に脚台

が付いた小形の高杯である。当JUIは，須玖 I式新段階の資料である。

0弥生中期N期 (第57図28-52)中期後紫

28・29は丹塗の広口盗で， 29は胴部が品i球状をなし，胴部にi析而M字形の突帯がめぐる。両者とも

に，頚部にH古文が施される。30は，鋤先形口縁の琵で，胴部に断面M字形の突千fiがめぐる。 31は，丹

塗の瓢形琵である。 32は，議付の丹控1!!~形211である 。 33は，台付の注目査である。 34は ， 口縁部が朝

顔形に|描く蛮で，口縁外方に山線文が施されているもので，瀬戸内や山陰の中国地方系の土器である。

35は ， 天井部が摘み状をなす詑fttである。 36~38は，鋤先形口縁の裂である。 39は，屈 1111 口縁の裂で

ある。43は跳ね上げ口縁の弛で，北部九ナH京都系の資料である。44は口縁が逆L字形に折れ曲がり，
端部が摘み気味におさめている。)1阿部は，椴位にミガキが施され，瀬戸内地方系の土器と思われる。

40~42は丹塗懇である。 42は， ，阿部上告1)に全而llE文が施される。 45~47は丹塗鉢で， 47は椀形，他は

鋤先形口縁の鉢である。48は，鋤先形口縁の大形鉢である。49......51は，丹設の鋤先形口縁の高杯で， 49・

50は口縁上方に11音文が施されている。52は，丹訟の透かしをもっ特殊器台である。当期は，須玖H式

古段階の資料である。

0弥生中期V期 (第58悶 1-37) q-IJUI末

1・2は丹塗の広口22で， 2は断而M字形の突祐:が3条めぐっている。口頭部に階文が施されてい

る 。 3 は，丹塗の無gfJi~'~ とそのセットとなる読である。 4 ・ 5 は，糸島系の丹塗袋状口縁査である。

6は頚部が細い袋状口縁由で，黒塗の可能性をもち，縮問平野系であろう。7は丹塗の長頚琵で，口

縁下に断面三角形の突荷をもっ。北部九州京部系の資料であろう。8......10・12・13は鋤先形口縁の琵

で， 12・13は北部九州東部系の資料であろう。14は多条の突帝;:をめぐらす箆で，北部九州東部系の資

料であろう。 11は， 二つのi主口をもっ丹訟の台付斑である。15は，丹塗の榔型の査である。 16は，丹

訟の瓢形蛮である。17・18は詑波である。天井部の摘み部分が大きくなっている。 19・20は鋤先形口

縁の護である。ずんぐりした形状をもち， J胸部の突荷もシャープさに欠け，鋤先日縁が残るのも，糸

島系の特徴をもっと考える。21は，屈1111口縁の稲岡平野系の懇であろう。22・23は，跳ね上げ口縁の
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北部九州東部系の兜で， 24 もその系統の斐であろうか。 25 ・ 26は ， 勤先Jf~n紋の丹治空である。 27-

29は椀形の鉢で，30はJII¥1.111 1 1縁の大形鉢である。31-35は，H捻の2.6かFである。31，.....33は， 鋤先形口

縁のよ':j均二で，34は蛍Jj岡市i，35は椀形に脚台カ旬、j いた資本'1 である。 36は，大形の特殊6~台で長方形の透

かしは入らず，大きな鍔をもっ特徴がある。371よ，おj状の出ず?である。 n紋と械部がくびれ部から聞

き気味になっている。吋j明は，須玖H式新段階の資料である。

①弥生後期 (第581笈卜部60~1)後期初頭、

0弥生後期 I 期 (~581χ138~63)

38-42は，広Il !ú1である。到胴界があ まり IVJI附でなく . ヨた'117は U~r而三角形になる。 43は ， 丹塗の議

十J' き~)\fiYri出である 。 44 ・ 45は， 小さく外反する I 1伐のけ挽Jよしlift ， 46は球11~のJl阿部だけの丹塗査であ

る。 47-49は，袋状I1級出である。50・51は，鋤先形11付の況で，鋤先形U紋が伐存する糸島系の特

般をもっ。 52"""54は， くの字形口縁で胴上位に張りをもっ兜である。55は，跳ね上げ円縁の愛で北部

九州東部系の資料である。56は汁塗の椀形鉢，57-58はくの字形口紋の鉢である。59・60は，勤先形

円村の?.7i杯である。 61-63は，鼓形の形状をもっ~:ffìである。こ月 JYJ は，尚三瀦ょに肯段階の資料である。

O弥生後期E期 (第591苅1-22)後期前菜

1 • 2'ま， n~Ji部が';v];Ji1形に外反する広口出で， 3 -6は!創部がなく仁IK:まが小さく外反する広口南

で，5・6はナJ'控を施している。7-10は，桜介11紙、:11で1:111111部の絞(;Utぃ。11は.鋤先形口縁蛮で

ある。12は，畿内V椛式系の積でこの段階にいれたが， 111 JYJにドがる可能性ももっている。13・14は

くの字形口紋の艶で， Ilia'l;'ilifti大径の位置がややドがっている。 15・16は俄形鉢で，17はくの字形口縁

の鉢である。18・19は， 14?付鉢である。20は， 1 1紋が大きく外反し鋤先J~口紋の名残を残す高杯であ

る 。 21 ・ 22は ， 立を形の時台で， 裾部の方が大きく.~:注 した形状をもっ。 当lUl は ， lfJj三瀦式の新段階の

資料である。

0弥生後期E期 (釘591;>(124-46) 後W~'IJ業

23-26は，口訟が外J.x:する広口置で，球形Jl同とj長JJl.ilがある。27・28は，I，'(I寸法fである。29・30は，

長凱542である。31-33は，桜合口縁蛮である。34は，鋤先11付目立である。35-37は， くの字形口縁の

う担で.腕中{立にM:大任をもっ。38・39は椀形鉢， 40・41はくの字形口縁の鉢である。42は台付鉢であ

る 。 43 ・ 44は，口村が1"(立気味に立ち上がる外米系J"-:j1f~で . この段階に定lrをみる。 45は ， 口縁が大

きく外反し勤先形口付の名残を残す高坪である。吋10Jは，ド大|摂式古段階の資科である。

0弥生後期N期 (第601ズ11-27)後期後楽・

1 . 2は広l卜，diで，J，氏古1)が凸レンズ状jまとなる。3は.(I'( U :d~である 。 4 ・ 5 は ， 長頚査である。

6-11は桜合口結出である。10は，北部九州京部系の資料であろう。8・9・11は山口県の長門 .ItJi 

民付近の資料であろうか。12・13は，鋤先形n紋の・ぷである。鋭部に 2条の突怖をもつのは，糸島系

の特徴と!41われる。14・15は，くの字形LI緑のう担で， ，"，レンズ状I氏である。16・17は深い身の鉢。 18・

19は，くの字形11紋の鉢。20は深い身の鉢に脚ftがf.l'いたものである。21-24は，高杯である。21・

22は，杯下半部からhlIllI1して口縁が外反する出向;である。 23は，IIIL状の杯部にl折而三角形の突帯が付・

くものである。24は，しl縁が大きく外反しj却J先形1I ~，誌のr，践を践す尚j不である 。 25-27は，口縁が受

抗I~;Iえ となり ， 首~H~i)が大きく拡がる ものである。 25 と 26は . sl~: J此7(01'.)立WI.j査研究ljf.諜での服地区A区2

.~).涼 1'.肘から入子の状態で山土した。当期は， ー|、 大m~，)'~羽j'j没 Iv，.ÿの 1fflであ る。
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0弥生後V期 (第60図28~56) 後期末

28~32は ， 口縁が外反する広口琵である。 30 ・ 34は ， 直口査である。 33は，長頚査である 。 28を除

くと，底苦I~が尖り気味に丸みをもっている。 35~39は ， 複合口縁査である 。 38は北部九州東部系の資

料， 39は山口県宮原遺跡に類例があり， 周防地域の資料である(註2)041~45は，くの字形に外反

する口縁の艶で，底部は尖り気味に丸みをもち， J阿部はラグビー球状をなす。46・47は深い身の鉢，

48・49はくの字形に口縁が外反する大形の鉢である。 50・51は，ヌしみをもっ杯下半部からさらにIJHく

口縁の市郎である。52は，tJ肥巴後系のジヨツキ形ご士卜

る。5臼4は，上方が平坦になっている支脚である。55・56は，支脚で沓形器台ともl呼ば.れるもので，支

えるための突起をもっ。当期は，西新式古段階の資料である。

④古墳前期 (第61・62図)

0古墳 I期 (第61図1~51) 

1~4 は，直口査である 。 5 ・ 6 は，小形の丸成立:1である 。 8 は複合口縁査で， 72・松幹雄氏によれ

ば早良平野に類似例がある (註4)07・9は山|位系の複合口縁讃である。10は，庄内式系の複合口

縁蕊である。11・12は長頚琵である。 12(ま櫛目文と半裁竹管文が施され，L]J陰系の資料で在ろう。13

は，山陰系の小形複合口縁査である。14は，íbf.口22 に腕l台が付くもの。 1 5~1 9は，在地系の裂で， 18・

19はタタキ目をもっ。 20は ， 畿内伝統的 V株式系の純である。 21 ~23は ， 庄内式系裂である 。 24 ・ 25

は.;:(fJ'間式傾向強で、ある。26・27は，山|喰系の桜合口縁部で、ある。21と27は，平成7年度発抑訓，J3f.司i.

柴の防(地区E 区 2 号構で出土している。 28~32は，鉢である 。 28~30 ・ 34が小形丸底の鉢， 35~36が

椀形鉢，31・32がくの字形口縁の鉢である。33は，山|詮系の小形鉢である。 37は台付椀， 38・39はllIl

形に小さな脚台が付く山陰系の台付鉢である 。 40~45は高杯である。 41~43は， 屈 i山部からさらに外

反する在地系高停で.44は皿状に脚台が付く出杯で，45は屈曲部から口縁は直線的に開く，低脚の向

上司、である。46は鼓形の器台である。47は，庄内式系の小形器台である。48・49は，沓形器台と呼ばれ

る支脚である。50は，上面が平坦な支脚である。51は，山陰系器台である。当期は， 古墳時代初頭の

時期で，柳田氏の土師器IIa式(註5)，井上裕弘氏の古墳時代 1式(註6)，久住猛雄氏の[1A JUJ (註

7 )の段階に相当する資料である。

0古墳 E期 (第61図52~83)

52 ・ 53は ， 長頚査である 。 54 ・ 55は小形丸)~'f:.~':fである。 56~62は ， LlI陰系の複合口縁蕊で，59・61・

62は搬入品で、あろう。 63~65は， 在地系の長JJI司却である 。 66~71 は ， 布留式費であり，筑jjíî型布WI犯

として定治するが.68は搬入品の可能性をも っ。 72~74は鉢で. 73は小形丸底鉢である。75・76は台

付鉢で， 76は山陰系鉢である。 77は ， 畿内庄内式系統の尚・杯。 78~80は，在地系の向杯。 81~83は，

山|愈系器台である。当期は，柳田氏の土師器nb 式，井上裕弘氏の古墳時代 2 ~ 3 式，久住猛雄氏の

日B. n CJ切の段階に相当する資料である。
0古墳E期 (第62図1~43) 

当期の資料で主体を占めるのは， 平成10年度調査研究事業の不篠地区B.D区の2号榊 ・3号尚!と，

平成8年J!I:発掘調査事業の原地区10号住居の/L¥土品である。 1は，広口査である。2は.位口政であ

る 。 3 ・ 4 は，小形の丸底資である。 5 ・ 6 は，外来系の長頚宣言である 。 7~9 は， 1111岱系の複合口

縁日11であるが，在地に定着した形態をも っている 。 10- 1 3は，布留式系の小形丸Jl~3'~である。
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14は，長胴の在地系都である。15-21は，布留式系聾で定治した姿をもっ。 22-24は椀形鉢で， 25 

-29は小形丸底鉢である。30・33-37は，畿内庄内式系統の23杯で， 31・32は在地系の高郎である。

38は庄内式系の小形時台， 39・40は布留式系の小形器台，42・43は山lis系器台で、ある。

当期は，布留式典型的のi時間jで，柳田氏の土師器Ilc式，久住J孟t.lt氏のIIIAJ明の段階に相当する資

料で， この段階をも って原の辻集落は消滅する。

O古墳U期 (第62図44-66)

当期の資料は，現在，原のi上j迎;自体の範聞に含まれているが，平成7年度に調査された当時安閣寺前

A遺跡、 (問繰地区)としていた沼状落ち込み4層の出土品である。44・45は，小形丸底査である。46

-48は，1)、形査である。49・50は，山|岱系の複合口縁査である。51-54は，布留式系統の楚である。

51は比較的古いJ様相をもち，他は新しい様相をもっている。55-57は.ズji留式費から新しい土阿部組

への特徴を備えた却である。 58・59は椀形鉢， 60は小形丸底鉢の系統を引 くものである。51-66は，

畿内系高士不の系統のものであるが， 66のように脚台がスカート状に拡がるタイプが出現してきている。

当期は，柳田康雄氏の凹a式に相当する資料である。

(2) 朝鮮半島系土器について (第63図~第65図)

s;{の辻遺跡、で出土している帆鮮半島系土器には，表幹文土器と続無文・土器の粘土帯系土器， 三稗土器

(三斡系瓦質土器)， I均質土器，楽浪土器(楽浪系滑石混入土器 ・楽泌系瓦質土罷)がある。これら

の朝鮮半島系土器は，現紅把握している数量が597点(去11)であり，日本一の出土抵であると忠わ

れるが，特徴として原の辻必務の存続期間である弥生前期後楽から古墳前期Iまで途切れることなく

入っていることが分かっている。これまで，武末純一氏(註8)，J-'I'lifi!宏二氏(註9)，白井克也氏(散

10)の研究があるが，今|訂|は紙数の関係上概観に留め，詳細11な検討は日1)の機会に論じたい。

①粘土帯土器について (抗日I~I ，表11 . 12) 

無文土器と擬無文土器の粘土3i7系土器の分布状況を第8悶の地区:，'1')図に照らしてみると，弥生前期

後葉~弥生中期末までは，台地北西部i民地の不篠地区に集中している状況がみとめられ，粘土に不篠地

区の約40∞m2のエリアにまとま って出土していることが分かる。また，原の辻遺跡では，土臓などの
泣tl~で弥生土器と朝鮮半島系土慌が共伴出土することがあり，双方・の制年のクロスチェックするよで

布効的な資料となるが，台地北西t11)の不篠地区で無文土器や擬~!\~文止器が共伴出土している(第641E1)。

なお，平成10年度調査研究明扱:のE区1号土搬では，弥生中JU!末のこl二部に共伴して楽浪系市石浪人こ|二

時の出土が確認されている。

このことは，台地北西部低地の微高地に，朝鮮半島系の人々が日本列島に渡来した子孫たちがまと

まって弥生人と雑居し， 一般の居留地のような状況がうかがえる。また，台地北西部の低地では，船

治:き場跡，石積護岸;j~構，床大引材などの先進的な技術で造られた遺構や造物，三翼鎌 ・ 五鉢銭 ・ 大

成五十・貨泉などの遺物が発見されているところから市場の存在も推測され，朝鮮半島系の波来人や

その子孫たちが居住し，先端技術I而で?苦按な関わりをもっていたことが考えられる。このように，無

文土器や擬無文土器をもたらした人々は，大|陸との交流 ・交易の拠点であったー支国の国邑原の辻j立

跡と朝鮮半島および日本J"IJnを結ぶ対外交渉の介在者であったことが](UJII)される。
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②楽浪土器・三韓土器・ 陶質土器について (第65闘， 表11・12)

弥生後期初頭以降になると，楽j良系瓦質土器， 三1f.I{o系瓦質土器，陶質土器の分布が，八反地区や石

田市原地区の台地中央部の原 ・高元地区縁辺の低地にある環濠や旧河道へ廃棄された状況が捉えられ

る。迫v情一括出土品として土flili器と共伴した資料では，平成10年度調査研究事業の2号・涼 (11)と4

号涼 (8) の陶質土器が古墳皿期資料で， 平成 7 11-' J主訓査の安国寺前 A遺跡 (I~\J繰地区)の沼状落ち

込み4)持出土の陶質土器琵(報告書第10æ130) がï~ïtnIV Wlの資料である。最近の成果では， 三純系瓦

質土器の雌形土器(5 )，馬韓系土器(2・3. 7)が確認され，を岐~対馬~殴尚南道に主る ルー

トのJI:l:も近い伽耶地域以外にも全羅南道の馬~fIi系土協が流入していることが分かつてきた。

弥生中期末までの段階においては ， 無文土器ぞ擬~!!f:文土器の粘土帯系土器が煮炊き用のき担を I ド心と

する器材{構成であったが，瓦質土器や1:勾質土器では貯蔵容器である査を中心と した器極構成に替わっ

ており ，それらは朝鮮半島から何らかの産物を運搬する外容器であったことが推測される。

一方，朝鮮半島から瓦質土器や陶質土器を迎んだ人々は，煮炊具を残しておらず，弥生後期には台

地内に，交易従事者や使節らに対して， 宿舎 ・食事を提供して賄う ような施設や体制の整備が図られ

ていたことが想像される。平成15年度には，台地北西部低地で旧河道が石積護岸で襲われた部分が発

見されたが，その内側の区域にはそれらの側近;施設が存在した可能性が推測される。

片岡宏二氏が述べているように，政治的に未成熟で規制lの緩かった粘土帯系土器段階の交易システ

ムと比較すると，瓦質土器段階には「ク ニ」レベルあるいは北音~jL1+1のクニグニの政治迎合体flilJ に悲

づいた，管理的な交易への対外交渉のシステムの変換がなされていったことが想定され， r説法;倭人
伝Jの「大倭jと呼ばれる交易を監督する11司人や機関と密接な関連をもつことが考えられる。なお，

この項は，以前に朝鮮半島系土器を紹介した文献 Uitl1)をベースに補足を行ったものである。

註 i 吉f1{秀敏 1994 i板付式土器成立JUJの土器組作JfiJi文化談叢j第32集 九州古文化研究会

2 I1J本一朗編 1979 r 山口県の弥生式土昔日間協考古学研究所
3 中間l詑 1997 i九州南部地域弥生土保樹年Jr人類史研究j第9号 人類史研究会
4 常松幹雄 1991 í伊都圏の土器， 奴聞のニI~ (.ifJ f古代探叢j1II 早稲田大学出版部

5 柳問府政 1996 i土師器の編年 九州Jfj1i明時代の研究J6 雄山間

(宮崎)

6 ~ I・上裕弘 1991 i北部九州における古tttll¥現Tiirl去のニi二時ltl'とその背景Jr児島隆人先生喜好記念論操
作文化談推j

7 久住強調f: 1999 i北部九州における庄内式。(:行JUJの土器撤相Jf庄内式土器研究J19 庄内式土保研
究会

8 武米純一 1995 i朝鮮半島系の土保Jr原の辻;泣跡、』長崎県文化財調査報告暫:第124集 長崎県教育委
1~会

9 片岡宏ニ 1999 i壱岐原の辻遺跡の朝鮮系無文土器にみる H韓交渉Jr人類史研究会発表要旨j人類
史研究会

10 白井克也 2∞1 i制烏貿易と原の辻遺跡Jr弥生時代の交易j辺康文化財研究会
11 宮崎貴夫 2∞o i原の辻遺跡のljiJJ鮮半山系土?ffについてJr原の辻ニュースレターj第5号 j瓜の辻
遺跡調査事務所
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表11 地区別にみた朝鮮半島系土器の出土点数

地区 粘土帯系 楽浪滑石 楽浪瓦質 三韓瓦質 陶貿土器
闇繰
川原畑 16 
|芦辺高原
不篠 105 7 13 53 

八反 13 58 67 19 
鐙ノ池 3 2 

原 2 5 13 33 

高克 10 10 2 
石田高原 16 2 31 97 13 
地区合計 157 3 112 203 122 

表12 地区内における朝鮮半島系土器の割合

地区合計

石田高原

高π

原

鐙ノ池

八反

不篠

芦辺高原

川原畑

閤繰
』土

O覧 20% 40% 60% 80% 100弘

-龍と鯨を描いた線刻土器 (第66凶)

合計
2 
16 
3 
179 
157 

5 
53 
23 
159 
597 

回粘土帯系

日楽浪滑石

図楽浪瓦質

四三韓瓦質

回陶質土器

JJ?:の辻泣跡、では，線刻の絵繭土器が3点出土しており，胞を描いた資料が2点，捕鯨の様子を描い

たと思われる資料がある。ここでは，この3点の資料について紹介したい。

1は，平.成11年!皮支の原の辻巡

に設世したE区3屑から出土した資卒判料:1千|ト.である(註lυ)0 3/，時は中世の土層であるが，台地縁辺に沿っ

て流れる河辺(2号旧河道)の直よから出土したことになる。土器は， 口径9.2cm，向さ8.7cmの小形

器台で，裾部が拡がり，口径よりもほ径が大きい鼓形の形状をもっ弥生後則前半期の資料である。線、

刻文様は，焼成ï~Jに鋭 く施文されており，笠が開いたキノコ形の文様が2 ヶ所認められる。 l ヶ所は

全形が残っているが，もう一方は)J阿部が1/3ほど欠如しているため右半分を欠失している。全形が

分かる線刻の大きさは，長さ4.2cm，制3.3cmである。工楽普通氏によれば，間山県上JR迫-跡 (註2)

で出土している資料に類似しており ，íFt~J の文様が簡略化したものとの指導をいただいた。

2は，平成14年度の原の辻遺跡調洗研究事業の発掘調査で，台地北東部のi民地(石問高原地区)に
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設置した北区の破筏 (S0 5)からの山-1:資本:1・である(註3)。上部は， I寸径7CIll， j¥':iさlO.7cmの小

形の長頚査で，俄|人jのV械式の琵に釘i似しており ，弥生後JUj'l'頃から後楽の11寺JUJが.j((i測される。線刻

文様は， 21lfの加と Il!に似た梯子状文様が焼/Jx:uiJに紺lいi訟で羽白かれ，イ7端には建物のJ5i机の一部かと

も思える模様も認められる。飽は，伸子状の文様を挟んで，在に(111び_t..がる能，右にとぐろを巻いて

丸まった龍が捕かれている。古代中国の龍はいろんな動物の特般を寄せた架奈の動物であり，二世紀

の文献 f説文解守:Jに「他は践のある動物の長である。…#分に天に登り，秋分にi聞にi件む。jとあ
り，雨乞いをする何人水利!としての↑'!I:絡をもち， ~fì水に関係するところから ， 小問ではJ;1.Wi椛力の象

椴となっていったが，Iけ|本では中国から仙1峨|版夜されたブ方J格規矩l凹山や判判IIJ鏡尭のI子汗'ffl郎tの文線をl

なつて描くようになる。林じ奈j夫と氏や春j成£秀{附:1申材h日IJ氏の芯氾な!:見(作5討Rわ川4リ)を参考にすれぱ，材)子状の文様は稲

姿であり，水に市みとぐろを巻いていた出 (鍋rfili)がおの柘・耐とともに，とぐろをほどいて天に昇る

龍の様子が想像され.や11(l1J思惣や龍村!などのIt'闘精神文化の"*への定治がうかがわれる。

3は，昭和tl9年JStのイi11I大原地区の.g域の緊急先制調査でtI¥仁した23号箆棺廷の三述式打{の下ガメ

として使用された弥生:'I'WJ後半の汁塗琵 (1I保35.6cm，市さ60.8cm)である。!日の張る倒卵形の胴部
に大きく聞くしl頭部をもっ広口盗で，胴上部と~'TIJJI'~ W.に断iili 云角形の突郁をめぐらしている 。 口惇部

には，小さな表IJ11が部分的に施されている。)'J検は， :m内而上部からl胴上部にかけて施され，~ 11自で

あるため焼成後の穿孔がlヶ所認められる。線去IJ文様は，胴上部に 2ヶ所， n~Ji部内 1M に 1 ヶ所が焼

成前に施されている。級事Ij文様については，イlr.JfJ(d江氏(当時樹立桜史民俗博物館長)によれば，胴上

部の②は鯨の可能性が111jく，鯨を手前に飴をli'lこうに描くため船①を倒立させて捕鯨の様子を描いた

ものであり，仁I!iJi fili l'、HITiの③についてはやはり鯨であろうとされた。②の 1~Jîの鯨には 3 本の銘が刺

さったような線が拙かれており，事Ii鯨絵阿としては日本ill1iの資本lである。 また，古墳時代の6世紀

-7世紀のを'-1岐市郷ノilli町鬼屋窪古地(ITI:5 )と北山来郡小長)1:町長戸鬼ほ古墳(註6)の石室の壁

聞には捕鯨の様チが線刻されており 阪の辻遺跡:でも鯨ffとそれを利川した製品が出土していること

から，弥生時代から九ナli沿岸部ではおIi鯨が伝統的に行われていたことがilhl!lJされるが， '1' J己篤志はj京

の辻遺跡ではおIì鯨に |則わる大Jf~の ì，((\掛JLが欠如していることから，有{極的な:fílì航活動でなく，座礁し

た鯨を捕獲する42肢のm械的な活動を推定している(註7)0 (宮崎)

芯 1 杉原敦史 2α)() r線刻絵画土器発見!JfJ以の辻ニュースレターji 1訴の辻遺跡IJll1t~J ~務所

2 下浮公rYI 1998 r t)ij;生時代の波止場の跡かJr所総古1桁j第24~;. 1凋山県古{¥i!文化財センター
3 中尾篤志端 2∞3 rh;{の辻遺跡jJJ;(の辻追跡，ぷ，J1ë'J~務所凋先干lift?Ji:第26集 長崎県教行委日会

4 林巳夜夫 1993 r加の話J 中公新~I :: "，央公1I'~:n

務成秀T:n2∞o r~幻する百ru r ものがたり 1 1 -1':~IJ I:~ に*.きた人たら 5 絵画j 岩波{'::J，!i

5 話111，為政司 ・木村尚多f!I¥ 1981 f鬼l凶久保i'iNiJr郷ノiilialfの占.ll'tJ 也:自主~l$ 'l'. íin

6 川道克 1998 r1毛戸鬼塚古墳J 小長;1・町教Tì'~μ会

7 中尾篤志 2∞2 r~llì鯨線刻土(，if と海人J r先制 fi委人伝JJ長崎県教行委u会
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-土製品

ここでは1995年から2003年までに出土した土製品について説明する。山土した土製品は， 実に52点

にのぼる。そのうち，投手ilは30点，紡錘車6点，円挽状土製品13点，土錘2点，土玉1点である。

投弾の出土時期は，弥生中期から後期にかけてが多い。一部は，覆土からの出土であるために，11刻。j

を特定できない。製品のサイズは，平均長4.5c01である。原の辻遺跡の弥生Eド期という と， 多重に環

濠を巡らし，大集落として隆盛を極めたH寺JVJである。環涼の働きとしては，外敵からの防御の側而も

あるので，投手(iが出土する背景とも考えられる。土錘 ・土玉 ・紡錘車 ・円跳状土製品についても弥生

中期から後期の11¥土と考えられるが，細かな11守WJについては不明である。錘や紡錘車などは， 石製，

骨製など素材的には色々な も のが出土している 。 投~iiiについて も ， 石製のものがあって もおかし くな

いが， 素材そのものが自然、石を使用している場合は，.同断に苦 しむ。 投~ji[は ， 弥生時代以降には姿を

消す遺物であって，弥生時代独自の戦闘共であり ，弥生時代の戦闘の特殊性が考えられる。師、の辻遺

跡で出土した戦闘共には.剣 ・鍛 ・文 ・鉾などがあるが，文 ・鉾は積極的に使月]されていたとは考え

られず， 剣 ・鍛が主体であったものと考えられる。これに投弾が加わり，jl~び道具類が戦いの|捺にお

いて大きな役割を担っていたことを類推させる。 (西)

表13 投弾計測表

号番 年度 主主区名 ÍlÍ ~I! 
法f量

形状 色戸耳 Ilfγt二 出土遺f梓 府位nさ(ロ)径(αn)草寺{∞}重量(g)
1 I lC肪 r.r，Ji; 投4幅 5.11 3. ~ 41 紡銭形 にぷい赤ト母色 石yf. :処色 ・;JF色紗f立 1号泌 中総

2 l鈎五 r.r，冗 ;主婦i 4.59 2.91 32 紡~貫主 灰白色 石災 .~I.\色紗f立 ・ flJ閃6 l号t緯 U~こt

3 1995 7."r，ji: 投I;'!( '1. 65 2.96 :y， 初S曜形 にぷい悩色 金砂絞 .~住21 1苦 1号議 上k1

4 1995 ~j 'jじ 投，;l，( '1.7 3.06 37 ~，)i$..i彩 にぷい筏色 正玉3ι l号語尾 tf.)tヨ

5 1995 7;，'i冗 投1'i( 3.27 2.6 16 紡鎌形 にぷいti7.色 石~ H号泌 下約

6 1995 石仰向原 4止~'ì( 4.87 2.96 39 kM.. J彩 IYII天悩色 石炎 .II .. ~\色. ).IJ'ItJ色紗校 2号海 上初

7 19骨5 石却前jlJ.正 投日lii 4.08 2.54 23 紡鈴m IYJ以褐色 正i3長 2号司年 中対

8 1995 石間凶:jh;( 投5引 4.5-1 2・44 24 紡鎌形 幼ミ持J色 石英 3ぢ}稗 上骨J

9 l鈴5 石mr.r，原 r走5刑 4.6.1 2.I7 32 事~jt量形 にぷい鐙色 εi!ii:多し 3号土鉱 T軍オニ

10 1995 石m7.t原 投済i 4.58 2.89 28 紡j唯形 にぷい赤渇色 石英 ・必色紗栓 5号持軍 上総 |

11 1995 石mi$w' tHlji 4.26 2.6 28 紡i量形 1lJ!赤ru色 石~ ・ ，'.1.\色 ・ Jj;色砂t! 9号溝 封F土

12 l使)5 石間荷量Z J立~'ii 4.08 2.8S 30 紡i唯形 にぷい赤耗;色 石!ii:・1.1.¥色-赤色砂t'! 大詰寄 担F土

13 1997 111防:焔 役世j( 4.7 2.9 33.6 SK3 

14 1997 }l!J京淘 J立~!i( 3.3 2. 1 13.6 SK3 

15 1998 川原剣 J主~/i( .1.9 3 33 tJi~量形 l号II:l河道土itififfl

16 Iω8 }II以剣 役引j( 、戸p 2.8 32 が~t唱形 金~~'f1l l 匂 |日 i"f道土H:~iftl

17 1998 川!氏側 投引j( :1. 8 2.9 31 が~$重形 " -~予l日河道C2 1R

18 1999 ll ~ J主5制 4.7 2.8 32 ラFピ"草草 E区1号i捧 1:1Icl 

19 1999 不後八反 t!l:~明 5 2.9 32.2 紡t量形 5号溝 1凶

20 1999 不佼・八反 i主E革 ロ 2.6 24.8 紡鎌形 5号i茸

21 1999 不銭・八反 l2:~事 4.5 2.5 25.3 tJij唯形 B区2号。土拡

22 1999 不1主・J¥反 投弱i 4.8 2.7 26.9 紡i毛形 5号持母

23 ゆ99 不J{.人u}2:~ 4 2.3 17.4 紛i'i形 2号i茸 2悩

2.1 2∞I 不際・八反 役';lji 4.2 2.4 21. 6 紡銭形 B区<1号土主t

25 2∞i 耳、 t~ .A反 役~Ij( 3.5 2. J J2.2 車心f~形 E区 V凶

26 2ω1 不tt八反 投~Ji( 4.9 3 37.3 キm電j杉 F3区 町dM

27 2∞3 :o則前j})'i J立~Ii{ 4.1 2.8 2.6 30.3 似'iSI看}防 IV区 U~ 

28 2∞3 石間?旬以 役~~í 4.4 2.9 2.9 35.2 紡3骨:% i!.it貨渓ち込み

29 2∞3 石間iIii!以 J主5刑 4.8 2.8 2.6 31 紡S草形 W区 3h'l 

30 2∞3 位回路1);( 役弥i 3.9 2.1 2 15.8 紡錘形 後期'fSち込み

4.5 2.7 2.5 28.3 



表14 土製品一質表

報告年 図版番号 遺物番号 遺物r， 掲4延幸wml} 出土j立椛 層位

1995 努~57図 I 投~fti /，;(の辻ì!î跡調査報告将第 12<1 ~長 1 l;'hV，: 中~

1995 4シ 2 :t)tijiii lj;(の辻遺跡翻査報併，Il'ti~12'1 t長 1号i前 排土

1995 // 3 1x:i;iii /J;(の辻遺跡fJ~1f.ffW;' ，IF第124~ H:;-i昨 上}iJI

1995 今 4 投ヲii /);(の辻遺跡調主EffH~í.\IFum4集 1号、iN，: 中j層
弥生'iIWJから弥生後期

1995 // 5 -tsA，Lτi;iiドt 販の辻遺跡潟査報告1IFtì} 124~ l号i部 下~

1995 // 6 投~~i 阪の辻遺跡調査報告、I~第l会l集 2号'iI除 上層

1995 イシ 7 投~î lr.(の辻遺跡調査報特11H(5124t長 2号(1隊 中}{!'j

1995 今 8 投予ii Jj;(の辻遺跡潟査報告件費;124集 3号.i総 上層

1995 4シ 9 投ヲji JJ;lの:ì:l:遺跡刻資$IH:，'11 ~ ti~ 124 m 3号斗似; 袈土

1995 // 10 投予ii jli{の辻遺跡ID/，J査報f明IHfil24m 54子UI，: 上庖
弥生'1I JUJから弥生後J~J ，
よ憎からは土師器

1995 // 11 投ヲii j瓜の辻遺跡調悲報作1'f~~ 124 t1~ 9号i昨 緋土

1995 .". 12 投~Iií 阪の辻遺跡調査報告，IFti;124t長 大t斡 排土

1997 111包帯怨日 3 投ヲji 阪の辻遺跡調査報告11F~ 1集 SK3 

1997 4シ 4 投ijlji 151の辻遺跡調査報公件費}1 集 SK3 

1998 ~28闘 53 投~Iií }J;(の辻遺跡調査ヰIwm~4 後 1号'IEIM:ill上総if{1
1999 ~}80図 I r又i;ii 阪のi土遺跡訪日先卒IH!;.{ll' ~} ll集 E区1J，土器f 14照 初、封:.'I')UJの土総

1999 努~621;g1 2 投日iii JJ;(の辻遺跡調査叶It告内総16;長 5モ;-話器 I脳 弥生後JUJ-古慣がi鯵j

1999 。 3 投~Iií JJ;(の辻遺跡調交幸11-:::;'，11'然16集 5号i梓

I的9 ι》 投手ji 原の辻遺跡調査報告¥IF第16集 B区2号ーニ1:1Li:
1999 。 5 投~~i 阪の辻遺跡調査報告内第16集 5号fI/i.

1999 4シ 6 投弥 });(の辻遺跡調査手lt特-111・tii16集 24子i拡 2層 弥生後JUJ-古墳がj期

2∞I ~65 1蔀 投1拘i 似の辻遺跡調交羽ifS7干Hr~21!お B区4号:uJt 弥生t'l.IJUJ後半

2001 。 5 投i;iji 阪の辻逃幼・~J後報{'í'1'1:第21集 EIヌ. V脳

2001 宅シ 6 投夕日 /i;(の辻遺跡;刻査報告11):第21終 F 31玄 ~r d層

2∞3 tMOlll 1 投~Iìí IJ;(の辻遺跡調査報H'i'l'fti;26集 IV区 4熔

2∞3 名ヤ 2 投弾 JJi.の辻遺跡調査報告JF第26集 古I虫干各ら込み

2∞3 4ν 3 投~ii( 似の辻遺跡調子王寺fH'f将司‘~26集 IV区 3層 弥生時代後期

2∞3 。 4 投~fii 阪の辻遺跡調弦報告"'f~26m 後期落ち込み

2003 イシ 5 土ヨ1，似の辻遺跡濁資調H~;''''~~26集 後期許容ち込み

1998 ~"i28区l 6 紡錘JI( lJ;(の辻遺跡潟盗殺{~f "'l:ti~11 4長 4号旧河辺C2区
1999 約62臣l 7 紡3長年 J);(の辻遺跡調査報作~'::ti~ 1 6終 E区pit

1999 イシ 8 紡錘JI1 1);0:の辻遺跡調査報告llf~16!長 5号ft'/t.

2∞i お65監i 7 紡錘1区 IJ;(の辻遺跡調査報也m完~2H長 E8区 n層
2∞i 宅， 8 紡錘司I J以の:i:l:遺跡調抗争fl'ri-干i・第2]4長 D5区 mRヨ

2∞3 第65図 6 紡錘w JJ;(の辻遺跡調資報告l'HM6集 SD3 I層 弥生時代後JUJ

2001 ~65@ 9 円盤状 });{の辻遺跡調公約i句作賞}2]~ D 31三 WJ凶

2∞l イシ 10 円盤状 似(の辻遺跡説~J査報公約第21~ D 91ま VN善

2∞3 第叩図 7 円盤状 Jf.(の辻遺跡fJ，lJ主ê報公約告N26~ SDll 日層

2∞3 宅， 8 円役状 1J;(のi土遺跡調子E報告，IHM6集 SD7 

2∞3 名》 9 円皇症状 阪の辻遺跡調査報告がF第26!長 SDll 1回

2∞3 。 10 円盤状 lf.(の辻遺跡調査報;出1Ftお26!た SD3 
2003 。 11 円熊状 J);(の辻遺跡言問先翁ifI子炉ド努}26集 古I責務ち込み

2∞3 12 円徹状 似の辻遺跡訓子持H~Î'{' ~妨路線 後JUJitrち込み
弥生時代後期。

2003 q 13 円徹;IJ~ JJ;(の辻遺跡都B't報告l'ド第26:!1~ 後JUJ務ち込み

2∞3 。 14 円銚~)~ )J;(の辻遺跡部l査I抗告{1~~26~ IV区 4 }弱

2∞3 。 15 円熊状 似の辻遺跡訟!査報特ll F首}26~ lV区 4脳

2∞3 。 16 円~í{~R 阪の辻遺跡調査卒I!符・件鈴26集 後期・務ち込み
1995 第57区l 13 j二鍾 広1の辻遺跡調査報告，If第1211集 2 号i~ 緋土

弥生中JUJから弥生後期の

1995 イシ 14 土錘 }J;(の辻遺跡測3付I!告~l;:節12，1~ 5 '~;-i1IJ: よ}@ 土総が，111土，上弱から
は土仰tE
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2.石 器 (抑制~811ヌ1 )

)fi~~;出土の石器素材はよ1.\1磁石 . }'(れ・組i級岩 ・玄武岩 ・砂岩を多様 している。これらの石器素材と

なる頁岩や玄武岩については，也11改正.jI人lでも産出するが，出土石総との理化学的!照合は未だおこなわ

れていない。このことから，石昔日紫材のh;〔陸地については，3}I段附では断定的なことは避けなければ

ならない状況にある。ill跡11'1ニ|二の行昔話としては，弥生時代の通常の石昔話組成である石斧類 ・石庖丁 ・

石剣などを中心に出ゴこするが， 本遺跡のM大の特徴として， 石鎌のJA;のf!日;fさが挙げられる。また，

石斧類の出土量:も多く，その米製品が多いことも特徴的である。石慌の11¥土地点としては，丘陵の北

間側の沼 ・河川の調弦で多21i:に/1'.上しているが 丘陵上からも未製品も合め.散没的ではあるが出土

する傾向にある。沼 ・河川から/1'.j-.した石器類については弥生時代前期末から'IIWJ後葉の時期に納ま

るが，特に中期の時期が主体となる。もともと河川刷辺からは，石器製作に|剥わると思われる廃棄土

坑カfいく つか確認されており， J.位肋;の'1'でも石器製作工房跡として位li'j:づけられている地域である。

ここでは，沼や河川地域の石加を '1 1心に，石材 ・ 石器製作技術， 一部大まかな制年的位世づけ~ごつい

ても触れてい くこと とする。

-石斧類 (第67・68閃)

石斧類は，馬平片刃石斧 ・扶入)j柱状片刃石斧 ・馬平打製石斧がある。11'.土点数から言えば，小型

の府平片刃石斧が圧倒的に多く . 次に扶入方柱状H-刃石斧 ・ 太形蛤刃~ï斧，府平打製石斧と続く。こ

れらの出土比率については ， 伐採J~- と 2 次加工具という際能的な部分や，破損半などを考躍しなけれ

ばならないが，扇平片刃石斧については先述したよう に， 製作途'11の米製品が非常に多く，その製作

過殺を看取でき うる資料が土抗4・7;からも 1'1'1士している 。 扇平片刃:fi斧知が多i止に H~土することについ

ては ， 席j平片刃石斧製作に係わるイ i材が12抗であった可能性や，木製品の)JIIJ~jd:が多かったことなど

を附示するものであるが， これらの桁斧を製作し，他に搬出する拡ぼlがあったものと思われる(註1)。

太型蛤刃石斧 (第67図1~ 4 ) 

|折而が円形で大型になるものは少数であることから，やや小振りで恥i平気味の伐採具も掲載した。

今JJI産の石斧も1点看取できるものの，多くは地元の玄武岩を{初IJしている。全而研唱することを基

本とするが.大形のものになると， 13t打と研磨を併用する。本来の太担蛤子jと呼べるものは少なく，

やや小型で断面が四角張った石斧が多い。

挟入方柱状片刃石斧 (第671き15-15) 

.ffi::fi:':!惑のある黒色頁岩や軟貨の目立jを多株するが，ホルンフェルス;伏の:fi材も使JTJしている。ここ

で黒色頁岩としたものは， ほかの1'，(れと折i述し，草起:!惑があり粒子が綴徐:なものを指す。この石材に

ついては，小形の石錨や紡錘ll(などにも使用され， 黒色頁岩についてはある一時期に使用された可能

性もある。断定的なことはさけなければならないが，対馬に良質な出色1:J岩があることから対馬から

の紫材搬入も視野に入れておきたい。第67図5-8については完形品で.10-15については， 未製品

を掲載した。断面三角形を呈するように畝打によって整形し，裏而は卦;材から剥離された段階の平坦

而を活かして上部に扶りを入れることを基本とする。扇平片刃石斧についてもいえることだが，節理

と刃部とが直行する ように製作することを立凶している。日平片主j石斧とIfiJ操.遺跡内での製作がお

こなわれていたものと思われるが 素材が品内かi般入かは判然としない。
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第68図石斧類実測図② (1/4) 

扇平片刃石斧 (第68図)

rr岩やホJレンフェルスを多様している。口約については壱岐島内でも産出するものの，良質の頁岩
の存在については定かではない (註2)。 尉平片刃イi斧の点材は，石剣にも多織される節理が発達し

たものを意図して使用している。対馬や韓国.北部九州の石器にも節理の入る有器を多く見ることが

でき，この石材の流通については，韓.国 ・対応 ・必岐 ・北部九州という広い流通を考慮しなければな

らないであろう。また，地元にも頁岩やホルンフェルスがあることから壱岐島内に原産地を求めるこ

とも考えなければならない。また，規格製があり， }J 市I~Ú\が狭い小型のものが主体であり ， 刃部中高が

広い府.:lF片刃石斧は数点の出土でしかないという大きな特徴を示している。
第68図1・16・19"'20については，全長に対しが行1Iが狭く ，調n長いことから繋状のものと考えられ

る。20は城ノ越~釘玖日古段階の資料である。他の資料は，追跡で多く出土するタイプのもので，刃

部制ゃ!平み，全長がほぼ一定している。全体研附することによって仕上げているが，製作工程のrl'で

は，研磨と細かな剥離を繰り返して仕上げている。大きさはほぼ規格性があることから，一定の製作

工程を踏む物ものと考えられ，このことについては後述する。

-石庖丁

行jむ丁の石材は日管が多様されるが，立岩肢のイiI包丁の他，頁岩以外の石材も数点認められること

から，北部九州からの石材が畿らか搬入されていたことが別解できる。本追跡での立岩産の石庖丁と

引岩製の石1包丁の迎いは，立岩産石庖丁が頁む製のイil{irに比べ，小振りで丸みを持つことにある。

- ]39ー



遺跡出土の石庖丁は，第69図1~ 7， 13~15のように半月形を呈するものが主体である 。 この中で

も1・2のように分以い紫材を使用する大形のものと，薄い剥片を使用し，やや短くなるものとがあ

る。この他のタイプとして， 8 ~10， 16~20などが挙げられるが， 石材的にも相違し， 搬入品の可能

性が高い一群である。頁岩を索材にするものと，搬入品との2種の石庖丁の製作技術で特典な点は，

孔を穿孔するときに，特日IJな穿孔JZ(金属器)を使用するタイプと，鼓打だけによって穿孔するタイ

プがある。穿孔共を使用するタイプは，石材的に見て硬質のもので，搬入品と思われる石材に対して

は若手孔JLを使用したケースが多い。ある程度軟質の頁岩に対しては，細かな高ji打によってき手3ししてい

るケースが多く，遺跡の主体となるタイプ!こ多い。破打による穿孔は，孔がやや不規則であることか

らも，部打だけで穿孔していることは明瞭である。これについては未製品との見方もあるが，刃部に

は使用痕が残っており，製品として使用されていたことは間違いない。これに対し特別な穿孔具を使

川したものについては，孔が其円に近い。第69図1・2・4・10・11・15などは磁打だけで穿孔した

もので，12・13，16~20については若手孔具(金属器) を使用したものである。穿孔具を使用するもの

については，2干し1111の11届が小さいこと，先述したよう に石材がかなり硬質であることなどの特般を

もっている。10・11は，持孔がlつしかないタイプで，特に10は，石材が砂岩であることを特徴とし

ており，若手孔は，::iJl打によっておこなわれている。11は三角形を呈し，穿孔は敵打による。

先述したように，紫材はn岩を使用し， 形態的には外湾刃の半月形のものが圧倒的に多い。これに
対し，1 5~18の搬入されたと思われる紫材のものは， 穿孔法が相違することと，小型で??はほぼ平坦

に研磨するなど遺跡主体のものと柱|逃が見られる。 ここに提示した石庖丁は，Il!期，須玖n式段階を

上限とする河退からのm土品が主体である。この河道からは，立岩産の石庖丁の出土はないことから，
遺跡出土の立岩産の石底丁が中期以降のものである可能性が高い。原の辻遺跡では，中期j段階までは

積極的に頁岩の紫材で石j包丁を製作し，後期になると搬入品が認められる傾向にある。また，石IfilT

の出ニ!こか強談や河辺からの，'B土が多く，細かな時期設定までにはいたっていないこ とから後期のもの

と断定される石庖丁の特徴は桐めていない。このことは，北部九州と同様に，後期には1-1')閉まで主体

であった石慌製作が，鉄時化の進行にともないその立場を後退させた結果と理解することことが可能

であろう。これは立岩産石j包丁の石器工人集団の解体とも良く合致しており，弥生時代中期から後JUI

の大きな変化を示しているのであろう。ややもすれば，原の辻遺跡の鉄器化は他よりは早いのではと

いう意見を聞くこともあるが，その実状は北部九州とあまり変化がないと認識している。

-石剣・石文 (部70図)

丘陵北西側の河迫周辺，京側の環涼内から多く出土しており，1可道の帰属l時期からみて中!ujに属す

るものが多いと忠われる。他には，西側丘陵沿いの環濠周辺からも出土している。丘陵上，丘陵の*

側でも出土しているものの，数公的には少ないのが現状である。また，後期のものと断定できる資料

については現在のところ凡当たらない。石告IJの索材としては頁岩 ・粘板岩系が多く，形態的には，茎

が短く刃背11が:長いことを特徴とする鉄剣形のみで構成される。ここでは， 長沼の形態分類に沿って説

明する (1986，長沼)0 1 ~ 3は茎があまり発述せず，身に対して並行するよう に側片を研ぎ出すタ

イプで，5もやや小振りだがこのタイ プのものであろう。長沼の1aに分類されるもので， 20cmを超

える大形品が多いとされ，前JU]末-"IJVJ1企業のものとしている。4・6~10については， 長沼分類の

1 b で ， 茎の ~Ji，\が広く ，身に対 して茎が短いタ イプであ る。 6 ・ 7 のように短剣状のも のもあるが， 18 
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のように大形のものも見られる。ちなみに18は米製品で，両側J'iから剥離を加えながら研磨し，その

繰り返しによって最終的に抑身に仕上げていくという工程をとっている。石剣の製作工程の一吉!5を表

している。 14"'16は， U bに分知され，扶りを基音!)の冊II[IJにつけるタイプで，小型のもので構成され

る。この他に11や12などのように茎お丁寧に造り出すものもある。茎の両側片は，穿孔によって調整

していき，独特な茎の形態を抗するものである。

石文の出土は10点程度で，光形品は存在しない。砂岩 o J.f岩 ・蛇紋岩を使用しており，特に蛇紋岩

を使用する資料は特部される。蛇紋岩と滑石は同じ岩脈から採取されることから，石材の入手先とし

ては西彼杵半島の蛇紋岩地引:がギrJJ視される。ただし， 1111接的に北九州から搬入されたことを考慮し

なければならないであろう。

・石 鍛 (第71関)

打製織

11織の素材は大きく 2{of((こ大}JIJされる。ホルンフェルス o Xi岩 ・粘板岩系の石材を使用した磨製鍛

と，黒日程石を使用した打製織である。打製畿について特銑されることは，素材として黒曜石だけを使

10するという点にある。I占岐山内では玄武岩が産出するが玄武法製の石鯨は現在未確認である。打製

=ii鍛の素材については，北部九州などを見れば安山岩 ・玄武官の使用例も多く ，本遺跡のように黒附

訂だけを使用するケースはà'~nである 。 遺跡出土の黒l磁石製の右鍛は， 純文時代早期や後期の石鍛に

近い級密な加工を施した例が多い。鍬形畿や剥片鍬の出土もあることから純文時代の石鍛があること

は町長かであるが，技術的な側1mから見れば，出土したすべての訂鍛は純文的な様相を皐していると言

える。出土した石鍛がすべてが純文時代の石鍛とするならば， JJ;S:の辻遺跡には打製石鍛は存在しない

ことになり無理があるが，パテイナの在り方や，製作技術を見る限り，原の辻遺跡出土の黒l砲石製石

鍬は，純文時代のもの，あるいは，純文的であるという見解.を持っている。阪の辻泊跡では純文時代

の伝統的な石器製作技術を断暁していることも考慮しなければならないであろう。

第71図に挙げた打製石鍛は，本追跡を代表する鍛で，形態的には凹器織が主体となる。14・15は応

部j哲製石畿で，中央部をかなり日fJ替している。特に15は，根扶みを意識してか'11央部を縦方向に研磨

することによって窪ませている。矢の根挟みは環濠内より出土していることから，このような石鍛が

弥生時代の可能性をもっている。 19 ・ 20などは側片を鎖的~}~に加工した鍛で，西北九州の純文後期初

iiJiの鍛となんら遜色がない。この"-1にあって22は安山杭を使川したl唯一の有茎鍛である。厚みがあり，

ほかの織に比べ重量ーがあり，石材としては安山岩を使)!Jしている。瀬戸内系 ・関西系の土器が搬入さ

れていることからおそらくは，前i戸内あるいは畿内の石織が持ち込まれたものと判断する。

磨製石鍛

}皆製石畿は先述したように.1'，[岩系，フォルンフェルス系の石材を多様する。形態的には，凹基鍛

が多く ，茎部を造り出すものは柿である。Iについては薄い):.[岩を素材としており，側片部と凶器内

部を研磨するに止めている。 '1 1央部縦方向に擦痕が認められ， 刃部先端部に縦方向に擦~iîが観察され，

切るような動作が考えられることから，形態的に石識を惣税しながらも，切るための要紫が強い。4

については城ノ腰から劉玖1Ili段|貯の土坑ヵ、ら出土している。5. 6・11などは形態的には器部は短

いl仰が付くように整形され，11[1Jl'Joに沿って研磨をおこない'11央部については弘L材・而を残脊させている。

4と同じ様な整形手法をとっており，古い段階の脂製鍛と認識している。5・6については蛇紋岩製
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石鍛実測図 (2/3) 第71図

であることが大きな特徴である。先述したが，石二!とにおいても蛇紋岩を使用している例があることは

素材の入手先を考える上で興味深い。

・頁岩・フォルンフェルスを素材とする石器の製作工程 (第72図)

遺跡;出土の石器紫材は，節迎!の発達した石材を多様することはすでに述べた。特に石斧類 ・石剣 ・

石鎌 ・石庖丁はこの傾向が強い。これらの石器について節理の方向を観察する と，同じ器秘において

は器体に問じ方向の節理が走るこ とが確認できる。石j包丁 ・石鎌 ・石安IJなどについては，器イ本の長制|

方向と並行に節理!が走ることで共通する。これは節理!に沿った盤状の素材剥片から石器が造り出され

ているこ とを示している。ただし，石斧類については，先述した石器と比較すると石器製作段階での

素材の獲科方法に違いがみられる。この迷いは， 石器の対象物への力の1mわり方が相違するというこ

とに起因する。ここでは，自!i)溜!を持つというかなり特徴的な素材に対し，どのような製作技術で石器

製作をおこなったのかについて論じたい。

節理!が発達する石材は，節理!に並行する力には弱く ，節理に直行する方向の力には強いという特牲

を持つ。裂を返せば，剥離の段階で，節理と並行するような剥離は板状の剥片を獲得するには無理が

なく， 節理IIに直行するような翠IJ離は剥離が難しいということになる。石器にはそれぞれの機能があり，

力の作用も問ーではない。石斧矧について言えることは，刃部に直行する力に対して強いことが一番

の条件である。石器の刃部が対象物にどのように作用するかは，機能と大きく l刻わる問題であり， 製

作技術の段階からその機能を想定しておかなければならない。片刃石斧は，節裂をもっ素材では刃と
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節理が直行するように作る ことが必然的 と右えよう。節理と刃日I~が並行するならば，使用の|按に節理

に沿って剥落する可能性が高いからである。実際，出土した片刃桁斧類は， すべて節理Ilと刃1'1;[)が直行

する ことからも検証できる。また他の石器も踏まえて言えば，節翌日と直行する刃部をもっ石器は扶入

方柱状片刃石斧と柄平片刃石斧以外にない。それでは，このような石材からどのような製作技術で片

刃石斧を製作するのかについて，検討してみる。節理を持つ石材は，先述したように節現に平行な加

撃を加えると事IJl~[ß.が谷易である 。 このことを利用すると板状の諜材4盤科は容易である。この板状素材­

を第74悶のように剥雌することによ って主!lJ)tのi陥は限定され，辿枕して素材剥片を狼科するこ とがで

きる。この幅を規制する素材を獲得することによって縦長剥雌が可能となる。幅が長すぎる と一定の

剥離は困難となろう。第74図に示したポ1J日-は，上段に縦長剥片を，下段に横長剥片を示した。上段の

縦長剥片は，上部に打而を残存させJ ~Mにおいてもほぼ一定のものが多い。 製品である府平方刃石斧

の幅とほぼ同一であることや， 側面に節弱!而を残すことも共通している。一部の剥片の側片には執劫

に剥離を力11えたものが見受けられるが，これについては幅の湖殺をおこなう ことを意図し，側而の節

理面を剥離した結果だと考えられる。第72図aに示したように，針j四!の発達する石材においては，節

理の横方向から力II ~粧を加えた場合，寸詰まりの柿長剥片が剥離される 。 この現象については，節理IIに

よって加撃方向に隙筈がおこり，多くのヒンジが形成されたことによる。これらの剥片が第72図下段

の横長剥片である。カ柱状片刃石斧の'I'riffiは，横からの粗い整形を行ない，濡平片刃石斧も側片から

調整をおこなうが，その結果大小の償低利JTとなる。扇平片刃:{i斧の悲・材の剥離方法は，長方形の素

材の小口から，節理!と直行させることで長方形の素材・に1隔が規flilJされ，縦長剥片状の素材を獲得する。

このような剥雌技術の中で，縦長剥J4-を辿紋して剥離することにより安定した紫材を独特する こと

が可能になるのである。他の石!包丁 ・石鎌 ・石庖丁の素材強得方法は， 第72図bのような剥離をおこ

ない，節理Ilに逆らわずに剥離をおこなうことができ，力に左おされずにスムーズに剥片を剥離するこ

とができる。石j包丁や石剣のように.刃部が長く対象物に垂・直に力を加えないものについては，この

素材獲得方法が現にかなっている。本追跡:から出土した縦長示IJ片及び横長剥片は，先の縦長剥片剥離

技術を端的にあ らわしており，板状の京材-から，目玉11:片刃石斧までのー辿の工程を追跡内でおこなった

ことが如実に3111解できる。この一辿の工程， ;.'(~ 材・獲得(素材の似路地については今後の検討が必要)

→剥片景Ij離→li)fjs->製品までの工松が追跡内でおこなわれていたことは，石器製作集問の布:荘を伺わ

せる。また，その石器の註の多さについては，交易品として意図的に作られたことも視野に入れる必

要がある。 (福田)

註l 木製品の/l¥上部:が多い?を谷上'-W:地泊紛;では，tii-'f片刃石斧や方H状片刃:{:i斧が多 く出土するという傾

向は見られない。また，;ffii平片刃li斧の'1'でも刃部的が広いものがτi:体のようだ。

[参考文献]

長沼孝 1986 r 1.石の武器Jr弥生丈化のliJf究j9 一弥生人のi世界一 雄山l期
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-石 鎌 (第73図~第75閃)

:(Î鎌とは，平而長方形で長制lの一辺に刃古1) を 4~~: ち ， 知市hの一端が噴状になる:{ i ?~である 。 阪の辻泣

肋;/I'a土の石鎌は，時期を問わなければ符比に触れただけでも470点以上と，イゴ拠収峨J!.としては石庖

rを温かにしのぐH'，土Mを誇り 1 Jl;(の辻追跡における23耕活動を特徴づける布保として.ITi:~な位杭を

I'iめている (1ド尾20似 a. 2∞4 b)。ここでは， JL本的な形態分類を中心に，約千の分析を加えるこ
とにする。

イ1鎌の分類は，これまで捻形技術(磨製 ・}"J~iíJf'i明 ・ 打製)およ び刃部形態(内部対 ・ 直線刃)を

小心に，法語;や基部の形態(繰り込みの有Jgr;)を加味して行われてきた (雌III1964 ，松j己19~レ1，氷山

1985)。原の辻遺跡出土の石鎌は.石材の特徴からJ心部J丹製を基本と し，刃部形態ではいJm刃と直線

がが認められるものの，特にいJi汚刃は研ぎ減りによる変形の可能性も捨てきれない。また， JJ;(の辻i立

跡IH土例は破片資料が多く，全体的なプロポーションから刃部形態について検討できる資料はごく少

j止にすぎない。したがって，ここでは使川による変形が比較的少ないと考えられる必部形態にす7日し

て分類を行い，刃部形態については二次的な特徴として分析することにする。

1主部形態に若目すると，師、の辻遺跡出土のイ{鎌は以ドの3つに分類できる 0

・A類 背面と基部側面の角度が鈍角になるもの。

'8類 背面と基部側面の角度がほぼ直角になるもの。

・C類 背面と基部側面の角度が鋭角になるもの。

刃部形態に新日すると， 直線刃と内湾刃に分けられる。

石鎌の石材はlミー岩が主体となるものの 色，J.¥lや材の調11かな特徴で複数に分けられる。これらのお岩

を節理に沿って剥離し，長方形の板状素材に喰えた後.長軸両側縁を中心に凋貌剥離を加え，剥離部

分を rl~ .(.、{こ研磨して仕上げている 。 刃部のj)1し仁はJL本的に両刃であるが， ji-刃に近い(I~刃のものも認

められる。各類別の特徴と しては，A類にはII'(斜!JJと|人Ji巧刃があり，それぞれ大問(全長20cm以上). 

'1'明(全長150n~20cm) ・小型 (全長 15cm未満)に分かれる。 内湾刃のものは q ， j~~ -小Ìí~が主体で，

jI'[線刃のものは中型を主体とするものの，欠1!l"'I'1のfl:り方から大型のものもかなりの訓合で含んでい

たものと推測される。B諺iも向じく直線刃と|人Ji巧Hが認められるものの，数以(10にはu::倒的に直線刃
が多い。 大きさは中型を主体としながらも，大lí~ もかなりの割合で認められる。 Biiの特徴は，刃部

を小心に粗iい剥離棋をとどめる例が多い点にある。未成品の可能性もあるが， }"J m~Jf~製の B頚がごく

少抗であることから，ここでは打製石鎌として仙川されていた可能性を指摘しておく 。C知は出土例

が少なく，確認できたのは3点にすぎない。大別と小別があり，いずれも州市丸jである。

これらの石鎌は弥生時代中期を'11心に悦川され，jj;fWJまで遡る確実な資料は現化のところ確認でき

ない。 弥生時代中Wlには， A類~C類までが11\そろい，竪穴住居跡内からはι1I型の AJIil立線刃と A類

内向刃が共伴した例もあることから これらがさまざまに組み合わさって使10されたものと考えられ

る。弥生時代後期以降は出土数が減少するものの.A却を中心に利用され続け. I li杭l時代IjíjJ~1の住居

跡からは直刃の鉄鎌と共伴している。刃剖;形態や大きさ，および1以の辻泣跡LII土111(物{If(子の在り方か

ら，B類は現在の錠鎌のような機能， Afti. C~iは殺物(特にコムギ ・ ヒエなと'の雑殺矧)の収穂J*

であった可能性が考えられる。
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-石製 支脚 (免~761;x1 ・都77凪)

石製支脚とは，玄武r.や流紋岩を円柱状に)JII1:したもので，煮炊きの際に移動式の支脚として用い

られたものである。官・岐品内の弥生時代遺跡からは， この種の7{:imfが大詰に/1¥土しており， r支脚形
石製品」・「烏軒|子形石製品」などの名称でヰii;つされてきた。ここでは，後述する被熱棋の分析から，

この石器が抜数組み合って文脚として利用されたことが明確なことから， r石製支;脚」と呼称する。
石製支脚の特僚は，13利子形とでも称すべき特彼的な平面i形態のみならず，1'1(面に「つまみjを持
つ例が認められる点にある。この fつまみjの付けかたに着目して分知を行う。

• A類 背面に突起を削りだしてつまみとしたもの。
'8類背面に突起を持たず，体部を削ってつまみを付けたもの。

n而から体制;にかけて面的に自IJることでつまみをつくるものを81類， .11(部付近に講を彫り
込んでつまみとするものを82類とする。

. c類背面につまみを持たないもの。
また，行材の前でも I)多孔質で比較的軽量なあずき色の玄武岩， II)あずき色の玄武岩である点

は石材Iと共通するが，徹密で比較的重量感のある玄武岩， m)織密で重量感のある灰白色の流紋岩，

に分けることができる。

石製支脚のなかには，使川の結果ついたと与・えられる被熱痕の残る例がある。特に，石材田では比

較的明瞭に観察できる例が多い。被熱痕は，火を受けることで赤褐色に変色した部分と，煤がついて

黒色になった部分で榊成される。石製支脚は， Jl!.umを中心に赤褐色の被熱浪が，側T師から頭部にかけ
て黒色の煤が什治する例が多い。このことから，イ7製支脚の利月i方法としては，服部が向かい合うよ

うに3個体以上配世し その卜.に土器をおいてドから火をかけていたものと推測できる。

石製支脚の器市にずf11すると，20cm以上の AJ~VII" と 15cm前後の小型品に分けられる 。 大型品はA類

~ C類全てが存在 し， )，i:1'Iりにも多くこの石器の UnLとなるものである。小型品については，C類。が多

い傾向にあるものの，AiJ:(i-C矧全てが認められる。文l仰の高さの迎いは，他JIJする|祭の燃料の;，(:， 

ひいては火力の差と相|則するものと考えられ.11年lUJ差や調理による使い分けなどが存在した可能性が

考えられる。

石製支脚は環誌の上1Mから出土する例が多く，ほぽ弥生日寺代後lUl後葉~ï5.11ll時代前期に限定できる。

この時期は，~ . :;ii1なと'のf，;泊rr.においてJi.E[11~の丸山化が著しい 11剣山であり ， 7(I製文l出lの技場もこれと

連動していることが恕定される。また，先述のj泊りつまみの付け方や石材・，大きさなどにさまざまな

バリエーションが認められ，弥生時代後期後部から古墳時代前期という短lYlIlIJのうちに形態的にも機

能的にもさまざまな変造を遂げている可能性が与えられる。土製支脚との|期述性も含めて，原の辻遺

跡における調理形態の変mを係る上で重要な遺物である。

- 磨石類・石皿類 (羽~781χ1)

磨石 ・磁石 ・山石 (以下「府石類jと称す)および石皿類は，原の辻遺跡;で前も11¥土数の多い石昔話

である。これらの石昔話は， I作る・砕く .;Ifリるといっ た機能を担ったと考えられ，対象は穀物や堅呆~i

といった組物利子-に |出 らず，勃ミ色町i料のキf叫:\~やイ i.;{日・ 3先端の製作l刷こも使川された可能性がある。こ

こでは，実際の佐川のj坊と与・えられる竪穴f.!:J，I;.跡11¥ -1::資料をrtl，(.、に，その特徴について概観する。
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第76図 石製支脚実測図① (1/6)(※アミカケは被熱痕)
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第77図 石製支脚実測図② (1/6)(※アミカケは微熱彼)

-153-

15 

18 

20cm 



原の辻遺跡住居跡tB土のJ哲石類 ・石lUl類は，平田形態や使用痕の特徴から次のよう に分類できる。

・磨石類A類 平面形が円形もしくは楕円形のもの。

A 1類 平坦而に日夜耗痕が面的に残るもの。

A2類 平坦商に1:世打~Hが残るもの。 而的に蔽打痕が広がるものを A2-I 類， 磁打痕が集中

するものをA2-ll類とする。

A3類 平jtJ聞にJ車耗政と}法打棋が併存するもの。A2;i!iと同様，蔽打痕の広がりでA3-1

類とA3-ll類に調11分する。

A4類 王1t:j:!J.ii自の中央部が円形に窪むもの。畝打痕やl掌滅痕カf伴うものもこれに含める 0

・磨石類B類平面形が棒状となるもの。

府平なものや円柱状のものもあるが，基本的に端部と稜線部分を中心に敵打痕が認め

られる例が多い。

※A類には側而に般打痕もしくは府耗泌を持つものもあるが，これらもそれぞれの類別に含める 0

・石田類I類 扇平な礁を利用するもの。

I-a類 機能回にフラットな欧耗誠もし くは磁打痕が広がるもの。

I-b類 機能面全体が緩やかに湾曲するもの。

・石皿類E類厚みのある円礁を用いるもの。

ll-a類 機能聞にフラッ トな牒粍艇もしくは蹴打痕が広がるもの。

ll-b類 機能而全体が緩やかにre;Illlするもの。

ll-c類 機能部が円形に緩むもの。

以上の分類に基づくと， 住居跡;H-¥土資料の組み合わせは以下の迎りとなる。

表15 竪穴住居跡出土磨石類・石皿類の組成表
rlHI1J1八矧 ^，1II1繋II~ì 石 lIIl鎖 日まn

滋i宵仇 PSIUJ 判Ht(，'i
AI 

八 2 A3  
A ，1 E宝石mBm 1 -a 1 -b 日-a 日-b 日-c

八2・I1 A'/.-II A3・I1 A3・H
12サイ主'，i;' 中WJI;止処 I 1 
ll~}住，，.; 'I'Jl111主総
G ~.:- tE:/t!i 中問 中 供 1 
16 ~~. tE/，"i i!;J:tl宵trJV ，..1 .ill 1 2 ~品 ( 111 1 ) 1 1 
l~H~ー住民 r!.Jt/ 2 
2 -ItI主ん・， 中期巾慾 -1聖書品 1 l z 1 
7'ロイ上15 巾JW? 1 3 4 1 

lサ伐'If;- 中却J-干長IUJ /'1是112Jlo(11 1'/.) 
1 

44}主，.... rp縛l z 
6号;-1主lu f是JUJ.， 
3 ~~・ tEI.... 後lUJn首梨、 /7;'且13* l 

2サ11:1.-" 終末 1 l 

1 '弓;'U:!汚 f査則J -itjl白il~ 1II1 2 2 1 6 1 2 
7ηU:lu '1'即l-jt;rnlYo!lI!J j'l辺15終 2 l 2 
6 今5. tI:")~' 首 相lWJVJ 2 1 1 
1'11'1];1.・7 7iJ向的IIIJ l I 
7号伎町ー 後即i圭書官 終:.1ミ l 1 1 
12サ11:1";- jl;Jl'IlIlrJVJ 
10日 11:/.・?.torttll'1防l 仏も11Jl;(118) 2 I l 1 

5号伎'1':'i!:;1台前初日l I 2 
1111'11".・7 J<JVI 1 
2号住lu 古ftllfdW! l 

l号住'.t_i ，ljrfll防抑I I 2 1 1 3 3 
13-1;'{巨人・7 jl;l(!削W! 仏も11Jl! (11 9 ) 

1 
3ぢO{tl.'，lJ;t.nl狗員11 1 2 
14-r;・伎m 後IUJ俊民終ぷ
I時注入・7 千戸111下IWI 日~'/.6!品 2 1 
8サ伎}.l}古2自 ri~WJ

民~'/.SJl~
1 I 

17サfI:J，'{ 巾IVJ中島信~後集

両者の組み合わせは，地l石類A類に石jll1知U-a類もし くは1-a類が伴うパターンを基本とする。

B類には石器製作川の1111き石や， 顔料をすりつぶす石村:なども含まれてお り，ほとんどが植物加工以

外の用途に供されたものであろう 。植物加工具と考えられるA類は，A 2-ll類が最も多 く山土し，
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ついでA3一日類 .A3-I類 .A 1類がほぼ同数WI土している。このことから，石皿の平坦而に対

象物をのせて集中的に蔽打したり，磨石の平坦而ですりつぶす作業が中心であったと考えられる。住

居跡内での構成をみると，多様な属性を持つ陪石~iを満遍なく装備しており，この点は弥生時代中期

~古墳時代前期にかけて共通する特徴である。

JJ;tの辻遺跡からは，粉食を前提とするコムギが少なからず出土しており (中尾2004a . 2004 b ) ， 

!苔石釘IA事iや石llIl類ll-a類はコムギの粉砕・ 製粉においてlff.裂な役割を果たしたものと考えられる。

-漁 携具 (第79図~第81図)

阪の辻泣跡出土の石製漁携具には，石錘 ・抗右および双角状牒器がある。

4-1.石錘 (第79図 ・第80図22-31)

石錘には，緊縛のためのこしらえによって多くのバリエーションが認められる。ここでは，この純

かけ部の作出技術によって分類を行う。

.A類溝によって緊縛部を作り出すもの。

A 1類 長制|に l条講を巡らすもの(第79図1......11)。

A2 類 長llqh に I 条， 短jl~hに l 条Ultを巡らすもの (第79図12......17) 。

A3類 長職hに2条，短弱hにI条榔を巡らすもの (第79図18)。長軸方向に多条に巡らすものもこ

れに含める(第79図21)。

A4類 長紬に 1条， 短軸に多重lこ巡らすもの (第79図19・20)0

・B類穿孔によって緊縛部を作り出すもの。

B 1類 上下端部に I孔ずつ平行に穿孔するもの (第80図24......26)。

B 2類 上下端部に l孔ずつ垂直方向に穿孔するもの (第80図22・23)。

・C類 溝と穿孔によって緊縄部を作り出すもの(第80図27......29)。

C1類 体部に 1孔を施し，表裏の穿孔部をつなぐように体部上半から頭部にかけて構が巡るもの。

C2類 体部に上下2孔を施して表裂の穿孔部を排でつなぐもの。

.0類端部を組く打ち欠いて緊縛部を作り出すもの(第80図30・31)。

o 1類 長制l両端を打ち欠いて緊縛部とするもの。
02類 銀jlqh両端を打ち欠いて緊縛昔ISとするもの。

03類 1乏W~IJ両端お よび、短羽IJ問端を打ち欠いて緊縛古IS と するも の。

Ae矧は「有i砕石錘J，B類は「有孔石錘」である。C類はm石製を主体とし，いわゆる 「九州型石
錘JとH乎ば.れる一群に相当する(下傾1984)0D類は 「際石錘Jもしくは「打ち欠き石錘jと11芋ば.れ

るもので，縄文時代からの流れをくむものである。

111).(に務目すると，.A類はいずれもlOug未満・の小型に属し， B類~ D類についてはlOOg 未満の小

型とlOOg以上の大型に分けられる。石錘は釣iif.tや網漁といった用途に応じて多様に利用されたこと

が考えられ，このよ うな重量の迷いも これを反映したものと考えることができる。

時期が比較的限定できる資料と しては，羽:生時代'I:JJ剖~古墳時代前期のものが認められる。弥生時

代11:1Jgjには， A類を中心にlOOg未満の小型が主として利j日され，弥生時代中期末~後期初頭にC1 

釦が登場して以降，大型が加わる。特に弥生時代後JUJ1企業以降は，緊縛部の作出方法に多様なパリエー
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ションが認められるとともに， 500gを超えるD2a類をはじめとして，大劉が主体となっていく。

また，純文時代に主体であったD類もこの時期に復活し，大型として組成に1J11わることになる。

このように，石鎌は虫色I化と緊縛部の複雑化という 2つの方向性が看取される。

4-2.浮子 (第80図32)

軽石製で緊縛のための椛を有するものをこれに合めた。第80図32は，角柱状で短軌に溝が一周する。

弥生中期末~弥生終末の部濠内からの出土で，同様の環涼からは，ややいびつではあるが，短軸に一

郎講を巡らす同様の製品が山土している。

4-3.碇石 (第81図35・37)

形態としてはD類石錘に類似するものの，他の石錘に比べて重琵:が非常に1ffい一群に相当する。こ

こでは. 5 kgを超える重量の石錘を綻石とした。

碇石も石錘と同様，網に緊縛して使用されたものと考えられる。したがって，石錘と同様に緊縛部

の作出技術に着目して分矧すると，短jl~1J を粗i く打ち欠く例が圧倒的に多い。これは，緊縛部の作出技

術と しては石錘D2tm'iと共通するものである。また，このほかにも，人為的に緊縛部を作らない自然、

離を用いたと考えられる例もあるが，短事Iiに緊縛部を持つ点は共通している。

時期の明確なものは，弥生時代中期に集中する傾向にある。特に西側低地部一帯の環濠や河道内か

ら出土する例が多く， 時期的にも地理的にも船活き場逃構との関連が注目される。

4-4.頭角状磯器 (第81図33・34)

xill平な礁の一辺を打¥1111によって大きく快り .2つの突起を作り出したものである。版の辻遺跡では

2例確認されている。いずれも突起の先端部から内i背部にかけて摩滅痕が制策できる。いずれも時期

は限定できないものの，弥生時代中期~後期と考えられる。この石器は貝類の採取や処理に関わる遺

物と考えられ，弥生時代後期jを中心に烏原半島を中心とする有明海沿岸で大武に出土することが指摘

されているが(松藤1987).を岐ではあま り使用頻度は高くなかったよう である。 (中尾)
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-砥石

1.はじめに

今回報告するのは，平成6!.I~ 度調査か らの10カ年分の中から所属 lt.r JUJが特定できるものを抽出

し，54点を取り上げた。時期的には弥生時代前期末から古墳時代前期までの資料-がある。出土地点は，

低地音I~及び丘陵部と広範閉にわたっ ている。

砥石の考察をおこなうにあたっては，さまざまな文化現象を考える必要があり， r物質文化の分布i
体系J(註 1)について，今一度考察し，整理をして稿を進めたい。現在:段々が目にする砥石は，製

作され使用された結果の形態であるが，祇石はそれ自体が目的物ではなくて，なにか他の利綜 (磨製

石斧等の布製品等の他，銅製品，鉄製品等)を製作するための工具である。おそらくは，目的物をよ

り早く製作し良いもの手に入れるために砥石には合型的なものが求められたであろうから， {1m作者自

身の体の目立jきも考慮したものになるだろう。これは 「身体技法」の考慮といえる。また，途中で取れ

た砥石を利月]できる時には再利川する場合もあっただろう 。 この場合は最初~こ想定していたものとは

違うのでバリエーションの変化ともいえる f変異jである。いくつかのタイ プの違う砥石をうまく利

用して生産性をあげたかもしれないし，状況によりシステムを「変異」させたかもしれない。粗砥 ・

中砥・仕上砥とそれぞれ分けて効率化したことも考雌しなければならない。

また，製fFについては， r製作j~M9rJ， r製作時期J，r製作者Jを考慮しなければならないだろう。「製
作場所jについては，基本的に紙石が発掘された所は，砥石が使用済みになり廃棄ないしは遺棄され

たところであり， r製作場所jそのものをあらわすものではないが，その近くで製作されたと考えて
もいいのではないだろうか。「製作時期jについては， 1Jt伴する土器により l時期を類推しているが土

器のバリエーションにより，短期1/11に限定できることもあれば，比較的長い期間を想、定せざるを伴な

い場合もある。「製作者」については，遺跡内に生活していた人々ということになるが， 医l足並の弥生

土器の他， i;:即時半島からの搬入土保も認められるので，彼の地の人々もその対象となる。

最後に「使用寿命Jについて，基本的には機能を梨ーたさなくなれば廃棄されると思われるが，今回

あげた中には，まだ使えるものも混ざっていることも考えられる。同一タイプでも最後まで使用され

壊れたもの，まだ使用可能であり原型を保っているものの2種類があることも考えられるだろう。

2.弥生時代前期末~中期初頭のもの (第82図1~ 7) 

1~3 は，丘陵北西部の低地，不快地区の平成12年!立特定調査区B 区 2 号ii~J~から出土したものであ

る。 1と2は別個体であるが，おそらく41の資料と伊卜・極であると考えられ，~t-I 間部が欠損している

のであろう。上で述べた最後まで使用され壊れたものと，まだ使用可能なものとの違いの代表例では

ないか。ちなみに41も側面図で凡た創11くなった中央部で一度折れており，紺|くなった故に折れやすかっ

たものと考えられる。 1・2ともに 5而体の砥石而をもっている。 1• 2・41の使用方法については，

他の砥石とは別の方法を考慮した方がよさそうで， 一つの可能性としてこの砥石を立てて使ったかも

しれない。41の場合砥石面の長さが46.4cmと長く. ril~:fイで日f ぐ場合，人!日l の!胞の I 回の運動誌として

は一番多くの仕事最が可能で.i身体技法j的に優れているのではないか。3は， 7商の砥石田をも

つ ものである 。 4~7 も 1~3 と調主区は違うが連続する同じ 2 号構から出土したもので，これも 1

~3 と同一時期のものである 。 7 も 11而の多くの砥石而をもつものである。 1 ~7 の砥石に伴って石

繋 ・石斧詩;が山土しているので，それらのものを 7で柑l力11工し，1・2・41等で仕上げを行う という
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システムを考えてみたいところではあるが，和極的に笑証できる証拠があるわけではない。

3.弥生時代中期前葉~中期前半 (第82図8~ ll) 

8は，丘陵部両元地区の平成6年度調査に12号住居跡から出土した。9......11は，不焼地区平成12年

度調査区出土のものである。上記の4......7と同ーの調査区であるが，こちらは9・10が1号土壌から

の出土， 11が22号土j漬からの出土である。砥石自体は，特に特徴を持つようなものではない。供伴造

物として，石製未製品 ・ 庖H~~石鍛 ・ 石庖丁等があるので，それらの製作，特に米製品が石撃の製作に

関係したことも考えられるが，この 9......11の砥石のみで製作したとは考えにくいので，他に補完する

砥石があったのかもしれないし，別の考えとしては，仕上げは別の場所で'1:1:上砥石でおこなったかも

しれない。

4. 弥生時代中期中頃~後半 (第82図12~17) 

丘陵中心部の原地区で，平成15年度に実施した制査で確認された。砥石 ・玉砥石の他に原の辻遺跡

では初めてである背銅製品の鋳型も出土している。弥生時代中期中頃までは，不燥地区などの低地で

行われていた石繋 ・謄製石斧 ・磨製石鍛等の製作が，弥生時代中期後半は，丘陵部に上がり青銅製品

の製作等も行われるようになる。12・13は，ともに尖端が決ったものを研いだ痕跡が残っている。13

は，砥面が窪んでおり，鍛を研いだものか。14......16は，不定形のもので， 16は，石JJIl状の砥石である。

17は，玉砥石である。12・13は，41のタイプの破損品 (2を想定)の再利!日も考えられる。

5. 弥生時代中期末~後期初頭 (第82図18~26)

丘陵北側低地， 怖鉾川の河川改修に伴う平成 6 ~ 8 年度の調査時に出土したものである。 23......26の

不定形で比較的大きいものと，形を整えるもの19......22・18は， 石材も紺l粒砂岩-を用いており仕上げに

使ったものか。それぞれ粗砥，中砥，仕上砥に分悲i可能である。

6 . 弥生時代終末~古墳時代前期 (第82図27~33)

丘陵西側低地部八反地区で，平成14年度の制盗で出土したもので，破損品が多く一概には述べるこ

とはできない。しかし、出土した7点に同型のものはないが，個々を主[11かにみていくそれぞれの特慣

も認められる。27・29は，砥石面が平たく断而は長方形である。 28は断面が三角形。30は，半欠1守:で

あるが，厚みがあり線状の条痕カf残っている。31は，断而が正四角形に近くこれにも線条痕がついて

いる。32は， 2の資料と阿一種類のものかもしれない。33は，石皿状の砥石である。

7. 古墳時代初頭~前期 (第82図34~40)

38......40は，古墳時代初頭のもので，丘陵西側低地部八反地区の平成14年度の制査時lこ出土したもの

である。 38は，5而の砥石町をもち，長さ23.7cIl1で，41や1と2の合体したものと同ータイプだと考

えれれる。ただ長さが41に比して短く年代が新しくなるにつれ短くなるのかもしれない。 40は重さが

2 kgを越え地面に世いて使用するものであろう。基本的にほとんどのものが地而に置いて使用するも

のであろうが，1 • 2・38・41が立てて使用する可能性があるのは先述したとおりである。34・35は

丘陵高台の祭儀場跡の調査時に出土したもので， 34は， 2号竪穴住居跡からの出土である。きれいに

面取りしてあり，この砥石だけは手に持って対象物である道具の刃を研いだのではないか。 (村JII)

註1 後藤明 今月のむ挺 f考古学的なモノの見方」月干1)考古学ジャーナルNQ513
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表16 砥石計測表

匹。 位1こ上巡4揮名 石材 長さ(00) 'ltHω) 原さ(ω} lR~ ( g) 供伴造物 ，jrM時期 文献 !It考

B~2号機 砂~~ 7.0 5. ~ 8.8 185.3 石tl 石斧~~'製品 lì~WJ :.t~- ，tlJ切初IJ!ïI'i ['1(W長
2 8区2号法 砂γ; 17.8 8.4 6.7 1.α~. 5 石!l 百1f.未製品 的J!JJ)，<-Ij'J!Jj初安I ['1(21集
3 B[R2.lhR /fj;'t} 1-1. 2 8.6 6.8 992.3 百!!・石斧来製品 IjiflUJ)，< -'1' Wl初頭 ll!.21~ 
4 2ち浴 6歩77 6.6 .1.0 .¥.2 1.10 片刃百3Ftた入石rr liiJWJAt-中IYJ初J煩 Jfi_22~長

3 2号iil/: 砂む 10.3 5.8 5.5 420 )¥.刃百r..t主入石斧 liiflYJAt - '11)リl初'J ~Ji J)j(22tJ~ 

6 244-J縁 砂マ: 10.3 10.2 7.0 820 j十刃石斧 扶入石斧 Iji/JUJぷ-'I'JVl初J長li 民\22íi~ fi耳t' lúi 11 ケ i~r

7 2 ~号i/II. /iJ;'/i 16.5 12.7 15.1 7.~jI0 }¥.刃Ti1f.!長入tilf. Jjil JVJ --1< -'1' JUJ初IJjiJ( JJj(22集

8 1 2号佐川~~; !lHi 14.9 4.2 :l.l 180 縫製石斧・石庖T.:1 Ij'WlIii(然_'11袋 戸9t長
9 1号土繊 砂'l:' 12.8 7.8 (i.:! &10 G!lま製品・縫製E滋 。l'JUJlii(!I' J!，'(m長 :w霊n:J，}~占:?

10 i号こi二割高 砂?コ 17.3 7.4 6.6 1.・120 lif未製品・Iil妥7itt Ij'JQlliiFド 原22!長 主[張工J，}y;:? 
11 22~たl二織 砂む 12.2 5.3 2.:1 220 百.~未製品 ・ 石J主丁 'I'JQJljiJ半 ~22t長 ゐ.事2エ'A~事 ?
12 S D-01 飽ti砂ti 16.0 8.0 .1. 1 係)() "'191"吋i-後ゑド 戸171長 1，J;;尖ったものをIifいだか

13 1 ~・不 fVl ìfH骨 l1J;・Yf 17.0 8.1 2.5 .190 ガラス;E. A'j日ミ "'IVJ'I't1i-後半 μm長 ~:1.t尖っ たものを締いどか

14 I 号不ゆJìrH~ 砂;!} 8.2 5.3 1.5 91. 5 ガフス::.E 高'f[j 中JVJ'I't1i-i畳半 }S17終

15 1号不明道iffll 砂.(t 7.2 6.7 170 ガラ スヨ1・古をお 'i'I!lJ'i'lii-後半 FI17M~ 

16 1号不19Jjj!jfflJ lfJ;'ii 13.0 21. 5 ~ . 7 1.770 ガフス玉 .1依石 'i'WJrj'g'i-i企2ド j517終

17 l号土抗 砂'/ij員 15.5 12.4 5.6 1.380 'I'JリJ'I'11l j'" 17終 五IJk行

18 南側包含MVM1iIIti砂む 11.0 6.1 3.2 260 縫製石鎌・ln製石1f. ' I 'JリJ --Iく - 1:長iリl初'J~I( 阪9tJ~ 

19 土昔話iffi¥11>>1 砂.I(I} 12.2 8.8 .1.9 540 Z五i証 'I'J911&'ド-1昼間Wid'i l院長9Jl~ 

20 南側包合併VM 砂'i} 17.1 9.0 3.2 ωo /i;寝石i!i.懸製61f. 'l'lVJ*，-後JVJVJ琢i 原9!J~ 
21 南側包合)(!jVJ.M 砂ti 14.2 6.3 5.2 以)() lñ'A石滋 ・ ~H~石fr '1 '悶J At - 1是則J t)J~i 原9t長

22 I軒鎌包含MV泌 砂~ 10.3 10.8 .1.5 750 Jn袋石t匡・liUHi斧 tJ'WIぷ~後WJMJiJi 原941~ 

23 土銭i留¥1J.M 砂む 16.8 9..1 6.2 従)() 石室草 't'PJH長下-1長期初頭 /)j( 9 ~長

24 二I:{I~if;7¥11脳 f沙Yf 18.3 10.7 6.8 1. 770 石tま 'i' JVJ後半、後期初頭 1J:l9M! 

25 土i/ifjtl¥1Ik1 砂7; 21. I 13.'1 I.8 Z.[YI0 :t=iJJ筆 中間後半、，後則JIJJW( Jh!9 ~ 

26 南側包含h'lVh'j 砂'li 25.8 9.2 I.8 2. <Y1O 縫製石銭.~自製石斧 'I'J仰木~後初11JJiiJ( 以 9 ~長

27 SO-3 砂77 1-1.8 8.8 2.7 高t石 弥生終At-，t;J武lli(ltij JJ;{27集

28 SO-3 砂;{I:. 9.1 7.0 3.2 自主石 弥生終--l<-，'jJftllil持i Jぶ27終

29 SO-3 砂'n 9..1 12.4 2.2 高E石 弥生終--l<-c';J員約JIJI 1#.27~長

30 SO-3 砂il 1，1.6 9.1 ，I.G 富E石 弥生終，ド~古川前期 原27~長

31 SO-3 砂Yi 21.0 8.0 6.8 高主石 弥生終.1:九，'jJlliiiM 原274長

32 50-3 砂"f:ヲ 13.8 8.0 6.9 1.600 高巨石 弥生終~'-Ît;l"前期 原27M!

33 50-3 f[.I(f 21.3 20.6 6.0 4.似)() 高'ffi 弥生終末-，'jll't前期 J京27t長

34 A区2号・竪穴jH'i f占板γ; 16.4 4.7 2.9 3∞ 欽鎌 ・欽品~ .石鎌 ，t;J(lIIHtliiJJt1l 阪lH長

35 AIR 1号.i¥t Ui仮 .'l ~ 6.7 2.6 l.2 22 石製紡錘11L ;'jJ(1I1.Y代前JtJl 阪l1t長

36 2号・2長上峰j 紗'l:' 10.3 5.6 "'.2 :)58 i'jJ代11手ftl1illUI 阪llt長

37 10号~穴{tJ，~' 紗Yj 12.7 7.1 3.3 "40 耳5石 ilj Jrll1.Tftllir JtJl 阪1 1~長

3s 浴ち込み 紗7: 23. I 10.4 6.8 1. 719..l ザjJ(t比.¥'代初IJii(i 殿、26~長

39 ffrち込み la位~む 12.4 10.5 2. :~ 591. 7 .'im時代初頭 民(26M!

40 的ち込み 総包砂ti 35.4 8.3 6.6 2.735.-1 古川時代初頭 W-26集

41 3J，，'18i'1il'iC 7l玉 Rj;'(J .16.4 13.9 11. 2 4.おO tYi鎌i斧・6ー干HT-r7I・f2I持文続 前JUJ.l<-"'JU!1長tド W-9lt 制鮮半Jゐ，f，の条文ゴ二務

42 3号InI'1滋C8ば 砂Yi 15.6 13.4 12.9 3.3∞ Ti干餓B手ー石・有泌す1・r司1y作」と製 liiJWJ;.j，-'I'WH全半 I長9t島 車'JM.* J:~系の無文土iI~

43 3号18河逃C81>( 砂77 22.8 17.7 7.7 2.'1α) 行イEa善斧行・6EU4昼γ'J・-hiiT」と製 jjIJJU1，!< -'1' JVII去半 ll!. 9 ~I~ キ~J鮮半J，'，われの無文二|二 2~

44 I 区24}j1:I，';・跡 l'i'n 2.1.9 10.3 1.7 5S0 -6t草・紡錘ヰE 後期、i'jt{tliitJUJ PI2U~ 

45 E区2.~;-泌 砂Vi 11. .1 ~. 5 2.5 188 告示。:.II.f1t'1' JUJ JJ?: l1M~ 

46 1J7.5.6区 tIi絞り 14.5 .1.0 :l.3 320 主i'包τ-石鍋 oj' lglíiíI Íl~ - i全集 阪18U~

47 原5.6区 砂む 11. 1 5.2 2.0 180 石f{iiT・6剣 '1 ' lal fiíl ~ - 後予定 W. 18U~ 

48 F区二t2普沼1(V Jcl J'{';;' 15.4 12.7 3.3 1009.，1 貨Ji!・鳥取具・ト'it'1'則前半、後期初頭 JP.:2H長

49 F区士'.ll'.1溜間切 砂;I;_:. 9.I 7.3 9.2 .139.'1 i守五1 ・ ~!I!A- . ト 1'1' 11'JC}JaJl袋、後wl初頭 m.m長
50 FI王土ild溜，"，¥'1 砂Vf 15..l 12.3 5.5 930.4 貨泉・馬Jl!具目ト竹 '1'耳目'1'然、後期初頭 W-21集

51 B区1~~;.措置 砂ff 13.2 9.2 7.1 85U 'j'WJ後半、後wl後半 W-2H長

52 田区19:J{!:刈;'i'!l; 砂~f 16.1 12.6 3.5 1.1，10 後JgJ・、8JftがiJIt1l 戸12$品

53 m区19号寸1:/";'跡 1fJ;'(~ 19.3 13.I 6.2 1.430 f長JUJ、.i'iJ代IliJl切 ;;12!í~ 

54 m区16fj・{I:)，';'幼 砂V} 20.9 10.8 3.1 1.2(XJ 鉄Slt.欽鎌 f長JUJ-.'i J(t lìíJJ~1 ;; 12!J~ 
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-鋳型

はじめに

平成15年度に旧芦辺urr教育委u会(現壱i岐市教育委員会)が行った阪地区の発掘調査において鋳型
の破片が出土した。出土地点は阪の辻遺跡、丘陵部分の一番高い高台の:1ヒ1J!1J約60mの場所で，弥生時代

中期から後期にかけての居住区が広がる所である。鋳型は包含陪からのIH土であるが原の辻遺跡、では

初めてのものである。鋳型は砥石として再利用されて原型を留めていない。残存状態で大きさは縦3.5 

cm，横2.7cm，厚さ2.3cm，重さ30.5gである。色調は乳白色で，石材は石英長石斑岩を使用している。

lド央に構があり，そのまわりは鋳型として使用 した際に熱を受けて巣く変色したものと思われる。包

含婦からは弥生時代中期中葉ーから弥生時代後期前葉の時期の造物が出土している ことから鋳型もこの

時期範聞内のものであると考えられる。しかしながら遺構に伴う造物でないことより明確な時期につ

いては不明である。

1 )鋳型出土地点周辺の概要

丘陵高台部分の北側で出土した餅型の周辺について概要に触れてお きたい。関連が考えられる逃桝

としては向調査区内で鋳型の山土地点のすぐ北側からは側壁をオーパーハングさせた焼土坑が検出さ

れている。側壁から床面にかけて熱を受けて土が赤く変色した痕が確認されている。 また焼けて黒く

変色した玉砥石も遺構内から出土しており，時期は供伴する造物から弥生時代中期後葉のものである。

i'i'銅慌は向調査区の出土地点のすぐ北側の住居の床面からは中広形銅矛の破片が出土している。中広

形鋼矛は壱岐島内では天ヶ原セジョウや11遺跡の綱に埋納された3本のみで破片であるが壱岐では4本

目，原の辻遺跡では初めて出土した造物である。同調査区のすぐ南側の調査区内で検出された住居跡

のJll1土内からは背銅製のヤリガンナの一部が出土している。時JUJは供伴する造物から弥生時代中期後

誌のものである。向調査区のI拘束側の部!査では包含層から弥生|時:代後JOJの背銅製の椛(重量を量る秤

に用いられた錘)も出土している。同制査区の東側の調査では背銅製の鋤先が出土している。この出

土地点の周りからは原の辻遺跡では出土例がないような背銅器が多くみつかっている。原の辻遺跡で

150本以上みつかっている銅鍬も鋳型が出土した場所及ぴ、その周辺の調査で数十点みつかっている。

背銅綜だけでなく鉄器もこの場所を中心に数多く 出土している。向調査区内の包含層からは鉄器を生

産する原料として使われる鋳造鉄斧の破片が数点出土している。周辺の調査でも住居跡の埋土内から

鉄鎌や鉄製ヤリガンナをは じめ鉄鉱や鍛造製に袋状鉄斧などが数多く出土している。

2 )鋳型の出土意義

今まで 「一文国jの拠点として栄えた郎の辻遺跡から鋳型は見つかっていなかったため交流の拠点

として栄えた原の辻遺跡で背銅慌を生産していたことを裏付ける資料がなかった。今回の鋳型の出土

で|刻述遺構や他に鋳型も出土していないことから規模や何を生産していたかはまだ不明な点が多いも

のの原の辻遺跡でも青銅器を生産していた可能性が高まった。今後の発抑制査で関連遺構や鋳型の発

見が重要な課題となるが，現地生産を喪付ける資料と して貴重な発見となった。

3)鋳型の種類について

使用痕から鋳型として使用していたことは疑う余地がないものの，鋳型間以外は砥石として再利用

されてほとんど原型を留めていないが残存状態から推測するに何らかの武器具(銅剣類)の鋳型であ

る可能性が高い。
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4 )考察

鋳型の出土は原の辻遺跡において現地生産を裏付ける叫叩:な資料になったが，出土したのがl点だ

けであること，その 1点もjj;{却はほとんど残しておらず{眠不iとして再利用され小破片になっているこ

と，周辺から関連造榔や生産を袈付ける遺物がまだ発見されていないことなど不明な点が多い。関連

が考えられる 3基の焼土坑が丘陵部分から検出されている。しかし埋土内から鉄淳やilJ淳などの生産

時に伴う遺物や関連造物などが出土していないことから|則述性を結び付けることは難しい。しかしこ

の場所及びこの周辺部に密集して青銅器や鉄器がみつかっていることから，中広形鋼牙の破片や背銅

製ヤリガンナ及び鋤先などはi'f銅器生産に必要な原材料として鋳造鉄斧の破片などは鉄器生産に必要

な版材料と考えると，この場所の周辺部に青銅器や鉄慌を加工 ・製作する場所が存在した可能性が高

い。背銅器を生産するにあたって鈎込みの段階で、は水分を合む低地音[¥より水分をあまり合まない丘陵

部がi誼していたと考えられること， JJjtの辻遺跡の丘陵-m;'f;!¥ではj孔が強く l次くことが多いことなどを考

えると作り方一つで自然の肌を利用した工房も製作可能であったと考えられる。

今回出土した鋳型に直接関係は薄いと思われるが， JJ;(の辻遺跡からは対馬や北部九州であまり出土

しない銅畿が150本以上みつかっていることが特徴である。まだわからないが背銅絡が生産していた

ならば製作していたもののーっとして銅鉱が候補として挙げられる。

現H寺点で考えられることは行制器生産が行われていたとするならば組織的に大規模に行われていた

という より小規模で行われていた可能性が高い。生産していたものの少量の銅素材を似材料として主

に銅鉱を作っていたのではないだろう か。まだまだ推測の域を越えることができないが，この鋳型の

出土で、原の辻遺跡でのw銅器生産を立証するためのl1JlがIJ日かれたのである。 この鋳裂から色々なこと
が想像され夢は膨らむ一方だが，まだまだ実態解明にIr'Jけて始まったばかりである。これから']'f銅器

生産に関係する遺構や泣物が発見されるのを待って再検討していかなければならない。 (松見)

-
PL. 4 鋳型表面写真

o 5cm 

l一一一一一一「ー一一一一-l

第83図鋳型実測図

掲載報告件

鋳型|芦辺町文化財部l査報告哲:第17集

PL. 5 鋳型側面写真
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3.金属器
・鉄 器

1.鉄 製 品

以の辻遺跡:の鉄製品は，カラカミ遺跡出土1171とともに，早くから弥生時代の鉄研究で注目されてき

た。特に， 1956年の岡崎敬氏の論文で，阪の辻i立跡出土の鉄素材と考えられる鉄片から，弥生時代の

鉄総生産は素材を大陸や朝鮮半島に依存していた可能性が指摘され，以後の鉄研究に大きなl;~~N，l を与

えることになる(岡崎1956)。近年の調査でも多くの鉄製品が出土しており，ここでは先行研究にi浮

かれながら師、の辻遺跡出土の鉄製品を概観してみたい。

(1)鉄製工具 (第84図~第86図)

1-1.鋳造鉄斧

形態から 2つに分類できる。

. A類 基部の下に突帯を有するもの。

• B類 基部の下に突帯を持たないもの。

A類は基部の横断面は長六角形で刃部は器官15よりも幅広になる。 B類は基部の横断而が長方形で，

刃詰15は器古15と同帽のもの(第84図2)とrlr高広のもの(第84図1・3)がある。これらは全て戦国時代

--i英代にかけて中国および朝鮮半島で製作された製品である。

このほか，鋳造鉄斧の破片および

.-.; 12幻)，袋部側面(第84図6.-.;9)，および刃部付近(第84図13.-.;15)がある。袋部付近の破片は二1fI

突惜を有するものが多く， A類の破片であろう。再加工品には，袋部側面を鉄製に転用したもの(第

84図6)や，体部片を板状鉄斧に転用したもの(第84図12)がある。袋部側而を転用した鉄製は，側

広の側而を有し徐々に先細りとなる形態の鈎逃鉄斧を転用しており，弥生時代後期終末から古墳時代

初頭の河道内から出土している点を考感すると，版三国時代の朝鮮半島製梯形鋳造鉄斧を転用したも

のと考えられる。詳細に観察すると，先端部付近を両側而から鍛打してやや先細りにし，頭部には出

れの痕跡が明瞭に残る。この鉄器が出土した河辺内の周辺からは，鉄素材と考えられる板状鉄斧と鍛

冶兵である鉄槌が出土していることから，この鉄製も鉄慌製作工具としての位世づけが可能であろう。

なお，側面付近を利用した第84図8・9も，体古15から1[IJilliにかけて鈍角に折れる点から，朝鮮半島製

梯形鋳造鉄斧の破片である可能性が考えられる。

!j;J.f造鉄斧および破片 ・再利用品は， 3iÇ~涼内から IJJ土する例が多く，時期は限定できないものの，い

ずれも弥生時代後期~古墳時代前期のものが主体となる。

1-2.袋状鉄斧

伐採斧と考えられる大型(第85図16・17)と加工斧と考えられる小型 (第85図18-22)が出土して

いるが，数量的には加工斧と考えられる小型の出土例が圧倒的に多い。伐採斧は14cm以上で， 2点の

完形品が出土している(第85図16・17)。いずれも袋部断而は楕円形で，丁寧に突き合わせておりほ

ぼ?皆治している。刃部の形態は16が直刃， 17が円刃である。袋部に比べて刃部付近が非常に以みがあ

り.1ft:即な作りである。なお， 17は表聞に鉄絡が什渚しており， 未使用品と考えられる。

1111工斧はlOcni未満で，袋部から刃部にかけて緩Jやかに幅広になる形態が多く， 一部袋詰15と体制:の筑
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に段を持つ有日の~)~斧もイ(: '(I :する(第85図20) 。 また， 第85図21 は袋部端部を折り返して!辛みを持た

せており ，北部九州に特般的な袋の作りである。なお， 20の袋部上半には，刷物性の繊維が巻き付・い

た~Ji跡がr.産認できる 。

時期的には.rllJUJ末~後WJ初頭に小型の加工斧が現れ(第85図20)，後期以降))11工斧の出土誌が増

加するとともに，後JOI終ぷ~古噴時代前期にかけて大型の伐採斧が出現する (第85図16・17)。阪の

辻遺跡では，繊維の時半な針Ji~樹が弥生中期から木製品に利用されており，これらのJJII工や伐採に袋

状鉄斧は大いに前川されたものと考えられる。

1-3.板状鉄斧

2点を図化した。第85図23は大型品で，刃部が披形に1mき，体部中央から刃.(tliにかけて徐々に}l，[.み

を減じる。刃部は明確な却の研ぎ111しが認められず，実際lこ斧として機能したかは疑II:Jが残る。この

欽斧は.弥生時代後JYI後民-j'，'墳H寺代初頭の河辺内から鉄槌と共伴しており，鉄~{{材である可能性が

山い。24はヤリガンナと桜:IX欽斧が接着したものである。板状鉄斧は長さ5.8cmでJt刃にliJfぎ出した

刃部がTiJl察できる 。 恥PI~} 'I・丸j訂斧を材質転換したものであろう。このほか， f.洋地鉄斧}rを再利川した

板状欽斧も存在する(第84図12)。

JJ;{の辻迂t跡では，版状鉄斧の/H土例は少なく圧倒的に袋状鉄斧が多い。23のように$失紫材と考・えら

れるものもあり， ~~I摂に斧として使われた板状鉄斧の数はさらに少ないであろう 。 また，時JYJは弥生

H与代後期以降が主体で，この時期にはすでに袋状鉄斧が出現していることから，版状欽斧は袋状鉄斧

の補完的役割を来たしていたものと考えられる。

ト4.ヤリガンナ

j京の辻遺跡tI¥土のヤリガンナは，いずれも側而観が直線的で，先端部と体部の区別がなく，断面U

午形になるタイプである。 やや相広のもの(第85図25) と幅狭のもの (第85図26~28) がある。

ヤリガンナの初現は弥生時代中期末で，その後も住鼎内や環濠内から出土するが，弥生時代後!UJ終

末には高IJ葬品も現れる (第85図28)。

ト5.力子

JJ~(の辻遺跡11'.土の ìJ -(- は， I処!の有無や形状から，次のように分類できる。

A，刃関で斜め闘のもの(第85図29)。

B，刃関でなで肩関のもの(第85図30・32)。

C，無関のもの(第85図31)。

斜め|均の29は， ~抑制レンズ状で非常に薄手である。 身帽に比べて茎幅が広い。 30は茎のみであるが，

身部にかけて徐々にJl/みを1Mすことから，なで日|却と判断した。 32も同様になでJdl則であるが，茎に

七l 釘穴の痕跡が残る。 ジI;I':;~. に綿手である。 31 は無関で!以みがあり，直線的な刃~~Ií を持つ。

主として環濠内からnu-.しているため， I時JUlのゆj臨な資料は少ないものの，弥生H年代小川以降1itll
H守代TiiJJYIにかけて11¥-1'.例がある。
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1-6.鉄壁

鉄製は，袋部の有無から 2つに分けられる。

'A類 袋部を有するもの。

'8類袋部を持たず棒状のもの。

原の辻遺跡:ではA類が圧倒的に多く， B類は l点のみである(第86図39)0A類は，体古15の椴断而

が長方形で，刃部にかけて徐々にI!Jみを減じる。刃部形態を確認できる例を欠くものの，煩例から片

刃直刃であったものと考えられる。袋部は断而柿円形のものが多く，突き合わせも比較的丁寧で， 33 

のように術治するものの一部は大陸から招来されたものであろう。36は袋部から体制;にかけて先細り

となる点から欽黙としたが，袋持15に厚みがあり，小型の袋状鉄斧の可能性もある。袋がIlfJいているこ

とを考慮すると，体制l以下を欠加するものの，あるいは鉄撃の未成品とも受け取れる。39はB類で，

角柱状の~~~~の一端に直刃の)'0')がつく 。細身であるが，幅の;切りにj以みもしっかりしている。 13取

県青谷上寺j山地跡11¥土例のように， n町線的な鹿frJ柄に装着して使月]したのであろう。

鉄撃は弥~Ulキ代 11rJVJ 1-11お~後識にB類が出現し，後期以降A類が公的に圧倒していく。Aまnはほぞ
穴をあける rllllき鰐J，BOJiは材を削る njlJり盤」と して機能したと考えられるが，)J;(の辻ill肋;では

弥生時代中JUJのJ~大引材が1 1 \土しており ，木製品の在り方からは， A類もしくはこれに代わる rnp き

盤jがqlWJまで遡る可能性を考える必要がある。

( 2 ) 農具 (第861~1- 的87凶)

2-1.鉄鋤 ・鍬先

鉄鋤・鍬先は，長方形欽仮の知:軸両端を折り IUJげてソケットにしたもので，木製耕起jZの先に装消

したと考えられるものである。ここでは平面形態から 2つに分ける。

• A類平面形が縦長のもの。

'8類 平面形が横長のもの。

A類と B~iの区別は，研ぎi域りを考慮すると必ずしも有効な分類基準とはならない。 しかし，折り

返し部分の長さから大まかに6cm以上のもの (第86図45・46)と5Csl未満のもの (第86図40-44・47・

48)の2者があることは明らかで，前者をA類，後者をB類とした。刃部形態は外的刃が基本で， 一

見直線刃に比えるものも両サイドは湾曲しており，本来外湾刃であったものが研ぎ減りにより直線化

したものである 。 また，法行15 と列部がほぼ向'l~のもののほか，法制iが狭いもの(第86図44)，刃音11が

狭いもの(第86図43)があるが，ソケッ ト製作時の折り曲げのくせで特に機能差は見いだしがたい。

40は木質問i分が.i!i存しているが，木Hはソケットと平行に走っており，木製耕起只.を我消したことは

疑いない。46は破損品と考えられるが，折りIIlIげ部の側面を鍛打した鋭跡が残っており， 40と同じく

木製耕起J1-に投:消したものであろう。

i時1UJ は弥生H与代終末からi\t1't1時代íìíJj切にかけて認められる 。 tl-l土状況も墓坑もしくは~~~域に関連す

る土坑内から11¥ょした例(第86図40-42・47)や環涼内から出土した例(第86図45)，監穴住居から

出土した例 (第86図46 ・ 48) などがあり ， 選坑や環涼の掘削， 竪穴住JfiTの掘 i~IJ ，却11作の緋起作業など

日常的なあらゆる川途に利川されていたことがうかがえる。
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2-2.鉄鎌

鉄鎌のtl¥t例は比較的多いものの，破片資料が多く全体の形状を想定できるものは多くない。ここ

では大きさと刃部の形状から分類する。

大きさでは， ①全長25cm以上の大型，①全長15~24cmの中型， ①全長10cm未満の小型に分けられる。

また.ヨJ古li形態には内湾刃と直刃の2者がある。

大~~~は第87図51 の 1 WIJのみで，全長26.1cmの内湾刃である。111J~~ は/，~も m土例が多く，破片資料の

中にもこれに合まれると4ft:定されるものが多数出土しており，鉄鎌のーヒ体をなすものである。rltJ刃も

しくは内向到のもの(第87図49・50・52・53)と直刃のもの(第87図55・56)がある。 小型は直刃に

近い|人Ji:"j刃がl例/1¥.:1'.している(第87図60)。

部出11はいずれも端部を折り IJlIげている。折り 山げの角度は.n'(frJに折1)1111げるもの(第87図50・56・
57・59・60・62)と. U~:状に折り曲げるもの(第87図49 ・ 52 ・ 53 ・ 55 ・ 58) の 2 者がある。 これら

の'11には，欠.J'H品や$I'Jにより観察が困難なものも含まれるが，川越氏がすでに指摘しているように(川

越1993)，水制への技治方法の違いを概ね反映しているものと考えてよいであろう。また，基部幅全

体を刃部に対して ji(f(J に折り山げるもの (第87図49~52~60 ・ 62) と， )):;m;全体を鈍角に折り曲げる

もの (第87図55)，器部の上端の一部を鈍角に折り曲げるもの (第87図53・56)がある。55は弥生終

末期の土坑4・WIJ非品である。53は基部の大半を欠損するものの，現存する法制lのやや上位に鈍角に折

りIIJIげた鋭跡がわずかに確認でき，上端を鈍角に折り1111げていたものと与-えられる。これは弥生中期

~古噴liifJYIの仁詩を合む環涼内からの出土で，時期は特定できないものの， 1也の遺跡での出土例から

弥生後JUI後~以降と考えられる。

鉄鎌の初現は弥生'1qYI後葉である。最古の例は切先片で刃部形態や大きさはうかがえないものの，

出土状況からリ~i~I: II' JUIの可能性がある第87図51 からすると， H¥:fJJ.当初から大胆内向刃が存在したもの

と考えられる。 m二1 '，例がj引力nするのは弥生後期以降で，!持に rl ' ~~~n町刃錯は終末JUI以降に出現して主体

となり(第87図55・62)，古trtl時代までヲlき継がれる(第87図57)0 jlMI~ 111 JUJにみられた|人j湾刃鉄鎌も

後期後策・~終末にも惚められるものの(第87図54)，中型となっており"1JUJに比べて小担化している。
f~鎌の機能は，柄と刃部の角度が鈍角になるものが払う鎌， n'(f(Jになるものカ吠IJる鎌と推測される。
法制iの折り 1111げと刃部のなす角度から若柄の角度を推測すれば，ほとんどの内的刃鎌と第88図55・56

のn'(丸j鎌がj，rrf(J鎌となる。いずれも中型~大型で現在のなぎ鎌もしくは鈍鎌として仙月!されたと考え

られる。ー}j， n'(f(J鎌は57~60のように小型~中型が主体で，これらはド叩:刈や一部はイネやコムギ

などの収般にも.fIJ川されたであろう。

2-3.鉄製摘み鎌

現在2lrli(tl認されている (第87図63・64)。長方形の鉄板の短軸，，1ijy出を折り 1111げ，長舶の一辺を刃

部としており，鉄製鋤 ・鍬先と製作技術の点で非常に類似する。しかし，鉄製鋤 ・鍬先に比べて非常

に滞手である点や， 第87図63のように木質が遺存する例では，木 lj が刃部と~t行するように走る点が

大きな羽1:is.'.'.':である。

l時期は|引先できないものの，いずれも弥生後期以降の例である。
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(3) 漁携具 (第88間)

i.(('.防J1..には釣針と鈷もしくはヤスと考えられる刺突れがある(第88図65""'67)0 65は釣針で， IlU和

26~1:.の}I!TIII考古学会の部l査で'tII土したものである ( 1:川 崎， 1956)。細長い鉄棒を折り，IIllfて披形して

いる。66・67は刺突兵で，先端部にかえしがつく。67の制策では，断面方形の鉄祁の先端部を単打し

てやや府平にし，かえしの部分を撃で折り取っている。いずれも弥生時代後期以降のものである。

(4 )鉄製武器 (第89図)

4-1.鉄剣

鉄前IJ は剣身部分と考えられる破片は /)J1土するものの，技~(f方法の分かる茎の出土例は少ない。 68は

弥生時代後!日j後半の土坑説副葬品で，先端部を欠Jれするものの現存長22.6cm.刃部帆2.8cmの短剣で

ある。茎は幅広の短茎で，茎尻に lヶ所と剣身下端2ヶ所に白釘孔があく。把のii!助:は確認できない

が，釦j身下端部に目釘孔があることから，剣身下端部まで把で覆う日本風の若手えが施されたのであろ

う。71も同様に幅広短茎の鉄剣であるが， it'1のためt1$T孔の有無は確認できない。

1I判明の明確なものは少ないが，いずれも弥生後JUJ以降と考えられる。出土状況と しては，68のよう

なT.ilJ部品のほか，環涼内から出土する例 (69・70)も認められる。

4-2.鉄鉾

I 例のみである。 第88図72は，弥生後期を'I'{、とする大川地区の墓域表採品である。|司諮域では，

鉄剣 (第88図68) をはじめとして，鉄製武器を刷~I~する例が認められる こ とや，他の追跡での出土例

も副葬例があることから，本例も本来は埋葬施設にwうものであったと考えられる。先端部および袋
部下端を欠損するものの，現存長14cmで本来は30cm以l二の長持式の可能性もある。剣身中央に錨があ

り.I均は斜めi均，袋部付け根の償断聞は長方形で袋百1¥断聞は円形である。

4-3.鉄鍛

鉄織は大きく A:無茎とB:有茎に分けられる。燦茎のものは全て凹基鍛で， A 1 :挟りが浅いも

の (第88図76""'78・80・82・83)と， A 2 :深いもの (第88図73""'75・79・81・84)に二分できる。

桁茎のものは， B 1 :身部から基部にかけて柳葉形となるもの(第88図87・89・90)，B 2 :頭部が

三角形のもの(第88図88)，B 3 :頭部が五角形のもの(第88図85・86)，B 4 :;茎と身の区別のない

直線的なもの (第88図91・92)に分けられる。大きさは， 5仰を境に大型と小型に二分できる。

鉄鉱の初現は弥生中j問中誕の竪穴住居枇からIl¥土したA1大型(第88図77)である。後期に至って

も依然A類大型が主体であり， B類は弥生終末-ifi tttliif JUJに大型が出現する。(第88図86・89)。また，

この時期にはA類でも小型のものが現れ(第88図82)，jl~ もバリ エーションが泣í:\.になる 。

IJ;{の辻遺跡で出土する鉄鍛は，鋼織と比べると11¥土拡が格段に少なく，金以製鉄の主体が銅畿であ

ることは明白である。鉄鍛に多いA類は，形態的特徴から打製石鍛や磨製石鍛を桜倣したもので，こ

れらの石製織をモデルに，銅鉱の不足分を補うために適抗製作したものと考えられる。また， B類の
うちB2類は形態的に銅鉱と類似しており，制鍬をモデルに製作された鉄鍛も存布する。
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(5) 鉄器製作関連遺物 (節約図)

108 
10cm 

鉄総製作|払jjillill物には，鍛冶J，*・鉄紫材 ・鉄棒がある。

第89図93は， jJfJ;~I_=.後JUI -古1目前JUJのがyj]J内から IU土した欽槌である。会長7.00cm ， 重量231.0 gで

鋳造品と考えられるが，緋あがりが思く大きな空O:lも複数認められるため，実用品と して供されたか

どうか疑問が残る。楽i良~m もしくは明鮮半尚南部から初来されたものであろう。

鉄紫材と考えられるものはいずれも棒状で，帽に対して厚みがあるものと扇平なものに二分できる。

初現は弥生'1'JUI後設で(第89図97~99 ・ 101 ) ，その後も弥生'I'WJ末~後期初顕(103)，弥生終末(102)， 

古墳ii抑制 (107・108)と述綿と出土例がある。大きさはいずれも全長10cm未満と小型である。

鉄棒はいずれも小型の腕形滞で，1I、鍛冶に伴う副産物である(第89図109・110)0 109は古墳時代前

期の監穴住J.!i.111:から出土し. 110も近隣の包含府~I'から出土したものである。

似の辻i立制:での鉄総製作は，基本的に倖状素材から鍛打整形・撃切りによって，鉄銭や鉄撃 ・ヤリ

ガンナなとeの小型鉄?';fを製作するという初歩的な作業に終始しており，弥生後期後半~古墳時代前期

にいたって，鍛げiJ!.および鉄持の伴う本格的な鉄器生産がIJil始されたと考えることができる。 (中尾)

{参考文献]

岡崎敬 1956 r日本における初lYJ鉄製品の問題Jr考・古学雑誌j部42巻l号
川越哲志 1993 r弥生時代の鉄器文化j雄山|矧
松井和~~ 2∞1 r 11本古代の鉄詩文化j雄山|湖
村上然通 1999 H芸人と鉄の~.[lï !字:J 背水{'H5
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-青銅 器

官銅器の分布(第90図)

)J;-Cの辻遺跡における青銅製品については，大阪地区で採集された納形銅前1)• ~~III形銅文 (註 1 )や昭

和49年の調査時に中期前業の1J'E~'"liから 1 1.\オ. した ι1'1図式銅賞1) な どが女11 られている 。 キIU形銅賞1) .車Is形鋼文

については~IIIの拡張に伴 う採集品で、あるが， その形式から前期末から中JU)初日!í[に位世づけられており，

これらの背銅製品が原の辻逃跡のrlr でも ï~iぃ段階に属する資料である。 その後の調査で種類，量とも

に増し，後期の青銅製品も遺構から確認されるようになった。 第90図に採集品を含む背銅製品の出土

地点を示したが，分布からの所見について幾っか触れてみる。地点的には大きく西側 ・東側低地の環

涼，丘陵上，4つの墓地群に分かれる。つまりは，環濠あるいは，川からの/1'.土のもの ・居住域 ・墓

域とに分けられる。西側低地では市民共 .1't泉 ・銅釧が，東側低地では， 1t~j~ . 鏡片の他， 銅の素材

と忠われるものが出土しているが数抗的に問側の河道からの背伊j製品の/J¥土iA:が多い。西側低地での

/1¥こiこ状況は，河道の西側から河道内に投諜された状況を呈し， 背銅器とともに鉄製品も多く出土して

いる。平成15年度の調査の結果，近くに祭配に伴うと思われる土坑を検出しており，祭犯にともなう

道具として金属器が使用された結来と;考えられる。東側低地では， zuti袋内から貨品 ・銅素材?の2点

が出土するだけだが，持1鍛がかなりIU.:J:しており，その状況や造物構成から見ると西fl[ljは祭杷にとも

なった行為の結果であり，*側は武慌に.集中するなど対照的である。丘陵上では，鋭片 ・小銅鐸の舌 ・

銅製のヤリガンナ ・椎 ・銅釧片 ・銅矛Jt.銅製鋤等が出土している。低地の出土品に比べ実用品が多

いことが特徴的である。後期に以すると考えられる鋼矛は，壱岐島内でも今までに4本だけしか確認

されておらず，居住域で出土した銅牙をどのように評価するか問題を提起している。墓地に関しては，

鏡の出土が目立ち，他に鍋損Ih'J~J釧が掠ltや調資によって出土している。 銅自1)の出土は基地以外では，

河川で 1点出土した以外他に例がなく，話域出土例も大原墓域に限られている。大阪墓域は，前期後

半から中期までを主体とする拡域で，'.1'閉までの墓域は他に|到繰墓域，とiO:JFFI弘域に存在するが， ffil) 

葬品には恵まれていない。また，f変則の以地前iからも出土がないことから，銅出1)が大阪墓域と中野lの

i時JgJに限定されて副葬されていたことを裂付けており，他の墓域との|活用(I(J，あるいは集団的相違が

あ っ たことを想起させる。この他，大IJ;~帯域では多紐細文鏡や方絡先見書fi鋭と忠われる鏡が 1 点づつで

はあるが出土している。 後期になると，外側にt~域が広がるようになり ， 大川地区の芸域で後期の鏡

を中心に採集品が多数ある。 有鈎~J釧なども採集されるなど，大川地区はf変則の他の墓域に比べ物が

E215である。原の久保A地区でも，百銅製品の出土はあるものの，大川地区に比べ数的には少ない。

!京の辻遺跡、では，既に破壊された可能性もあるが，北九州のように， 王謀と百・えるほと手の副葬品をもっ

た墳謀は確認されていない。現段階において言えば，中期では大原地区の高j後.後期では大川地区の

謀域が胤の辻遺跡における中心的な議j或であったと考えられる。背銅品について言えば，背銅製品の

秘類の虫'iifさがこの遺跡の特徴と討ってよいだろう。

けに1:，採集された銅鋭について

遺跡出土あるいは，採集された鋭は，多主l昨111文鋭，内行花文鋭，プf格規矩鋭，rJR帯鏡，イ方製鏡で，

ii可決鏡がないことが特徴的である。主に議域からの出土が多く ，他に環涼や丘陵上からも数点出土し

ている。中期における銅製品の，11.¥土の主体が大原墓域であったのが，後期には鏡という副葬品にとっ

て代わり大川地区に青銅製品が集".1するようになる。 ただし，大原地I~: でも多釦斜11文鏡 (第91図13)
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が小Jtながら 1"，'，r:同"泣きれており，方格規対J鈍も l点出土している (第91図15)0IjJJYJの1也の長践を

見ても鋭の山上はないことヤ，必域での鋒j鍛のIH-1-，などを考慮すると，原のit.iil:制:での"qYIの段階は，

武23 を"， .(.、 としたitlll .~ドがおよなわれていた と考えられる 。

ノミ川延焼の鏡 (的911χ1'1・6・9~ 11) 

大川芸域は . 大川 ~'~.r!lの I)[j側に {立 i?ì:し範凶確ぷ調査によって後期の石館必 ・ 兜十日必が確認されてい

る。鏡は表採品で11iめられているが.副葬品が遊離したものと思われるc 後}りjの他の拡岐に比べ. 111

銅品が笠75であり ， 後 IUIでのこのÄ~jIl(の優位性を物語る。 未だ，王基と呼べる益減の~f.tEが確認され

ていない中において，続)'，'ゃイ{鈎銅釧が表保されていることから，大川地区は後JUJの-[主主の可能性を

もった地域とtfえる。"''，，1'，した鋭は， 6 の f J毛33: 了-孫」銘内行花文鏡と方格秘書I~鋭(4・10・11)か

らなる。

JJ;( ノ 久保A~域の鈍(抗9 1 1ズ1 1 ' 2・5) 

1 は f J三立チ孫j 銘|付行イヒ文鈍で， 原ノ久保弘肢の 9 号土坑から出土している。 紐N~の凹楽文のザI~

1111に「子孫Jの銘がはえ，f1む'i:子孫j銘と判断されるc櫛歯文が垂直になり，来状文がill化してjll

b~ ー-____.---::) 

v> 

で長

一一~一一

~宮、』ーーザー」二エ

2 

も金-fー
怒748-9
選挙 12ぜ)

。

第91図 青銅鋭実測図(1 /4) 
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文になるなど， 新しい袈紫が見てとれる。岡村・分~ìの r iÿ~:r\: V WJの四楽座W式J(l999， 1町村)，214柿

分類のIV式に相当するもので(1986，高橋)，弥生時代終;.jミから -~・噴|時代の初日iji に{占:iitづけられる。

2は8号石棺慕からIU土した小形。j製鋭で，1人J1i"イヒ3仁川光鈍系と思われる。111);1.による分組によれ

ば，第 3 型 b 類に)~するものと思われ， 須玖泣跡:(洋経の鋭として捉えることが 11]"能という (2∞4 111 尻) 。

14も佑製鏡でかなり腐食が進んでいるが，同じく111 IJI.分却の第3型b類にMするものであろう。2は

杭径7.6cmを測る。弥生時代の終末から古墳時代に時JUJ設定しており，遺跡での/L¥上状況から考える

と弥生時代終末と考えられる。この他5の獣?if鏡)¥-1 .'.'，(が出土している。

この他の鏡片は10 ・ 11 が丘陵上からの出土で，Ji術~Q矩鋭か? 0 12は ~jR;~i~:i，先で， 1人Jl互に乳が配位さ

れており六干し六像式のものと恕定されている。 ~j吋't Il S:代iií{JUJのi枠内から/Lし1'.していゐ。 zif孔の跡があ

り，紐を過していた可能性が指摘されている。14については説明については先述したが，問。[IJ低地行11

i、」一一--
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の河道|怒から出土している。

銅剣 (第92図)

銅剣は小片を合めて 7点発見されている。この|付，申請鉾川の河川改修に1*うIV.I]:l'tの3号111河辺で ]

点出土しているが，その他のものは，大原地区の選j戎周辺に|出られる。大似地区の長域は， 11与則的に

は前期末から後期まで存続するが， ニ1:.体 lま前WJ ;j~~ rl-' JUJであり ，知!突IJの;，(IJ非が'1'J~J末で終15を迎える

ことと対応する。河川で出土した銅境IJ(第92図2)!ま， j;¥JJ鮮半山系の刻n並!銅剣で，岩;i}く分知の 1(ij'iに

属 し (1980，岩;iI<)，遺跡/H土の釦j剣の'1Jでは古い形式のものである。河}II}.司辺から始まる地跡形成

期の青銅器として捉えられよう 。 1 は i成田式の銅出IJで，須玖 I 式市J12附の日11~:tf\の日IJ;\; ，日l である 。 |折ITIÎ

変形を呈すが，上下の |刻はややずれており ， 先端の刃古I~にはパリ状のものが間続できる 。 ただし，刃

部は研ぎ出していることから，実JrUd，であ った可能性が向い。 3~7 は ， 平成131.1ミの~f<J資で表土から

採集されたものだが，本来主主十1'i1人!の MIJ~~ r'J，が遊離したものであろう 。 4 については，切 り )JH近まで

残存しており ，朝方より下に刃者ISを形成し.鉛iが茎まで及ばないことから.ギサブjく分類iのrrb 5¥:に)/11，す

るものと判断する。他の銅剣については， 茎付近が{技術していることから分類l生|維であるが，特償と

して 3・4は緑背色を呈するのにたjし. 5・6!出来緑色を与し 5 ・ 6 に比べ身~J;，\7')哨11いこ とで共通

する。7については，色調は5・6と共j唱するが，回の部分を)Lく j主りだすことに特徴がある。いず

れも細型剣剣の範時に入るものである 。 この他に，過去に大b;〈必域の知!の造成II~: に表而採集された刻11

形鋼索IJ2 点が存在するが， 今Inl1~ij!lJ図については割愛した(註 I )。

銅銭 (第93・94図)

銅搬についての論孜は， 80年代にAt:J". I1I'II，柳町が全l五!の鈴j織についての集成，分組をおこなっ

ており，いずれも有茎 ・WJ:芸を大分知とし，~i鍛や':vl鮮半):bの銅鉱との比'1史もおこなっている(1984 ，

大村 .1981， 1986，田中 ・1986，棚J111)。また，来日本に多く出土し，阿If本に少ないという見解で

共通してお り，この現象について柳lI:Iや川'1'は，九州においては鉄鉱が特反していたことによるとの

共通理解を示 している。近年では.~t九州地域で銅織の鋳型が検出されるようになり . 以前よりはf北

部九州での銅銭生産が決して軽視できないJ状況になってきている (200].おITI)。出土数が多いと

される関西地方でも， 1 遺跡からの，ll'.1'_点数は多くても20，'~.~fìの出土でしかないが，似の辻遺跡では

これまでに140点近く出土しており，全jJiJでも究・出した山上;;止をほこっている。本追跡/1'.土の銅織は

大阪地区の墓域を除いて， ~t法や椛， 民住空IIIl t或からも lI'r こ1-，しており，他の遺跡向悌万ihl なく / 1'， こ|てし

ている。ここでは，まず，遺跡t!'¥j'，の銅鉱の形態分鎖と ，遺跡における大まかな編年玄:を示し，JJ;(の

辻遺跡の銅銭の在り 方に注Uしていきたい。

第93図の2~12は . 大原地区の墓域でiI'\七したものである 。 大));0由民は悦:'1.=.1時代 îi抑制末から後J~j ま

での墓域としてま11られているが， 2 ~12の鍋鍛については . その /1け:状削か ら ， '1lJUIの後葉の時JUIと

して捉えられるものである。 剣鍛の多くは水銀朱が後られ，主に ì1.~を控った出勤;がfijJ われる 。 ' I 'JUJ 後

葉の丹塗りの高杯に数点11占りついて出土した状況もあり，長前f主犯あるいは十日外io{IJ~ドに wうものと考

えられる。これらの鋼鍛の特徴と して，次のことが挙げられるc

①5 cmを越す銭身長をもち，逆刺は短いが鋭利である。

②茎上部に箆被(註 1)と思われる膨らみがあり，それを中心に樹皮を巻き付けていることから，シャ

フトと鍍とのストッパー的役割を重視した造りとなっている。
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①茎はかなり研ぎ出したあとがあり，六~八角形を呈する。

これら①~③と同様な!j';j:徴を持つものに， Ji:1境問IWJ低地から11'，土した 1がある。装中央部のj膨らみ

に樹皮を巻き付けており，先の一群の全容が良く解る例である。2.......12の一昨は原の辻遺跡;の中でも

形態的に統一性があり，原の辻ili跡の弥生時代[~IJVJ後諜・の銅鉱の形態的特徹として捉えられ，原の辻

型銅鉱とも言うべき一群である(以下阪の辻型と|呼称する)。今回答域から25点以上を確認したが，

調査者の話ではほぼ同じ地点から出土しているとのことであった。大似地区は， IJ;Cの辻ili助:の!:IJでも

最大級の墓地であるが，日IJ葬品として銅鍛の出土はないことから，打(外MIJ~ドされた可能性が2.石いこと

を強調したい。大阪地区以外でIH土した銅鍛については，包合肘出土のものが多い。13.......18は高元地

区(丘陵上北側)出土である。すべて包合肘からの出土で，的以時WJについてはι11J明から後Jmとされ

るだけでやj然としない。13・14については，先のlt，(の辻型銅織のような1fO!，L感はないが，箆被lこ名残

が見受けられる。また，茎における研}忠商iも見受けられるなど，似の辻却鋒i鍛の系統を引くものと判

断している。19.......28は，丘陵東側低地の環涼から出土したものである。IIJjUJから後期後葉のものと考

えられる。特殻的なものとして， 20.......22が挙げられ，樋が両而にi曲るタイプである。茎は鋳翠!のズレ

がみられ，その後の研磨もなく丁寧.さには欠ける。先の似のjj二型からはかなり変貌している。樋が通

ることについては，ある程度古い様相も考えなければならないかもしれない。25.......26は逆刺が明瞭で

あるが，パ1)が残り整形をおこなっていない。先端部が先鋭であるのが特酸的である。29.......34につい

ては，丘陵西側低地の環涼上から出土したものである。環涼の確認而からの出土が多く ，その状況か

らすれば古くても後期終末の段階のものと考えられる。29・30については先の20.......22の樋が通るもの

と25-27の先端部が先鋭になるものとの折衷秘式と抑えることもできょう。34については，先端部が

茎に対し小さいことと，茎に蝶腕状の|出凸をもつことで.他の銅鍛とは明らかに相逃する。町、の辻型

の茎が膨らみを持つことで，シャフトとのスト ッパー的な役制を来たすことを，茎に蝶統状の凹凸を

付けるという段階にまで発展させたものであろう。このような複雑な茎を持つ銅鍛の鋳型としては，

土型かljt体の型を想定しなければならないであろう。35・36は丘陵部先端部II[lIの訓読で出土したもの

である。 茎の長さが異'ii~' に長いことと ， ~，~平なことを特徴とし，遺跡: l U土の銅鍛が全体的に刃部と茎

の長さがl対1の制合であるのに対し，茎が兆7il-な:l是きであることがわかる。この他， 23や31につい

ても原の辻担とは相逃する形態であることが型解できょう。これらの制撤について形態分類をおこな

うと，第94図のようになる。|時IUJIIQh上での形態変化については定かではないがI jl民ね原の辻型のよう

な丁寧な造りのものから箆被や， 茎の而取りが退化していき，全体的にft;i平になる傾向にあるようだ。

とはいえ，これだけの銅搬の数がありながら，追跡山土の釧鍬のJL本的な形態はかなり統一世1:がある

といってよいだろう。

以上，胤の辻遺跡、の釧搬について説明したが，大きな特俄として一部の剣織は誕地から出土し，墓

前祭杷， あるいは棺外副都に用い られていた可能性が~1~/l;~.(，こ11jいこと，その山土総数から考える と，

i立跡で、の銅鈷jiに対する13織が市かったことを表している。他の遺跡;では見られない郎の辻遺跡;の特銃

として評価できる。また，銅鍛の形態変化が他の遺跡に比べ~n者でないこと か ら I lJi(の辻担の~llíl搬を

規範と して，中間末から後JUJにかけて制鍛生産がおこなわれていた可能性が向いoff剣生産にi則する

遺構は未だ発見されていないが， 現;1たから考えると飢餓の~I~.illiにl共lわるi山/IJゃ鋭担などが今後発見さ

れる可能性は十分ある。
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A 

剣搬の形態分類

A類 ・・・原の辻を代表する中期後葉の

銅銭

B類 .. . A類からやや退化傾向をみせ，

箆被の造りが雑でやや扇平と

なる。

C類 ・・・ 逆刺の造りが弱く，箆被が消

滅する。樋が特徴である。

D類 ・・・ 断面三角形を呈し，逆刺は短

いが鋭い。逆刺は，茎の側面

から削り出す。

E類・ ・・茎が刃部よりも長くなる。造

りも概ね雑となる。

-その他の銅製品について

jiZの辻泣跡では銅製lHtの種類がf21;i・であることについては先述した。ここでは，その他の銅製品と

して紙面の都合上， 主な辿物の1111土j))j所と附jp.な説iリlにJIニめる。

貨幣 (第95図ー2~ 7) 

平成 5 年からの調査で1't五~ 9 枚， 五.剣:銭 I 枚，大~í!五十 l 枚が/J~I土しているが，この他に過去の調

査でも出土例があるとIWく。地点的には，丘陵の間側{民地の環涼やj枠内からの山土が多い傾向を示し，

丘陵上からのIlU土はない。貨品のうち I点は後JUJi] 11訂後半の出1;1すから検出されているが，蛮・そのもの

は， 土器j留に廃楽された状況にあることはIIIJjsいない。 1:(附は，r・・ 地fft!のためのまじない具，や
. カミへの都im~. n日与品として{川11された可能性・ ・」を指摘している (2004宮崎)。状況的なものを
見ると，ほぽ河川， il'lJ:静から11'.こ仁し，他からの11に|二がないことから通貨として流通していたと言うよ

りは，宮崎の見解のようにおりなどの迫J~. として仙川 されていたと考えるほう が妥当であろう 。

銅釦 (胸躍1-1)/"お作
直ノ木地区の石料[誕のMIj ~~品 として /1'.土している 。 地-跡、内ではこの 1 例だけであ る。

不明銅器 (第961'g1-1l)

原ノ久保A地区のこL坑から HII土している。このよ坑からは他に，鋭 ・勾玉が出土している。 他の墓

からは円柱状の筒加の剣製品で，;n突の可能性も考えられる。この手・の銅製品は，対馬や北九州にも

出土例はあるが， 1 j~跡で・の / 1\ニヒは少ないことから，笑用品的なものではないだろう 。

銅製鈎 (第961泊-8) 

祭儀場跡の京側， 2∞0.1ドのp辺IIlfの湖流で寸Ij明後葉の住居祉から出土している。先端部が全体に火
を受けたように火ぶくれ状になり，先端古liは欠航する。

tU 

銅素材 (第96図-'8) 

丘陵東側のj砕からげt土している。損IJ状にl祈而変形を昆すが，鋭さがj県・く両側辺も直線状に延びるこ

とから，板状の銅素材と考えられる。

B C D E 

第94図銅銭形態分類

po
 
口。



‘、
J

、

@
5
 8 

ぷご〉

《、7戸、

。

5cm 

つ:;Y18

。

。

。

03> 
14 

》
ぃ
グ
〆

只

ダ

く二ここコ 10 

第95図 その他の青銅製品実測図 (2/3)

-18I-



銅釧 (第95図-11-16-18)

西側低地からf'1環状のものが4点H¥止しており，このいl楽i良系の釧路とされるものが2点(内 l点

は11)， 不明が 2 点出土している。 大川地区の謀域で布鈎銅釧が 3 点表保されているが16~18， 本来

は副葬品で、あった可能性が指摘できる。丘陵上でも府抑制釧の鈎の部分1..~.(13カ<.'B土しており，墓域 ・

居住域 -i誌からの出土がある。柳田によれば，却11は，特定例人の所前物と共同体社会の共有物に大別

されるという(1986柳田)。つまりは，必地lこMIJ葬品として担納される場合と，居住域からIH土する

場合の2つのケースからの判断である。大川地区の桁鈎卦l釧は，後JVJに以するものと判断され，墓地

への副葬品と考えてよいものと思われる。第96図13は，大川地区の釧よりも鈎の部分が鋭角で断而菱

形を塁し，大川地区のものより古い様相をもっ。丘陵上では後期の岳地は陥認されていないことから，

後期のものとするならば，居住域内のものと考える。また，環桜内から.IH:I:するものは円環状を呈し

ていることから，祭1')に|財辿して投げ入れられた可能性が向い。このような状況から，特定例人の所

有物としては有鈎銅却し共同体の共有物としてはドj環状の担11が仙川されていた可能性が高いと判断す

る。

車馬具 (第96函-9) 

西側丘陵低地部の土器市i より/1".こ1-，している 。 楽i良部でつく られた応部の部品のー ・:11~であるが，かな

り小型であることから ミニチュアと考えられている。半民共例は他にもH¥土例が数例あるが，車軸

到の出土は本品のみである。多くの鉄製rW.，1't泉などともに/I'r土していることから.最終的に祭需eH

として投げ入れられたものであろう。

銅舌 (第96図-1t1)

丘陵の北側から出土。小銅鐸の舌と思われるものが丘陵上より11¥土している。小銅鐸本体のm土は
ない。

鍋鉾 (第96図-2) 

丘陵中央部付近の表土から出土した，中広島l牙の身の部分である。対j.5と辿って壱岐での銅牙のm
土は僅かに本例を力11えて 5本である。このl人J3:iト:は，も'1岐尚北部の海岸部から/1'，ニl二しており，その出

土状況が極めて対馬と似ていることから，航海祈願のために即納されたものと考えられている。その

埋納に携わったのは原の辻迫ー跡の桁力者ではなかったのではないだろうか。3本の剣矛lま'1'}よ$J矛で，

遺跡;出土の鋼矛と同じである。ただし，本例は中央部のみを践すだけで，かなり破扮しており，政終

的に銅の素材として残存した可能性も折摘されるところである。

錦鋤先 (第96図-1) 

丘陵中央部の表土から出土している。剣鋤先については， ，jl]111J 1による分刻がある。これによると突

帯をもたないE型になるが， 外側に1)日き気味であることなどから極めてI型に近いものと思われる。

本例は，袋奇ISTQ告11の片方側 (図では手uii1WJ)がJJ巴Il/することに大きな特徴をもっ。また，側縁はパリ

があり，あま り使い込まれていないものと考える。制鋤先の性格については， ~JJI I IJJがい うように普及

率が少ないことや，材質から考え儀式的性格の強い~jil!j'ilJに仙川したものと考えられる。柳田は I型の

製作時期lをIjlJ別後半切としている。

背銅製品は， r.Þ'J切に武慌を中心とする ， 帖 |人l川ql~やおき肥をやI~ う例が多いのに対・し ， 後JVJでは鋭を 1 1"
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第96図 その他の資銅製品(鋤先・ 銅鉾)

心と した副葬がおこなわれる とともに，鋭以外のw鈴l品は祭配Hとして椛んにB立法 ・河辺 .ftll~などに

投げ入れられる状況が見受けられる。祭杷Hといっても，本来日A1人の所不1・物が共liiJnJ:lI[されたものへ

と変化したものもあるであろう。銅鉱は.Ij' WJ後葉の段階で墓域からtsrj"して/1仁1:しているが，河辺，

環濠等からもかなりの数出土しており ，武25型祭fむの一端iを担っていたことが考えられる。この他丘

陵上から出土した権や破損した銅針の/H土は，制の取引などを想定させる遺物で.交易の中の遺物と

して{立世づけられよう 。 (福田)

註 I 採集された続111f~銅袋1). 銅オについては大JJ~:地区の帯域周辺の対11の j'jlJ平にともなって 11 \土しているが.

実見していないことから，今回は地点をおさえることに終止し械.p;.qJではq守に触れていない。

註2 箆被{寸きの銅鍛は福同市jl・尻遺跡.1ft}，};遺跡;において比られるが 形態的には材i泌する。箆彼の先述

は.古墳時代以降の鋭、において発達をみせるが，多くは段を付けて箆被としている。似の辻担割銑は，

箆被をもった鍛としては.占い段階のものと思われる。
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4.器種区l別木製品と所属時期について

い) 梯子類 (第971:;<11-3) 

いずれの梯子もl木からj'jlJりだしている。表而の足掛けは Iがやや鋭jりとなるが， 2・3は身に対

しでほぼ直角とし，下部は傾斜させたj'ilJり加工をほどこしている。

lは12号環濠内の壁に立てかけられた状態で出土。身の2f7.i所に階段を作り11¥している。長さ74cm，

仇H4.5cm，厚味3cmをiRlJる。所以時JUIは弥生中期~後JUlo 2は3号旧河辺から/1¥1:。長さ60.5cm，幅

11. 5c1tlが残存する。所属i侍JUIは弥生小!!H~後期。 3 は IrtiUJ道出土で，長さ73cm，将27cm，厚昧11cmを

iJ!lJる。所以時期は，弥生rl'JUI後半~後期初頭。

(2)斧柄類 (第971ヌ11-6) 

柄の主軸と平行する縦斧で路状のum刊に孔をあけてお伴を付けるものをn'(柄とし，柄の主軸と直行
するものを横斧とし，斧14?を作り11¥したものが110'1丙とした。

1は，石斧を着装するために制の副部先端から 5~20cm器部寄りに装約孔や製~(fi停をあけた直柄と

なる資料で，全長78cmをiJ!lJる。弥生liijJUI末の大構から出土している。2は斧台を作り出しているもの

の，袋状の鉄斧を装着するために，斧台後ろ而lこ}_I/味と九I床を持たせ先端部にirlJ!tてすぽまる作りに

している。 弥生前期末の大i，Y，:か ら 1 1\土している。 3 はx;i1 ' 1~片刃:rí斧や板状鉄斧の柄として使川するこ

とを想定。斧台が部く，後ろifliをヂJJlに仕上げて深さ 5mmihJの浅い装部出を穿った横斧の曲柄の朱製

品である。2号溝から11'.1:で全長81.5cmをiJ!lJる。4は柱状石斧の頭部;を仲入して緊縛するために，斧

ず?を扶り端ー部から称jの上部11cmの切り込みを入れている。所IllI時JYJは弥生前期末の大砕から出土して

いる 。 5 ・ 6 は，斧台をIII くし，後ろ而を平坦に仕上げた山柄に柱状片刃石斧をうを~"Y1することが想定

される未製品の斧の柄である。5は大部ーからの出土で，弥生前期末にあたる。6は長さ57.35cm，斧

子?のL之さ約19cm，J平l味が5CIllで弥生後期末~古l1't初頭に所以する。

(3)鍬類 (釣971χ11-13) 

1~7 を直柄鍬とした。 また ， 8 ~1 0が直柄又鍬とし1l ~ 1 3を鋤とした。 1 は ， 1盗起のある而を'1'

心に内i脅し上下ともに均殺に尖った紡錘形の納孔の隆起を作出している。2は，伯:柄鍬j厄|徐装着装置

のある広鍬で上部端に突4i? とド部に穿孔を施している。 3 はI立柄flU尼除装部装îí'tのある Il~鍬で上部同

地に穿孔を施し， 1耐火は)j形となす。4は広鍬日式B型で鍬の!吊聞から納穴に向けて徐々に厚味を期

す。 5~7 は広鍬V式 B n-~で 511t紀，jíIキから多くなる資料である。 8 はn'(柄x鍬の横鍬で， 上端ìúíか

ら jÎ=.~Îにかけて弧をJti き刻印がj)/i附状となる。 9 は lll l梢又鍬で許制相|の下部が緩やかに広がって ， ヲJ

';~1)にいたる。車Ih音1> と刃加との1jtが不明瞭である。 10は jí'r:~円又鍬で刃先の1指数2*0 頭部長方形とし納

火は的と歯の聞に方形の納イしを，泣けている。 11はー木のfLjJrjでjl'I:'fi!i鋤で、身と刺が一直線となる。日IIJI，¥

がメ:れ:'illの11Z大幅と大差がなく， )/( l llll }~:から緩やかに刃特にいたる資料である 。 12はー木の角府で直柄

効。i三い身を持ち， 柄との9Mにさほどの述いがない。13は，虫川J!;(j立跡で11¥士した組み合わせ鋤とJti

似する鋤である。身の中央近くの左右2筒所に方形の穿イLを施している。孔の問に柄を添えて緊縛す

る }Ji1~で「紐結合法j としている 。

(4)柄杓類 (第98阿 1-7) 

1は柄と身からなり， /'/予での身を明り込んでいる 。 身が浅く "1石市形ががjの !I~hjJïÍlJ(こ長い杓円形を

なしている。身の口縁を w.jの付け十J~の上ífii よりも一段日く作る地である 。 21立身の口縁に対・して柄が

-1卯一



直fiJに近い鈍fりとなった柄杓。身の明1)込みは匙よりも深<， 三1--=iMはPH伝に近い。3は口縁に対して
柄が杭戸jに近い鈍fiJとなる柄杓の未製品。4は身の口縁を柄の付け根のよifliよりも一段目.5く作り，身

と柄が水τドとなす柄杓。5は身の口縁と柄の付け根の上Iuiよりも一段高く作り ，身と制が水平となす

柄杓。6は身のn縁と柄の付け根の上而とのI町に段差がなく 両者が鈍f(jをなしている柄杓である。

7も4・51行j織に身と柄が水平となす柄杓。

(5)容器類 (告(';981:211 ~ 12) 

1は4サ111II'f.i立のD5区から11'，土している。脚色、付きの腕。rJ..J外耐ともによRi奈を投布 している。所

属l時期は弥生時代前期末-'.T'WJ後半。2は平成5if}支の調脊で出土している。把手付の容ー持で器高9

CJI1， i栄さ約5cmのf.J)阪に分類される。 3は底部の4問所に.:'1::I.lj形の足付けているo ~{ff ，r~は馬蹄形を呈

した存保としている。平成6-8年度制資の3号旧ii'f道B8 I玄で，'1'，土している。4は平成5年j立12号

i 111~から 11け二している 。 Uh議官1)1王32cm. i~~ さ 17 . 5cru ， 1氏筏12.5clll，'?lfl勾1Clllo JiG~IS を :>1勺必 と し， 口~~設奇IS

は平J.fl_ L1kiとしている。 5 は平成11年度の緊急廓JrJ対策事業にやI~ う前!持で' 11¥.:1二している。全長56.8clll，

削13.5cm，?::jさ13.05α11を測る。6は平成11年度E区3号旧河道から/1¥土。 7は平成11il:e度E区3号

旧河辺で11'，ニト.している。8は平成11年度EI孟3号旧iuf道で出土している。長さ31clII，耐16cO¥，7，みさ 4

仰をiJ!lJ，る。 9は，平成6:'1-::-8年度の旧河道調売で出土している。J氏告15の4問i9i'に径2.5clll，，山さ 1

CIll松のjj::を付けている。10は平成10年度BIR2号法から，'1'，二|二している。長さ-10CIII，~'1~15cm ， 高さ 8 C010 

11 . 12は木製27j杯の組み合わせ部品。11は3号旧河道C7 [丘で出土している。12は l号Irl河辺包含層

で山土している。 いづれも辺協の_[~.(こ赤漆で文様を描く 。

(6)案類 (第98医11-4 ) 

1は平成6-8年度の調査で3号旧河道C7区で出土している。透かしを入れた詰漆塗りで，中央

に仕切収をもけている。2は6-8年度の調査の4号旧jilf道でru土している。計iPjJf~の身で， 陪.い脚

をl木で守IJりrぃ、ている。3は平成5年度調去の l号溝から/1¥土 している。脚に斜行の長方形透かし
を 5 問所作/1 '1 している 。 身は浅い桁I 'm~を呈する 。 器高 8cmをil[IJる。4は平成llin立の緊急雇用対策

事業の33J-出から/1¥:1".している。l出lを半月担に切り貰いている。市さ20.8cm，脚中1，¥34.6cm，身は桁Pl

Jr~ を毘する 。

(7)杵・臼・横槌類 (抗99図1-14) 

1は平成6-8:.1;.}立の訓査で3号[FIÌ"f道 C8 区で、出土している 。 '-!J うたの~bl り1'11) に|後起;n]; を巡らして

いる。2は!径約:で，平成6-811:'伎の調査の l号-正i河道土器iEIまりから/I'd.している。J，(jき部は両端

近くの径がl，i大で， ~足り古1;(こ近づ く に従って後が小さくな り ， ヰ'9~の ih\ り告ISに |径起;; iY を巡らす。:長さ

139cmの大t¥!(，¥'，'，o 3は平成10年度E区の5号法からl中lこ上している。長さ101.5cmをiJ!IJる。4は平成12年

度B区 1~;. iまから/1\止している 。 長さ 113cm を 測る。 5 は ， 平成14年度の誹ijjltでmニ!こ し ている 。 3 ~

5は照不rの節;;げのないもので，抑き部が円柱状をなし， くびれた掘り部となっている。弥生V期~古
墳時代に成行する。6は抑き詰1>と柄とがl木の横杵。，枝分かれした木を伐採し，併をJ品き部とし，枝

を柄としている。この資料については，検出遺構及びi時期がボlりjであるため|ヌ|の拘MZをしていない。

7は小型の円。平成111rl立の緊急万五用対策事業に伴う調査で2'~J' i砕から，'1 '，土している。 Jif.径6 . 7cm ，

残存~'，'jl l .Ocmをil!lJる。8は小型の横槌で，誌報i工にi半う工具タイプにあたる。 9• 10・11は身が綱11<

豆打ちJTlの工JUljに適したタイプにあたる。12-14は，身が太くZZ打ち}I!に適したタイプの横槌であ
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る。 14は，柄の端部にグリップエンドを作n'lしたタイプである。

(8)武具類 (第991:g11-3 ) 

1は組み合わせ式の根扶みで，先端を拡の樹皮で巻き付けている。芸の長さO.8cm，径O.5cmo 2は

木鍛。先端を 6而に削り，身も同機にl'ilJり込んでいる。3は*=錯;。長さ11.4cm，幅 1cm， JIiさ0.6cm

で断而は中央部で三角形を呈する。全体にシャープなi'jlJり込みを行っている。4は長さ13.3cm， ~li\ 1. 9 

mの木鍛。 刃音I~先端を鋭く削り尖らせるが，身は丸l床を持つ。 5 は長さ 13. 1α11，中iii\1.8cmの木銑で4

と同様に身は丸l床を持つ。4・5は検出遺備投ぴl時mJ不IYlのため|到の掲載を行っていないが分類上は

佐状鑑にあたる。6は木製の楯で，出土資料は，組列で楯而を被うものの例で「紐列式柿Jである。

7 は鉄製三角板革級組ITI を j'1; 似た木製組IjIで去に黒ig~ を挽っている 。 8 は身の幅が36.5cOl，高さ 31.5 

cm，厚さ 1-3 Clllの短lil米製品。弦走りの部分にあたる。91立木賞IJ形製品で長さ57.7cOl，幅2.88COI， 

刃部にあたる部分は!祈而長方形で，りJ先は尖り公l床となっている。刃と柄との境に節帯の突起を作出

している。10は木剣形製品で長さ78.8cm，幅2.3cm。刃苦1¥にあたる部分は，柄に近い部分が丸ICjミを持

ち，先端部は長方形の断而を呈している。刃部と杯jの漉は械に節，;ifの突起を作出している。

(9)機揺り具類 (第100悶 1-3) 

1は，上端部を削り込んで丸l味のある突起状の力11工を行っている。2は全長63cm，幅7.8cm両端に

切り込みを入れて納状の柄を付けている。断而は阿而を平胆とし，下而をやや尖り気味としている。
たて且主<"

3は残存長で5.5CI11，附1.5cm，I!/さ1cm。経巻JZ・布巻具のどちらかにあたるものであろう。原始

機で布を織る場合の経巻具 ・布巻Jlは先端部を丁寧に加工し;良簡を半裁する例が多い。

(1的机 類 (節目O白11-7) 

1は現存長で23α11，帆5cm-6.2cm，Ji/さ3.3clllのIVV。上部に2.7X1.8XO.6cmの納を作り出してお

り，組み合わせ式の机のj問!としている 。 2~6 は平成14 ~r&の弥生後期の税務ち込みから出土した資

料。 2~4 は天板 41叫に柄孔を聞けて 4 1.同l を納金I lみするタイプのl問lである 。 5 は上部を欠損してして

いる資料でなければ，納を 2箇所作山l同lで天板と納結合するタイプである。 6は天板と脚を挟み込む

ための板材で，両端部近くに納孔を設けている。 7は組み合わせ式の木製板材-で， 長さ65cIII，IIIM10cm， 

厚さ1.7cm ， 両端部に方~I~の切り込を入れ納を作IJ 'Iする 。 (町田)

註1文献:木器機組別については，r*都品h比lズ|鍬近般1);(始前Jによる。
木器集成lき|録近般開始的(fW;st)

奈良|韮I.:¥'L文化財研究所史料館36illt発行 指良凶立文化財研究所 1 9~)3ゴI~3月30円

本4能者 J:.J);(真人 ・院修位以前.

参考文献 :弥生のずITを織る UP考古学選'.I ~9 

竹内品子・若 1989年5)1 東京大学/1¥版会発行
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表18 図版にした遺物の一覧表①

図版番号 造物番号 造物名 掲載報告書 報告年 出土造tl~ 層位

第97図 I 綿子類 長崎県第124t長 1995 12号溝

2シ 2 1弟子 類 原の辻遺跡調査報告書21 2001 E区3号旧河道

// 3 1弟子類 原の辻造跡捌査報告手!4・9下 1998 旧河道
~ I 斧柄類 長崎県第124集 1995 7叉i~~
イシ 2 斧柄類 長崎県第124集 1995 大溝

// 3 斧柄類 長崎県第124集 1995 大都

~ 4 斧柄鎖 長崎県第124~ 1995 大構

~ 5 斧柄 類 長崎県第124集 1995 大講
// 6 斧柄額 阪の辻辿跡調査報告書27 2004 SO-2 

イシ l 鍬 類 長崎県第124集 1995 大i1lt
今 2 鋤 類 阪の辻遺跡保存等協議会 1 2000 SD3 

~ 3 鍬 額 原の辻遺跡調査報告書ト9下 1998 1号旧河進土器iRi

" 4 袋t まR 原の辻遺跡調査報告砦:26 2003 部落ち込み

ク 5 鍬 類 原の辻遺跡保存等協議会3 2002 SD5 

イン 6 鍬 額 原の辻遺跡保存等協議会2 2001 S 002i~f. 2号 下庖

イシ 7 鍬 類 原の辻遺跡保存等協議会3 2002 S06 

" 8 鍬 鋭 長崎県第124集 1995 2号溝

lj 9 鍬 !tN 原の辻遺跡調査報告告21 2001 E区2号旧河道
。 10 鍬 ~N 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 1号旧河道土器i留
。 11 録土 頬 原の辻遺跡調査報告昔:9下 1998 1号旧河道土器i留

イシ 12 針I 1;長 原の辻遺跡調究報告書:9下 1998 H予旧河道土器iRi
4シ 13 鍬 会賞 原の辻遺跡保存等協議会I 2∞o S03 
第98悶 1 柄杓類 長崎県第124~ 1995 大講
// 2 柄杓類 長崎県第124集 1995 1号i昔
。 3 柄杓類 長崎県第124t長 1995 5号i非

々 柄杓類 原の辻遺跡制査報告響9下 1998 3号旧河道B8区

// 5 柄杓類 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 2号旧河道B11区

// 6 柄杓類 長崎県第124集 1995 4号'rI1j:

// 7 柄杓 類 原の辻遺跡保有:等協議会 1 20∞ S 003 
// l 容器類 原の辻遺跡調査報告響9下 1998 4号旧河道05区

// 2 容器類 長崎県第124~長 1995 

// 3 容器類 原の辻遺跡調指報告書:1'9下 1998 3号旧河道B8区

" 4 容器類 長崎県第124集 1995 12号i1I'~
1/ 5 容器類 原の辻逃跡保存等協議会l 2000 S05 

イシ 6 容器類 原の辻追跡調査報告書:21 2001 E区3号旧河道

lj 7 容器類 原の辻造跡調査報告詣:21 2∞l 
そ， 8 容器類 原の辻追跡澗査報告i!}21 2∞l 
/， 9 容営住類 原の辻m跡調査報告14:9下 1998 1号旧i可道
2診 10 容器類 原の辻遺跡言aJ査報告書21 2∞1 
lj 11 容器類 町、の辻遺跡調資報告書:9下 1998 3号旧河道
。 12 容器類 原の辻遺跡調査報告書:9下 1998 l号旧河道 包含層

// l ヲ長 類 原の辻遺跡調資報告書:9下 1998 3i号旧河道7区

ク 2 業 類 町、の辻遺跡調査報告書9下 1998 4号旧河道

" 3 業 類 長崎県第124集 1995 l号満:

// 4 集 類 原の辻遺跡、保存等協議会 1 2000 SO-3 
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表19 図版にした遺物の一覧表②

図版番号 造物評号- 造物名 掲載報告書 報告年 出土遺構 陪t立

第99図 県杵類 原の辻遺跡調査報告告:9下 1998 3号旧河迫C8区
今 2 堅 :件類 原の辻遺跡調査報告謹:9下 1998 l号旧河道土器i間
。 3 思杵類 原の辻遺跡調査報告書21 2∞l 5号法
，診 竪杵・類 原の辻遺跡調査報告書21 2∞l B区l号濠
今 5 堅杵類 原の辻遺跡調査報告告:27 2∞4 Sd-4・5
。 6 轍衿:類 原の辻遺跡調査報告告;:9下 1998 ワ

" 7 臼 類 原の辻遺跡保存等協議会l 2∞o 2号部
。 8 繊槌類 長崎県第124集 1995 大j梓
。 9 キ1ft;jffi類 j京の辻遺跡保存等協議会2 2∞l 旧河道 上府

ク 10 杭槌類 原の辻遺跡保存等協議会l 2∞o S D01 
。 11 杭槌類 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 l号旧河道 包含j官

" 12 ;ftI(槌類 原の辻遺跡調査報告諸f21 2∞l E区3号旧河道
今 13 ，fi'!e槌類 似の辻追跡保存等協議会2 2∞l S D02 下}i1

イシ 14 轍槌類 j京の辻遺跡保存等協議会3 2∞2 SD8 
dシ 1 根挟み類 長崎県筋124集 1995 大i背

" 2 オ三銭i~i 長崎県第124~長 1995 大i~í:

" 3 木鍛類 阪の辻追跡;保存等協議会2 2∞l S D02 '.1'}1'1 
そ， 4 水鍛 搭i nitの辻遺跡調査報告書9下 1998 ワ

" 5 木紛;類 j京の辻遺跡;制査報告哲:9下 1998 ワ

" 6 私1 類 長崎県・節124集 1995 大i梓

" 7 短 t:IJまn 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 l号旧河辺土保i留
" 8 先i甲類 長崎県第124集 1995 5号1背

" 9 木剣 ~i 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 1号旧河道土器溜
今 10 木剣類 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 i号旧河道土器溜

第u(ねIgl 機折J--!-類 長崎県第124集 1995 大溝

" 2 機折具類 長崎県第124集 1995 大~'lt

" 3 機折具類 原の辻遺跡調査報告書21 2∞1 B区l号18河道
ぞ， 相L 額 長崎県第124集 1995 大溝
。 2 おL 額 原の辻遺跡調査報告書26 2∞3 構落ち込み
ぞ， 3 相L 類 原の辻遺跡調査報告書26 2∞3 構落ち込み
ゐ 相t 賓i 町、の辻遺跡調査報告書26 2003 構落ち込み
。 5 都L 類 原の辻遺跡調査報告暫:26 2003 溝落ち込み

" 6 机 類 !京の辻遺跡調査報告告:26 2∞3 構落ち込み
" 7 相L 1fJ'I 原の辻遺跡調査報告書27 2∞4 SD-4・5
lj i 1臼・‘・ 凱 原の辻遺跡調査報告書9下 1998 3号旧河道C7区

" 2 佑- 知 阪の辻追跡調査報告苦手26 2003 j梓落ち込み
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5.骨角器
1-1.事lJ突具 (第101図1~ 8，第102図23)

鹿角や四肢'R-を素材とし，先端が鋭利に尖るものを一括した。器部の形態から3種に分けられる 0

・A類 体部から基部が一直線で明瞭な基部を作り出さないもの。

. B類 体制lから基部にかけて緩やかにすぽまるもの。全体として柳禁状の形態となる 0

・c類 体部と器部の聞に明瞭な段を持つもの。
A諒iは最も一般的な事11突具で，全長10cm前後のもののほか，イルカ類の下顎骨を素材とした20cmを

超える大型のものも存在する(第102図23)0 B類は10cm米満の小型で，四!伎骨を利用したものが多い。

休部断而は安11.形もしくは円形が主体となるが，稀に三角形になるものも存在する(第101図5)0C類

は，いわゆる什鍛で体部断面は三角形となる。シカもしくはイノシシの|山政骨を素材とする製品のほ

か，鯨什製で直箭刃のものもある(第101図7)。

時期jの明確なものはほとんどなく，いずれも弥生時代前期後紫~後WIに該当する。

1-2.離頭錯 (第101図9・10)

大きくは刺突具に含まれるが，中子を挿入するソケットを持ち， 機能として明確.に離頭鈷と判断で

きる資料に限定した。現在のところ 2点のみ出土している。いずれも鹿角製で，二股の尾部を有し長

取IJ方向にソケットを持つ雌型離頭話に分類できる。ただし， 一本づくりのもの (A類)と 2伺体を組

み合わせて使うもの (B類)があり， B類については先端部に恥i1.5mmのスリットが認められること

から， )普製石銑もしくは鉄鍛と組み合わせて使用されたものと考えられる(第101図9)。また， B類

の体部下半には索綱を緊縛した際の痕跡が残っている。

いずれも弥生時代中期~後期の環濠内から出土している。

ト3.結合式釣針 (第101図11)

i点のみの出土である。 第101図11は軸部の結合部で， 下而を断i<<iU字状に切り抜いている。結合

部の先端に段を持つ点が特徴で，類例は鳥取県背谷上寺j也遺跡でまとまって山土している。弥生時代

中Jm後半~末のブロック貝暗からの出土である。

ト4.アワビオコシ (第101図24・27・28)

i百平 ・棒状の鯨骨製品で，短軸の一端に片刃状の刃部を持つものをアワビオコシとした。破片で出

土する例が多く，完形のものは l例のみである。基部の特徴で2つに分けられる。

• A類 器部から刃部にかけて両側縁が平行となるもの。

• B類 器部の一端に突起を持つもの。

A類は中尾分類I類に相当する (中尾2005)。破片資料のみでB類体部との区別は困難であるが，

両側縁が平行である点で区分した(第102図27・28)0B 類は'1 1尾分~Î II - b 類であるが(中尾2∞5) ，

完形での1:111土例があり，細部の特徴が観察できる(第101図24)。鯨矧のJJ)J廿を素材・とし，全長35.95

cm，最大申i札 Oω1，最大厚0.8cmで，両側縁は法制;から刃告11にかけて緩やかに1mく形態となる。
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第102図骨角器実測図② (1 /3) 

側而観は紫材の形状を反映して大きく i}'lilU，している。JL部の片側には矩形の突起を削りだし.刃部
はJ'1 ・メj杉~ç(こ1iJfJ奮している。

H引VJの明確な資料は，弥生中期末~後JUJ初 ~Jiの 卜b・'( 1'.附から出土したB事iのみである(第102図24)。

その他は弥生1~I J明~後期に該当する 。
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ト5.紡錘車 (t0101図12--15)

紡錘!I[は一般に石製もしくは土製であるのが一般的であるが，原の辻泣跡では鯨fJ'製品も出土して

いる 。 鯨)~.製紡錘車は断面の形状から 2 つに分組できる

'A類 断聞が矩形となるもの。

• B類 穿孔部が周辺よりもふくらみ，断面凸状となるもの。

直径を比較すると， A類は4.5cm前後であるのに対して， B知は復元径7.5cmとなり， A類に比べて

大型である。繊維の都知や製品の追いを反映して使い分けられていた可能性が考えられる。

|時WJの明擁な資料はないが，いずれも弥生巾WJ--j!jJ'uljif JUJのものである。

1-6.柄 (第101図16・17・20--22)

鉄製工具の柄と考えられるものである。いずれも雌f{J製で形状により 2つに分けられる 0

・A類 鹿角の先端部を利用したもので，体部から端部にかけて湾曲するもの

. B類 角幹部を利用したもので，平面形が矩形となるもの。表聞に刻みを入れ，従来 f刻骨Jとさ

れていたものもこれに含める (第101図22)。

A類については万子を装精したままでの出土例があり， )J二子柄と考えることができる。B類につい

ては， 鳥取県;:'f谷上寺地追跡:で鉄製撃を渚柄した例がある。似の辻遺跡出土の鉄製盤には，後述する

ように棒状で頭部の前れが認められないものがあり，BJJiはこのよう な棒状の撃を装指したものと推

測される。

時WJが明確なものはごく少数である。B類は弥生後JUJ以昨のものが主体であるのに対して， A類は

弥生中WJ--古墳前期にかけて出土例がある。

1-7.骨食1j(部102図25)

l例のみ出土している。航骨製で，全長21.5cm， M大IjJl.I3.5α11，最大正Il.2cmである。体部中央に鮪

がi認められるが，両側緑は而取りして刃の研ぎ出しは認められない。器部付近を平坦にカッ トしてお

り， 18製石剣を模倣したものと考えられる。包含)，，'1111からの出土であるが，周辺の遺構の在り方から

弥生中期のものと考えられる。

ト8.その他 (第101図18・19，第102図26・29・30)

第101図19は特と考えられる。扇3:1三な素材の一端を穿孔する。第101図18は抑である。鹿角を扇平に

力11工し，端部をやや窪ませて穿孔する。 第102図26・29・30は未成品である。26・29は鹿角製で骨幹

部に綴り切りの痕跡を残す。30も鹿角製であるが，従来 fFJ文」とされてきたものである。ここでは

J1lf.jfJを半裁し，分岐部からL字形の素材を取った残PJと考えた。全体に被熱艇が残る。 (中尾)

{文献1
"， }c己篤志 2∞5 r~'fl'製アワピオコシの拡散とその1nu r阿梅考古j第6号 西海考・古同人会
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6.その他の遺物
-装飾 品

玉類(トンボ玉・勾玉 ・管玉・ガラス小玉)

似の辻遺跡から出土した装身具のうち「王寄りについては，トンボ玉 ・ガラス製勾玉・硬玉製勾玉 -

~(.!=Ii.製勾玉 ・ ガラス小主などが見られる。 これらの造物は行長クラスの人の威信財として副葬される

ことが多いが，集落の中から出土したものもあり，まつりなどに使片jされたものと推定される。また，

榊や環涼の上部でも検出される例があるが， J!&f， t~~・としての役割をなくし，低地部に廃棄されたか，

あるいは丘陵上から流れ込んだものと思われる。ここではまとまった数量の出土が見られる，墓域を

rjl心に「玉類jについて，まとめてみたい。

トンボ玉

11日夜149年の大原地医の苓戚の発掘調査の際lこ検出した3号聾桔墓(弥生時代前期末)から出土して

いる。 トンボ玉は4個あり， 3個は完形品で1I院!はが)3/ 5の破片である。本体の色は青色で，文様

は向色である。文織は玉の周囲三カ所に二lR怖ドl文が施され，その問に2個の円点文が上下に位低を

迎えて配泣きれている。二重楕円文の中心lこはやや淡いlT色ガラスが加飾されている。弥生時代前期
のき話相互Eからの出土ということで，現在においては日本でも最古の出土例として注目に値する。艶桁

誌の被葬者が，ある税J立の身分をもっていたことや.~Mに附係した人物と判断できょう 。

動

Pし6 トンボ玉写真

勾玉・管玉 ・小玉

各杭素材のものが出土しているが，平成6i~ 

位。JWftの石間高原地区検出で，多重環法の一部

と考えられる9号潜状遺構より裁翠製の勾玉が

11¥十.している。透明感のある緑色で部分的に白

色が混じる。また同調査で， 551王製と思われる

r'Fr~が山トンボ玉写点 (昭和49年度出土)元j由

民検/1'11号構より 3点， 2ぢ.j梓より l点，計4

lW¥土している。IJ、玉は40点出土している。

平成7年度には大川地区の発掘調査を行った。これは1I日和51年度に県文化課により実施された範回

確認調子tの|漂に墓域が認められたことをうけ， 7必:1)1(の範IJH町il認と墳墓のl勾谷・構成を究明するために

リミ施された。造物はガラス製勾玉 ・管玉 ・小3z・鉄製ヤリブfンナ等が出土している。

平成7年度の訓査でも弥生中期後半から後JUJの11与JUJの必域より，悲l王製恰:玉 ・硬玉製勾玉片 ・150

l.(を超えるガラス小玉が11¥二上した。

平成8年度には原ノ久保A区の発掘調査を行った。この地は昭和52年の調子Eで墓域であることが確

認されていたが，墳墓の構成や墓域の拡がりを調べるために調査を行っている。遺物としては，土城

より，まき技法によって作られたガラス製勾T:.が/1¥1:している。その他，箱式石桔幕より出土した硬

1':拠勾玉がl点， ?j.手玉製管玉が5点，土横よりプfラス製丸τf.が3点.箱式石柁長よりガラス製小玉が

6点11¥土している。また同年度に遺跡中央部13h付近のlJ;t地区の調査も行われ，ガラス製勾玉14点，

ガラス製管玉 I点が出土している。
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平成10年度には原地区の丘陵部凶側の調査を行った。IJ:，jj+tで謀域は確認されなかったが弥生時代中

JVJから古墳時代初日fiにかけての多祉の土器と共に， U;以l人!の純凶より270点余りのガラス製小玉が

出土している。祭杷に関係することも予想される。

平成13年度には，平成6年度の調査で確認された必域が，どのような広がりを比せるのかを確認す

るために芭ノ木地区の調査を行った。 造物は石益上城 .~~よりガラス製小玉1511!ðJが弥生後lYIの丹塗り

袋状口縁の破片とともに則非されていた。また， 4~;-挺防必からガラス製小玉が216例， 5号整桔事

から青銅製釦と共にガラス製小玉が107側出土した。時JUJは共に中WJ中葉頃と考えられる。

また，平成13年度に:nm町(現主t:合併しを岐i!i)主体で訂旺!大原地区の訓読が行われ， 2 号翌棺~

からガラス製小玉が12点， 5 .~.ぢj. 艶l'布打柏桁h打軒桁r行f4Tif.J謀盗から t告管3T:玉が4ι，1:点，1:

柏枯.誕カか、ら1口l点の管玉， 1げ7号.鈍打桁{必カか、 らガラス事製，~I小lト、:ヨ主lト正..が 2 lι山点，1:りtの!.(り日.(， 2号

石棺事から勾玉が2点 ・行玉が8点出土している。

ガラス製1I、玉は遺構外からも53点出土しており，合わせてガラ

ス製小玉は合計121点出土した。その他，数量的に僅かな場合や

出土地点が不明瞭な場合は者略している。

その他(切子玉)

⑮-86 
の

平成13年度に遺跡凶側の低地;}JIの構より切子.:fが/1¥上した。

前は大長ーの土器が出土している状況から，涼としての機能を備

えていたと考えられる。切子玉が出土した肘はnh'1で，弥生時代

終末期から，古墳時代前期の土器が出土しており ，三紳系の瓦1'1

土器や人面石が出土した肘と同じである。

α)~ 
第103図切子玉実測図

切子玉の形状はそろばん王形を呈している。研ぎ/1¥しl師は上部が1illi，下面が2而，上部は自然;而，

下部1面の4面の研ぎ出しを行っている。穿孔は上告11'1I:!Aとに径3匂の孔が，深さ約14t・Jに蝶旋状に穿

たれている。穿孔工程で下部にヒピが入り ，完成に3'らず，放築したのではないかと考えられる。

{参考文献]

臨出 会事 1994 r弥生時代ガラスの研究j一考古学的)j法一 株式会社名活i:1l¥版
由水常雄 1997 rガラスと文化jその京西交流 11 本政送/1¥版協会
1995 rIJi(の辻遺跡j長崎りに文化111・Ilf，'，j査報告f!? 第121掠 j毛~/，gl，~救行委日会

1999 r町、の辻遺跡JJJ;(の辻追跡:部j査~]r.務所調査キf({';'~ 'r 知11集 長崎県教n~n会

2∞o r師、の辻遺跡J)J;(の辻泣跡訓査とJi務所調査報{I;.{I): 節目抑 長崎県教育~n会

2∞2 r特別史制 限の辻j立幼;J)J・辺IIIJ文化11叩:1 ヨHIH引I~ ~'H5集長附県芦辺IUT牧if安H会

2∞2 r JJ;(の辻遺跡j 石川町文化Jlf，J，\!査報告{l~ ~~ 5集 民附Y，~.:rï田町教官受口会

2002 r阪の辻遺跡JJJ;tの辻遺跡訓殺事務所調子t判H11'N 節制強 以崎県教育蚕u会
2002 r阪の辻遺跡JJJ;(の辻泣跡制任事務所I~暗殺旅行、IF ~~25能 以崎県教育香u会
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-人面石製品

平成13年度特定謝査(環涼等状況調査)で/I'r土した。11¥土場所は，J立跡JjJ央の台地の西側の現水田

部にあたる壱岐郡 (現JE岐市)芦辺町涼江鶴色触♀:八反j也l丘。

人而石製品が出土した SD2 は平成13年度のlú~J1f.段|併では械の京岸・のみを検出し ， 1梓の幅，深さ，

j昨の性絡などの全符はl則らかではなかった。しかし，平成14年度の県道付けをFえに伴う緊急発掘調資

(JJ;iの辻遺跡調子正報告、'::第27集)で，平成13年度の訓1f.1正に隣接する地区の調査を行っている。その

結扶，S 02のifl，:の附は，約3m，深さ約1.2mで，21支持1:りの様相を呈していることが明らかになっ

た。この掃方から，S D 2は人為的に掘削された涼(加減の一部)であると峨認された。造物の1+¥土

状況から，S D 2は弥生H主代後期の段階に造られ，後JUJ以後l当然にJlll没し，後JV]終末から古墳時代前

JUJにi，'I，:として再利}IJされていたが， 構として機能しなくなった段階で地物が大)，(に破棄された状況が

伺える 。 人而石製'~II，(まII~~1 (黒色砂質土)内から， 'ifJ/ j:J1年代終末から古墳時代liintfJの土器に混じって

/1¥土した。またすぐ隣からは 大韓民国金海市nil "~ 'I!. i'i杭に類例が見られる， 三耳付三韓系瓦質土器

が11¥土している (r金海良洞51古墳文化j東義大串校時物館)。
人I而石製品の形状は長軸10.2cm，短軸7.4cm，J'iさ'1.5cmの桁円形をしており，重さは (316.5)g。

緩灰岩製で， はは~側まで貫通 しているが，両 日 は途中 まで彫り込み1・I過していない。眉 ， 鼻はそ

の輪郭を翁1Iい総で彫り浮き上がらせている。また，III'i*Jiを削って窪ませ，より人IUJの顔に近い感じを

/1¥している。iJJ'i全体の細部に剥離調製を行い全体に)Lみを持たせている。

官i例としては，弥生前期の鹿児島県山ノ口追跡で'限石製の人形，古墳時代中期から後期の鹿児島県

辻堂遺跡11¥土の軽石製人前岩偶がある程度で，大変珍しい泣物である。

この人而石製品は当時の原の辻遺跡、で行われた何らかの祭配に使用された可能性が高いと考える。

人前行製品が出土した地点の西側は，畦畔i世榊などが検11¥され似の辻遺跡:の生説地;市と考えられてい

る。稀に稲の坐作を祈り ，秋にその豊穣の忠みに!盛期する配りに使用されたのもか，はたまた祖先の

以を配る古代人の梢ネIII ~E.前を表現 した造物であろうか。

さらに興味深いことに前述 した平成14年度の緊急先制IJ~J3tt で， S 0 2のlulじ府{立から，入れ子状態

でピッタリとm:なりあった鉢が出土している。このような例は水場の祭記に凶係があるのではないか

と考えられている。この遺物と祭記的な意図で作られた可能性

が高い人商石，この両者には何らかの関係があったのかもしれ

ない。 (藤村)
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-ココヤシ製笛 (第100図1・2) 

1 .ココヤシ製品の出土概要

①平成7・8年度卒業(原の辻遺跡澗査報告書第9集上・下)

平成 7 ~ 8~度にかけての訓査で涼 2 条 ， i~ft1 条，旧河道 3 条を1í(r1 R~. し，この遺構の 3 号旧河辺内

から弥生時代前期末~弥生時代中期中頃の土器に伴ってココヤシ製飴・が出土している。

②平成 9 年度聞場整備に伴う緊急調査 (原の辻遺跡調査報告~:第 5 集)

床大引材等の建築部材や柄杓，容器，案，砧，漆詮り容器と共にココヤシの実の容器が出土してい

る。

③平成14年度調査研究事業(似の辻遺跡調査報告書第26~)

V区の弥生時代後期の油E落ち込みから，木製品と共にココヤシ製筒がIH土している。

2.ココヤシ製笛の形状について

①平成 7 ・ 8 年度事業(第 9~上 ・ 下)

ココヤシ製笛lが長さ12.8cm，制8.7cmの卵形をなす。一部欠如する。上方に径4cmほどの吹口が

あり，表面に指孔が3ヶ所， 裂前に吹口付近に2孔と下端に2孔の指孔がある。貫通していない虫食

状の小孔が数ヶ所ある (3号旧河道C7区)。

②平成14年度調査研究事業(第26集)

ココヤシ製笛2が長さ13.5cm.申[1¥9.8cmo 9ヶ所の穿孔と 7ヶ所の苦手孔配置を意識した凹みが見ら

れる。

3.ココヤシ製笛の時期について

平成16年までにココヤシ製笛がtli土している遺跡は原の辻泣跡以外にないので，比較できないが，

弥生時代前期末の資料として第100図1があり後期の資料として第100図2が出土している。

4.ココヤシ出土の弥生時代の遺跡:

弥生時代のココヤシの突が出土した泣跡として，長崎県恩回日;(泣跡.t1で弥生時代前期後半のココヤ

シ製の容罷と兵J.i]i:県神戸市玉iiltlIIrl'遺跡U から弥生時代中JUJ上)¥，・7から出土したココヤシの突で，下而

を打ち欠き，側面に2-40101の穿孔が1ヶ所付いた資料が純認されているがココヤシ笛としての機能

は持ち合わせていないようである。

[註文献}

i凹平町広報誌 2∞4， 8 
2兵邸県教育委員会 兵山県文化財調査報告書第135-5illt 神戸市「王将E出中遺跡J1996， 3 

[参考文献]

1弥生文化の研究第8巻 新と事と装い 12楽器の世界j水野正好1996，11 

2弥生時代の知識考古学シリース 5 rp元其之 ・山崎純男者:

-206-

(町田)



-木製櫛

芦辺町教委は.平成5年度に原の辻追跡の舌状に延びる台地の裾部を巡る環涼の確認調査を実施し

た|祭に.西側の調査区で発見されたものである。発見時から木製の為保存状態が極めて雌しい状況で

あったので，先に真空凍結乾燥法を用いて保存処理処置を行った。

町、の辻遺跡."1¥土の櫛は，キ円形状を呈し，端部に櫛の歯の部分を作り/l'，している。櫛の歯の先端部

分を除きほほ原形を保っていると考えられる。

櫛は，半円形状の長さは26mm，最大幅370101，櫛の歯の部分の脚iは310101，現存する首Iの・長さは3-7

mmである。また，:ffiljのl指の両端は櫛の1逝幅に比べて幅広くなっている。阿みは， 2-30101である。櫛

の曲部分は，伐存土長毛が3-70lillで

しているために，と1::'円形の胴部に対して直線でな く斜めで，斜めに蛇行して1術を付けている。全体の

長さは，樹iの月]途や他の類例からして，約6cm程度と推察される。

樹iの材・質は，楽j良lniとの関係を考慮して鑑定を実施したが，特定できなかったので詳細は不明であ

る。

日本:9"1J1;，)では，樹iは装身具のーっと して縄文時代前期jから利用され，赤色i安説りの櫛が出土してい

るが，ほとんどが結的式竪櫛で，原の辻遺跡;出土の櫛とは技法的に相逃しており，問株な形態は楽j良

i英選出土の;邸以外には類似品は見られない。

櫛の形態については，2世紀頃の中国大陸の楽j良の王Jj干(おうく)を担非した王肝墓である平安南

道石厳205号噴の日IJ葬品の一つである木製櫛や他の楽浪漢墓からはたいまい製の櫛が発見されている

櫛の形態に類似している。また，化粧道具を納めた円形の鏡査(きょうれん)の中に， 半円形の小箱

がlつ発見されているが，その中身は空であったとされている。その他の造物から櫛の収納箱ではな

いかと抗察されている。

日本の弥生文化のなかで，一支国の中心集落である原の辻遺跡では，ql岡大陸及び朝鮮半島との交

流を示す遺構や造物が数多く出土しており，今後の調査による新たな発見及び司王土音1>の遺跡からの類

例の発見を待ちたい。 (冨1J島)

[参考文献]

大阪府立弥生文化博物館 平成5年度秋季

特別炭「弥生人の見た楽浪文化J

大阪府立弥生文化博物館図録7 1933 
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-青銅製権

椛とは，梓秤の錘のことである。祭儀場北端部にほど近いl民地区の包含層中から出土した。現存i13i

4.3cm，相3.49csJ，厚さ2.85cm，重量150gである(第105図)。平面形は釣鐘状で横断而は桁円形，頂

部には半円形の紐の痕跡がわずかに残る。また，体自1¥側而には長取11方向に伸びる鋳合わせの泌跡が確

認できるとともに ， 径 5~ 6mßlの孔がn・過している。底部中央には円形の浅い凹みがある。

所同|時WJは，出土状況から特定には歪らなかったが，鉛同位対比法による産地推定の分析の結操，

緊材の鉛が中国産であること，また弥生1J;fイt後期の国産行銅器である三遠式銅鐸や広形鋼矛などに近

い鉛であることが明らかになった。このことから，1tj'剣製権は弥生時代後期の所産である可能性が日

くなった(中尾編2002)。

w銅製綿の位世づけについては， 青銅器生産の紫材として搬入された可能性と，交易に闘わる尖m
品として使用された可能性いずれにも解釈することができる。しかし，原の辻遺跡の交易拠点と して

の性硲を考慮すると，交易を円滑に行うための笑用品として捉える方が自然であろう。体部側而の穿

孔も鋳造後に規定の重さに調整するためのものであって，紐は欠損するものの，非常に実用的な状態

で，11'，土していることも根拠の一つである。いずれにしても，r貌君、倭人伝jに描かれた交易を行う「市」
の有・在ヤ，交易を監督する機関「大倭jの存在の可能性を示唆しており，原の辻遺跡の性格を反映す

るm製造物として位置付けられるであろう。 一ー (中尾)

[参考文献]

中J's鰐芯編2∞2r特別史跡原
の辻辿跡j芦辺町文化財調査報

告知'第14柴 芦辺町教脊委員会

o 5cm 

①取緒をもっ ④水平になったところ

権

第105図 権実測図
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-ト 骨

獣骨を焼き，竹の去聞にできるf色裂によ って吉l耳|を占うト占甘は中国の東北地方から朝鮮半島を経

てもたらされたものであり，弥生時代の日本ではシカやイノシシなどの骨を焼いて生じたヒピ割れ ・

色調の変化を見て吉区lを山う胤判があったことが f貌志倭人伝jゃ f後漢書東夷{云jに記されている。

倭人伝には r~t:の俗挙事往来{こ ， 云為する所有れ(f， 純ち骨を灼きてトし ， もって吉凶を占い，先

ず卜する所を告ぐ。其の辞は令f色の法の立11<.火析を視て凶を占うJとあり， ト占の内容がト背・と亀

トがあったことが窺え，結方'1mは屯ト， f委人は竹トであったと解釈されている(註 1)。

いまのところ，朝鮮半山から日本に受存されたことは間違いないと ころであるし，半島南岸に位世

する全羅南道海南部の'U院.~m貝塚やi四川市動向遺跡の近年の調査からは，多量の ト骨が出土している。

日本では最も近い位間にある対馬Jみからは発見されていないが，壱岐島では出土している。出土遺跡

の多くは近畿 ・東海 ・l則京地方に及び， !持に神奈川県ー三ifli半島の海蝕洞窟遺跡に集中している。

しかし， XJJ&県気山'lUiW芥Il~・1T谷 l:王子地遺跡:からは227点のト骨が出土し，これまでの全国の遺跡

の総出土数を一泊跡でよ阿っている。

原の辻遺跡のト骨 (第106図 ・表20)

原の辻i立跡の ト什は1951::ド-京TIII考古学会が行った調査で9点が出土，ほとんどがシカでイノシシは

1点だけである。

1994年の調査では，台地上の 9c - 7 -~; 住居跡から大小 6 点の肩叩骨片が出土したo そのうち 4 点

がイノシシ .1点点;カがfシカ .不19明p則12 ，1~;点点，( で、ある(~討，12 )λ。比1較阪的良好な2点を図示 したカが，'， 1はイノシシ

右t制側(1)厄l叩:p'什i

に l 列 4 点. 腕下町に 2 1'116 ，1，'!:の焼灼艇が見られる。 焼灼の位協する部分の厚みは0.13 ~0.25cmと比

較的薄いが，人為的な制幣は凡られない。!佐治は府11'1~凍部を行っている。関節鵠より 8. 0cmの位置か

ら約12cm，外側iiiiより1.5cm桂成してj'illら

れている。

21ま1より一回り小さく ，長さ17.4cm.

幅12.0cm.I瑚節径3.35cm X 2. 35cmを測る。

イノシシ右側Itj rp什で17::側部分を一部欠く。

焼灼痕は前縁111央部より尼fl!IJql央部に向け

一列に 4 点，この事1I左右のíìíT~誌に各 l 点が

見られる。生治は認められないが， 1め竹而

側縁に長さ4cmと3cmの筋状のmが2条み
られるが，解体政と思われる。

東亜考古学会調査の原の辻遺跡出土ト骨

(表20・第106図)

表lの7~15は 1951年東TIJi考1114f:会調査

の内訳である。九州大学保竹のト竹を木村

幾太郎がまとめた記述によれば次のとおり

表20 壱岐島出土ト骨一覧表

ぷ!遺跡名 出土区指 使用動物 使用部位 投11暁円高 保有状態 箆治

h荷停 6 T - /.¥l色 シ T l，¥l甲骨(r.) 12 ナシ

z 11 7 T - 1 JJ 11 (1.) 湾申下宿欠 11 

3 n 1 T - 5 イノシシ JJ (r.) ラ 湾側112欠 " 
4 11 1 T - 6 JJ 11 (1.) 6 11 " 
5 11 貝空軍古学会1952 シ カ 11 (1.) 6 前縁日豊 J~ 11 

6 11 r，: 永 よ王 11 IJ (r.) 3 1/ 11 

7 原の辻 車愛号古字会1き51 1/ n (1.) 足型12/3欠 1/ 

8 11 " 1/ IJ (1.) I 1 " tI 
9 n " m 1/ (r.) 6 足鈎1/2欠 11 

10 " n " " (1.) 3 院議欠 アリ

11 1/ 11 " 11 (r.) 2 足勿1/2欠 " 
12 11 n 11 IJ (r.) ， ー 後縁のみu " 
13 11 1/ 1/ 11 (1.) -:・・ シ 結倒1/2欠 11 

I~ n 11 イノシシ 。(1.) づ伊 三r n 11 

15 11 11 1/ 11 (1.) l ナシ

16 lIi碑 W -15上期 1/ 11 (1.) I 3 1t~l/l 欠 m 

17 僚の辻 9C・7守住居也、 11 IJ (r.) 10 12 iZEZ形 アリ

18 11 JJ 1/ 1/ (r.) 6 尾置I一部欠 ナシ

19 11 JJ 砂? 11 (r.) 3 ? 前後縁車軍残 7リ

20 JJ JJ 11 IJ (r.) 不 明 |不 明

21 IJ JI シ 1; 11ω' 不 明 11却 14/5欠
22 11 " イノシシ? 1/ (r.) 不 明広0:13/4!量 7リ

1-4 九火男総分(1977年) s...._将来聾考古学会(1951・I952$f.)他発応分

16 !!!本町教η~11会 (ω85!J:) 17-22 芦辺町教育委員会 (1995年}

U3*村幾多郎f長崎県也厳島出土のト骨Jr考古学総!&J1軒6H空軍i4号ょっ伝銀、一部加m
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である。 「原の辻遺跡からは 9/，(のト竹及び加J~什が検出された ・・・ 焼灼はいずれも，今回発掘し

た鹿沼甲骨と似た焼灼抗を示すが，jb:ネ111遺跡ほと'焼灼点が規則的ではない。(15)のイノシシ肩Ffl骨

の焼灼痕も， 15や11遺跡のイノシシ)，j rr什ト竹のようにi奈川色を呈さず.fH.跡も小さくシカのそれと似
る。原の辻遺跡H¥土ト竹でil: 11されることは， ト 1'j-に繋iffが加えられていることである(lO~14)。

控治は，助手l'面の後紋市りのJJ巴即した部分を刀 r-のようなもので削平し，その部分は海綿質が露出し
ている。 シカ ld叩竹iìíJ付はJi巴I_I，~せず薄いので3完治は行われないが，肩甲輔、の反対側の肩甲下禽の部分

を削り整治を行っているものがある。j以上のト竹は 「東亜考古学会195Uのラベルの箱に入ってい

た献骨の中から抽出されており.この時のIJ!rJ査ではH塚も発見されず，貝肘が検出された1939年の鴇

山忠正調査資料ではないかと考えられているがI JJ;(のよ1逃跡では貝病以外のところからも獣骨やト廿

が出土しており I iiiJ "?;'の11'.止と考えてよいと思われる。いずれにしても時期的には弥生後期後半に属

する。

九州大学及び東亜考古学会調査のカラカミ遺跡出土のト骨

1977年九州大学考古学研究主の行った調査でμ肘及び包合層と滞状遺構内員府中よりシカのト骨2

点，イノシシのト竹2点のill・4点が出土，このほか1952年東亜考古学会の調査でシカのト骨 l点，松

永氏採集のシカのト什 1l，(の合日l'6 }A~がIJ \ :L している 。

その中で保存状態のよい2}.'，(について制擦が述べられている。要約すれば第106図4は f肩甲骨は

事前に整治は行われず，鍛幣もない。 ・・・焼灼泌は19Hi(i五なものが，外側而より見るとllw.下践に2列

(9例と 5個の焼灼瓜あり)I ileli上町に 191ト焼けて変色した所が観察される。焼灼痕は肋骨面と外側

而に認められるが，その焼け}jよりすればI JIJJ竹1Mに持状の物で点状に焼灼を加え，外側面にそれに

よる変化が現れた物である。3タ1Iの焼灼はItfil'竹のl人J'外の級密質が直接合わさり，聞に海綿質の認

められないìi~v、所に行われている。」第106図5については， Jl1J'1正面より点状の焼灼を加えたと思われ，

問中骨線下街に漆!日色の瓜制:がある。外11!1lii1i刺i上向に 191)2ヶ所， 腕下問に 19'1)4ヶ所の明確な肋骨

而焼灼による変色が現れている。 ・・・ シカの例とlii)じくJt-if_ド骨腕 .1Jij縁 ・後縁 ・府甲頚など熱い部

分は避けており， ileliJ:.if明.!liJn;向に}相当するJ)JJ竹而(仰:さ 2~ 1. 2nun)の部い部分に焼灼を加えてい
て，事前の整治・力11工艇は認められない。Jとした lニで， m土状態からト廿はほかの物と区別されて
処理されたのではなく， !也の t r.;i片，獣.(~l1'1'， ，l-!知とI.;J織に構内に廃棄されたものと考えられ，イノ

シシ府甲骨は破制したまま lit~~ された可能性が指摘されている。

壱l岐島出土の ト十j'はI 0;(の辻遺跡とカラカミjfi跡どけに限られており，時期的には前者が弥生中期

(第106図1， 2 ) なのに対して，後者は弥~1 :.1走JUI に IU~ られる ようである。

弥生時代のト1')'H¥-1'.地は現在33遺跡、33i例以 1'，が知られている。地域によって使用する動物種に追

いがあり，近議以西ではイノシシとシカの58: iJ2で点海以来では84: 16とイノシシの比率が高くなっ

ている(註4)。 現在必岐向にはイノシシもシカもll.:..U，していないが，出土ト骨でみるかぎり比率は

55: 45とシカが若干多い。このシカの多い傾向は.朝鮮半島でも同じであり ，半島からの伝播を裏付

ける要因となっている。

ト廿 ・トI:pの積算iについては:pll搾男ーによって抗 I 形式から第V形式に分類されており，弥生時代

の形式は f骨而を一部鋭利なメj物 (刀子状鉄製 11L と ~fli)江) でわずかに削り，その部分を点状に焼灼
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したもの。焼灼は什の幅の広い部分に多いが，屑脚骨の胸縁，頚縁ときに肩JlfP腕側而をはじめ，肋骨

その他の骨のtej1111が強く，かつj草い部分にも認められる例も少なからず存在する。 .. . Jと第日形

式で述べている。また，新田栄治によれば，世界各地のト占の風習を大別すれば， 1無灼法， 日全面

有灼法， m点状布灼法に分けられ，田については中国・朝鮮・日本の地域に限られると指摘している。
神滞分類によれば，原の辻遺跡出土ト骨は第H形式に属するが， 1点は皿式に近い形状を示す。カラ

カミ遺跡出土 ト廿は， r盤形を全く施さず，屑iW骨中最も薄い赫下簡の片而を点状に焼灼したもの。J
とするや11部I式に属する。

しかし，先にも述べたように鳥取県の青谷上寺地遺跡からは，弥生中JVJ後諜~古j賞前JOJ初頭の保存

状態もよくかっ膨大なitiの刻骨やト骨の出土があり，計i刑法に基づいて各属性がパターン化されてい

る。壱'1岐に見られないものとして焼灼痕を明!庶~こするためにミガキが加え られているもの も多く出土

している。また，焼灼艇でいえば肩甲腕上筒，肩甲腕下街に見られるものが多い。そして， ト骨の変

遷については，古いものは焼灼痕が少なく ，新しいほど多くなる傾向が指摘されている。その点では

版の辻遺跡のト廿は，1'1"谷上寺地追跡mc (中期後葉~古墳前期初頭)にあたると考えられる。
朝鮮半島では成鋭北道の虎谷遺跡のト骨の発見以来，全線南道郡谷里貝塚や納品辿-跡などの多くの

也、助;が報告されているが，とりわけ原の・辻遺跡、と関係深いと思われるのが，弥生土器を多誌に出土し

た軌品遺跡であろう 。ここでもト骨を多く出土しており，今後の交流関係の比較が望まれる。

壱岐の ト部

19881F勝本町中山ミルメiflJ遺跡から亀トが発見された。「延書式j臨時祭，宮主ト部の条に「凡そ

宮主はト部の事に堪えうる者を取りて，之に任ず。そのト部は三国にてト術に優良なる者を取る。伊

豆五人，壱岐五人，対馬十人。若し都に在る人を取るは， ト術群に絶するに非ざれば，報く充つるを

科ず。Jとあり， fiE岐からもその任にあたっていたことがわかる。そのほかにも「新撰血相記jゃf令

集解jにも壱l岐から京に出たト部の記述がみられる。これら古墳時代以降は屯 (アカウミガメ)の服

申を整形して鎖孔を焼いて，議商に生じた焼けひびの形で吉凶を占っている。

壱岐のト書1)の存在については， r万葉集J巻15の遺新羅使として壱岐で不憾の死をとげた笥辿宅満
申 書 1， il Iまって

を悼む挽歌に 「…壱岐の海人の上手のト音1)をかた焼きて…jと歌われている。また fを岐名IJ事図誌j

には「ト竹の*Jとして伊伎挙政の名もみえる。壱岐のト部の消長については，伊伎氏を継いだ吉野

氏が社家として存続するが， ト部としての痕跡は絶ってしまう 。 (安楽)

[註1
1波辺誠 1990 r目線交流の考古学j名古屋大学出版会
2松永務i't 1995 r原の辻遺跡j 芦辺町文化財調査報告沓第 9~長

3木村幾太郎 1979 r:長崎県壱岐島出土のト廿j考古学雑誌第64巻第4号
4やIlj事男一 1987 r日本のト骨j考古学ジャーナル281
5鳥取県教育文化財団 2∞1 r背谷上寺地遺跡3j鳥取県教育文化財団調査報告利・72
6山口麻太郎 1982 rを岐園史j長崎県壱岐郡町村会
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VI 自然科学分析

し原の辻遺跡下層(幡鉾川層)の後期更新世晴乳類化石

(1 ) 調査の経過

長崎県壱l岐市原の辻遺跡下}習の後期更新世Pi!i乳類化芯は，長崎県教育委員会教育庁原の辻遺跡調査

事務所が幡鉾川改修に伴う発掘調査を実施した際に1992年から1996年にかけて発見され (長崎県教育

委員会編1998; PL. 8)，それら化石の産出庖，産状および古生物学的な研究を第四紀JIfH乳類化石と

人類史とのかかわりに関する共同研究を進めてきた筆者らが行ったものである(稲田編1998)。

当地における最初の後期賀新世l賄乳類化石の発見は，原の辻遺跡調査事務所が1992年2月17日から

29日までの間に実施した 「申請鉾川流域総合整備事業に係わる埋ー蔵文化財範囲確認調査jにさかのぼる

(副島和明ほか担当)。 この時の49カ所におよぶ試掘地点のうち， K 1試掘地からほぼ完全な形のゾウ

の臼凶'化石が出土した (第107図の第1地点， 表21の総本番号01)。同地点は，原の辻遺跡中心部がの

る台地の北端から西へ約120m，I隣鉾川南岸堤防の端から南へ約50mにあたり，現在は原の辻展示館

敷地となっている。

向調査事務所は，1995年度に幡鉾川改修工事にともなって河床而の発掘調査を実施したが， 1995年

7月，(.宰合橋と田川波iw.との|聞で、弥生時代文化府の調査後，その下位にある地層(後述の幡鉾川層)

から多数の化石骨片を発見した (PL.8の上の写真 ;第107図の第2地点)。そこで同年9月4日から

8日までの5日間，稲田と河村が向調査事務所調査員および岡山大学学生であった高田賞太と米倉佐

和子の協力を得て，発見された化石骨の出土地点と産状を調査し，その産山地点を記録した(第107

図及び表21の02~31) 。 あわせて閉川波堰より 下流

側において河川改修の掘削で露出した地廓を調査し

(第107図のA・s.c地点)，化石とほぼ同層準の

地層に薄い火山灰層が挟まれているのを発見した

(第107図のA地点;第108図の1)。その後，河川改

修に伴う発掘調査は津合橋より上流へ進み，ここで

も弥生時代文化胞の下位にある地1geから化石骨が発

見されたので，1996年3月14日から16日まで稲田と

河村が現地で調査を行った(第107図の第3地点 ;

第108図の6 ; 表21の32 ~36) 。また ， 旺i川波堰下流

側北岸の貯水池建設で露出した地層 (第107図のD

地点，第108図の4)を調査するとともに， 壱l岐島

南部の広い範閣で、地形及び地質の調査を行った。iijt

合橋より上流側の発掘調査は1996年度にも継続され，

1996年4月から同年12月までの間に県調査事務所に

よりゾウの臼簡やオオツノジカの角など良好な化石

標本が発見された(第107図の第3地点;法21の37

~49) 。

内
〈

υ

PL. 8 原の辻遺跡下層(橘鉾川層)の化石産出地と化石の産状
上:束力、ら見た第2地点下:第3地点.ゾウ臼街it石(標本番号-32)の産tI;
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さらに， 20例年7月には河村・が地INと化石の補足調査を行い， 20例年8月と10月には樽野が中心と

なって原の辻遺跡調査事務所保管資料と岡山大学で・整理II中の資本:1の全体を再点検し，原の辻遺跡下!日

の後則更新世哨乳類化石のリストを作成した(表21)。完形の什から小さな廿片までを含めると全体

の椋本数は49点となり，動物航としてはナウマンゾウとヤベオオツノジカが合まれることが明らかと

なった。

(2) 化石産地と周辺の地質

化石産地とその周辺の地質は，幡鉾川の河川改修工事に伴ってできた露頭と原の辻遺跡の発掘地の

堆和物断而で観察されたものであるが，これらの露頭や断而は現釈すべて消滅してしまっている。こ

れらの露頭や断而では， I則l僚に:占有|の典なる 2つの地層が観察され，それらがこの地域の輪鉾川沿い

の~III梢而下に広く分布すると考えられる。それらの層は上下に重なっており，その境界は明瞭な不推

合而となっている。下位の!日は，まに'11際大の火山岩際を主体とする際問や砂l諜!国で構成されていて，

比較的硬いので，河川改修以前には白然、の状態でもl幡鉾川の河床の所々に露出していた。この!留は，

}J誌の辻遺跡の遺物包合廓の下{立にある地問(原の辻遺跡下府)で，後WI更新世の附乳類化石を含み，

ここで新たに幡鉾川層と呼ぶことにする。上位の層は主に軟らかい泥府からな り，材化石や原の辻遺

跡;に関係した弥生時代のPiIi!{L矧遺体を含むことがあって ここで新しく原の辻層と呼ぶことにする。

以下では，これらの層を路頭での制擦にもとづいて詳しく記載する。

幡鉾川層 (新称 HatahokogawaFormalion) 

紋式地 : 長崎県壱岐Tlíi栄江鶴 (úJ~9!の沖合柿周辺から出川政析にかけて

分布 : 模式地周辺の~I II和而下に伏在

附厚 3m以上(下限は不1ljJ)。

時代 :後期更新世。本府jti_l:部から伴られた木片のlIC年代は39920土'140yBP(B巴la-91193)。

岩相 :際層ないし砂喋j刊で， 一部砂照。

第 2 地点で本層は，中諜大の~Ú:rrl-!W ftJ際からなる淡灰褐色の際桝が主体で， 一部に砂の多い部分

をラミナとして挟んでいる(第1071到の第2地点拡大図 ;第108闘の 5)。 このようなラミナはゆるく

束に傾斜しており，この諜j国を作った流れが西から堆積物をilliんできたことを示している。際層の礁

は径 1cm程度のものが多く， 1喋槌としては玄武岩が最も多いが，他に安山岩や凝灰岩あるいはスコリ

アなどが見られる。本J~の上町iは舵微な泣食面とな っ ており， このfmが上位の原の辻層 との不蛙合間

である。ゾウ化石や他の'円・片はこの聞の直下から産出した(第1071孟|の第2地点拡大国)。

第3地点で本層は，原さ50clll以上のやや硬い1十1- 粗粒砂からなり，一部に創n喋大の礁を含む。この

砂は新鮮なところでは青灰色で， J11l化すると黄褐色になる。本剛のよ而は浸食商になっており ，その

直下からゾウ臼歯化石が産出した(第108の6)。

A-C地点は，河川改修:DJj.に伴う慌の架け替え工事の|授に， III川波極南側にできた露頭である(新

しく建設された橋の名称は出川波紙)0A地点の蕗頭では，下半部に本府の礁周と砂屑が見られ，軽

微な浸食面を境に主に泥府からなるIh(の辻層が:m:なっている (第1081ilの1)。 このような層序は上記

の第2，第3地点と同じである。A地点の本回の故下位は，rlJ!諜~紺|際大のllEf与諜~亜円際からなる

Fh
u
 

q
ゐ
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第108図 原の辻遺跡下周(幡鉾川府)の化石産地とその周辺の露頭スケッチと地質柱状図
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厚さ 1m以上の牒1¥'，1で，経1CIl叶i!度の玄武岩礁を多く含む。 この府の上回から約10cm下位にJ!，!さ O~

5 cmの貰・白色ガラス質火山灰府が挟まれている。際J刊の上位には松大附JV15cmの砂川があるが，この

府は露頭の南端で尖減している。砂町の上位にはJ.llさ約lOcmの中傑~調u際大の際問があるが，これは

Jll下位の諜柄とIliJじ岩相を持ち，それと述続するものである。さらにその上位には以さ約20cmの巾粧

砂層があり ，"1喋大の擦をわずかに含む。B地点ゃC地点の路頭で凡られる幡鉾川附も問織の岩相を
持つが，火山灰附は比られなかった (第1081ヌ|の2， 3)。また， B地点では本府政上部の砂隔に京に

傾斜した明瞭なラミナが見られた。

D地点は貯水池工-'jf・によって田川波堪北京側にできた露出で，そのk.i:下部に見られる怖鉾川層は!早

さ1m以上で，紺|際大の喋からなる貨以色砂傑附からなる(第1081以jの4)。

原の辻層 (新称 :Harunotsuji Fonnation) 

模式地と分布J 上;氾の幡鉾川府と同じ

府厚 1~4m

時代 :完新世

岩相 :主に軟らかいileJ汚からなる

第2地点で本附は，灰色がかった尚色の砂n況ないしは泥賀来11附〈砂からなる。柄物J'J'を多く合み，
a部は泥炭質になっていたり，大きな材化石を合んでいることがある。観察される|取りの病以は2m

で，基l氏の不数合jfliの上位0.8mのところに，以さ10cmのl.W向色の粘土を扶んでいる(第107毘lの第2

地点拡大国)。 この粘土は火山灰起lJ~[のものであろう 。

第3地点の幡鉾川市山路頭の西側では，本附は不盤合而を斑ったj段褐色--j，段以色のj尼府と赤褐色~

賞褐色i尼質砂を挟むir!灰色ilt炭質i尼附からなる。銘頭の東側で本肘は.下位から厚さ約80αnの淡灰色

砂質泥屑，J平さ約50c1I1の泌がUlf砂を挟む!〆色~尚色砂肘，りさ約 1mの灰色~梢色の砂質iJeh'1.泥質

砂l同の順に重なっている。館野l西側の泥附は， ~I( s!IJのこれらの地肘を削り込んでJIHi'iしている。これ

ら全体を稜ってU山〆色泌J~1がtm椋しているが，これは成ート.の i lJ能性がある(鈷il08~1の 6 )。

A地点での本Mは，イ〈披合商から上にある j以さ l. tlmの~i1!物)\-を多く含む灰色~淡灰色の砂質泥陪

である。 この泥肘の"1部には，褐鉄鉱がit~(f して?を灰色~オレンジ色になった部分が 2 府見られる。

この泥層は上位へ阿さ0.5mの耕作土に移り変わり，耕作土の上而は水田の平坦iilIになっている (第

108図の 1)。

B地点ゃC地点でもlii山氏の岩相の阪の辻肘が見られるが，c 地点では本帽の砂11:i厄j併の中に材イヒ石
が含まれていた (節1081:x1の2，3)。

D地点の本Mは， 1l，J:さ 4 m程度のJ火色のil~J\v， になっている。 この泥!凶の下部には制色砂niJêのレン

ズを挟み，泥肘上部は次第に褐色になり衣-1:(人t}~佐和物) に移り変わる (第108悶の 4 )。

(3)化石の分布と産状

化石産出地点はiLliから京へ流れる1蹄鉾川に沿って東西約5∞m，市:1ヒ約100mのlよいftWMに分布する
(都107図)。羽生者らは1992年の最初のゾウ1::1的発見地を第 I地，山， 1995:'I-'Uに訓査した沖合楠と問J11 

UE堰との|悶を節2地点， 1996年制煮の沖合橋より上流を節3地点と呼んでいる。これら3:地点のうち
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表21 原の辻遺跡下府(幡鉾JII居)から産出した晴乳類化石のリスト

際本番号附類 市j{立 lfeMII"I:} J日 仮i寄り 自11，汚

01 ナウマンゾウ .(5 J-_~i第 3 大臼歯 1 DD21ド2H17-29日 C)2-1 

02 ナウマンゾウ l二苛l臼{4:j(I~ど板 2""_3 枚) I!日)5{F7・8月 95リ，t-IラベルなL

03 ヤペオオツノジカ イiHI1'j- 10D5{ド7・8月 95リ，~・2 ラベルなし

04 ヤベオオツノジカ iご顎1'1"J j- 1 !)!)5 {F7・8月 95リ，~-:3 ラベルなし

05 ナウマンゾウ 1吹板n 1 !H)511~7・8月 !)5県・4 ラベルなし

06 不明 1・i'J¥" 1!)951F7・8月 95M・5ラベルなし

07 ヤベオオツノジカ 向J¥'(j~状突起) 1 ~H)5~ド8月 29 日 95リ，Hi11リ1I渡桜西

08 ナウマンゾウ 上mi第2大臼t1ii l!m5年9月4日 。5・l
09 不明 'f'!'Jj- I!Hl5年9丹4日 B5・3

10 不明 十l"J-¥・? (肢鉄鉱の塊) IlJ95.iF9月4日 D5・4

11 イ~IYJ .nJj' 1 !)!J5{F9fI4日 05・5

12 ナウマンゾウ I~ど板Jj' 1!)95{ド9J-J4日 95-6 

1 ~$ JJ:6HJi fHHJj' (象牙貨のみ) 1 !Hl5年9}J4日 95-7 

14 ィーIVI 1'j-Jj・'? (能鉄鉱の塊) 1 !Hl5'r1:9Fl4日 95-R 

15 イミi列 1'j' }j" 1995 'r 1~9 }:j 4日 95・9

16 不明 tj，g- 1995ít~9月4 日 95-12 

17 不IPI 十j'μ- 1 !)05'rF9月5日 05・15

18 不IYI 41・Jj・ 1 D05{F9月5日 05・16

19 不IYI ii・Jj' 1 DD5{F9月5日 05・17

20 不IYI '1~I ' J j・ 1 !)!)!) {1:9 H 5日 95・18

21 不IY-I 什Jj' 1 n05{1"9月5日 95・In

22 ナウマンゾウ 上'~fiFI{'醤岐恒片 190G{F9月5日 95・28

23 ナウマンゾウ 上顎Fl(R岐板片 1 !)!)!)'rド9月5日 95・20

24 ナウマンゾウ 1:官iF-I1将校絞片 1905年9月5日 95・30

25 不IVl 1'，' J-¥・? (絞鉄拡の塊) 1 99!)'rF9月6日 95・21

26 ヤペオオツノジカ 令状的Jj・ 1 0!)5 {F9月6日 05・22

27 不明 1'，' Ji' 19!1fi"ド9月6日 9G・2'1

28 民向~i I'LII位什Jj' 1 ml5"1'9月6日 9G-:~ 1 

20 不IYI 'j'i・Jj' 1 !)!)fi 1F!)丹7日 95・20

30 ナウマンゾウ l淡阪J~ 1 !)9511:9月7日 95・25

31 ヤペオオツノジカ f(J g-(指状突起) 1995年9月7日 95・27

32 ナウマンゾウ Ji.下'.;(i第3大臼歯 19!)G年3月14・16日 96・i

33 不明 1'，' Jj- 19!)G1F3月14・161:196・2 H{りi二:1不能

34 長抗1額 四日正1'l'J十 H)!)G1ド3月14・IG日 9G・3

35 ナウマンゾウ k顎1:-111-11安板片 1 !HlG1ド:3丹14・16日 !JG・'1

36 ナウマンゾウ J:明白ml度版片 1996"1'3月14-16日 96・5

37 ナウマンゾウ 左ド，;，}，i2n2大臼儲 1 !)!)(i"ド1月I1日 {庇-.1 (;1日区

:{8 ナウマンゾウ |決阪Jj' 1 B!W1ド4月? U_{-I 1 (1" 4と同じ筒

39 ナウマンゾウ Li:.lてす}'i第2大臼歯 19!)(j年7月3日 i!.{-G (，sIベ

40 ナウマンゾウ I!交1121十 19%今ミ7月? (/..1:・12 0" (iと|司じ袋
41 不明 1'1' Jj- 1!)!1n午7月? {反-1:~ (1": (iと同じ袋

42 ナウマンゾウ イil: '~(i第:3);:円向 1 !)!)(j'.F 1 1 Fl7日 {反・5 仁氏lζ

43 ヤベオオツノジカ イ7向車Fと令状角の 4悶; 1 D!)(j11: 1 1 J=l13日 {反-!) 1)1 区

44 ヤペオオツノジカ イiNI校 1 !)!)(i年11月13日 {反ー10 I) I~ 

45 JH-}li'i 1'i' Jj- 19DG年IIH? {反-14 (1< 9と同じ街

46 ナウマンゾウ ドmi竹結合部 1 99G{F1I月20日 {反・8 C8区

47 ナウマンゾウ イi1:加?fD大臼陶 1 !)!)(i"I: {反・2 CD4またはBC8区

48 ナウマンゾウ /正ド'，jfi第2大臼儲 HHHi11: {反・3 CU4またはsC8区

4~) ナウマンゾウ 下守~i'l'l'結合部 1 f)mj'.lミ {反・7 じ81ベ?
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化石数がもっとも多いのは第2地点で，河!末-流7)(f111がl蹄鉾川隠の上而まで掘り下げられた際に (PL

8の上の写真)，そのrlJ央官11 に設けられた幅 lrn ~ 3 rnの工事用水路に沿って多くの化石が多く発見

された(第107閣の第2地点拡大図)。大部分は小さな骨片で，化石に藍鉄鉱がやJ'活して保存状態はき

わめて悪い。 化石を合む幡鉾川屑最上部には径 1cmほどの玄武岩礁が多く，木片や貝の砕片がまばら

に含まれていた。化石を含む層準の標高は，間川il主j躍水prJから西へ180m付近で2.975m(標本番号・

22)から2.941m(徳本番号-28)，50m付近で2.721m (標本番号-21)から2.439111(標本番号-9)， 

10m付近で2.581111(徳本番号-20)から2.205m(椋本番号-17)である。

第3地点の化石数は少ないが，化石の保存状態は良好で完形かそれに近いゾウ臼歯6点のほか，ゾ

ウ下顎骨結合音1)2 点，オオツノジカの角幹や本状日11破片など保存の良好なお~~7ドが出土 した (PL8 の

下)。 化石を合む1幡鉾川11'1はやや硬い中粒~粗粒砂からなり， 一部に細際大の礁を合んでいる。

第1:地点のゾウ臼簡は「淡い背灰色砂諜J~J の上而において単独で発見され， その照準は!幡鉾川層

最上部に相当すると推定される。周辺の他の試掘l孟から動物化石は発見されていない。

(4)標本の記載

ここでは産出した化石のうち，保存状態が良好なものを選んで記載する(表21)。記載用語は長鼻

釦団体研究グルー プ (1977) に従い，計iJ!lI方法は古脊~W動物グループ(1975) にほぼ従った。臼歯の

計説Ij値は， 表22に示した。

(1) ナウマンゾウ Pl山 eoloxodollnGumallni (Makiyama) 

ナウマンゾウの化石のなかで，比較的保存のよいものは臼歯6点と下顎骨2点である。これらの他

に臼歯の破片14点， :1正SJ.釘iと思われる骨片3点が産mしている。
[臼歯]

標本番号-01(pし.9の1) 

ナウマンゾウと しては大型の臼歯で、ある。際本は31\;11分~こ分かれ，も っとも大きな主要部分は13枚

のI皮板と遠心副l皮板からなる。その近心端は破損しており，岐板のエナメル質の述心ffllJの一部が見ら

れる。残りの2部分は，それぞれl枚の岐板のエナメル質の遠心側の一部と，その遠心側に続く岐板

のエナメル質の近心s!IJの一部より なる小片である。これら 2小片の近 ・遠心側ならびに主要部分の近

心端では象牙質が脱落しているため，これら3部分は瓦いに接合できないが，それぞれの大きさから，

互いに隣接していたと推定されるので，本標本のi皮板式は+15Xとすることができ，保存されている

岐板すべてを合わせて，近心側から111長次第 11皮椋，~; 21皮板，…， 第151皮板と 11子ぶことにする。

象牙質とセメ ント質のかなりの部分が厳鉄鉱で， ii' J~換されており ， 保有:処理はされているが， 乾燥に

よる変形が進んでいる。そのため，最大長(ただし接合できない第 11皮板から第31皮板の近心部を含

まない)の値は正確ではなく ，発掘当時に稲田が拙いた築制図で計測すれば現在の標本より約20mm短

い。第6岐板と第81皮板のエナメル環の近心官!IJでは，Ilj]l僚な loxodontsinusが観察される。第5岐板の

エナメル環の近心側では，弱い loxodontsinusが観察される。

標本番号-47(PL. 9の2~ 4 ) 

151皮板が保存されている。悩根の形状から近心部で欧粍し尽くしているのは，近心副l皮板のみであ

ると推定される。近心Htiで、はl段収縮が観察される。近心部で、は歯根がよく 発達しているが，保存され

ハH
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ている部分の中程から遠心では，的頭部は破損しており歯根の形態は不明で、ある。 l皮板は簿く上下に

まっすぐのびており ，遠心に向うにしたがって，次第に近 ・述心方向に滞 くなるほか，頬舌径も狭く

なる。摩耗面において，部 11皮板から節61皮板までのエナメ lレ質は長折j円形のエナメ ル環を形成して

おり，それらのうち第 31皮板から第 61皮板のエナメル環では近 ・遠心の両側に弱い loxodont sinusが

観察される。第5・61皮板のエナメ Jレ琉は頬側でくびれる。第71皮板では頬側のエナメJレ輪が分離し，

第8殴板ではそれに加えて舌側のエナメ Jレ輪も分離する。これらのエナメル輸は椅円形である。第9

q交板と10岐板の摩耗面ではエナメル輪のみが見られ，中央のやや舌側のものは椅円形であるが他はほ

ぼ円形でる。第1H佼板では mammillaeの先端のみがわずかに股耗している。

標本番号-42(PL. 9の5~ 7) 

わずかに摩耗した右上顎第3大臼歯であり，全体として緩く右にねじれる。歯頚部は破損している

が残存部から，第31民板と節41皮板1111はエナメル質でつながり，それより述ι、の岐板間では分離して
いたと推定される。近心副i皮板はきわめて祢く，その煩側lま一昔1)吸収されている。摩耗面において，

~} 11皮板のエナメル環は阿端の丸い姿形，第 2~交板のそれは長桁1 1 I却である 。 第 3 岐板と第 4 1皮板の

エナメル環は両端でくびれ，2または3部分に分れるが，いずれも '-1:1央のエナメ Jレ環が大きい。これ

ら第11皮板から第41皮板では， loxodont sinusが観察される。セメン ト質は米萌出のl皮板の歯冠頂を

粧うが，歯冠側面ではあまり発達してない。

標本番号-48(PL. 10の 1~ 3) 

摩耗が進んだ‘左下顎大臼簡で，近心のいくつかのl皮板が際耗し尽くし，131皮板と遠心副l皮板が保存

されている。そして遠心訓l皮披以外はすべて摩耗し始めている。全体として左ネジ方向にねじれ， 1皮

令聞矧ではわずかに舌側に向って凸に山がる。また，1皮板の矧舌経は述心音1)でも副l皮板を除きあまり

小さくならない。このような特徴から，本標本は第3大臼幽ではなく第2大臼歯と考える。第 11皮板

はその遠心側のエナメ jレ質のみが保存されている。摩耗商で，第21皮板から第 51皮板までのエナメ Jレ

質は，長くのびて両端の丸い変形のエナメル環を形成している。それに続く第6岐板から第81皮板で

は，エナメ ル環は中央部の膨らみが小さく，長楕円形になる。そしてこれらのエナメル環は近心に向っ

て凹に曲がる。第11皮板の述心側，第2から第6岐板の近 ・遠心側そして第7・8佼板の近心問IJには，

表22 ナウマンゾウ臼歯化石の計測値

歯冠長、 最大歯冠長. 摩耗面長.歯冠~，最大歯冠高.歯冠幅. 摩耗函幅.エナメ ル厚の単位はmm。 萌出角 .
摩耗函角の単位iま度。HL:歯冠高を計った日支板の番号。WL:歯冠幅を宮十った殴板の番号。

1京本帯号・ 出秘 |皮板式 i皮板数 使用|皮板数 lWr冠1~・ 最大歯冠長 息詰耗而長

01 右上顎第3大臼世i +15X 16+ 12+ 263+ 263+ 
42 右上顎節3大臼歯 X12+ 13+ 7 221-1・ 221+ 109 
47 右上顎第3大臼歯 ∞15+ 15十 11 195+ 195+ 13;1 

39 左上顎第2大臼曲 ∞7X 8+ 8 121十 121 + 110+ 
37 左下顎第2大臼凶 X14X 16 13 215 247 166 
48 左下顎第2大臼的 ∞J3X 14+ 13 217+ 241+ 196+ 

歯冠高 HL 最大前冠22i 的冠制 WL 摩耗面幅 エナメ Jレj以 岐板頻度 萌出1まj 摩耗而ffJ
210+ 10 210+ 97 6 2.8 5 50 71 
219+ 6 219+ 85 6，7 75土 2.8 5.8 59 
191 + 9 191 + 74 9 67土 2.2 8 68 68 
98+ 8 98+ 64 7 59:!: 2.6 6.5 45 55 
141 12 128+ 61 8 53 2.tJ 6.5 一
125+ 10 125+ 72 8 68 2.t1 6 一
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PL 9 原の辻遺跡下層(幡鉾JII周)の晴乳類化石(1)
ナウマンゾウ Palaeoloxodonnaumanni (Makiyama). 1 右上顎第3大臼歯(標本番号ー01).頬仮IJ函観. 2-4 : 
右上顎第3大臼歯(係本番号-47).2は綴側面観.Ht唆合函観.4は舌側面観.5-7 :右上顎第3大臼歯 (標*
番号-42).5 t;t.頬側商観. 6 tまき{ilJJ函翻.7'立校合函観.スケールlま5cm. 
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ーーーー 5
PL. 10 原の辻遺跡下層(1播鉾川層)の晴乳類化石(2)

ナウマンゾウ Palaeoloxodonnaumanni (Makiyama). 1 -3 左下顎第2大臼歯(徳本番号-48)，1 (ま校合面観.
21ま矧側面観， 3は舌側面観.4 -6 :;左下顎第2大臼歯 (襟本番号ー37)， 4 1<1:岐合商観 5は頬側面観，6 (;t舌側
面悶.スケールは5cm. 
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PL. 11 原の辻遺跡下庖(J踊鉾川層)の晴乳類化石川

ナウマンゾウ Palaeoloxodonnaumanni (Makiyama). 1 -3 左上顎第2大臼歯 o票本番号-39)， l'ま頬側磁観.
2 ，ま舌側面観， 3'ま日交合面観.4 :下写真骨(僚本若手号ー49) 背側面観.5 :下顎'l::-q察本番号ー46)，背側面観.
ヤベオオツノジカ Sinomegaceros yabei (Shikama). 6 右角幹と2剖犬角の一部(t察本番号-43).外側面観. 7 : 

右眉枝の破片(標本番号-44).前商問.スケールは 5cm.
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明瞭な loxodontsinus が観察される。 第 9岐板の巾粍面では，エナメル質は中央のm~鈴型のエナメ Jレ

環と，持i.舌・側の小さな桁IIH隠のエナメル環に分かれる。さらに述心の陪耗があまり進んでいない佼

板では， 1-4佃のエナメ Jレ部またはエナメ Jレ輪と，峨耗していない mammiJlacが比られる。歯根は

よく発述しており，その近心I(JJでは吸収制が比られる。

標本番号-37(PL.10の4-6) 

やや摩耗が進んだ下顎門前である。中程よりやや述心部で，曲顎に近い部分の特に舌側か積損して

いる。岐合商観で，円前は全体として緩く頬側に向って凹にrUIがり，弱く左にねじれる。側面観では，

各岐板は弱く近心に向って1111にIllJがる。遠心の岐;阪ではこの山がり方がやや強く，さらに歯冠頂部は

わずかに近心に向って1111に1111がる。第14岐椋の刈1J11Jには前iさが第141皮板とほぼ同じ付加l皮iiJiが見られ，

その頂部は第13・第141皮板11111こ挟まれている。

標本布ト号-39(Pし11の1-3) 

よく摩耗しているため， 7岐板と遠心副岐板のみが残されている上顎臼歯であるが，的冠幅や岐板

頻度-から第2大臼歯と推定した。すべての佼板でloxodontsinusが観察される。

[下顎骨1

2点の標本 (標本番号-46，-49)が発掘されている (Pし11の5，4 )。いずれもが下顎結合部と左

有の下顎体の一部が保存された標本であり，保存状態から埋没iliJに風化し破損したことが明らかであ

る。下!顎結合部の先端も失われているが，残存部分からは，そのiiij下方への突出は1;1)かったと推定さ

れる。また，結合部の後而の水平面に対する傾斜は，それぞれの根本で47。と42。である。

[比較}

ナウマンゾウの臼歯化石はfl本各地から数多く産出しているが. 1カ所から多くの化石が産出して

いる長野県野尻湖層産(町:}JutJJ哨乳類グループ， 1980)と瀬戸内海備讃瀬戸海底産 (樽野， 1988)の
内的と比較すると，根本祢サ-01の歯冠幅はきわめて大きく，いずれの産地のll:/.大のものより大きい。

それに|則述して ， 佼板~i肢は阿方の産地の11立小のものより小さい。 と ころがーブiで， tj13本番号-47は

両産地のナウマンゾウのなかでも小型のグループに入る。つまり，本報告で扱かった化石は少数であ

るが，ナウマンゾウの上顎第3大臼歯の変異帽の大きさを示していると言える。

(2) ヤベオオツノジカ Sil1omegaceros yabei (Shikama) 

比較的大きな角片が3.....':， jfJの指状突起のみの破片が2点，そして右躍骨と下顎i'l'l'の一部が出土し

ている。

戸J}rのうち保存状態のよいものは2点で..1栗本帯当・・43(PL.llの6)は右向併の一部とそれに続
く本状jfJの一部からなる。残存している角幹の1rJJ1!径は57nun，内外径は分岐に近い部分と速い部分で

それぞれ46nunと44nunである。また標本番号-44(PL.llの7)は右の眉枝の一部に IliJ定される。

下顎廿片(標本番号・例)は下顎体の一部で，オオツノジカ類に特有の頬舌方1;1)へのj肥厚が観察さ

れる。

(5) ま とめ

1992(，1::から1996itミに似の辻泣跡の弥生時代文化附の下位からl'lli乳類化石49点が政/1'.した。化石産地
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の?'I'和而下には輯*]の異なる 2つの地婦が観察され，火山岩礁を主体とする際層や砂諜府で構成され

る下位の層を柿鉾川肘とu芋び，弥生時代の文化層を合み主として軟らかい泥暗からなる上位の肘を阪

の辻府と命名した。11m乳類化石が産出したのは下位の幡鉾川層の最上部であり イヒ石に伴った材の14C

年代詩:などから，これら本nm乳類化石は後JtfJ更新世のものと考えられる。

l晴乳類化石は幡鉾川に沿って東西約5∞m，南北約100mの広い範聞に分布していた。多くの化石は
小片となって拡散した状態で思もれており，保存状態も一般に不良でしばしば箆鉄鉱に杭換されてい

た。 しかし第3地点では保存良好な化石が比較的多く符られた。

l時乳類化石にはナウマンゾウとヤベオオツノ ジカが含まれていた。ナウマンゾウの上顎第3大臼歯

にはきわめて大型なものと小担なものが含まれ，大きな変異幅がみとめられた。

(稲田孝司・河村普也・樽野博幸)

化石および化石産地の捌査とその後の研究のまとめには，次の科学研究費補助金を用いた。稲田が

代表の器撤研究 (B)(2)(制組祢号07459015)，基盤研究 (B)(2)(課題番号13410117)及び器撤研

究 (B)(2)(線組帯号'16320109)，河村が代表の基盤研究 (B)(l)(課題番号14390027) と名古屋大

学大学院の小i単行生教授が代表の基盤研究s(課題番号13854001)である。

引用文献

長鼻類印体研究グループ 1977 n是非類の頭張と歯についての用語Jr化石研究会会誌j特別号， pp.1-15. 
稲IJJ孝司編 1998 flFI右昨日制に動物化石共伴遺跡、の探昔?とタフォノミー研究J平・成7年度-9年度科学研究

賀補助金研究成栄村i作i'::
古脊*H~動物グループ 1975 fナウマンゾウの化石j野・尻湖発掘調査団著 f町・尻湖の発掘1962-1973J共立/l¥

版J株式会社，pp.12t1・153.

長崎県教育委工i会編 1998 rh;tの辻泣紛: (上巻) J 原の辻遺跡調査事務所調査報告書第 9~ ， 長崎県教行委

員会

野尻湖町n乳類グループ 1980 fff-尻illJ)附産のナウマンゾウ化石Jr地質学論集J19サ，pp.167・192.
梅野博幸 1988 rmì.清瀬戸海底の脊.ffi~動物化石ーその 1 一長鼻類ほかJ r俄讃瀬戸海底産出の脊.fft:動物化石
一山本コ レクシ ョン調資ffl作，'r1 -J pp. 11・61，1・148図版.
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2.植物遺体群からみた原の辻遺跡の植生と人間 ・植物関係史
(1) は じめに

jjiiの辻遺跡の発J阿部j査に伴って笑施された植生~U元および植物利用に閲する これまでの調査は，主

に加担IJと東側低地および幡鈴川沿岸の低地での弥生H判にから古噴H寺代にかけての花粉分析 ・種実分

析 ・木材樹越同定をあげることができる。これらのうち東側低地および幡鉾川河川地区の環濠あるい

は構内の資料がすでに報告されているが (古環境研究所，1995; 1998)，他の約20地点におよぶ資料

は未報告で，記載や標本資料・5f録と{京本資料の所在が未だ明確でなく，第三者の検討に耐えうる状態

にはなっていない。弥生時代の柑(物利川について論述した中尾 (2004a ，2004 b )で引用された花粉

分析 ・極集分析 ・木材樹村;同定のまfi*には原の辻遺跡"調B!PI;:務所資料提供とあるだけのものが含まれ

ており，第三者の検討に耐えうる資料として扱えない。そのため未報告資料を含む中尾(200-1a ， 2004 

b)の記述と図表をそのまま引川することは恨むべきである。未公表資料については原の辻遺跡整備

事業の環境復元に関する基礎調査として説者らを中心に現在検討を加えているところで，早期に公表

できるよう推し進めたい。

ここでは，筆者らが似の人!二追跡訓資21f.務所と共同で新たに調査できた保存資料とHl.H2.H3

地点の種笑群 ・花粉群の検討結扶のt!児裂を報告し 植生と人!日J.柄物|刻係史を先述の未公表資料とを

総合して論じるための基礎としておきたい。なお，人1111'植物|刻係史については木材の樹位同定を対

応させることが不可欠であるが，今回はイ足先的に別途記述されるので，機会を改めたい。

(2) 種実を主とした遺体群

一般に大型植物i立体とl呼ばれてきた制突を主とする辿体昨の調査は，二週りの試料について行なわ

れてきた。一つは，これまでの発抑訓読において別地で取り上げられ，原の辻遺跡調託事務所に保存

されていた試料についてである。もう一つは，I附鉾J11 JII伴のH1地点で新たに採取したttt積物につい

てである。

現地取り上げ試料は定古t::l:Hi和物を水洗処理して仰られたものではなく， J.韮状記載も行われていない

ので， Jlii郁 ・出土状態や秘災以外の遺体との関係、は不明である。試李|数は56である。版記載情報と同

定分類群および部位などを第 1:去に示した。品多はそモ核で，19試料から同定された。長さ×眠は19

X15から27X23mmで変化するが，少なくとも大小の2型が識日Ijできる。燃焼によって炭化した核が数

点ある。 ヒ ョウタン毛f(~が 6 試が1.から同定され， うち l 試が|は種子 ・果実同伴であった。これらにつ

いては別途記載し，県実形態の復元を行った。

輸鉾川川岸のHJ地点で採取した水路μ，JIf~初物は A ~ E の 5i試料で弥生中WJの遺物包含層である

(第110li?1)0 AとBは各々16'lxを，C-Eは各々 lU，を5mmで、水洗前i7JIJし，室内で種実類を選別した。

A と B は ともに槌笑類がW\:~する部分で舵~~単位を含むものであった。 同定できた分類群と産出状態

を第2表に示した。分類市;は57におよんだ。大i誌のJiI:.初物を処理したAとBからは多種多量の極実類

が得られた。特徴的なことは，カシ類のよ!ミ尖 (いわゆるドングリ)の圧搾片が多量であったことであ

る。また試料Aからはヤプツバキ純子やエゴノキ核の圧持 .1破砕j十も多産し，人為が加わった廃棄造

物をかなり含んでいることを示唆した。コウホネやヒ 1レムシロの完形穂笑も多産したが，これらは水

路内に生育していた水生植物とみられる。このことから，磁実群は人為による廃楽造物および生育植
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Eヨ炭化物

第110図 幡鉾川川岸 (H1地点)および西側低地17調査区SD6 N (H 2地点)の地質断面と試料層準

物の造物を混在して合むものと考えられる。

出土種笑i伴のうちjlliLU:I犬況の特異なものについて記載しておきたい。

イヌガヤ :鶴子の長さは16醐， 幅lOmmほどの扶杓円形で，種子表面に樹皮状の凹凸が認められるこ

とからイヌガヤと同定できる。

カヤ :種子の長さは30醐，幅13mmほどの狭桁IlJ形で，硬く ，表而に弱いJI力状の隆起文が認められる

ことからカヤと同定される。

エゴノキ:果実と核が産出 した。核は狭杵i円JI~で， 基部に斜切而，服部に浅い 1 ~ 2 本の術.があり，

表面は弱い光沢があることから，エゴノキと阿定される。果実の長さは15-18mmと大きさにばらつき

がある。果実で産する場合は果皮がついたままで産出することもある。核で産出する場合，半分に¥11'J

れた状態のものがかなりあり，人の利用が考えられる。

ヤプツバキ:極皮はj平く，不定形，表面は光iHもなく滑らかで，へソの部分が円形をしていること

からヤプツバキと同定される。種子の大きさは1O-20mmとぱらつきが多い。削れているように産する

ものがあるが利用して脱楽されたものか検討を裂する。

センダン:県笑と核がJlELUした。特徴的な鋭い稜をもち，2iE部にrJ11t状のとんがりを持つことからセ
ンダンと同定される。果実の大きさは10-15mmとぱらつきがあり，核の桜も 4-5殺とあり ，i僚が深

い刻みのなる 5稜のものと， ;陵が浅く大さきが小さい4-5稜のものとがある。

シイノキ属・コナラ属: よl~実片が産出 した。 狛どが破片状態になっていて 砲の同定まではいたら

なかった。破片状態といっても，裂かれたようなものから押し潰されたものまで産出した。現地取り
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樹木花粉はその総数を基数とし，~本花粉 ・ 胞子l草花粉と純子総数を基数として否分率で算出
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第112図 西側低地17調査区SO6 N (H 2地点)におけるH2-Aの主要花粉組成図
樹木花粉はその総数を基数とし， ~*花粉 ・ 胞子l草花粉と胞子総数を基数として百分率で~~出

(.: l'‘IH' 

コナラ婦が同定されている。イチイガシ.上げのi訳本:1・からはツプラジイ，

一部ムクロジ :・忠実が産出した。俗称フグ太郎にふさわ しく呆笑の器部に特徴的な膨らみを持ち，

ほほ球状の光沢ある黒色の核で，t島市1;のところだけに毛があることからムクロジ*皮が残る核では，

と Il ij定された。 大きさは14~16mmのほぼ球形である。

;1;ルトノキ:核の-111>が産11\ した。 特般的な~1YI状の去miH~様と不規則な;Iflj れプiか ら *ルトノキと阿
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第113図 西側低地17翻査区SO6 N (H 2地点)におけるH2-Bの主要花粉組成図
樹木花粉はその総数を基数とし.革本花粉・2包子は花粉と胞子総数を基数として百分率で算出
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第114図 西側低地15調査区S-T2 (H 3地点)の主要花粉組成図
樹木花粉はその総数を基数とし.草本花粉 ・胞子i草花粉と胞子総数を基数として百分率で11:出

ウドカズラ:阪の辻遺跡;ではブドウ科のなかで， ブドウk!¥，ノブドウ属のノブドウとウドカズラが

産出した。 ウドカズラは広例卵形でへら形のカラザを毘し，カラザの周辺にカラザを中心に持っとド円

)隠の模様が穂子表聞に比られることからウドカズラと同定される。

メロン :種子の大きさが5mm以下で種子の器部と最大部との仰の比がメロン槌子のqlでかなり大き

いザッソウメロン，大きさが5mm以上で仰の比が小さいマクワ ・シロウリタイプのメロン種子が産Il'.

した。大きさにばらつきがあるものの，種子の大きさが8mm以上となるモモルデイカタイプのメロン

は認められなかった。

マメ科 :炭化子葉が産出した。羽田!子の表面の模椋は燃焼によって不明瞭となっているが，へソのカ

ラザの占める割合が大きく ， 子指の断面に見られる幼机がU ~f.ニにや1' びていることからササゲ成に近似
する と思われる。
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(3)花粉 群

新たに花粉分析を行なったのは，種実類をs側資した申請鉾川川岸のH1 地点，回制IJ低地の17制査区の

H2地点と15調資区の1-13地点から採取した計20試料についてである(第110図)0 H 1地点の試料6

は弥生中期以前の無泣物層， 5 と 4 は弥生中WJ初~Jiの造物包含層， 3 ~ 1はそれ以降古墳前期の迫物

包含層である。H2地点Aの9と8は無造物包合肘，7 ~ 1とBの1~ 3は弥生"1期から古墳期にか
けての包含層である。日3地点の2試料はiSJftJUJと考えられている。

検出された花粉・ JI包子の分類群数は，樹木花粉51，ヰ本花粉37，形態分類を合むシダ植物胞子4の

総計92で、ある。これら花粉 ・シダ植物胞子の一覧を第24去に，それらの府{立分布を第111図(幡鉾川

川岸H1地点)，第112陸I(17調査区H2-A地点)，第113悶(17制査l亙H2-B地点)および第114

図(15調査区H3地点)に示した。なお樹木花粉については樹木花粉総数を器数として，草本花粉，

シダ槌物胞子については全花粉 ・胞子総数を悲数とした百分率で示しである。また，表および図にお

いてハイフンで結んだ分額群はそれら分野i群IIIJの区別が困難なものを示している。

幡鉾川川岸H1地点 :樹木花粉化石の産出傾向にもとづいて，図示するように3つの花粉化石群集

祐;を設定する。

I 帝はシイ ノキ属ーマテパシイ属の圧倒的な 'f~ ，片 で;q;r徴づけられる 。 1 %を越える分類群はアカガ

シ亜属とムク ロジ似のみである。草木類とシダ知は非常に少なく， 検出分~m洋数も少なくなっている 。

日帯は引き続きシイノキ属ーマテパシイ属の悩15で特徴づけられるが， /1'，現率は70%を越える程度

に低下する。 アカガシ班以は10%に達しない。 マツ胤複雑管束並属，コナラ ill~kJ.í，エノキ属ームクノ

キ属が本帯よ り1%を控えるようになっており，ツバキ属やサカキ属ーヒサカキ属近似種も本部・のみ

で1%以上となる。草木類ではイ ネが科増加傾向を示す。 ガマ属， オモダカ!ぷ，ミズアオイ属，コウ

ホネ属といった水生植物が産する。

皿帯もシイノキ胤ーマテパシイ属が長優占しているが，出現率は低下する。アカガシ亜属はH帯と

同様であるが最上部はやや突出 した産状を示す。また，マツ属複雑管束II巨)I!Iが上部に向かい若干では

あるが増加する。草木類ではイネ科が増加する。またヨモギ属を除く他のキクTI[科やタンポポ亜科も

多く，これらキク科が11立って検出されている。

17調査地区H2-A地点 :樹木花粉化石の産/U傾向にもとづいて図示するように 3つの化石花粉群

集荷(下位から I ~ m 前)を設定する 。

I市はシイノキ崩ーマテパイ シ属の圧倒的な催市で特徴づけられる。他はいずれも低率であるが，

マキ属，コナラ属アカプfシ直属，モチノキ服が1%を越える。草木鎖の占めるt則合は低く， 1 %を越

えるのはイネ科のみである。

日;市においてもシイノキ属ーマテパシイ以が故iを占しているが上部への急減で特徴づけられる。代

わってエノキ属ームクノキ属が増加する。アカガシ盟属にも増加傾向が認められ，マツ属複雑.管束TIE

属も本体より上位で 1%を越えて検出されている。草木類ではイネ科のk.'j円が特償的である。本帯よ

り水生植物がやヤ目立って検出されており，ガマk.rt.， オモダカ脳， ミズアオイ属，コウホネ属などの

抽水植物が検出されている。

田帯はエノキ以ームクノキ属の優占で特徹づけられる。 シイノキ属ーマテパシイ属は激減する。ア

カガシ亜属の漸増傾向がみられ，上部試料では20%前後を示している。その他マツ属複雑管東亜属，
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スギ，モチノキ属，ツバキ属，ウコギ科，イボタノキ属などがほぼ全試料で 1%を越える。草木類で

はイネ科カt40%前後と安定した出現率を示す。その他は日帯同様低率で，その中でカヤツリグサ科と

ヨモギ以に加えてセリ科が全試料で1%を越え，アカザ科ーユヒ科やアブラナ科も多くの試料で 1%

を越えている。また水生植物のミズアオイ属が迎縦して検出されており，オモダカ属も試料5を除き

観察されている。

17印13'f.区H2-B地点 :A地点の皿慌の花粉群にまfi似するが，エノキ属ームクノキ属が低率である

ことと，ツバキ属やイボタノキ属も目立たないことで典なる。

15調査区H3地点:下位の13ではエノキ属ームクノキ属が艇占し，アカガシ直属とシイノキ属ーマ

テパシイ属がこれに次ぐが，上位の8では後2者が向車となる。

(4) ヒョウタン種実遺体

出土資料は02コクホ石田高原V区15Hj 南北トレンチ 021017である。果実と種子が同時に採集さ

れた。果実は取り上げられた状態は分からないが，l誕の部分がかすかに円形に膨らみ，その内側に胎

座の跡、が残る。果実の内側には放射状にや11びる調官官:東の助;が見られることからヒョウタンの果実と同

定される。破片に残る維管束の跡を照合しながらもとの果実の形態を復元するとクピナガヒョウタン

口口
B

口
a b

口
。

b a 

グ、

c三コ

グ丈、

第115図 02コクホ石田高原V区15Hj南北トレンチヵ、ら出土したヒョウタン果実遺体

1cm 
』園圃圃d

回
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に近い形となった。クピの太さは付け線付近で直径4cm，途中で2.5cm.下部の球形の部分は直径7

cm位のヒョウタンが似元できる。|百JI時に採集された純子は69粒で，長さは10--1401mで13.5m01Iこモード

がある。幅は5.5--7. 5mmで6mm(こモードがある。ヒョウタンは完形のまま15t楽されたuf能性が高い0
*実と種子が問時に採集されている事例は多くなく，ヒョウタンの系譜を考える上で.m嬰な出土とい
える。

(5) 復元植生と景観の変化

植~Iミを復元したり j日;飢の変化を明らかにするのに有効な方法は， 調究対象とする H判にのílíJ{去を含み，

できるだけ時IIIJ帆の:民い述:悦的な花粉群の変化を複数地点において提えることである。Jlt初物が均質

ではない~'I'和平野では，ひとまず相対的な出現半変動と J佐和相を捉えることが~I :.態系変化の作業仮説

を立てる上で布効なことが多い。ここでは新たに作られたI蹄訴)11)11岸H1地点と両側低地の17淵査地

区H2地点の花粉昨変化から郁生と対観の変化を考えておこう。

岡地点とも花粉昨の附{立に沿った変化にもとづいて下位から上位へ1.._ IlHifに分，;げされ，イネ科を

主とする草木花粉の'，'11)1守が樹木花粉の割合を大きく上まわるようになり，樹木花粉ではシイノキ庇ー

マテパシ イ阿の減少とアカゾfシTI[k~ とコナラ出属の榊加という共通の現象が認められる 。 ここで. H 

2地点でシイノキ以ーマテパシイ腐の減少に対するエノキ属ームクノキ胤の附力11を同所的現象と抗え

るか地域的現象と抑えるかによって，岡地点の3;;ifが各々対比されるか， H 1 J也，1.1，':の Hげと II.凹;;j7

がH2地点の 1~i~: と E 併に対比されることになる。 既報の備鉾川川岸で得られた AI亙(第109図)の

資料 (古環境研究所， 1998)や，東側低地で得られたB区 (第109図)の資料 (占環境研究所， 1995) 

をも比較地点に加えると，エノキ属ームクノキ以の変動は共通せず，場所によって典なる局所的なも

のと捉えることができ.，jiJ背の考えが支持される。

その考えに立ってれl(l!~変化がどのようであったかを考えてみよう 。 イネ科をヰミとする一年生平本の

大半はイネやムギUi 1j: と'殺~iに蛇存することが多い分類群からなるので，耕作地あるいはそれに伴な

う人為的撹乱域の柿ソ1:.に山米すると考えることができる。樹木で最優占したシイノキ版ーマテパシイ

以の減少は，原M生がシイノキ版ーマテパシイ属を主体とし，それが集部形成と出排地を含めた人為

的撹乱域の形成でかなりの林分が失われたことを反映したものと考えられる。アカガシTIIIk.L¥の増加は

これに替わるものではなく .問辺の山地部に定着していたカシ林に由来する花粉の比率が比かけ上高

くなっているとみなせる。これに対してエノキ以ームクノキ属は著しいコントラストを成し，コナラ

nli.h誌もその傾向にあるので， 1J~J3Ë域内での実質的な拡大を示す と 考え られる 。

ここで森林構成舶を絞り込んでおこう。シイノキ)，.(.;ーマテパシイ属は木材や利夫で|同定されたスダ

ジイ，エノキ版ームクノキ)，~も同級にムクノキが主体と考えられる。したがって，地跡-ti?に成立し

ていた原植生はシイ林であり，これに替わり局所的に成立したのはムクノキ林であったと考えること

ができる。

原植生がシイ林であったのは， JE岐品が海の影響を強く受ける環境に見舞われ，先駆的植生にとど
まらず更新が維持されたからである。したがってカシ林の成立はIJI地部に l出られたと~.えられ，花粉

群の産状とも捌手11すゐ。

原他生改変後も問、められる樹木のうち，産状が不安定か産状が目立つツバキM，モチノキ属，イボ
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タノキkJ:i，ウコギ科は二次林要素として拡大し人為的撹乱域で生育しつづけた可能性がある。 一方の

磁突で日立った産状を示すヒサカキ， サカキ，カラスザンショウ，イヌザンショウ，ニワトコ，アカ

メガシワもその仲間と考えることができる。針葉樹のマツ属とスギも幾分目立つが，この程度の出現

率は九州向からの飛来が考えやすい。

(6) 人の植物利用

極5尾治体1洋の分類群と産状から植物利用について考えておこ う。

食料資源としては燃焼によって炭化した造体として産出したイネ，コムギ，アワ，エノコログサ，

マメ利があげられる。圧搾片としてまとまって産mしたドングリ (今のところカシ類としておくが，
大半はスダジイの可能組:が高い)は，そのj{(f状から澱粉供給源とされたであろう。

圧Jキi片として産出したヤブツバキや破砕片として産出したエゴノキヤカヤはilll資源として利用され

たと考えられる。エゴノキ果実は魚、毒としての利用も考えられる。

モモも多数採取されており，食料資源として栽培されていたとみられるが，炭化したものがあり ，

祭杷にかかわった可能性がある。メロンも同様で，朝鮮半ぬから伝捕したザッソウメ ロンが含まれる

ので，食用としてでなく祭肥の供物として利用された可能性がある。ヒョウタンも同様である。カラ

スウリなどウリ科分類群が多いが， これらも精神世界でのかかわりが深いもので，祭杭!との関係を検

討する必裂がある。

キイチゴ属，シマサJレナシ，ニワトコ，キハダ， ブドウ絹など利用の可能性はあるものの，廃棄単

位や利用状況をとどめる産状が観察されていない。発掘割賛で産状をいかに捉えてい くかが植物利用

を解明する上で故大の課題といってよいだろう。

付記 :この報告では植物名の正式名称である学名での表記をすべて削除した。 これまでの未公表資

料の扱いや記械が不充分であり，しっかりした問査研究と記述が求められるからである。原の辻遺跡、

は弥生時代の人と植物関係史および海外交流史を解明する上で重要拠点であり，今後の研究に耐えう

る資料の帯和を J~J したい。 (辻誠一郎，辻圭子，鈴木茂)
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古環境研究所(1995)自然化学分析調査報告.r原の辻遺跡一幡鉾川流域総合蛙Wi計画(刷場整俗事業)に
wう埋蔵文化財緊急.発掘調査報告書1J p.221・273，長崎県教育委只会.
古環境研究所(1998)長崎県，阪の辻遺跡 (河川地区)におけるl当然科学分析 rJJ;(の辻遺跡一橋鉾川流域総:

合3完備計・阿に係る幡鉾科川河川改修に伴う緊急発掘調査報告4!F，上巻J1'.47・69，長崎県教育委員会.
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「考古論集(川瀬正利先生退官記念論文集)J1'.463・478，川瀬正平1)先生退官記念事業会.

q~l_ß鰐志 (2004b) i;~;生時代における植物利用一原の辻追跡におけるケーススタディ ー 「 日 ・ 税交流の考古
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表23 原の辻遺跡から出土した現地取り上げ種実遺体

.~1è (;( IIH 遺 l誇 /11 t {・h m 
021018 C-2 02キー20凶ハ・503・① イヌ プ:1'-¥'f!母子16x10mrn 
021018 C-3 02キ・2めdハー503-① -t'l9J.!1↓~~核 gX9 a:m

021028 C-4 ポイント採集 モモ -M;炭化桜27x23X18f11tO完形
021ω8 C-5 ポイント採集 ツブラジイ炭化子!t，2分 1)'，・13X19:::c (-然

位-
0210'l8 C-6 ポイント探~ コナラ I.rí H~ ft f-然2分 1.16X11c 

民L沿. 021(郎 C-7 ポイント採集 コナラt-4炭ft(-見~2 分 1. 15X10ロ
021028 C-8 ポイント採集 コナラ泌氏ft子栄15x9 C:I 

~ 1 
021030 C 9 ポイント採集 モモ十五幻X20X 15:r.o~形
021029 02キ・20PdハーSD3-① パラr川支9x9c:n

凋1HZ
021030 C 10 ポイント採集 コゴノキjJJ./l，
021031 C-11 オfイント係集 ムク口ジ炭化法'たfli'i)¥・
021107 02-20LxハーSD2-@ 冬J.f・
02111/1 C-12 ポイント採集 よE・モ校:ax20X15n:m 
021115 02キ-20LxハーSI)2 -@III ;(.ゴノキ似12x6 n耳目先Jf~ ， 4 f肺|
021206 02キ・20PdハーSD3 -@ モモ十五25x25x1 51l11l ;;:;J~ 
021112 02キー20Lqローs03-③ モモ伐19X15x 1 2c:rn完 Jr~
O'.ll1l5 02キー20Lxハー502・3 エゴノキ以12X6 c:rn， 12例

02・
021118 C-13 50-3内ポイントl[!{りtlf 加J:tJ!ありそそ htか。現地f'f~)í:.;ミ.11測
021118 C-14 50-3内ポイントJRI>上げ イよ191

県道
021118 C-15 50-3内ポイント取り上げ そそ伐27x21x 16::c完形。グリ:1I月けに13x4 co 

W，2 
021118 C 16 SD・3内ポイント取り上!f そそIZ2分 1}¥・24x 21m. 22 x 18am 
021118 C 17 SD-3内ポイ ントlRりj二!f エゴノキl支12x6m. 11x 7 fmD 必fr.~
021118 C-18 SO・3内ポイント取り上!f ヒJウタンf.{({-13x6.5c:1l 
021106 02キー20Pdハー503・@ -1~IY I )Wk 

021210 02キー20Lr=--503 -@ モモ1主25X22x20m完形
030116 02キー20Lr=--502・③ モモl主26x22x18m完形

02-~，~.iU 02ω12 炎上 モモ炭化i主19x17X 141DJ完形
W， 5 J11e民 021202 02キー20Lrニー50-3・①-u エゴノキJ.l<:ftl支"と形S"ヒゴウ タンi長二子1，1

02-~.~辺
021209 02キー20lifハー3aFM そそ|主24X19X 1510完形
021119 C -20 ポイン ト採集 モモ|生25X16x 13ロ完形w， 6，J.11er.<: 
021120 ( C -21 20Hfハ・ポイント採集 そそ1主唱級品足ft21X18X 15∞'';;JH 

OH，~辺 021125 3 a ~'1-i，~ 02キー20ctニー3a イ~ IYJlx1ヒ洪'.M7XIJrn
~ 7 ，.L'l1EIX: 021119 C-19 ポイ ントl叙り卜If JJII J:jJ!ありそモ筒か。 現地j~m Aリ1・iJl I

030218 SD 7 6 h'1 02キーJilKkノ、 ヤプツバキ保子18XI21l101lつ_;:~ t..ている。不明日之イヒ果実31倒

OH，~巡
03201~> 02キー1-1Kf-SO7 -@ ボIYlm1じ*'Jf9X 5-日X'1.-1'J91!WJMi・
030227 エゴノキ以10x 5 1lIIlI. -t~1911;~化以:Jf IO X 2r.un. 2他!第13;IiIEftl;{
030317 02キ-14kkO-\~ エゴノキ炭化校15X7m.1l
030319 @k可 SD-9 ボIYI!WJf
2ω27 -1 ~'1 16Eaハ モモ|主23x18x 15m完j修
021016 <1M 16Efイ モモl支25X171::!1. 27X23XI8a'';;形
021017 15Hj口市北トレンチ ヒョウタン見~'X . Hi {-
021017 H'I 15Hjロ イチイプf シ!.I~尖

02・コクホ ヒョウデンfk子.カヤ検f-25X13=. 15X IIロ.17X 15ロ

iilll高原 021024 l邸壁!1!位H育長吉
jえ化イチイガシ20x15tc.コナラlJt18x 13=， 

vrス エゴノキi~lt絞ji- - 不IYJ !.I~'k9 x 3. 
ムク IJ ジ月~'M I 51311 . 6伽1. ムク 11ジf'kcf-16 x J.lm 
ヒョウ タン附 ('，カラスザンショウ.サンショウ属核.プド

021107 1J，~1 Uk1 16Efイ
ウ tlíH! -(' . カジノキ~t主. チシャノキ~純子. 炭化マメ科子
ht.jえ{ヒイネ朴¥r:乳.炭化月比'k.シロウ ')・マクワウリ種子.
ザッソウ メUンI，t(-.スズメ ウ'J1+ (. 

02ω25 H'I カナムグラ!骨子-1x"口
02-コクホ 021009 OI ~ 16Efイ モモ1主25x21x 18コ完形イ~19I恥尖
rilll高原 21009 '1 k1 16Efイ -1:1911，え{ヒ*').f9 x 3. 5似
'-'11.< 21114 15Hj ハ-5012 モモ怜23x21X 15:t:l. 22x 19x 16:1団完形

021226 {品、込み 15Heノ、 ヒョウ タンH¥，~ .カ ナムグラ lok{. 
021(朋 ①伶j 16Efイ l号住版社 J)J，/I'. 

02・コク* 021022 @枠1 15Tjハ 1 8住Ji!Hll: イネjえ1ヒJJI!!(L5 x 2 mm . マメ朴氏化 (' ~II X 31l'.:1] 
，I.:j Iじ 021022 51¥'>1 1'50 16mイ l号Itm.IJ1: JJJ.'J:. 

21023 @怜1 15Ijハ 1号住居l止 不I~ J N(
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表24 幡鉾川岸 (H1地点)から水洗によって検出した種実遺体

H1， sp.A ト11.SP.s Hl. sp.c Hl. sp.Db Hl. sp.E 

分類IW (HI$位 16リットル 16リγトJレ iリットル 1 ')ッ トJレ lリットル

イヌプfセ 様子 完形l
カヤ 後予 破砕片2 破6'f}¥・ l

ヤマモモ t主 完形3 完形l 先形1

カシ~ì '*笑 圧搾片。 任符IH・。 砥(1，手片 自主れらJi・8

ヤマグワ 核 完形57 :尤形13 完形2 先形20

キイチゴ紙 f主 完形I 先形 l

シマ吋1レナシ 核 完形1
ヒ4]"カキ 4支 完形。 ぅ，t1彩。 うと形36 完形。 完形。

ヤプツバキ 枝子 庇持片O 先形O
アカメ tfシワ 核 完形。 完形14，破砕Jt5 破片l 先形3，破砕片3 山形3.1波'!i'i=J.;'3 

キハダ 核 先形。 先形7
カラスザンショウ 本来 先形。 完形2 発形1，破砕片 1
イヌザンショウ 本支 完}杉4
サンショウ属 干支 先形20.li波鈴"，・10 完形3，破砕片3 完形4.破砕)¥.5 

センダン 純子 完形28 光J~7 うと形i

ウルシM よ~・災 完形2
ムクロジ 鶴子 先形3，~砕片 3 完形1，破砕片 3
モチノキ属 敏子 完汗~ 9 完形7，磁伶片5 完形2 ~形 l

ゴンズイ 核 完形20 完形 i 完形l

ブドウ以 ;fj(i子 完形。 先形:30 完形10 完形2 発}~8 . 磁B半片il
ウドカズラ 敬子 完形16 完形l
ホルトノキ 核 絞持片 l 破砕片 l

グミ厳 f主 ヲモ形I
タラノキ 核 完形5 完形 i

ミズキ 核 完形9.鮫砕片3 手記形4 完形 1.破砕J，・2
クマノミズキ 絞 完形32. ~砕J.;'2 完形3.破砕Ji・1 完形2

1Jキノキ凶 鶴子 先形1
エゴノキ 核 完形@，自主砕JH:i) ~形骸@， 完形よ~j.f。 7tJ彩2，破砕片 l 完形4 先形5.破砕片l
ザーシTノキ J骸 完形。 52形33 完形13 完形23 71:形23

クサギ f主 ヲ'éJ~4， 磁石平rl-3 
ニワト コ 核 完形55 先形26 完形19 完形14.破砕片8 完形21.破砕Jtlil

不IYJ処尖 井ミ尖 完形。 先}杉16
スズメウリ 敏子 先形3，破砕片2 手記形3
オオカラスウ リ 純子 完形4，破砕片1 完形l 先形l
カラスウリ 秘子 完形4，破砕片2 完形l 磁石宇J-1・2

キカラスウリ ，f)fi子 5と形l
ミヤマニガウリ 綾子 破砕j¥-1 

ヒョウタン 4重子 完j彩2 完形5.自主砕};-1 I 
ザγソウメロン!i! 徹子 完形10 ヲ主形4 ~形 7 完形25，1i皮li''fJr18 
マクワ ・ シロウ リ ~ 1草子 7i:'形5 完形l 発形13 52形13.破砕片6
カナムグラ ょI!:笑 44 ~p手片 3 完形1

タデ科 i重子 完形4 先形O 完形O
カタノfミ 核 ヲ定形9 うと形15

マメ外 子葉 炭化1;'1ま発形1 炭化1;11ま完形2 炭化{ま{ま完形2

ノブドウ属 l童子 完形。 完形O 完形4.~波昨Jr 12

ナス泌 槌子 完形I 完形2 完形7 先形12
シソ科 よ長実 完形6
アオツヅラフジ *災 完形15 完形3，破砕Ji'2 完形1 完形l

コウモリ カズラ 来~ 完形l
ナデシコ科 '*実 完形4
カヤツリグサ科 *~た 完形。 先'Jr~。 完形O
イネ 阪~t 炭化ほlま完形4 炭化1m先形10，む[1 炭化ほほ完形20 炭化11.破砕H・15
アワ *実 炭化111主交〕移3
コムι.~ Jrot 炭化ほほ完形l 炭化はlま完形2
エノコログサ JIHL 炭化完形l 炭化完形2
コウホネ 級子 先形15 先j形10 完形i(

オナモミ 来;tミ 完形2，絞砕JtI 破砕片 l
ヒルムシロ 完彩。 完]形。 先彩。 完形。 先形O
炭化材 。 。 。 。

小技・樹皮 。 。 。

トゲ 。 。 。

3長 。

冬.J，f- 。 。 。 。

:fE3f' 。 。

昆!ll 。 。 。 。
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樹木

マキ廊 3 4 4 2 2 - 2 9 10 1 4 
モミ腐 1 I 2 - ー 1 1 - - 1 1 

ツガ属 2 1 - 1 - ー 一 ー 一 一 1 
トウ ヒ属 一一一 号 事ー 一 一ー- 1 

マツ廊滋維管来iffi属 12 9 8 10 6 9 6 2 - 4 9 

マツ属 (不明) 10 4 4 4 - 5 1 1 - 4 2 

コウヤマキ属 1 - ー ー ー ー 一 一 ー 1 1 

スギ 7442341  - 4 2 1 
イチイ純一イヌガヤ科ーヒノキ科 - 2 2 - - 2 - ー ー 』 ー
ヤナギ属 ー 2 - - 1 2 - - 2 - 1 

ヤマモモ属 2 1 ， 1 - 一 一 1 3 ー 1 
ノグルミ属
クJレミ!瓜 ー 一一 2 - 1 1 - ー ー 1

クマシデ廊ーアサダ腐 322  1 4 1 一 一 - 2 5 

カバノキ腐 ー ー 1 - - 一一一一 ー
ハンノキ民 422  - - 1 1 - 226  

コナラ属コナラ鋭廊 16 11 20 14 24 7 8 7 - 16 24 

コナラ凶アカガシ!IIl廊 39 49 41 28 31 18 9 18 8 35 21 

クリ胤 ーー ー- - 2 2 -ー ー 1

シイノキ泌ーマテパシイ胤 36 49 37 52 44 103 156 309 172 58 143 
ニレ属ーケヤキ凶 11144211  - - 1 

ハリゲヤキ縞 ー - 2 1 - - 一一一ー ー
エノキ属一ムクノキ紙 41 59 69 81 72 24 9 1 1 4 12 
シキミ廊 1 一 一 ー ー
イスノキ鼠 2 - - 1 1 1 一 一 ー ー
ジャケツイバラJiJ4
サンショウks - 4 1 2 - 3 1 4 1 - 1 

キハダ胤 1 一 一 ー ー ー ー
ユズリハ属
アカメガシワ属 - 2 - - - 2 一 一 ー ー ー
シラキ腐
モチノキ凶 3 3 3 10 I 1 - 6 3 - 1 -
ニシキギ凶
カエデ属 2 - 一 一 一 一 ー ー 1 
ムクロジ!扇 ー 1 一一 22 - ーーーー 1
ブドウ胤 ー 1 一 一 1 42 - ーー 1 -

ツタ属 1 - 1 1 1 - - ー ー ー 1 1 

シナノキl瓜 ーー 1 一一一一 ー ーーー
マタタピj瓜11I似事n 1 - 一一一一ー ー ー ーー ー ー
ツバキl誕 10 3 2 4 9 2 2 - 1 1 1 1 10 
サカキ腿ーヒサカキ属近似極 一 一 1 - 1 - ー ー ー ー ー ー 3 

グミ属 ー 一一 1 1 1 4 17 1 - 1 2 2 
ウコギ科 1 44  33 - 1 2 - - 3 8 1 

アオキj局 1 - ー - 2 1 一 一 一 一
ミズキ属 ー 一一一一一 ー ーーーー 1 一一一一
カキ属 一一一 1 - - ーーーー
ハイノキ腐 1 1 2 1 - 1 - 1 3 - ー ー 一 一 1 -

イボタノキ腐 11 6 5 4 4 4 1 1 3 1 2 4 1 2 2 2 
子 ィ カカズラ~

ムラサキシキプ属 1 - - - 2 一 一 一 一 一 ー ー ー ー 由 ー
ニワトコj瓜近似級 ー 1 - - 2 -一一ー ーーー開園
カ'マズミ腿 1 - - - 1 - 一 一 1 - ー ー 1 1 - 1 

スイカズラ版 ー 1 - ー 一一一一一ー ーー 2 四ー- - -
~Ifl* 

ガマ泌 1 - ー ー
ミクリ凶 1 3 - ー
ヒルムシロ属
サジオモダカ腐
オモダカ腐 5 2 2 5 - 3 2 

スプタ廊ーミズオオバコ属 ー 1 - ー ー ー ー
イネf~ 506 328 325 259 246 269 48 

カヤツリグサ科 21 31 34 24 25 20 10 

ツユクサ属 1 - 2 1 - 一 一
イボタサ紙 ー 1 - -ーー
ミズアオイ腿 2 3 2 2 3 2 -
ユリ科 1 - ー 軍 事
クワ科 2 6 12 3 2 5 3 
ギシギシ廊 5 3 2 3 7 3 1 -

サナエタデ節ーウナギツカミ.iiii 9786 1 - 1 1 

イタ ドリ節 ーー一一一一一一一
他のタデ!返
アカザ科ーヒユ科 888  9 6 4 1 - 2 

ナデシコ属 3 5 2 2 1 - 1 2 -

コウホネ腿 ー一一ー- 3 1 - ー
カラマツソウ属 285  6 1 2 - ー ー
他のキンポウゲ科 6 3 一 一 3 1 一 一 ー
アブラナ科 29 21 11 19 4 5 3 - ー
ユキノシタ科J/i似騒 - 3 一 一 ー ー ー ー
ワレモコウ属 一一一一- 1 一一一
他のバラ科 1 一 一 2 - 2 1 - ー ー
マメ不十 2 9 4 2 4 4 1 ー ー ー
ゼニアオイ民
ミソハギj扇
ミズユキノシタ属 1 - ー ー ー ー ー ー ー ー
セリ1斗 17 13 12 10 11 5 2 - 1 6 
シソ不十
ナス属 一一 一一 1τ 一一一
オオバコ鼠 _ :::::=--=- ..... ~ - ー 三 ー ィ・ ー ー
フタバムグラ属 1 1 岨 ー ー ー
アカネ属ーヤエムグラ属 1 - - ー ー ー ー
ヘクソカズラ胤 ー司 1 - 3 2 1 - 一一 1 - 2 一 一一 1 - ー
オミナエシlilS -ー一一一一ーー一一一ー一一ー ー- 4 -
ゴクツJレ帰一アマチャヅル属 2 1 2 1 - 1 - ー ー ー
ツリガネニンジン廊ーホタルブクロ廊 1 - - 1 -

ヨモギ廊 48 42 49 54 31 35 11 8 2 46 68 32 21 15 6 53 32 82 28 69 

他のキク亜科 5 3 14 8 4 3 1 1 - 39 5 2 1 2 2 8 4 5 1 3 
タンポポill!科 9 3 2 5 2 6 1 - 1 34 20 4 1 - 1 13 1 66 3 1 

シダd植物
ミズワラビ属 一ー一一一一一 1 - 1 1 1 - 1 -ー ー ー
サンショウモ 1 1 -一 一 一 一一 一 一 一 一 一 ー ー 1 1 - - -

'li条恕胞Jモ 8 6 1 5 1 1 1 11 8 77 53 40 59 3 12 22 5 3 3 1 5 
宅条型胞f' - 3 1 3 3 6 6 5 7 11 6 23 3 3 2 4 2 6 2 1 

総務鎖
クンショウモ踊

黄緑色縦m
Botoηocacclls brawJii Kutzing -- ー

樹木i忘粉 215 228 220 231 包2 204 209 380 215 132 249 235 293 252 769 206 238 108 137 244 

車水佑粉 690 505 497 422 355 379 96 47 27 212 352 271 106 58 32 565 181 845 181 349 
シダ秘物胞f- 9 10 2 8 4 17 17 14 84 65 47 83 6 16 24 10 6 9 3 6 

1~*分 ・ 胞子総数 914 743 719 661 581 600 322 441 326 409 648 589 405 326 825 781 425 962 321 599 

幡鉾川川岸 (H1地点)，西側低地 (H3地点)，げ調査区 (H2地点)の花粉組成蚕

N3-1 N3-2 N3-3 N3-4 N3-5 N3・6 N3-7 N3-8 N3-9 L-l L-2 L-3 L-4 L-5 L-6 
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Pし12 原の辻遺跡から出土した主要な種実類I
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1.モモ核 (02県道第5銅査区)2.モモ核 (02県道第 1調査区)3， 4. マメ料炭化積子 (Hl.Sp.B)5. メロ
ン縫子 6.イネ炭化旺乳 (H 1， sp. 8) 7.カラスウリ極子 (H 1. sp. A) 8.オオカラスウリ積子 (H1， sp. A) 
9. キカラスウリ滋子 (H1.sp.B)10. スズメウリ種子 (H 1. sp. A) 11.カキノキ属縫子 (H 1. sp. 8) 12 a .ノ
ブドウ桂子 (Hl.Sp.A) 12b. ウドカス'ラ種子 (H1. sp. A) 12 c .ブドウ属種子 (H 1， sp. A) 13.ナス属議子 (H
1. sp. 8) (1 -10のスケールI!0.5mm.11-13のスケールは 1mm) 
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PL. 13 原の辻遺跡から出土した主要な稲実類E

1. 2.エゴノキ核 (Hl.Sp.A)3. 4. カシ類果実 (H 1. Sp. B) 5. 6. ヤブツバキ種子 (H1. sp. A) 7.ホ
ルトノキ核 (H 1. sp. A) 8. グミ属核 (H1. sp. A) 9. イヌガヤ種子 (H1.sp.A) 10.カヤ種子 (H1 ，sp. A) 11. 
キハダt亥 (H 1 • Sp. A) 12.ニワトコ核 (Hl.sp.A) 
( 1. 3. 5のスケールは 1cm.2. 4.6-10はO.5cm. 11. 12は 1mm) 
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oD'"宙開

PL 14 原の辻遺跡から出土したヒョウタン遺体
出土地点、 :02コクホ石岡高原V区15Hj南北卜レンチ

1.果実の破片 (保管されていた状態) 2.果実の復原作業過程 (側面)
3.果実の復原作業 {上面) 4.果実とともに出土した種子
5.復原された果実の実物大僕型
1・4・5のスケールl;t5 cm 
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3.原の辻遺跡から出土した木材の樹種
(1)はじめに

原の辻遺跡からは部や流路などから多数の木製品や建築材などが出土している。ここでは史跡整備

の基礎的な資料とするために樹税識別(同定)を行・った弥生時代の建築材や杭等130点と，純文時代

後 ・ 晩期の流路内に埋積した自然、木71点を対象として，遺跡、が営まれる前の自然純生の~U元と，遺跡

における木材利用について概観する。

(2) 試料と方法

同定を行った木製品は，おもに1999から200111:)立の訊j査で出土した木製品で，築制リス トに記載さ

れた製品を対象とした。一部の木製品に|剥しては報告牲に掲縦されている (長崎県教育委只会2∞1，
原の辻遺跡保存等協議会2002)。時期は弥生時代前期末から後期後半に含まれる。建築材の一部につ

いては遺構や時期に関係なく形状から建築材と思われるものを抽出し，問先を行った。ただし，保存

処理された製品は同定を行っていない。

自然水は，芦辺新潟池の壁而に見いだされた浅い流路を埋航する堆積物中に合まれていた。

同定用の試料は木製品および自然木から直接剃刀を灯lいて横断而 (木口と同義)，接線断而(板目

と同義)，放射断面 (柾目と同義)の切片を作製した。切片はガムクローラ jレで封入し，永久野;本と

した。作製したプレパラートはすべて際本番号をつけて (NGS-1-203)，森林総合研究所で保管して

いる。同定は現生樹木の標本と対照して行った。また.切片採取時に木取りを確認し，器挫名が不明

なものについては一部形態観察を行った。

(3)結果

合計201点の試料中には37の分類群の樹極が比いだされた。紙而の都合上分類群の記載は省略し，

1 分類群につき代表的な標本 1 点の木材解剖的な~:J工を示す (Pし 1 5-21) 。見いだされた分類群は以

下である。

1.カヤ Tor陀yanucifera (し)Sieb. et Zucc. イチイ科 Pし15: la-lc (NGS・73)

2.マキ属 Podocarpus マキ科 PL.15 : 2a・2c(NGS-44) 

3. イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch イヌガヤキ，.PL.15: 3a・3c(NGS-82) 

4. スギ Cryptomeria japonica (しf.)D. Don スギ科 PL.15 : 4a・4c(NGS・54)

5.マツ属綾*-It.管東亜属 Pinll$ subgen. Diploxyloll マツ手，.PL.15: 5<1・5c(NGS・179)

6. クリ C<1stanea crenata Sieb. Et Zucc. ブナ科 PL. 15 : 6a， PL. 16 : 6b・6c(NGS-197) 

7. スダジイ Caslanopsis sieboldii (Makino) Hatllsima ex Yamazaki et Mashiba プナ科 Pし16: 7<1・

7c (NGS-134) 

8.コナラ属クヌギ釘'j QlIercus sect. Aegilopι プナ科 PL.16 : 8a・8c(NGS・72)

9. コナラ属アカガシTIIT属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 PL.16 : 9a・9c(NGS・10)

10. ムクノキ Aphananthe aspera (Thunb.) Planch. ニレ科 Pし16: IOa-10c (NGS-61) 

11.エノキ属 Ccltis ニレ科 PL.16: Ila-Ilb， Pし17:Ilc (NGS・130)

12. クワ属 Morus クワ科 PL.17: 12a・12c(NGS・131) 
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13.シキミ JIIicium anisatumし シキミ科 PL.17 : 13a-13c (NGS-8I) 

ltl. クスノキ Cinnamoml1m camphora (し)Presl クスノキ科 PL.17: 14a-14c (NGS・8)

15. タブノキM Machill1s クスノキ科 PL.17: 15.トISc(NGS・150)
16.クスノキ科 じll1racωe クスノキ科 PL.17:16.ト16c(NGS-145) 

17. ツバキ属 Camcllia ツバキ科 Pし 18:17a・17c(NGS・50)

18.サカキ Clcycra japonica Thl1nb. ツノ〈キ科 PL. 18 : 18 a-18 c (NGS・71) 

l凶9.モツコク li花喝r恥r恥cn川I

(NGS-142) 

20.イスノキ Dislylil1111 raCcmOSl1111 Sicb. ct Zucc. マンサク科. PL.18: 20a・20c(NGS・57)

21. アジサイku， H ydrangcu ユキノシタ科 Pし18:2101・21c(NGS・31) 

22.ノfクチノキ Prunus zippelian<1 Miq. パラ手十 Pし18: 22a， PL. 19 : 22b-22c (NGS・59)

23. フジキ CladraSlis platyca中山 (M以 im.)Makino マメ科 Pし19: 23日・23c(NGS・20)

211.キハダ Phcllodendron arnurcnsc Rl1pr. ミカン科 Pし 19:24a・24c(NGS・101)

25.センダン Mclia田 edarachL. ¥'<1r. sublripinnalu Miq. センダン科 PL. 19 : 25a-25c (NGS-75) 

26.ムクロ ジ Sapindlls 11111korossi Gaertn. ムクロジ朴 PL.19 : 26a・26c(NGS・88)

27. モチノキJ，'f!， IIcx モチノキネ1. PL..19: 27<1・27b，Pし20:27c (NGS・164)
28.ニシキギkJ1， ElIonymus ニシキギ科 PL. 20: 28a・28c(NGS・26)

29.クスドイゲ Xylosma congcslllm (Lollr.) Meπ. イイギリ科 PL. 20 : 29a・29c(NGS-133) 

30. キブシ Stachyurus praccox Sieb. cl Zucc. キブシfl.Pし20: 30a-30c (NGS・46)

31. タイミ ンタチバナ Myrsinc scguinii Lcv. ヤブコウ ジキ1- PL. 20 : 3"ト31c(NGS・40)

32.ハイノキkJ1， Symplocos ハイノキ科 PL. 20: 32a・32c(NGS-181) 

33.イボタ ノキ凪 しigllstrum モク七イ手ト Pし.21:33a・33c(NGS・39)

34. モクセイ阿 Osmanlhus モクセイ科・ PL. 21 : 34a・34c(NGS・114)

35.チシャノキ Ehretia ovalifolia Hassk. ムラサキfl・ pし21: 35a・35c(NGS-4) 
36.ニワトコ SambucllS racemosa L. slIbsp.主icboldiana(Miq.) Hara スイカズラ科 PL. 21 : 36a・36c

(NGS・43)

37.ガマズミku， Vibllmllm スイカズラ科 PL. 21 : 37a・37c(NGS・99)

このうち明らかに'市続性のものは.カヤ，マキ属，イヌガヤ， スギ，マツ凶複雑t¥"点盟凶の針葉樹

5分.lJil洋と，スダジイ ，コナラ属アカプfシ雌属，シキ ミ.クス ノキ， タブノキ属，ツバキku，，サカキ，
モッコク， イス ノキ，パクチノ キ，クスドイゲ，タイミンタチバナ，モクセイ属の広葉樹13分類群で

ある。明らかに部来性のものは，クリ， コナラ属クヌ ギ節，ムクノキ， エノキ属，クワM.アジサイ
J，J!" フジキ，キハダ，センダン，ムクロジ，キブシ ， チシャノキ ， ニワ ト コの広葉樹13分~i昨である 。

~:t~.緑内か落葉性か不IYJのものは，クスノキ科，モチノキ1，.11，. ニシキギku，，ハイノキM，イボタノキ~，
ガマズミ属の6分類群である。

(4)考察

1，;1:'じされた樹位は常繰性の分tli7f下が半数をlb-めるほか.泌掠性の分制11'f:でもムクノ キやセンダン，

q
J
 

A
q
 



ムクロジ，チシャノキといったl術品f17に分布する樹般を含んでおり ，紛争ri構成はいわゆる照葉樹林の

~ポが多 く見いだされている ことに特徴がある 。

J"i)l1新溜池の白然水lま純文時代後 ・l胞WJに形成された浅い流尚に埋制したもので，ごく短期IIIJに山

積したと思われる この自然木71点"1には19分節群が認められ，この小ではスダジイが22.5%ともっ
とも多く ，クスノキ朴(12.796)，マキ属 (9.9%)，クワ腐 (9.9%)，ツバキ属 (9.9%)，ムクロジ

(8.5%) ，カヤ (G.6%)と続く(決26)。試ギ1.のqJには，半符26cmのスダジイや， n'(筏45cmのムクロ

ジ， 11'0モ26cmのマキMt直径25cmのクスノキ科，断。125cmのカヤ，制22cmのクワ属などが合まれており，

ある.ft~，立発達した大任木が生千了する保林が成立 していたことが;思定できる 。 樹.f~{同定を行った点数が

少ないので断定はできないが，多峨な樹極をまじえたスダジイ林がi立肋:刷辺に成立していたと想定で

きる 。 現在の照謎樹林の主要な必訟であるコナラ以アカガシIllik~や，クスノキ，タブノキ属，イスノ

キがまったく見いだされていないことも特般的である。

'::fll品(1981)によると，壱岐は，人間の干渉のない白熱状態であるとシイ ータプ林に被われるはず

である。しかし，現"(f:タプ林は残っているものの，シイ林はりよ桁定天然記念物である訂ml町の向i少八

備や11干I:H1設や郷ノilliIlIr鏡岳神社社設以外(長崎県教育委員会， 2∞1)，人間によって伐採 ・開発しつ
くされて残っていない。芦辺新淵池の自然木の組成は，純文時代後 ・晩期のある時JUJに，現在の自然

十fr[~I~. とされているシイ林が壱岐に成立していたことを示している。

遺跡が営まれるようになると， M跡周辺の附木を利用して多くの建築物や木製品が製作された。試

料130l.(rJ 1には28分知昨が認められたが，その樹舶は芦辺新潟池の自然木との共通性は少なく，阿手?

に比いだされるのは，カヤ ， マキ I，~，スダジイ，コナラ属クヌギ自?j，クワ属，クスノキ科，ツバキk~ ，

モッコク， ニワトコ，ガマズミ同の10分類群にすぎない (表26)。これが， 1也生の変濯を示している

のか，あるいは試料点数が少ないことによるバイアスによるのかは，今後の検討を待ちたい。

~~{r[(ごと に樹(r[(をみると ， 建築材では46点中33.r;.(をマキ属が占め ， その他の樹純は 3 点以下と ， J主

倒的にマキ属が選択されている。11本に生育するマキ属にはイヌマキとナギの2脱がある。いずれも

樹，:':j20m，幹径60cm以上となる7i?紋高木である。イヌマキは現在，JE岐と対応に分布するが，緯半Jみ

にはない(林， 1960;合問，1968)。ナギは現イ1:，必岐にはなく， ft山列山に点々と分布しており ，

かつてはイ ヌマキだけでなく，ナギも岩岐に1=.'(1していた可能性が考えられる。松応 (1982)による

と，イヌマキ林は，長崎県内では現在，壱岐と・11.戸品，北松浦半~にとくに多い。 イヌマキの材は保

存性がltj く ， 水i:r~と('f蟻に強<，JJIU;R列島では現在建築構造材として賞用されるほか，級板や天井紘

などの日15材としても悦われる (-'11..)1'.， 1996)。也11庄でもイヌマキは建築材としてキIJ川されている。ナ

ギは材質的にはイヌマキと同等である。ナギは熊野擁現信仰と結び、ついて各地のネIjI千1:にh立えられたが

天然水は少なく，手IJ川法は不明である。原の辻追跡では，垂水.位，大引材など)L木の建築材にマキ

以が悦川され， ねずみがえしにはクスノキ科タプノキ以の板目材，板材などにはスギやク J)といった

その他の樹粧が利川される傾向がある。マキ)，{，¥の材は材質がやや朕く切j'jl問、;に手I/fjがかかるため， 丸

木のまま使用する大引材や受け位.垂水などにはJIJいられるが，阪防などには訓裂性と}JlI工性の良い

他の樹位 (スギやカヤなど)を.fIJJIJしたと考えられる。

杭でも，マキ)，JI，がもっ とも多JIJされ37点JIJ9点を11，めるが，スダジイやクスノキキ|・，ツバキM，イ

ボタノキ腐なども 3，4点ほど使われており，I的Hi選択が建築制ーよりは緩やかである。
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その 1也の木製品類でも 47.'.'，('1 '11点とマキ凶がも っ とも多く ， ツバキ~8{i，がそれに次ぎ，スギ，ス

ダジイ， クスノキが4， 5 点{~どわれる c ツバキ凶 iよ県竹:ゃ~1 ?に{史川されていた。ツバキ版は強度が

あり，~~~竹:や棋などねばり の必要な製品のm 同・として選択的に I1 1¥，、られたと推定できる。

しかし，その他のも のは出納が不明のものが多く，樹離選択についてはIYII阪な議論はでき ない。今

後器棋名を.'j.えた上で，製品と制悼との対応l則係を品じていきたい。

(5)まとめ

建築M'は，小型の木製品とくらべて造物と して伐りにくく，他の造物と比べると|百j定例が少ない(1I 1 

回，1993) 0 ill築材にマキ以が多い傾向は本州'1'行11の数遺跡;で認められているものの，北九州地方に

も 韓~I':Iみの I ， ill時期の樹利~llt成にもみられず， JJ~(の辻j立跡、の特徴といえる 。 山山 ( 1993) は LI 本~IJI:~ に

おける11¥1'，木材を総覧して，弥生時代には近隣の山本を建築材にJlI¥，、ていると判断した。阪の辻遺跡

でも，遺跡川辺に多量にあったマキ属材が使川されたと想定されるが.より多くの資料の樹位を般討

するこ とによって.今後，検日11:していきたし、。 (能代修一 ・佐々木由香)
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褒26 原の辻遺跡出土木材の樹粧

樹Hi ) i辺新制j也 泣 同: 内

自然木 ill~材 杭 その他 正E3Zh 

カヤ 4 5.6% i 0.8% 

マキ)/~ 7 9.9% 33 9 11 53 '10.8% 

イヌプfヘ 2 2.8% 

スギ 4 5 3.8% 

マツ以桜緩行来!IE踊 I 0.8% 

クリ 3 3 2.3% 

スダジイ 16 22.5% 2 5 J.l 8.5% 

コナラ属クヌギ節 1.4% 2 1.5% 

コナラ以アカガシTIlfJ/Ii 0.8% 

ムクノキ 2 2 1.5% 

エノキ以 2 2.8% 

クワ以 円i 9.9')(， I 2 1.5% 

シキミ l 1.4% 

クスノキ 3.1% 

タブノキ属 0.8% 

クスノキ科 9 J2.7% 4 6 '1.6% 

ツノ〈キ糾 7 9.9% 2 8 14 10.8% 

サカキ 0.8% 

モッコク l 1.4% 2 1.5% 

イスノキ 2 3 2.3% 

アジサイ属 l 2 3 2.3% 

パクチノキ 0.8% 

フジキ l I 0.8% 

キハダ I 1.4% 

センダン 2 2.8% 

ムクロジ 6 8.5% 

モチノキ属 0.8% 

ニシキギ属 2 2 1.5% 

クスドイゲ 1.'1% 

キブシ 0.8% 

タイミンタチバナ 0.8% 

ハイノキ属 1 2 1.5% 

イボタノ キ属 3 3 2.3% 

モクセイ柄 1.4% 

チシヘ'ノキ 1.4% 1 0.8% 

ニワトコ 1..1% 2 2 1.5% 

メfマズミ属 1.4% 

総日l' 71 il6 37 47 130 

建築材と杭材には，現時点でお，tlltJ符がついているものも合む。
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4.原の辻遺跡出土の動物遺存体
(1)概要

長崎県原の辻地跡調査事務所および、旧73辿IIITで行ってきた以ノ辻遺跡、の発掘調査では，これまで，

1993年度，1995年度，1996年度，1999年度， 2000年度， 2003年度の各年度で動物造存体が出土したが，

本和iではこれらをま とめて概観する。動物地杯体の大部分は， 弥生時代前irWJから古墳時代前期のもの

であるが，古代から近世のものも若干含まれ，紙数のlIiIJkf.)により，主体となる弥生時代から古墳時代

の環濠部， I日河辺，土坑などの遺構から出上した動物迫存体を中心に報告する。

出土 した動物巡・存体は，破片点数にして総;汁2，258点，そのうち極，部位などを同定できたのは1，479

l!:である。その|人j訳は，jZ1矧10点，魚類130点，両生類I点，I問虫類 7l(， .(~額 8 点， lIiIi乳類1，323点

である。Pt!1乳類については，イヌが最多で521点(39%に イノシシ459点(35%)，ニホンジカ93点(4%) 

と続く。 これらの多くは， 1993年度の環濠部の調査により出土している。今回報告する動物造存体は，

大部分が発掘lごいに肉眼で硲認されたもののみで，水洗布i1別を行ったのは2002年度の別査で検出された

貝府のみにとどまる。

(2) 種類ごとの特徴

A ウニ類

石田高原V医貝府プロック及び2号講からウニの臓が多数出土 している。

B 貝類

ハマグリと忠われる細片が多数山土している。特定調査区2号旧河辺(弥生後期~古.l'.I't前期)から.

サザエのフタが7点，マjレタニシがl点出土 している。アワビが， 9号土坑(弥生前期末~中期中葉・)

から 1点出土している。

C 魚類

サメ類

1993年度の2号iiVj:(弥生中JUI-古墳前lYJ)から大型のサメ矧の椎廿が1点出土 している。3号旧河

辺(弥生前WI後紫~中期末) から椎骨，遊詩I~簡が I 点ずつ，計 2 点が出土 している。 特定調査区 2 号

|日河道から遊織的1点が出土している。1999年度のi号・椛 (古墳前期)から椎骨2点が出土しており，

うち I点は人為的な穿孔と忠われるが，IYHiulではない。石L11i河原地区の環濠部からサ メ ~iの椎骨 6 点，

遊詩Ig悩r2点が/J¥止している。そのうち l点{ま，ネザミサザfメの特徴でで、ある蛇JJ版j皮長状t似側H.町|リl面を持つプ大ミ型の4推i佐主台H'

である。

フサカサゴ科の一雄

カサゴ， メバル，ソイのや1 1 1 111 である。石 1 11~':j J京 V 区貝肘ブロックから主B思議骨 1 点カ{/1\止 してい る 。

フサカサゴ科は秘類が多く，それぞれの税が類似しているため区別が離しい。

マダラ

石田高原v[~:良府ブロックから前上顎什 を 2 点採集 した。 現在，日本海では島根県がI有限とされ，

北海道や東北地方以外の遺跡からの出土は少ない。
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コチ科の一種

1995年度の 9号土坑から *H~什が3 .ò:出土している 。

サパ凪の一極?

1995年伎の 9 -'，ナ土坑から~W竹が 5 点IUゴ:している 。

マダイ

1凶99釘5年j度変の9号土坑カか、らl附草羽叶I卜，廿i

jβJ';'付竹'1'(左).主間益骨(有). 1111蛇蒜竹 (イi)が各lfl，計5点が出土している。イiIIJ河原地区の環溝

淵iから主上顎骨I点が11'，土している。いずれも体長30α11以上の個体ばかりである。

タイ科の一種

1995年度の9号土坑から曲1'1- (なれ不191)，主主!~ïJ什 (左)が各 1 点. fH;什が2.t.'~.遊離歯が20点

/B土している。特定制査区2サIH河辺から，上擬釘(1'1'が l点のみ出土している。

タイ類

マダイやクロダイといったタイ科以外にも類似する的を有する種があることからタイ類と総称した。

1995年度の9号土坑から遊離曲8点 特定訓流|ベ2-'，)-11=1河道から遊離歯1.'，'，(が/1¥ニ1:している。

フエダイ科のー秘

石間日原V区貝原Jフ'ロック から小~Wのフエダイ科の前上顎骨が I 点出土している 。

ヒラメ

1995年度の9号土坑から惟竹がl点のみ出土している。現生標本との比較から60cm以上の大きな個

体と推測される。

ハタ科の一種

特定調査F区から歯骨l点 (左)が出土している。現生標本との比較から体長tlOcm以上の個体と推

測される。

ブリ府の一種?

1995年度の9号土坑からプリ属と思われるiiij上初i什 l点(右)が出土している。小}'iとなっており，

純を同定するには至らない。

フグ科の一種

1995年度の9号土坑から歯板がl点，批判'4点が/1¥土している。石田高原V1.)UH'1ブロックの水洗

選別試科から，前上顎骨3点と的'1'1'1点が味線された。歯骨・はかなり小型の{IAI体である。

ヘダイ

1995年度の9号土坑から遊離簡が2.'~U I \:l'，している 。

ベラ科の一種

1995年度の 9号土坑から咽~Jì干tが 6 点. litr t. ;;JiHが3点 (右 上左 1.t.:71 iイミ1911 )出土している。
コプダイ

特定調査区 2 号旧河辺から下nl~頭竹 1 .'.'~.特定，lJI.J先 F 区から下咽頭骨 l 点が/ 1\上している。

D 聴虫類

へピ頬の椎骨がl点出土しているが. /"':'1-.地点.I¥V，{立は不明である。イシガメあるいはクサガメと
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思われる淡水産のカメが， 1996年度の2号旧河道からほぼ一個体分の腹甲板と背中板が出土している。

また大腿骨l点 (左)も出土している。4号旧河道 (近世)からもカメmの版I:p版が3点出土してい
る。

E 両生類

石田高原V区貝層ブロックからカエjレ類の上腕骨 1点が出土している。大きさからアマガエルのよ

うな小形の種と推測される。

F 鳥類

1996年度の3号旧河道からカラス属の一種の上腕骨1点 (左)が出土している。ガン ・カモ科のー

磁は，特定調査区E区土器潟(弥生中JYJrl:l諜~終末)から手根中手骨l点 (左)，1999年度のl号溝

から尺骨 1点 (右)，計2点が出土している。両元地区からアホウドリと思われる尺骨(左)がl点

出土している。長さの割に*111く華警な印象を受け，アホウドリ類に類似するが， 手前二に現生楳本が無

く， 今後，現生標本をもとに粧を確定したい。

E 哨乳類

ネズミ類

1993年度の2号溝(弥生中期~古噴前期)から遊離歯が3点，出土地点および府位不明で，上腕骨

が2点 (右 1左 1)，出土している。

イヌ

1993年度の l 号講(弥生中期~古噴íì~JVJ)から頭叢骨が14点，下顎骨が4点(左3不明1)，尺骨

が3点(右2左 1) ，上顎骨が2点(右1左 1)，大腿骨が3点 (右1左 l不明1)，枇骨4点 (腰推

2 ~Ji枇 1 胸椎 1 ) など， 計88点が出土している 。 2 号.i詰:から椎骨60点(環枇 3 翠i;tlt~2 JJ句者1~23J腰椎 4仙

材t2不明26点)，下顎骨14点 (右5左9)，上腕骨14点(右5左9)，大J!ill骨12点(右6左4不明2)， 

l距骨11点 (右2左8不明1) ，党什10点(右5左5)，尺骨10点 (右4友 5不明1) ， 府 I:P 1~.が 9 点(右

2左7)など，計248点が出土している。下顎骨 l点に，歯槽護:胞が認められる。もう l点の下顎骨

に，数条の解体痕が、残る。l怪骨 1点の近{立部は，打ち訓られている。上腕骨 l点の竹頭に，鋭利な刃

器により解体痕が残るもの，近{立部を打ち割ったものがある。もう l点の11主骨は骨幹部で切断され，

さらにもう l点は遠位端が切断され，イヌによる岐痕が見られる。大腿骨 l点は，骨幹部で打ち割ら

れている。 4 号潜~ (弥生中~Ul ~古墳íìín~J)から上腕骨 3 点 (右 l 左 1 不明 1 )，枇'f}.3点 (頚椎 I胸

椎2)，尺骨 (右) 2点，大腿骨が2点(右 L左1)，鹿骨が2点(右l左1)など，計24点が出土し

ている。5号構 (弥生中期~古邸前期)から下顎骨が9点(右4左 5)，32刊・が5点(右2左3)，肩

甲骨(右)が2点，尺骨が6)点、(右3t五3)， 上~11l'自・が 2 点(右 I 左 1 )，上腕什が7点 (右2左3，

左右不明2)，大腿骨が10点 (右4左 5，左右不明1)，中手骨または中足付 (左右不明)が2点，遊

離簡が5点，肋骨が5点， 機骨が9点(布5左4)，ll~骨が 9 点(右 3左 4 ， 左右不明 2 )，頚椎が4

点，君;i椎， JJ旬椎，腰椎，陰茎骨・， 第二小平fi-(右)，第三中足骨 (右)，不明が各l点，計78点が出土

している。上腕骨(右 ・左)，大腿骨(左)の遠位，究骨(左)に，数粂の切泌が残る。腔骨(左)

po 
n
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は近位および述位端が打:，IIIJされ，骨髄が抜かれている。7IJ'i此(弥生IjJJUJ-後JUJ)からド守1I'¥'l"(左)

がl点，出土している。 84rm(弥生中WJ-後W/)からhi 11'什 (li:)が 1.'，'，': I /1'，;1:している。大桃も

しくは1号前:(弥生前期l後諜~古墳前期)から大腿什が"，1，'，( (布21，: 2) I 1"加什(;(i) ，上顎什 (左)， 

遊離歯，検骨(左)， I盟十l'(お)が各 1点，計8，1，'，(が/1¥:1".している。大出もしくは2~J'出(弥生前JUJ

後葉~古墳前期)から詑骨 (左)I 上腕骨 (右}，f!Hl'，遊離的，焼1')'(在)，jj1~竹 (ú) が名 1 点，

計6点が出土している。大部もしくは4す構 (弥生liirJOJ後史~古墳前期)からド顎竹 (左)，ti1'J・(布)， 

尺骨 (左).上腕甘 (右)，大腿什 (右)，雌竹 (イi}，遊離tJt.頭株.J仙，¥，)，が各 lfi，俄すl'(右)が2

点，計11点が出土している。特定調書f区2サ11こ1M辺からに竹 (左)，大腿什(イi)がl点ずつ，，iI' 2 

点が出土 している。 大腿什は'~l'端部が未癒合の幼l;はである 。 3 号 IEI Ì"f迫からド~JS['I'l' (;(_j).遊間W:i1 

点，計2点が出土している。1996年度の3ザIHM迫の近111:11'7から下顎竹 (:k)I 近111:111河辺から下顎

骨 (左)が l点ずつ.，立引計:引汁|十'2点カがf勺/H土している。1悶99ω9.1年lドi瓜庇皮のl句サ'i出昨カか、ら環4椛i住色ι，Jリ似Ji陀1唱Er“'1竹i
腔骨と思われるものが2点， JI・4点が出土している。石田市原地区の環浪部から下顎1'1"1 点，監~1'1" 1 

点，遊離歯l点が出土している。

タヌキ

1993年度のl号憎から下顎竹 (右)が2，o:，2 IJ'榊から遊離曲が4点I 5り'Ul，:から上腕竹 (右)が

l点，出土地点および不明で，下顎骨 (右)が1/:し，iI・8，1，1，(が出土している。199511'.伎の9号土坑か

ら腔骨2点 (左 1右1)が山土している。1996年度の38'lfliuf迫から遊離曲 1{(が/1¥上している。い

ずれも癒合していない近位端で，若い個体である。特定調査i丘E区土;{ififtl(弥生Ijr JtfJ rl r繋~終末)か

ら，下顎骨 (左) 1点が出土している。1999.1ド皮の l号-砕から頭蓋竹2lL下';'Ml'1点，遊離歯i点.

計l点が出土している。頭蓋什は同一個体と思われる。

イヌ科の一種

特定調査区 F 区 4 府，石山ibi阪地区から -，，'顎犬(~.iが 1 ，1.1 ，1:ずつ ， 音l'2点LB上している。いずれも，純

文，弥生犬には見られない大却の個体で，イヌ，もしくは小型のオオカミと考えられるが，どちらの

可能性もあるため，極の|日l先には至らなかった。

カワウソ

1996年度の3号旧河辺から上腕骨 i点 (左)が/l¥上している。 肉のほか毛皮と しての利用が考えら

れる。

ニホンアシカ

1999年度のl号涼 (弥生IjlJ邸中葉~終末)から卜.腕竹 (れ)が出土している。什幹部に金属器によ

ると考えられる解体政と扶りの痕跡が多数確認される。 解体棋は，竹に列目I~ を tHüする切i話と， IlIJき

切りの傷の 2種類が比られる 。 両骨端を欠き ， す，" ;冷却から i創立部に向かつて扶っている 。 問機の~J~例

が，長崎県伊木力遺跡のイノシシやニホンジカに比られ，竹髄食が指摘される (松井1990)。アシカ

は.近年まで日本海沿岸に多く生息し.A斗棋~，~竹山で営巣し ， 毛皮の目的として盛んに狩猟されてい

た。韓国の釜山市東三制貝塚 (韓国新石器時代)や，刈取りれ'f谷上寺地遺跡;(効;LI=..後JUJ)を始め，対

応海峡を挟む日本海沿岸の泣跡からの出土が多く ，近年では愛媛県宮前川追跡;昨(弥生末~古Jfi初顕)， 

岡県阿方貝塚 (弥生前JUJ)などからも出土が知られており， ~U日などのJiiなる食科以上の価値があっ

たとも考えられる。
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鰭脚類

アシカ， トド， オットセイ，アザラシを含む。いずれも雌雄差が大きい上，それぞれの大きさが重

なってくるので，椎骨，四j伎十l'の破片では同定が困難である 。 1993~1::'伎の 1 号部から部位不明が 2 点，

2号溝から 9点， 4号i持から上腕骨(右)，大11退fj-(1正)，椀骨(右)が各l点，指骨と思われるもの

が2点，5号部から検骨(右)2点，尺'fl"(左)2点，他11点， 7号潜から 6点，出土している。 1996

年度の2号旧河道から遊離歯2点 (左2)，頭立E什1点 (右)，な|・3点が出土している。いずれも，現

生標本のゼニガタアザラシよりかなり大型であり，ニホンアシカの可能性があるが決定はできなかっ

た。他にも鵠脚類の指'丹と思われるものが，3号旧河道から 1点， 問中古・と思われるものが1999年度

の1号濠から 1点(左右不明 1)LII土している。石田市以地区の環濠部から大きさがアシカに相当す

る大腿骨が1点出土している。骨・端部が化什化していない若い{同体である。

ウマ

1996年度の2号旧河道から上腕廿 l点(左)が出土している。3号Hヨ河道から下顎骨1点，上顎骨

1点，遊詩It歯5点，計7点が出土している。4号・仔1河辺から俄1'1'2点(右)，遊離歯I点，言十3点が

出土している。 1999年度の l号仇tから遊離歯11点が出土している。その内， 10点は同一個体である。

中世層から遊離歯6点，近世府から遊離歯4点， J除iT(左)，中手宇H左)，大腿骨(左)，中足骨(右)

がI点ずつ，計8点が出土している。石田高原地区の環涼l人lから遊離l討が17点出土しており，そのう

ち2点が切歯で，その他はすべて臼幽である。年齢査定できたものは13点で， 5 歳~10歳のものが 5

点， 10歳~18歳のものが 6 点， 18歳以上のものが2点である。出土状況は， ;罰法の3府から 4屑， ト

レンチ部からで，府序的には後世の混入をうかがわせる嬰紫はない。他の廃棄された動物造存体と同

様に環涼からの，歯のみの出土なので，それ自体，埋葬や祭犯にや1:うものと考えることはできない。

現在，放射性炭紫年代を測定中である。

ウシ

1996年度の2号旧河道から大腿什 1点(友)が/1:¥:1二している。4号旧河道から，椀骨(右)，中手

骨(右?)がl点ずつ，百十2点が出土している。 1.号・拙からJ苛ギl'4点(不明4)，中足骨 l点(右)， 

中手骨あるいは中足骨 i点(不明)， fi"l" 6 点が/JI土 している 。 中世間から，遊日I~幽ì5 点，近世層から

遊離歯6点，格骨(布)， j:1~ 手骨(右)， lBifj- (右)，中足什(右)がl点ずつ，青1'10点が出土してい

る。石田高原地区の環濠部から，遊離l自が2点/J'，土している。 いずれも同地点から出土した大白歯で

あるが，別1~H本ものである。

イノシシ

1993年度の 1号緋から上腕'rj-が3点(右 L在2)，下号1I什(右)，府l:p廿(右)，指骨(左右不明)， 

中手骨または中足甘(左右不rYI)，flh '11・が各1点，遊離簡が11点， JI堅41・(左)が3点，計22点が出土

している。 2 号百年(弥生 l判明~古別前WI) から下号~Î'I'J・が 8 点(左右共 2 右 3 左 3) ， J':1骨が2点 (右

1左 1)，屑If''fJ'が2点(右 L左1)，後問'n- が 3 点，指'I~;・が 2 点，尺骨が 6 点(右 2左 4 )，上顎骨

が8点(右4左3左右不明 1)，上!腕'1予が10点(右6左2左右不IYJ2)，大l出骨が4点(右 1左l左右

不明2)，中手骨または中足'I~' (左右不明)が4点，*lli'I'1・が3点，頭立を'i!l'(破片)が2点(右1左右

不明 1)，遊離歯が29点， J回目・が6点(右1;在4左右不明 1)，椀骨(左)，前頭骨， 141椎，第五中手

骨，距骨(左右不明)， JI1~廿

内
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数条の切痕が残る。 4号・iNI:からrl'足骨(左布不IYJ)が2点，上腕廿 (京)，判j~竹，日iJ[誠'，';・ (破片)が

各l点，計5点が出土している。 5号iWf.からー1;加十;'が7点 (右26:1 在れ不I~J4 )，克'，';・(左)が2

点， 環維が2点，川1-11，けが5.'，~: (右 l左4)，~E竹 (~ j ) ，尺什が3点 (右 L立2)，J:qji'i-j-が4点 (右

3左 1) ，上腕骨が6点 (-Lj1左4左右不明 1) ，大腿"，)，が2点(右L左1)， '"手竹またはrl1足付(左

右不明)が3点，顕在骨 (破);')が2点，遊出It曲が9，'，'，(， 焼竹が4点(布 1le， 3 )， lEHJ'が3点(，(j 

2左 1)， 頬骨， 側 ~J~竹， 1去頭骨，腰椎，指竹， ~雌1並fi'引"竹i

が各 l 点，計60点が出ょしている。 7 号砕から後~Ji什 ， J上二顎，竹i円けi'(左)が各1.' 

る。 8号構から腔廿(右)がl点，出土している。大榊からId甲廿 (左右不明)，上腕什 (右)が弁

l点，計 2点が出土している。大iWl'もし くは 1分別から上腕廿が3点(布2tl:山不IYJ 1 )，遊離ly<jが

4点，徒骨(右)がl点，腕'丹(右)，排廿(有)，~!r[竹(~i)，距宇J'(布)，大腿'l'l' (~-:) ， ，flli 'I'i'が各

l点，計14点が出土している。大講もしくは2~~'砕から， ~Hltが 2 点， "jlP1'Hイi)が4点，尺廿(右)

が2点，上腕骨が3点 (，h・2ftl)，下顎骨 (左右ijl，:) ，上腕fi'(右).頭1.H;'(1波)r)が各I点，遊

離歯が5点，計21点が/1¥上している。大講もしくは4f}砕から， J匝'13・が2点(-fi1 N. 1 ).下顎骨(左)， 

上顎骨(左)が各 i点t Ji・4点が出土している。19961ド伎の2号旧河辺から遊般的4点， 尺廿(左)， 

腔廿(右)がl点ずつ，;11' 6点が出土している。3~J' " 1河辺から下顎竹3，，~，( (J.r: 2 :( i 1 )，究fi'3点
(左l右2)，上初'1'J'2点(左l右 1) ，上腕什6点(左2ヰi") ，遊離的15点，hjill，iT(右)，指tJj-(不

明1)，頭蓋骨 (右)，大l腿1'J'(左)，中手骨・(tt:)，尺竹(左)，挽骨(左)，IJI\~ 1'J・(イi)，~IHl各 l 点.

計38点が出土 している。大腿骨には石器によると思われる解体痕が見られる。遊離世iの中には未萌出

の第 3 大臼歯など若い間体のものが含まれる。 特定A査I:<~2号IA河道からドす11'J'6 ，，~，r: (左 l右4結合

1 )， 遊離歯6点， 府1t111'5 ....，r: (左2右3)， 上腕1';''1 .'，'~: (左3右 1)， f惟仕'1'付竹ir付け'J'3 .'，'，1ル，'，1り"

(左2幻)，指骨が2，，~:ずつ，中手骨(左 1 ) ， mi拾，，)， (J.i. 1 ) ，上顎骨'8(有1)， )くすl'(右)，検'It(左
1 )，緋骨 (右1)が科 1 点 ， 計36点が出土している 。 9 号土坑か ら相í~廿 2/し j凶竹 (të)，指tj-(不

明)がl点ずつ， lrt・4点がH'I十.している。4号mi"r;泣(弥生前期末-'I'WJrI'紫)から進出If歯 l点のみ
が出土している。1999年度の lザi1/i.から遊離的9点，孤立を1';'<1点，上新fi・4.'，'，( (Jr: 2お2)，下顎竹

(左 1右2不明 1)，党付・4点 (左3右 1)， JII lTI 'l'l' (右3).惟竹がそれぞれ3....J:ずつ，上腕fj-(右

2) ，尺骨 (左2)，中手1';'(左 l右 1)，肋廿 ({i1 不 I~ J 1 )，距骨 (右2)がそれぞれ2点ずつ，能

骨 (不明)，大腿骨 (Li)，舵骨 (左)，排廿 (左)，N!1'l' (左)，中足f'i'(左)がそれぞれl点ずつ，

計47点が出土している。特定調査区D区4府 (弥生後則前半)から上腕竹 (jt).127i-(左)がI点

ずつ，計2点が出土している。特定調査区Ef吟"，*号制から，遊離曲13点， 上!jJifj-(1E).jlj巾廿 (右)， 

上腕骨(左)，尺骨(左)，J日1，廿 (左)，惟'!i'が 1/(ずつ， 111-19点出土している。特定調査区F区土昔話

滑から遊離歯3点が出土している。特定調査i正FI正4附から中手廿(左)，出~，l'l' (J正)がl点ずつ，

計2点出土している。

これらのイノシシの遺伝子解析を行った結来，すべてがニホンイノシシに凶し.他のi主11付の遺跡で

見られた東アジア系のブタの泣伝子が見られなかった (波部ほか2003)。またけj川による炭紫 ・笠紫

同位対比による食性分析によっても，阪の辻遺跡，'1¥上のイノシシ婦の炭議 ・2目指l，jJ此対比は，純粋な

草食~~.えであるシカや， 関東地方の純文貝塚から /1 1， 1'，した典型的な野生イ ノ シシと与・えられる(Iti と 問峨

の他を示し，沖純諸山などで比られた海産物や人IIIJの食料残浮や排il止物を摂食していた可能性のある
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準素同位対比の高いものや，アワ ・ヒエなどのC4純物を棋食していたものは見られなかった (松井

ほか2001)。これらの結果から，現時点では，胤ノ辻j立跡から/1¥土したイノシシ)，J!，が野生で，プタで

はなかった可能性が高いことを示唆する。しかし環桜訪日で山土した下顎に穿孔された成熟したオスの

イノシシは， ニホンイ ノシシに比べて小型で，今後，さらなる研究を要する。

ニホンジカ

1993年度の l号構から上腕骨(右)が1点， 11'1土している。2号j昨から1m角が4点，上腕骨 (左)

がl点，中手骨または中足骨が2点，眠廿が2点(右L在1)， 11-1・9点が出土している。2号溝上陪

から出土した限骨 (右)には，金属器で付けられたとみられる鋭利な↑訴が認められる。角座から切り

離すために，回転させながら刃器を叩きつけ，切り込みを入れた抗跡が残る。また角幹の両端を切断

し内部を穿孔したものがある。5号滑からj克1(1が35点，尺骨 (左)，I ~I足骨 (左) ， J日間・(左右不明)

が各 l点，計38点が出土している。鹿sI先端部を刃器によ って切断後，表而を研:rf!Jし，内部を明り抜

いた未製品(刀子柄の未製品?)が3点ある。7号f昨から上腕骨 (右)がI点，出土している。9号

構から尺骨(左右不明)がl点，出土している。大hYtiJ、ら，大腿fi-(右)が1点，出土している。大

溝も しくは I号構から上腕骨 (右).中手骨 (左右不明)が各 l点， 3十2点カ'r'Ji土している。大溝も

しくは2号溝から鹿角が2点，中手'1干(左右不191)が8点，音1'10点が出土している。1996年度の2号

旧河道から寛骨(左)1点が出土している。3号旧i可道から枝角3点，究廿(左)，大腿'~I' (右)，中

足骨(不明).蹟骨(左)がl点ずつ，日1-7点が出土している。枝向のうち2点は，刃器を叩きつけ

切断しようとした痕跡が見られる。特定調査区2号旧河迫-から枝角(布)，大腿骨 (右)，腔骨 (左)， 

中足骨 (不明に磁骨(左)がl点ずつ，~n 5 点カ~/H土している 。 1999年度の i 号排から枝角 8 点，

尺骨I点 (右)，計9点が出土している。枝角のうち 5点は，いずれも刃器が叩きつけられた加工痕

が残される。近世旧河道 (近世)から枝角 i点が出土している。石岡市原地区から究骨がI点と高元

地区から枝角が2点出土している。枝角のうち 1点には，力n工艇が見られる。務角を使刑したもので，

数回切ろうとした痕跡があるが風化しているため明|庶ではない。

アカシカ?

1993年度の2号i砕から鹿角がI点出土している。ニホンジカをはるかに凌ぐ大きさの大陸系のアカ

シカの可能性が高い。

イルカ類

1993年度の l号i砕から椎骨が2点，2号i昨(弥生rllJUI~古噴前JUI)から ， 後îíJi骨が i 点，椎骨が25

点， 計26点， 4号i1li:から株骨が2点， 5号号'i榔峠からg顕i斑f刊什l'が4点，材柑枇i七;γ'1什i

6号構から4桁枇fI佐j主二骨骨.カがf汁l 点， 大部もしくは 1 号iI'l~か ら枇什が 1 沿い出土 している 。 特定訓l査区 2 号 I EI河道

から椎骨 l点，特定調査区E区土器湖(弥生中期1'1:1諜~終末)から柑;骨1点が出土している。山元地

区から 3点と石田高原地区から 4点，いずれも枇什が/JJ土している。

クジラ類

1993年度の大溝もしくは1号怖から上顎'ill-もしくは下顎什，大引のIlj)'口・の破片が，各1上J入点，'，点.主丸与

が出土している。2号i日排f背庁カか、ら材桁枕!;，目丹.が1)点'

生襟ヌ本ドより少し大きな佃イ休本である。5号榔からJI力什などが2)~: ， 出土している。 2号・旧河辺からflh'両-

1点，部位不明 i点，計2.'~:が出土している 。 3 号-旧M迫から ~:It什 3 点が/J\土している。 うち 1 点に
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は刃器を叩きつけた，涼く鈍いl誌が見られる。11~'IRÌ"f道から部位不明 l 点が/ 1\ -1: している。特定，ð~j

資区2号旧河辺(弥生後}リJ-i'i .ttliiij JþJ) から部位不明 I 点が出土している。 l 号i砕から判í~廿 I 点が11\

土している。

ヒト

19961+ミ度の3号111M辺から，尺廿 (右)1 .l~(がiI\土している。 石田高j以地区から前頭廿と頭頂付が

l 点ずつ出土した。 接合しないが，おそらく|百J- ~肉体と思われる。

(3) 骨角器の廃材

1 9931~二位・の 5 '~]イ昨からニホンジカの脱 ffJ を加工した未製品が出土している(表30)。ニホンジカの

/1!J.fiJおよび1:1-1手竹および"1ki:I'J・には，加工の際に什けられた傷が残る。中でも， 2 ~~.ií'I~上層から H \土

した腔骨(右)には，鋭利な令凶器によってやjけられたとみられる傷が認められる。一方，5 -'，j'ì~Y~ _卜.

府他から出土した/llifCJには，刃慌による加工泌が多数認められる。 2号i3trjlkjから/1¥土した鹿角は，

角鹿から切 り離すために，1111'1記させながら切り込みを入れた痕跡がある。 5号i昨からは，鹿角先端部

を石慌によって切り併とした後，研磨した竹角出(刀子柄の未製品 ?)がiH土している。

(4) 遺構ごとの特徴

現t涼部において， 1， 2， 5サj，'li:の出土立が多い。いずれの遺構もイヌのrl'，:I'.比率が最も向く，イ
ノシシが続くことが特徴的である。そのなかで，他に比べ5号構のみ，ニホンジカのl山1¥ゴ土:比E率存が正L泊.Jωg

但し，出土したニホンジカは技fClが最も多く，イヌやイノシシの四肢骨が多いことに対して，食料と

してより骨角器の紫材として知人された可能性が向い。環濠部では，イルカ矧，鮪脚類などの海抜刷i

乳類も出土している。

一方，環濠部以外では，イヌの/'-1土i訟は少数にとどまり，イノシシの比率が高い。1995年の9号土

坑は，ベラ科のーやfrや4)'メ:l3iをはじめとする魚類が多く 山土し，食料となった魚却が，イヌの餌となっ

たか，住居近くのゴミ火に従来されたことをうかがわせる。このよ うな出土傾向を示す遺構は.他に

石田高原地区のt!肘で，故怖の魚類が出土している。また，環濠部ではウシやウマが出土していない

が，旧河道 (弥生-I'j杭)から特にウマの簡が顎竹から遊離した状態で出上している。それらのうち，

|吋一個体の歯がまとま って/1¥上している ことや四肢骨が出土していることが特乍される。

(5)考察

A イヌについて

環涼からイヌが多Jltに/1'.土した(茂原 ・松井1995)。出土したイヌの大きさや形態は線々で，下顎

が調n身でi巧 1111 の強い北)j系の特徴を持つ例体も合まれ，純文犬の系統に属す個体だけでなく，朝宣'f..:'I~

j;bや沿海州の系統に)/!Iす"fiiEfl:を指摘した (戊IJ;(・松井 前掲書)。 そうしたイヌの出土は環涼部に

身~"1し，その他のiトljufillゃJ-jjiなどからの出土はわずかである(第117悶一図6-7)。環涼部2サ川

の一角には，貝11'，1を1'1'.う食事+伐昨の集中的な投楽が見られ，イヌの多く はそこから/1¥土したものであ

る。その他に. 1 '~J'ìI'IJ~ ， 5 '~;'i此か らのm土も多い。よiì~3逃椛から出土したイヌ{ま， 名古11位がほぼ均

等に出土し，特定のf11S似への11，6りは見られない(ポ28)。出土した部位のうち，町i政午j-，下顎廿， _I'. 
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腕骨， 能骨， 尺骨，大腿)~l' ， )腔腔骨， 青剖計1'4泊4引1点について;含計計N汁l'測iJ

結栄，最小36.3cm，最大47.1clll，平均体高42.3cmを判Lることができた。このお'i*は，長谷部の分類に
よると，中小級がll)t:多で，中級がそれに続く(長谷官ISl952)(筋116図)。純文|時代は小級，中小級が

多く，弥生時代になると，大阪府他井遺跡の例など中級のイヌが出現し，やや大刻化することが指摘

されており(茂原1991)，本例も同様の傾向が伺える。これらのイヌの骨は，散乱状態で出土し，四

肢骨には解体痕や肉を削ぎ落とした痕跡，打ち制られた~fi跡が見られるものが少なくなく，食用にさ

れた可能性が高い。他に|司一個体と考えられる一群があり，肉が付いた状態で破裂されたものと考え

られる。

B 原の辻遺跡の動物利用と廃棄

原の辻遺跡の人々は，イヌの他に，イノシシ，イルカ，クジラ，アシカなと'のlI，n乳jJHこ動物性タン
パク質を頼っていたと考えられる。一般的に，本州，凶国，九州の縄文，弥生遺跡から出土する昨日乳

類は，イノシシとニホンジカが大部分を占める傾向が強い。 しかし島棋である壱岐では，野生の大~!

附乳類に乏しく，逆に海桜f!11I乳類を捕獲することができた。11甫乳類に比べて魚類の出土は少数に限ら

れるが，出土魚種から見ると，沿岸だけでなく，和極的にilllへ進出していたと考えられる。また，LlJ 

土祉の少なさはゴミ穴や澱波音1)に投楽されることが少なく，おそらくイヌの餌になって集落内に食べ

散らかされた結果，山土:w:が少なくなったと考えたい。それに対して，ニホンジカに代表されるシカ

科は出土量が少なく， しかもその部位は鹿角や中手1'1'， "1足甘に偏り，それらは什f1J器の素材として
使われ，加工痕を伴うものが多い。ニホンジカの大きさを凌鈍する，アカシカと考えられる大きな鹿

角も存在し，九州や朝鮮半ぬなどから骨角器の素材として搬入されたものが多かったと考えられる。

小型の中手骨， tt足骨もtl¥土し，ノロジカの可能性もあるが，顎骨が出土していないので，判別する

ことができなかった。

一方，員類や魚類は， j1ij:松11m乳類と同様に，食料資源として獲得しやすかったと考えられるが，山

土誌はそれほど多くない。それは，消費量が少なかったと考えるよりも，遺構に残されなかったと考

える方が妥当であろう。原ノ辻遺跡から出土した魚類は，環濠内部のゴミ穴やj琵棄された住居跡床面

であることから，大型の附乳類が環涼部に捨てられたことが多かったことに対して，魚類は居住部に

捨てられたり，集落内で多く飼われていたイヌの餌になっていたことが考えられる。淡水産のオイカ

ワが出土していることから，島内で淡水漁労も行っていたことが言える。また， lI，n乳類でもカワウソ
が出土しており，i削兵部のみならず，河川部における食料獲得活動が見られる。これら如、類やカワウ

ソ，鳥類などは，イヌがm涼音1)に集中するのに対して，環涼部以外で出土する傾向にある。
他の弥生遺跡から出土した，従来イノシシとされていた個体に，プタが含まれていた可能性が指摘

されている。そこで原ノ辻泣跡出土試料について，遺伝子解析や安定同位体による食性分析を行った

が，プタの存在を示唆する証拠は得られなかった。しかし，品棋という環境や他の大陸との交流を示

す造物の有ー在から見て，原ノ辻でプタが飼われていた可能性を否定することはできず，今後のわれわ

れの課題としたい。
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まとめ

原の辻遺跡からIILI:.した助物j立存体は，イヌが11占も多く ，イノシシがそれに次ぐ。多くのイヌが外

敵の侵入を知らせるために飼われ.11寺には人々のf主料となっていたこ とも解体痕などから明らかであ

る。如、背-の出土j止が少なかったことは，多くのloftj-がイヌの餌となって集落内に散らばった結果と考

えられよう。

環濠部ではイヌが多いのに対して，集部内のt:J/(では魚煩が多くなることは，原の辻遺跡の人々 が，

ゴミの廃棄に杢111)的な能い分けをしていた可能性が向L、ことを示している。ーヶ所からの動物遺存体

の出土で，集洛全体の動物不IJ川を:論じることは，このような空間の使い分けがあったこと を考えると，

悦重にならざるを仰ない。

シカ科が胞内や1111".1'j'， 11 IJ!!"，'I" (こ集'1'サーることは.必岐ではシカの生息が奴かったか，あるいは少

数で，食料としてより .1'j' f(J慌のポ材として県内年l人jに知人されたことを反映すると考えられよう。

(宮地淳子 ・松井章 ・丸山真史)
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表27 原の辻遺跡出土動物遺存体の種名表

車車皮動物r'J Echinodcrmata 
ウニ絢 Echinoidac 

ウニ類 Echinoidae gen. CI sp. indel. 

脊維動物門 Vertebrala 

軟骨・魚、綱 Chondrichlb)明

ネズミザメ目 L品nmiformes

ネズミザメ科 Lamnidac 

ネズミザメ umma ditropis 

サメ類 Lamnifom1es fam.， gen. et sp. indet 

エイ類 Rajiformes fam.， gen. el sp. i.ndet 

硬骨-f!!..綱 Osteichthyes 

コイ 自 Cypriniformcs 

コイ季1.Cyprinidae 

オイカワ Zacco Plaり・1)l/S

カサゴEI Scorpaenifonnes 

.et sp. indelるが、すると…、

フサカサゴ科 Scorpaenidae 

13キドj 八vcs
スズメ闘 Passcriformcお

カラス科 Corvidae 

カ ラス』誌の一事~( ωrV/ls sp. 

カモ目 A nseri fonncs 

ガン・カモ手1. AJl:Iticlae 

ガン ・カモ科の一種 Analidae gen. et sp. inclel. 

ミズナギドリ目 Procellariiformes 

アホウ ドリ 手~ diol11edidae 

アホウ ドリ科の-{ll(? 

。iOl1lcdiclacgcn.巴tsp. indel. 
lIilJ乳糾 Mammali日

留的自 Rodenlia 

ネズミ科 Muridac 

クマネズミ婦のー純 Ralll/s sp. 

ネズミ季lの一種 Muridac gcn.巴Isp. indel. 

霊長日 Primalcs 

ヒト科 Homonidac 

フサカサゴ科の一種 Scorpacnidac gcn. ct sp. indcl. ヒト HO/llo sapiells 

食11:J目 C:Ul1ivoraコチ科 Platyccphalidae 

コチ科の一種 Platyccphalidac gen. <:1 sp. Indcl. 

タラ el Gadiforme句

タラ科 Gadidae 

マダラ Gadlls /IIacrocephalrls 

スズキ 自 Pcrci formcs 

フエダイ科 Lutjanidac 

フエダイ科の一種 LUljan出legen. et sp. indet 

サパ科 Scombridac 

サパ~の一種 Scombridae gcn. ct sp. indel. 

.et sp. indetるカf、すると…、

タイ科 Sparidae 

マダイ Pagms major 

へダイ Spantssarb白

タイ科の一後 Sparidac gcn. ct sp. Indcl. 

ベラ科 Labroide 

ペラ科の一種 Labroideigen. el sp. indel. 

フグ目 leraodontoidae 

フグ科 Teraodonidae 

フグ科の一種 Tcraodonidac gCI1. CI sp. indet. 

腿虫綱 阻円比M

ヘピ目 Serpentes 

ヘピ自の一種 Sc巾cntcs.fam.. gcn. CI sp. indcl. 

カメ目 Chlonia 

パタグールガメ科 Bataguridae 

パタグーJレガメ科の一緩

Balaguridae gen.己tsp. iodel. 

筒性繍 Urodela 

無尾EI Anura 

カエル類 Anura， gen. el sp. indel. 

イヌ科 Canidae 

イヌ canis Jomiliaris 

イヌ科の一種 Canidac gcn. el sp. indct 

タヌキ Nycterelltes procyolloides 

イタチ科 ルlustelidae

カワウソ LI/tmltltra 

童話腕白 Pinnipedia 

アシカ科 Otariidae 

ニホンアシカ Zlllopll/S coliJomi{//lIIs jO{lOlliCIIS 

鈴脚自の一極 Pinnipcdia fam.. gcn.ct sp. indct 

得綴目 Pcrissodactyla 

ウマ科 εquidac 

ウマ εqllltf caba//lIs 

偶蹄日 Artiodactyla 

イノシシ科 Suidae 

イノシシ SI/S scrofa 

シカ科 Cervidae 

ニホンジカ Cel1'I/S Nippon 

アカシカ? Cel1't1S slaplllls? 

ウシ科 Bovidae 

ウシ Bos Tallrtls 

クジラ白 Celacca 
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イルカ科 Delphinidac 

イルカ科の一種 Dclphinidac gcn. CI sp. indc. 

クジラ自の一間 Celacca fam. el gcn. Indcl. 



表28 集計表(晴乳類)

ぽ1占i1't 1::;41t ド:;lI1'tIlW 1，1'1'骨 上演作 tl.!1t 民1t'1' f.1t -n:H );U仔 混合 F量1t'1'足骨
その他 3t 1993!1・1[.，1むを L M R L R 1. M R L R L Il L R L R L R L R L R L R L R 1， R 

イヌ 1 115 21>1 :l 2 1 1 1 2 1 1 2 ~J1;rHt 7 F顎'IJ1大E遺骨i送業 98 
HJ.lS功骨2

タヌキ 1 2 

l号耳
イノシン 111 112 1 1 13 f!im 111 !百'itllJl手1V中足 24 

ft 1 j!'H1 (t) 11 
ニホンジカ

~~須 .F暗12 2 
イルカ~ I ? 2 
イ1 3 2 2 滋足首Il 12 
イノシシ 2 上問符1il'ii'l'(毘)1 i!i~歯 4 ~章 I~ 

k~1 竹(R)1 
1 号~ ニホンジカ 2 
クジラ.m k祝1ft(，しくI.!下毅骨l 2 
イルカ.m 3 3 
イヌ 4 1 1 15 8160 I 2 10 5 2 1 5 5 ::> I 9 611 2 3 3滅的3Rftl加畑1126

t車ftl!'il骨(R)I中手管/中足 4 
1t 3除-Htll冨脅1t;~重歯2)功
1t:6 

タヌキ 滋J:(114
{ /シシ 1 3 1 3 .) 3 1 31.) 1 1 2 611 ，) 211 1 1 1 1 I 2 2買li{t2上顎i'l'l下E露骨1上雪量 97 

1t 2大境作2程骨1~章管 1~骨
2号i再 i指1'1'2中手符/中足{t4遊経

世J29
ニポンジカ 1 1 U:刈，)'1'手{t/中JE骨2 9 
7カシカ? 校Ifl1 
'(，ズミm 滋照的3 3 
!ll!却m 不I~19 9 
( /1-カ.m 25 26 
クジラ軍i 不明l
イ~ 111 泌総的l f 

):.~/ タヌキ l 
2号i~ { /シシ 1 2 2 2 ヲ 距1'HL)Ii)l経由時8 25 
ニホンジカ 被1(12'1'手1.t8 10 
イヌ 3 1 1 2 1 1 2 1 上続1I'U非伶(L)1劫骨7遊緩 2;1 

的l
1サ滑 イノシシ VJlli1t 1 '1'足分2 5 

鮒~p却1 m'，'t2 5 
イルカtr[ 日 2 

一 肋'l't1 ilt雄#11}:;i~/ イ1 2 21 1 21 I 1'1 
.11}iR イノシシ 1 1 4 
イ1 1 118 5111 216 8 5 (j :l :3 113 2 5 4 6・1 i上t.ii1'12大1'l!1t1陵介2中手什 10 

/'1'足1't2除穫すH劫肴5送車E2 。i5 
7J.キ
イノシシ 1 1 1 211 2 7 .) 11，) 2 3 1 2 1 112 1 1 1 2 減益骨2上積骨l下顎骨4上院 65 

S号講 'I1'1 原作(R)1中手{t/中足*
3肋'I1'1 j首1'1"1 遊~街 9

ニホンジカ 1主的35lJt符1 38 
m早期 212 ~1J1" 1不明11 16 
イルカ領 目Illt1't1肋11'1 7 
9ジラ苛i 肋竹?1不明l 2 

6号満 イルカm
イヌ

7~涜
イノシシ 2 
ニホンジカ

銭ñ~ ィ;暗16 6 

S号事
イ1

イノシシ

9辛責 ニ4ンジカ 尺怜1 1 
1995年度調査
拘'H33f ニホンジカ t~向 l
UA: 
9 ~J タヌキ 1 1 2 
:t坑 イノシシ 3 ili1t 2助作 li主~m1 s 

zd 
po 

内

4



~Jhl'i1t r.3骨 下顎1l 縫1t沼早骨 上~骨 総合 尺1t'1'手仔 1!ft 大毘骨 1.'i:1t ft1t 中起*
その他 計

I~年度;耳炎 L M R L R L M R L R L R L R L R L R L R L R L R L R L R 

イノシシ ìIl~t!t " 6 

ニホンジカ
2号
ウシ

Jn街道
ウマ

クジラ煩 不明 l

イ1 選荷量的 l

タZキ 滋灘紛 l

3号
カワウソ

イノシシ I1I 112 I11 112 ，111 2 1 211 ;首f~ 1滋鋭的18 41 
旧河辺
ニホンジカ 校f~3 '1'処".，1 7 

ウマ 滋俗的15 18 

i年furiO乳m 司;IYII

イノシシ イノンシ l

.J号 ウシ '1'手1t(R?) 2 

|日i可遜 ウマ i遊間WI3 6 

タジラ111 司;1引l

イ1

近倍 ニホンジカ l:i角 1
nl河遮 ウシ i遊間lfll1 5 

ウマ 滋'ltlll 2 

1999年度調1c
イヌ 2 

タ1キ 2 選緩(111

イノシシ 1 2 -1 2 211 113 3 2 ヲ- 1 1 3 1 ド顎骨1~1t 1 ~井骨 ( L ) 1 )1!1t -18 
l 号.~ (R)2i!t緩白11

ニホンジカ t主鈎9 10 

ウシ 11m 4 .!.手1t/中足1t1 6 
ウマ 滋緩tllll 11 

l号濠 ニホン7シカ

イヌ 2 

タ3キ
イノシシ 111 1 '113 2 3 3 I11 21 1 2 1 腕骨(R)I ~Ht( L )2m骨 l 遊 41 

，.世110

2号 ニホンジカ 111 l五戸11'!'足f~1 5 

111河道 ネズミf} i控鋭的l 2 

!Jll!!lf!i 滋~t世12 3 

イルカm

クジラm 不1911 

i軽fU~甘乳Ui 不1912 2 

イヌ

土n ヂヌキ
溜まり イノシシ 11I 腕仔(L)1 ì盆~t!J 16 22 

イルカm

筑間年度:q1e
2~i イノシシ 1l11t 1 
l自討迫
土&ifjイノシシ ;m.t岱3 3 

京臨年度お釜

イノシシ 下顎'ft1送A俗2 3 

t'i元 ニホンジカ i主角2 2 

イルカ~ 3 3 
イヌ 送1:向l 4 

イ ~n 退問Iml
イノシシ 211 2 3 減益分l下顎ft1 ~1t 1)盤貴ltaお

行HI
9 

ニホンジカ
;;.r，w. 
ウシ 滋1:tll2 2 
ウマ 滋~I!llí 17 

!M~:iI 2 

イルカ:n 3 ィ;I~l 1 4 

po 



表29集計表(晴乳類以外)

1 993年J[~* t前1't 友銀益すi' 担託銀ff l佐1，. 滋~世i
李主 ;rt 

集計N.(J:f1I~Ufi以外) R νR UR 
1 ~;'i膏 マダイ

2号i曹 ウニUi
~r .t m 5 a 
タイ干十 19 19 

大海/2:J'i清 サメ::n
Yイ科 2 

7号E置 サメm

1995年度調j'f JI鮫 liU.加すt 凶作 l41't 
下電~~Mt

縫)~t 遊緩昔話
計

集計炎{同日乳幼以外) LlR L IJR R し LJR R ~'I υR 
7 ~.・J)IL サメm
9 ~;..ニ仁坑 アワビ

サメ:l1i 9 1110 
カサゴm
コチ 3 3 
プリ何?

マダイ

ヘダイ 2 2 
タイfト 2 
サパM 5 5 
ベラII 2 8 12 
ヒラメ

フグ干| 5 
ヘピ~I

1996年度日Wl't 上脱出・ 大ru1'1ト !lHI' l'f叩 ~lZ 政rN証 i箆銭的
百十

袋詰|公(向II:f1JI!以外) L M M L M R υR 

2別口I"fili インプ'I.t/クサプ'f.t l 3 
3 ::;'1日和Tili サメ'l1i I 2 

カラス同

4 ~}I日 iñJili イシガメ/クサガメ 2 3 

1999{ド度調資
ヲヲ

JH~ t拘1';" Jjft 
ド再現iifi骨

ヰドー鈍重量ft [1持皇軍主主fi' 上綴m'í~' 尺1'1 中三J""t'l
mft 円ヲチ ~t-

~!!lt-炎 (附~tJiìtJ.タト) I.JR R L R R L R L 

1分i帯 ハマグリ

サメ.tIi 2 2 
マダイ

jfン・カモfI

2 f}ICI河辺 マルタニシ
サザエ 7 ， 
サ.ttJi 

ヂイf十
コプダイ

:1:総iffl '1;ン・カモf十

2∞2年度調1e l1i!l:.'itft t上.'ît1'~ ({l1't 主箆縫合 上l1ll雰1的 "r劉!J!l1"t 上総骨
尺'<'1' 担主)it iYi緩tll l!t-

集計1<.(時II~Ufi以外) L R 日 L L LJR R ~I R 

~jf; サ.tJJt 

:riHl ~lぷ サ.tMi 5 6 
ネズミ ~J')Mi 

エイm
オイカワ

フサカサゴIl

フエグイ件

ベラfト 6 7 

マダイ i 
マダラ 2 2 
フグ科 2 4 
カエルJJI
アホウドリ?
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表30 加工痕観察表

年次 illl膏 時期 It lJ~'立 部分 左右 f量考 tlH;~ 

効t生'I'J!切-?iJ.nJiiIJリl ニホンジカ fq 第二分 i可斡を刃音量で切断

2勾t茸 E本企'1'W!-jli!.nlWリj
ニオ.ンジカ flJ 鎌倉F 同絡を切断 ・内部を~:rL

弥生'i'JtlJ-世jtJlJvOVI ニホンジカ fIl 角李宇 1王
角座から刃l*で主主回日1Iいて切断 ・分校
部も同餓に切断

. l iJ~ 勃:悠'I'WJ-i5lnlliIWI ニホンジカ
中手骨/

骨事宇
来製品

打ち割り後是正宮古を削り出し
中足骨 石銭?

角度合
ftJE祭骨iま刃器でrrpいて切断・分俊郎も

弥生'IJIOJ-古川jjiJlVl ニホンジカ flj ~第一 -
分校総

2立回目1Iいて切断
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16 17 20 

21 19 

PL22 イヌ

1・2頭蓋骨司 3下顎骨 (おに 4・5下顎骨{左).6・7上腕骨 (右上 8・12よ腕骨(左).13肩甲骨 (左上 14大
腿骨 (左上 15-18大腿骨 (右).19・20腔骨 (右上 21鹿骨(左)
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5 

13 

PL. 23 鹿角加工
1 . 2加工痕.3・6万子柄?来製品.7線材司 8-14来製品.15骨銭来製品
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Pし24 鰭脚類
131鶏骨(右).4・5上腕骨 (右).6・7尺骨(左). 8・9大腿骨(左上 10・11指骨.12・13肋骨
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PL. 25 イノシシ
1・8・12上腕骨 (右).2・3尺骨 (右上 4・5椀仔(右). 6肩甲骨 {左).7寛fl'(右). 9 mi1'l' (左). 
10・11・13・14中手1'l'.15-18潔椎.19後頭骨.20前碩骨 (右).21下顎骨.22上顎骨(右上 23犬歯
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5.壱岐 原の辻遺跡の員塚から出土した貝類組成について

(1) 原の辻遺跡の貝塚から出土した貝類の分析方法

原の辻遺跡、の貝塚から出土した貝類について，その輸知組成の特徴が明らかになったので報告する。

分析に用いた含貝i投資料は，1994年3月23日の資料を'1'心に，原の辻追跡の貝塚および貝塚周辺の含

貝殻土層から採取したものである。調査区ごとにまとめると， ① :1994年3H23日の採取試料， ② :

平成5年(1993)の採集試料， ③ :P区の8ヶ所からの採取試料， <D: T区の5ヶ所からの採取試料，

合計4調査区の4試料から得られたものである。

含貝殻試料は自然乾燥後， 4 mmメッシュの怖上で水洗・乾燥後，残った粗粒な拭料に含まれて貝殻

を同定し ， 種類ごとに計数処理をした。同定や~fI・数処理には，可能な |浪り完全な例体を JTJいたが， 貝

殻がì~~ く弱いため破mをしていたり，風化して保存のよくない個体もかなり多く合まれていた。 その

ため計数処理には，殻孤が残されていた個体数を基準とした。中には絞頂が}裂されている個体も少な

くなかった。そこで殻が5分の l以上残されていれば1f肉体として計数した。また， )投頂がなくても

種類を決める特徴を残す殻片であれば1個体とした。なお 二枚貝類では l例体から左右2殻片が生

じるが， 1殻片を 1側体として計数した。巻異類のサザエとスガイでは殻と読が出土したので，両方

を合わせて数えた。水洗で4聞の飾を使用したのは，食用として採集された小形の貝般がほとんど検

出できるからである。

識別できた種類は，大形のものとしてクロアワビ，サザエ，テングニシ，ツノマタナガニシなどで

あり，小形のものとしてムギガイ，ミツカドカタピラなどである。それらの封殺の破損の度合と保存

状態をみると，大形のものほど殻の破損が激しくなっていた。例えばアワビ科の一位，サザエ，アカ

ニシ，テングニシ，イガイ，イタヤガイ，ムラサキプfイなどでは殻が5分のl以下まで壊れているも

のが多い。また，中~小形の巻貝には発掘調査の採取する際に壊れたものが多くみられた。

原の辻遺跡の貝塚の4調査区から出土し明らかになった貝類は，表31: (D，②と表32:①，表33: 

@にまとめられるように巻只類は40種，二枚貝類が24秘とヒザラ貝類l税の合計65槌である。貝類以

外のものではフジツボ類の政，ウニ類の殻と純片が出土したが，それらはいずれもごく少抗でしかも

破損が著しい。そのため粧まで同定することができなかったため，表31と表32には取り上げず貝類の

みとした。

明らかになった65極のうち，明瞭に種まで確認できた59槌はすべて現生純であり，壱岐および玄界

瀧沿岸に生息する貝類で知られている(奥谷縞， 2∞0)。しかも各種の生態的特徴(肥後 ・後藤.1993) 
のうち生息深度をみると，ほとんどの種が潮間制 (T1 -3)から上浅海;H'l(N 1)に生息するもの

で占められている。もう少し詳しくその生息深肢をみると，第118図に示すようにT1 (低湖亜;!め

からN1 (上浅海帯)に生息する種が過半数を占めていて，干潮時になれば谷易く採取できる範囲に

生息している員類が主体となっている。

(2) 4調査区から出土した貝類の群集組成

1 )① : 1994年3月23日に採集した貝類の群集組成

1994年3月23日に採集した貝塚より出土資料で明らかになった貝類は，表31:①に示すように巻貝

類お種，二枚員類]9秘，ヒザラ貝類i棋の合計日純であった。
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それぞれの種の生態的な特徴 (生息域，生息探度，底質)を検討すると，松島(1984)が記載した

海成沖積層中の内湾から外洋沿岸に分布する貝鎖群集に，それぞれ対応する群集構成秘であることが

明らかになった。すなわち， (a)沿岸岩燃性群集， (b)沿岸砂庇併~， (c)内湾砂底群集， (d)干潟群集， (c) 

淡水域群集を構成する貝類の地骸よりなっている(第119図 :①)。

以下に各貝類群集の梢成位とその特徴を記す。

(a)沿岸岩礁性群集

クロアワビ，マツバガイ，イシダタミ ，クポガイ，クマノコガイ，へソアキクポガイ，サザエ，ス

ガイ，イボニシなどの巻貝類が圧倒的に多く，数は少ないが二枚貝額のコベルトフネガイ，カリガネ

エガイ，イガイ，オハグロガキとヒザラガイ類のヒザラプfイの 1;植などが明らかになった。これらの

貝類は， 外海にiìi1した岩li!~j海岸の抑1] 110 7if (T 1 ~ 3 )から湖下情 (N1 )に生息する極である。

(b)沿岸砂底群集

タマキガイ，チョウセンハマグリ， ミツカ ドカタ ピラ，ヒメツメタ，テングニシ，ツ ノマタナガニ

シの6種が外海に面した沿伴砂質成に生息する貝類である。小形のミツカドカタピラ以外の貝類は，

いずれも大形で食べることができる。中でもチョウセンハマグリとタマキガイは食用に適しているが

わずか数個体しかなく，普通に採取出来るような砂浜がなかったことが考えられる。

(c)内湾砂底群集

内湾砂底群集はハマグ1)，カプfミガイ，サルボウ，アサリ，バカガイ，ムラサキガイなどの殺で構

成する内湾を代表する貝!f，j'~群集である。内湾の砂浜で、はJIJ(も普通に分布する貝類群集であるが，阪の

辻逃跡の員塚の調査区①からは， iiij述の沿岸砂底群集と|百!械にその出土が少ない。壱岐には内湾砂底

群集の生息するような典型的な砂浜の発達する内湾が形成されなかったことを示唆する。

(d)干潟群集

内湾の湾奥部の泥質干潟に分布する貝類群集で，マガキ，ハイガイ，オキシジミ ，ウネナシトマヤ

ガイ，イボウミニナ，ウミニナなどの貝類で構成される。阪の辻遺跡の貝塚の調査区①からは，オキ

シジミ，イソシジミ ，ウミニナ.カワアイ，ヘナタリなどはIU:I二しているが，主要な構成粧のマガキ

とハイガイが見られず， Jニ述のように典型的な内海干潟の形成がなかったことを物語っている。

(e)淡水域群集

マルタニシ，カ ワニナなとフlく凹や湖沼，河川に生息する貝類で構成する群集である。原の辻迫町跡周

辺を取り囲むように発達する，低地の水田や河川に分布していたことを示している。

以上( a)~(e)の貝類群集のIU土組成をみると ， (a)沿岸岩礁性群集は30極で56%，(b)沿岸砂II(;群集は6

種で11%， (c)内湾砂底群集は6般で11%，(d)干潟群集も 6植で11%. (e)淡水域群集は2植で"%，そ

の他が4種で7%となる (第119図:①)。 したがって，沿岸岩礁性群集の貝類が最・も大量に採取され

食用となっていたことを示す。

2)② :平成5年(1993)に採集した貝類の群集組成

平成5年度に採集した貝塚資料で明らかになった貝類は，表31:②に示すよ うに巻貝類21粧し 二枚

貝類9種の合計30磁であった。

それぞれの極の生態的な特徴を①と同様に検討すると .i依!桁1 1'和府 q~，の外海沿岸から内的に生息す

る貝類群集にそれぞれ対応する(a)沿岸岩礁性群集， (b)沿岸砂底群集， (c)内湾砂底群集， (d )千j昂群~，
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(e)淡水域?特集を構成する貝類の遺骸であることが明らかになった (第119図 :②)。

(a)沿岸岩礁性群集

クロアワビ，マツバ力、イ，ク ;ffjiイ，クマノコガイ，へソアキクポガイ，サザエ，スガイ，イボニ

シなどの巻貝類が圧倒的に多く， 二枚貝類ではイガイ，オハグ1コガキなどがIYlらかになった。これら

の貝類iの出土状態は剖査区①とほぼ同様な傾向を示す。

(b)沿岸砂底群集

わずかイタヤガイの i極 l個体だけを確認した。貝殻は大きく破損している。出土した資料金体か

ら判断して，偶然に採取されたイタヤガイと考えられる。

(c)内湾砂底群集

明らかになった種類はハマグリ，パカプfイ，ムラサキガイの3穂である。小規艇な内湾の砂浜で生

息していた内湾砂底群集構成秘の一部であろう。原の辻遺跡の貝塚の加設l丘①と同様な出土状態を示

し，内情砂底群集が分布するような典却的な砂浜の発達する内湾は形成されなかったことを示l唆する。

(d)干潟群集

出土した干潟群集の杭成種は，マガキ，オキシジミ， イボウミニナ，ウミニナ，カワアイの5種で

ある。主嬰な構成粧のマガキ， オキシジミはわずかしか出土していないが，イボウミニナとウミニナ

はかなりの数が確認できた。小説蚊な|人J1巧のわずかに存在する干潟で密集して生息していたのを採取

した可能性も考えられる。

(c)淡水域群集

カワニナとカワニナの一種を確認した。原の辻遺跡周辺の低地の河JIIに生息していたものを採取し

たと考えられる。

以上(a}~(e)の貝類群集の出土組成をみる と， (a)沿岸岩樵性群集は17税で57%，(b)沿岸砂jま群集は l

粧で3%， (c)内湾砂庇群集は3都で10%，(d)干潟群集は5種で17%，(c)淡水域1作集は I離で3%，そ

の他が 3離で10% となる(第119医1 : ②) 。 したがって， ①と同じ沿岸・岩石l.!~1~:昨北、の貝類が最も大量に

採取されて食用となっていたことを示す。

3 )③ :P区で採集した貝類の群集組成

P区で採集した員塚資料でIY-Iらかになった貝類は， 表31:③に示すように巻貝類20極，二枚貝類9

磁の合計29種であった。

それぞれの種の生態的な特叡を①と同様に検討すると，海成j'jl稿用中の外海沿岸から内湾に生息す

る良瀬群集にそれぞれ対応する(<1)沿岸特礁性群集，(b)沿岸砂底群集，(c)内情砂底群集，(d)干潟群集，

(c)淡水域群集を構成する貝類の巡骸であることが明らかになった(第1191返1:③)。

(a)沿岸岩礁性群集

マツパガイ，クボガイ，クマノコガイ，ヒメクボガイ，ヘソアキクポプfイ，サザエ，スガイ， イボ

ニシ，イボニシなどの巻貝類が庄13'IJ(I(Jに多く出土し，二枚貝類ではイプj、イ，ケガ.キ，キクザルなどが

WIらかになった。これらの沿岸岩礁性群集の山土状態は調査区①や②とほぼ同様な傾向を示す。

(b)沿岸砂底群集

わずかチョウセンハマグリ，キイロダカラの2種4個体を確認した。出土した資料金体から判断し

て， ②と同様にわずか採取されたに過ぎない。
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(c)内湾砂底群集

明らかになった柿知はハマグリ，サルボウ，ツメタガイ，アカニシの4秘である。小規模な内湾の

砂浜で生息していたが、j的砂IJ:(Ilj:M~の構成純の・部であろう 。 IU土状況は;J，\J :rfl丘①や②と同様であり，

内向砂底群集が分布するような-!)I!}判的な砂浜の先述するl人1i;Ajは形成されなかったことを示峻する。

(d)干潟群集

出土した干潟群集の構成州は. オキシジミ ，オオノプfイ.ウミニナ，ヘナタリの4離である。本群集

主要な構成種のオキシジミとウミニナは少ししか11¥1'.していない。調査灰②とl司掠に小規模な内湾の

干潟から採取した可能性も与-えられる。

(c)淡水域群集

マルタニシとカワニナを隊認した。 h;〔の.il:遺跡}.'心11の fl~地の河川に分布していたことを採取したも

のと考えられる。

以上(a)~( e )の貝1Ji群集の/1\ 1:誕LJJ.xをみると.(a lH 'ìi;~ '1;. 6.!!l性群集は15殺で51%.(b)沿岸砂底群集は2

砲で7%， (c)内情砂l氏l作集はtJHi.で14%，(d)Tiお昨集も 4純で14%，(e)淡水域群集は2種でi%，そ

の他が2種で7%となる (第1191刈:①)。 したがって，I羽交医① と②|古jじ沿岸岩礁性群集の貝類が過

半数を占め，大会:IUこ保j釈され食JIJとなっていたことを不す。

4) 0: T区で保保したHUiの昨集組成

T区で採集した民jぷ資本:1でIVJらかになったれ却は， 1<33: 0に示すように巻貝~îl7稀，二枚貝類 5

組の合計22極であった。

それぞれの純の生態的な特i殺を①とliiJ般に検川すると.i1正成ill
'
都府IjJの外海沿岸から内湾に生息す

る貝類群集にそれぞれ対応する(a )治山れm!~itllj: U~ ， (b)i(H;~砂庇群集， (c )内的砂J氏群~， (d)干潟群集を

櫛成する貝類の遺骨支であることがlりlらかになった(的1191:61:0)。

( a )沿岸岩礁性11Y:~

マツバガイ，クポプ/イ .タマノコプfイ， へソアキク iJfプfイ，サザエ，スプfイ，イボニシ，レイ シガ

イなど巻貝類が圧倒的に多く， 二枚貝!la'iではイガイ.オハグロガキが明らかになった。 これらの貝類

の出土状態は調子'fli①や②，① とほぼ|訂!秘なjlt(lilJをがす。

(b)沿岸砂底群集

わずかにチョウセンハマグ1)とナガニシ ?の2{1ft 2 111.1イぶだけを確認した。/1¥-1-.した貝類の全体から

みて，偶然に採取されたものと考えられる。

(c)内湾砂底l洋集

明らかになった槌知はカガミガイ，パイ，アカニシの3秘である。小さないlmの砂浜で生息してい

た砂底群集構成槌の.t~i;であろう 。 原の辻泣跡のJiJ抵の訓抗l迂①や②，③と l， iJ .t，l'éな出土状態を示し，

典型的な内湾砂底的:集が分布するような砂浜の先述するいJiちではなかったことといえよう。

(d)干潟群集

出土した干潟群集のHlt成柿は.ウミニナ カワアイの2純12間体である。わずかな出土からみて小
規模な内湾の干向でもの'I:..Q.していたのを探取したυf能性も考えられる。

(巴)i炎水域群集

調査区①ゃ②，③では11¥1:していた本l作集のH矧がここではまったく確認できなかった。
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以上( a)~(d )の貝類群集の出土組成をみると， (a)沿岸岩礁性群集は14粧で64%，(b)沿岸砂JLOIt・集は2

種で9%， (c)内湾砂底群集は3種で14%，(d汗潟群集は2種で9%，その他がi粧で4%となる(第

119図:0)。したがって，調査区①や②，①に比べて沿岸岩礁性群集の貝類がより大i止に採取されて
食用となっていたことを示す。

以上，原の辻遺跡;の貝塚4調査区から出土した員類の群集組成をまとめると，第119区1: ①~0の

よう になる。4;捌ヨfE区とも沿岸岩礁性群集が全体の51-64%で，平均すると57%となっていて過半数

を占める。沿岸砂成群集は3-11%となり ，平均では7.5%となる。内i号砂底群集は10-14%となり，

平均では12.5%である。干潟群集は11-17%となり，平均では14%を示す。淡水域群集は@のT区で

は欠き， 0 -7%となり ，平均では3.5%とわずか含まれる。このような貝組組成から判断して壱岐

は玄界灘に位慨し， 岩石\!~抑岸のよく発達する海岸環境を示しているといえよう 。

現在の壱l岐のr(lj:ì";~ を眺めたとき ， 大部分は岩礁海岸が発達している 。 わずかに申請鉾川が注ぐ内海や

谷江川が流れ込む瀬戸irli，さらに半城湾や湯本湾などの湾奥には小規模な砂浜が，さらにその浜拠の

河口にはわずかな泥質な干潟がみられる程度である。そのため内湾砂成群集と干潟群集にと って生息

しにくい都筑となっていたものといえよう。まして外海に面した砂浜市;岸・は筒城浜がタ11られる程度で，

ほとんど分布 してな く，沿岸:砂!氏群集にとってまったく思まれない海岸部抗となっていたと考えられ

る。

(3) 4調査区から出土した貝類の種組成

次に4淵資区から出土した貝類の中で，種まで確認できた59種にうち出土した{肉体数の多い貝類に

注目し，各調子正区で全体の2%以上となった種類をまとめると第120図のようになる。

1 )① : 1994年3月23日に採集した貝類の種組成

最も多く出土した純はスガイの490個で44%，つぎにサザエの175例で16%，ついでウミニナの141

個で13%，ヘソアキクポガイの41倒で4%，イボニシの30f聞で3%，クマノコガイの251闘で2%，イ

ガイの18個で2%となる。この中でウミニナ以外の種はすべて沿岸岩礁性群集の構成秘となり71%に

遥し，わずかに干潟群集榊成秘のウミニナが13%を占めている。なお，アワビ科の一種が多数破片と

して混じり出土 している。アワピの仲間は岩礁種である ことから，この磁類が確認できれば本地点の

秘類組成は，これ以上に沿岸岩礁性群集が大部分を占めることになる。

2)② :平成5jl~ (1993)に採集した貝類の種組成

最も多かった植はスブfイの932例で51%，つぎにサザ、エの225個で12%，ついでウミニナの145個で

8%，クマノコガイの881161で5%，クロアワビの55個で3%， レイシガイの55例で3%，コシダカガ

ンガラの531161で3%，イボウミニナの45個の2% ， イガイの41個で 2%の!版となる 。 このιI~でウミニ

ナとイボウ ミニナを除く ，他の離はすべて沿岸岩礁性群集の構成穂となり79%を占め，わずかに干潟

群集榔成磁のウミニナとイポウミニナが10%となっている。なお， 本制査l丘でもアワビ科の一種の破

片が多数出土している。アワビの仲間は岩礁種であることから，この種類が確認できれば本地点の種

類組成は，いま以上に沿岸岩礁性群集がほとんどを占めることになる。

3)① : P区で採集した貝類の鶴組JiX:

最も多かった鶴はサザエの107個で37%，スガイの73個で26%，つぎにクマノコガイの19例で7%，
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ついでウミ ニナの15例で5%.マツバガイの11例で4%，イガイの9例で3%，ヒメクポガイの6佃

で2%の順となる。このrl1でウミニナを除く ，他の槌はすべて沿岸岩礁性群集の梢成種で79%とな り，

干潟群集のウミニナがわずか5%混じっている。なお，本調査区でも上述の別抗区①と②と同様にア

ワビ科の一種の破片が出土していて，沿岸岩礁性群集の貝類が卓越して出土している。

4) 0: T区で採集した只類の穂組成

最も多く出土した種はスガイの39個で40%，つぎにサザエの14個で14%，ついでウミニナの11個で

11%，イボニシの6例で6%，ヘソアキクボガイの5何で5%，マツバガイの5f聞で5%，クポガイ

の4個で49ら，クマノコガイの3個の3%，イガイの2個で2%の順となる。この中でウミ ニナを除

く，他の種はすべて沿岸岩礁性群集の構成組となり80%を占める。わずかに干潟昨集のウミニナが合

まれる。

以上， 4 調査区から出土した貝類の種組成は，第120悶: ①~0のようにな る。 4 調査区 とも共通

して沿岸岩礁性群集の構成極が大半の80%を占めており，常に食用に採集された貝類はスガイ，サザ

エ，アワビの仲間とニシキウズガイ科の仲間のコシダカガンガラ，オオコシダカガンプfラ，ヒメクポ

プfイ，クマノカガイ，クポガイ，へソアキクポガイなどで，それらが大武に採られていたことが分る。

このよう な種組成からを:岐の海岸は，岩礁海岸の発述する海岸環境であったことを具体的な数値で示

すことができた。

(4 ) まとめにかえて

原の辻遺跡の貝塚を中心に4ヶ所の調査区から出土し明らかになった貝類は，巻貝類は40種， 二枚

貝類が24種とヒザラ貝類1枝の合計65種である (ぷ31~33) 。

この65種のうち，明瞭に極まで確認できた59槌はすべて現生種であり，壱'岐および玄界灘沿岸に生

息する貝類である。しかも各種の生態的特徴のうち生息深度をみると，ほとんどの貝類は第118図に

示すよ うにT1 (低i朝日E哨)からN1 (上浅海;;if)に生息する種が過半数を占めている。そのため食

用になる貝類が，干潮時になれば簡単に採取できる。

同定できた59種の生態的特徴をまとめると，松山 (1984)カf記載した海成711鳴i'eJ.?iの内i脅から外洋沿

岸に分布する 5つの貝類群集の沿岸岩礁性群集，沿岸砂底群集，内湾砂底群集，干潟群集，淡水域群

集の構成種であることが1]，4らかになった(第119図)。各群・集の組成は沿岸岩礁性群集が全体の57%と
なっていて過半数を市める。沿岸砂底群集は7.5%，内すす砂底群集は12.5%，干潟群集は14%，淡水

域群集は3.5%となる。このような貝類組成から判断して，壱岐は玄界灘に位位し岩礁海岸のよ く発

達する海岸地形を生みだしていた。砂浜や泥質干潟の広がる内湾環境はほとんど形成されなかった。

4ヶ所の調査区から出土した59種の種組成は，第120阿に示すように4制査ばとも共通して沿岸岩

礁性群集の構成越が大半の80%を占める。その中で食mに採集された貝類はスガイ，サザエ，アワビ
の仲間とニシキウズガイ科の仲間のコシダカガンガラ，オオコシダカガンプfラ，ヒメクポガイ，クマ

ノカガイ，クボガイ，へソアキクボガイなどであり，それらが大量に採られていた。このような貝類

の種組成からみて壱岐の海岸は，広く岩礁海岸の発述する環境となっていたことを示している。

謝辞 : 本稿をまとめるに当たり阪の辻追跡の発~hI!ぷj査によって出土した貝鎖資料と |見!連資料を提供

頂き，発表の機会を与えて下さった長崎県教育庁原の辻地跡調査事務所の稲田一志氏と中尾篤志氏，
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第119図 原の辻遺跡の4ヶ所の翻査区から出土した員類の群集組成
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第120図 原の辻遺跡の4ケ所の調査区から出土した主要貝類の種組成
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PL. 26 ② :H5年に採取した貝塚出土の貝類ー1

1， 2 :クロアワビ (cf.Nordotis discus)， 3， 4 :サザエの滋 (BatiJluscornutus)， 5， 6 サザエ (BatiJluscor-

nutus)‘7， 8 :オオコシダカガンガラ (Omphaliuspfeiffericorpenteri)， 9， 10:ヘソアキクポガイ (Chlorostoma 

lurbinate). 11， 12:クボガイ (Chlorostoma/ischkei)‘13. 14:コシダカガンガラ (Omphaliusrusticus )， 15-17: 

クマノコガイ (Chlorostomaxanthost匂ma)、18，19:ヒメクボガイ (Omphaliusn匂errima)• 20:マツバガイ (Cel-

lana n匂rolineate).21-23:スガイ (LuneJlacoronata coreensis). 24. 25:イボニシ (Thaisclavigera)， 26， 27: 

レイシガイ (Thaisbronni)， 28. 29:ウニレイシ (Mancinel/aechinata) 



PL27 ① : H 5~手に採取した貝爆出土の貝類-2
1 :イガイ (Mytiluscoruscus )‘2. 3:オハグロガキ (Saccostreamordax). 4‘ 5:マガキ (Crassostreanilコpona). 
6 :ハマグリ (Meretr;xlusoria). 7. 8 オキシジミ (Cyclinasinensis). 9 オニアサリ (Protothacajedoens;s)， 
10:ムササキガイ (Soletellinadiphos) . 11-13 :ウミニナ (Batillareamultiformis) ，14-16 :イポウミニナ (Batillar;a
multiformis)， 17. 18:カワアイ (Cerithideadiadjariensis). 19-21 :カワニナ (Semisulcospiralibertina)， 22 :カワ
ニナの一極 (Semisulcospirasp.) 
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表31 原の辻遺跡の① :1994~手 3 月と① : H 5年に採取した貝塚出土の貝類リスト

① @ 生息範囲 生 息深度 生息地(沿岸、内湾) 学 名
'94/3/23 H5只まEP:寓::;r:奪.J:BJ区海

巻貝類 Gastropoda 

クロアワビ? 55 P:31・37.J:-36 N1(よ浅海予約 R(沿岸の治獄) cf. NOldotis discus 

アワビ科の一種 多数 多数 Nordot時 sp.

マツバガイ 8 15 P:・0・39.J:-43 TトT2(高潮亙待~中潮~申書) R(沿岸の岩礁) Cellanan泊rolineata

イシダタミ 2 ー P:・0-42.J:-43 T2-T3(中;納豆得~低i締葱帯) GR(e聖地、岩礁地) Monodonta labio confusa 

コシダカガンガラ 7 53 P:31-51.Jァ43 T3・Nl<lIi潮亙手持~上浅海事腎) GR(i'l地、岩面草地) Ompha伽sruslicus 

オオコシダカガンガフ 12 10 P:31-35.Jァ41 T3-Nl (低潮歪翁~よ浅海事骨) R(沿俸の岩礁} Omphaliusp，目eifferi∞rpent，伺
ヒメクポガイ 5 P:22・35.Jァ37 T3-NI(低潮蚤f骨~よ浅薄事務} GR(様地、宕礁!e) Om帥a5usnigetrima 

クマノコガイ 25 88 P:23-39.Jァ37 T3-NI({lf;湖歪予告~上浅海軍骨} GR(畿地、岩礁地} αllorosioma馴蜘均ma

クボガイ 14 35 P:26-41.J;-43 T3-Nl(f!f;湖連絡~よ浅海手持) R{沿岸の岩礁) α1101'ωlomati帥 kei

ヘソアキクボガイ 41 24 P:31・38.J:-41 T3-Nl(flUlI謹m-よ浅海有事) R(沿岸の岩機} Chlolostoma tu巾，jnata
サザエ(殺と蓋) 175 225 P:26・35，J:-41 T3-N2(f!f;鴻盛者i-中浅海裕) R(沿岸の岩礁} Batillus comutus 

スガイ(殺と蓋) 490 932 P:31・41，J:-41 T2-T3(中潮蚤・w-fl~;鯛喪得) GR(磯i也、岩礁) Lunella cOlonala cOleensis 

アマガイ P:-O-35.J:・37 TトT3(潮r.nm) R(沿俸の岩様) Norita japonica 

マルターシ 4 ー 71<図、i召 Cipangopaludina chinensis malleata 

カワーナ 9 4 河川.2ai召.述 Semisu防相iralibertina 

カワーナ科の一種 5 Semisulcω'ptra sp. 

ウミーナ 141 145 P: 14-46.J:-46 TI-T2 (高潮歪f帯~中潮憂得) SM(肉湾の砂泥民主} BatJla，泊mu/1i1iωmis

イポウミーナ 45 P:+41.J:-40 TトT2(i!':!i潟憂宇野~中潮重傷) SM(肉湾の砂混底} Ba蜘 F匂Z叩鵡

カワアイ 11 2 P・O・39.J:ー37 TI-T2 (高調書歪俗-ct潮霊干骨} 自にES.SM(汽水向車~湾奥砂泥池}Cel幼ideadiadj，開 nsお
へナタリ 3 ー P:ベト35.J:-37 TI・T2(海理署歪お~中潮蛋得}Br.SM(汽水減湾奥の砂泥地) Cerithidea cingutata 
オオヘピガイ 3 P:3O-42.J:-43 T3-Nl({lf;湖亙お~よ浅j島平時) R(内湾~沿停の岩Ul) Serpu/o巾isimbricatus 

キクスズメ 15 P:28-42.J:-42 T3-Nl ({lf;;'伺箆命~よ:!lt潟俗) Sn(Tu巾。.Haliotisの鍛袋) Sabiaα>nica 
ツメタガイ P:-O・42，J:-45 T3・Nl({丘湖蔓徽~よ浅海帯;) SM(肉湾~沿岸の砂泥底) GloSS8Ul，倒的'dyma

ヒメツメタ P:31-35，J:-37 Nl-N2(よ浅;寄稿~中浅海第) SM(沿岸の砂j尼庖) Glossaulax同s;calis

アクキガイ科の一種 2 Muticidae 

ヒメヨウフク ー P:・O咽35，J:ー38 T3・Nl(f:邑潮蓋・浴~よ浅海iit) R(沿岸の岩T!!) EI!10latoxωltroctUS 

ウニレイシ 3 17 P:-O・35 T3-N1(低湖霊平静~よi;l海僻} R(沿岸の岩I!!) Mancinella echinata 

クリフレイシガイ P:14・41.Jァ42 T3-NI(低潮霊平野~上浅海お} R(沿岸の定i!!) Thais luteost，聞 a

レイシガイ 11 55 P:31・41.J:-43 T3-Nl(低湖亙傍~よ浅海第} R(沿岸の岩磁} Thais~伺ni

イポーシ 30 18 P:25・42.Jァ41 T2-T3(中潮歪待~低潮盗傷} R(沿岸の岩tt) Th8is di卸旬era

アカーシ ー P:31-42.J:-43 Nl-N2(上浅海第~中浅海務}SM(肉湾の砂泥I事} Repana陀nosa

ムギガイ 2 P:-O-4I.J・-43 T3-Nl ({lf;鴻亙彼自よ浅湯布野) GR(棟地、岩礁地) M~re"a bicinda 

イソーナ P:3O-35.J:ー36 T3・Nl(低減亙得~よ浅海俗) GR(軽量地、岩礁地) Japeulhrio (errea 

アングーシ 3 P:ー0-35.J:-40 NトN2(.J:.;主海窃~中浅海有平) SM(沿浮の砂j尼j怠} Hemifusus tuba 

ツノマタナガーシ 4 ー P:33・35.J:ー37 Nl・N2(上浅海帯~中浅海帝) SM(沿岸の砂;尼底) Fusinus nigrirostratus 

一枚貝類 日Ivalvia

コベルトフネガイ ー P:30・42，J:・43 T3-Nl({UJI歪徽~よ浅;tij務) R(沿岸の岩礁) Alca boucardi 

カリガネヱガイ 12 PァO-39，J:-43 T2-T3(中潮亙得-flf;;'矧盗傷) R(沿岸の送磁) Barbalia virescens 
サルボウ ー P:26・36.J:-40 Nl(上j葺海第} SM(内湾の砂泥!a) ScaphafC8 subcrenata 

タマキガイ - P:31-36.Jァ40 Nl-N3(上浅海手持~歪浅海務}S(沿岸の砂!i) G胸間ns時刻a

イガイ 18 41 P:31-42.J:-43 T3・N1(低減亙窃~上浅海軍将) R(沿岸の岩tt) M州 β∞叩矧JS
イタヤガイ P:28-42.Jァ43 N1-N3(上浅海手持~歪浅海綿} S(沿岸の砂底} P釘tenalbicans 

ナデシコガイ p・4ト39.J:-43 N1-N3(上浅海平静~豆浅海軍持} R(沿岸の岩t!;) αllamysi，庁'egularた

ケガキ 7 P:-o-35.Jァ41?T2-T3(中潮歪有i-fli湖歪有i) R(沿岸の岩I!!) S8∞ostrea k句alci
オハグロガキ 15 21 P:-O・34. T2-T3(中i儒霊平野-fl1i側箆得) R(;鈴停の岩磁) Saccostrea mord8K 

イワガキ 2 ー P:32・40，J:-41 T2-T3(中潮霊;m-f丘湖亙窃) R(;位保の岩機) Crossostrea nippona 

マガキ? 2 P:26-43，J:-46 T3-Nl (低潮箆帯~よ淡海軍停) R，GS.M(内j脅岩獄、j尼砂阪地) cl. Crassostrea gigas 
キクザル 2 四 P:ーか39，J:-43 T3-N1(低渦亙俗~よ浅海w) R(肉湾~沿岸の岩機} Choma reflexa 

イソシジミ ー P:3C>・41.J:・43 T3・N1(f!f;潮歪裕司よ浅海事骨) Es.M(河口~湾奥のj定地} Nuttallia japonica 

オーアサリ 2 2 P:31・39.J:-42 T3・Nl(!正鴻蓋傍~よ浅海手持) GS<沿岸のi'l治、砂地) Protothaωjedoensis 

カガミガイ 2 - P:31・42，J:-43 T3-N1(!丘潮豆手持~上浅海お} S(肉湾の砂降) Ph.ぉωomajap側icum

アサリ 5 ー P:.23-45，Jァ46 T3-Nl (低潮歪干高~上浅海裕} SGM(肉湾の泥砂燥地) RlldJ/apes凶勾抑制m

オキシジミ 9 6 P:24・41.J:-41 T3-Nl (低溺童手持~よ浅j毎お} SM(肉湾の砂iJglt!!) C同na抑鵬

ハマグリ 7 4 P:31-39.J:ー41 T3-N1 (低鴻歪手持~上浅海都} S(肉湾の砂Ii!) Merel!ix lusOl匂

チョウセンハマグリ 3 ー P:18・36，J唱 37 Nl (上浅海命) S(沿俸の砂降) Meretrix lamarckii 

バカガイ ー P:31・'41，J: T3-Nl (flii精霊平静~よ浅海務} S(肉湾の砂1事) Mactrach加ensis

ムフサキガイ P:l0-35， N1(上浅海裕) S(内i容の砂庖) Soletell仰adiphos
ミツカドカタビラ ー P:32・42，J:ー41 NトN4(上j主j毎得~下j量j毎務) S(沿岸の砂1蕊) Myadora flucluosa 

ヒザラガイ類 Lo恥a旬

ヒザラガイ科の一種 3 ー Uolophuro sp. 

-2制 一



官i隼脱抑止)1 生息深度 I 別決 | 
PI乎拝J白輔 | 1 I 

Tト2{J[.重構ー中期主格) Ga$Uひpoda

I Noれootis叩一 一一一一
- P:30・?44，J;・371T3-NI(偲湖葺需ーよ，1濁需) ， R(沿停の~~，) I H61iotis oi吋吹'sicolorlIqulftl7is 

1， ，Pサー39.J:-43 Tト2(高灘箆栴~中潮豆栴) R(沿岸の泡ぬ) ICe/lonl11な叩hi10ata

19 ip;2印 J・71 T3-州側肺ーよ附栴) G問地お磁地) Jωloros印刷刷何物日
3 P;26-41.J:-43 T3・川(低潮亙帯~よ混濁栴) R(;位陣の浴/&) Ch伽'O$/om4伶chkoi

2 1P:31・38.J:-41 T3・川{低濁歪栴~上辺海事時) R(沿I<tの滋1:1.) c古b叩 'stomo卯r告，jnata
6 1p:22-3S.J:-37 T3・附[低調同重構ー上:1潟帯) CR(機l@!.浴t革t在) 10.'mphttfius nigomITuI 

4 P:31・35.J:・41 T3-附[低濁量栴』よ港湾栴) R(沿俸の~t" Ompholiu$ pli町偽吋corpenten'

107 P:26・35.J:叫 1 T3-N1(低湖重構ー中海溝栴) R(沿岸の治!'.t) lゐtJ7fuscoomutus 
ー・ ， ・
73 P;3ト41よ・削 T2・J(中潮褒帯~低調~I栴) G問機地.省官草地) Luno/l.t c官。n~t6ccr，・制s;s

水図、i召 品川制収向品川酬抑制""'4
1 τト2(.潮亜栴~中湖量得} 河川、湖沼、池 ，S"叩'I$ufcospiraI/berono 
15 P:14-46.J・・46 TI-割高滋重構~中減量帝) SM(内湾の砂泥t也) 8..ti/lono mult.ぬ円nI$

1 科副0・35.Jァ37 TI・軒高温重構ー中沼亜需) Br.SM(汽水浴湾突の砂~地) Ceniめieeoc/".宮，，18/8
- 11':-0・39，J:明 37 Tト封書""重構ー中湯量僻) Br.E..S附珂ロ円本緩・・浪轟陪Z卑】 Ce円切州国"Ul<1)恒河r'ens/s

2 '眠30・42.Jバ2 τ3・附{低湖董格~よ~渇需) R(肉湾~沿燥のおE畢) Serpulo.油危 /mb.押'catus

2 IP:-O-42.ω lT川{低純ト上辺糊) SM(内湾~沿岸の蹴底) Gloss8ulax c/i.伽a

. 'P:25-3ぬ丘よJ:-吋4ω2 附-2討{よ:注E渇栴-中E浅量閥渇郁) SM州{肉湾~ベi沿沿t縛草の砂泥I底志) 8励'obyr.叩"Om.岬hりJ刈拘阿n化同a 

~胆竺プア1 .叩 :T川
2 ，f陀h羽3幻1卜-4ω2.J:ア-4削1ITηZ-3担4中湖壷帯-低湖亜a需匹) R附(;沿9Þ隊草の足泊~t磁軍} η7OI;厄'scl.品切同百伊er.md 

2l 内附1-4叫2.Jよ川Jよ‘-431切川"附1ト-Z(上沼海司ト中州帝) SM(肉湾の砂淀地) Re.'pana venoss 

ー Ip:31-42.J:-42 113・附下開問~申洩糊) S(沿俸の砂船 cf. Fusinωρerplexus 

1 I日 35.J:・3611T3'NIC低純情~品開 S(沿岸の砂底) 伽 fltano竺竺竺せ竺L
I I Eros81ia $P 

日ivolvia

Sc弓Ipborca自治crenoto

l Soccosueo Jr.Oio1a 

Sltccos/rel1 mor""x 

Coniita leono 

仰 i剖usc附 SClIS

Chnmn reflexlI 

Cycli"'11 $';"'(1釘h

Merctnx !u$ono 

M•，ちtdxlomnrcloi 

Phacosoma;:注五'1onicum

Fh岬柏崎C8jodoonsis 

Myoor，町，oru'00(10，腎叫

| ③P区西 I ~区中灸.I o;p区中央。 | ③P区。酋鑓. I ~....~ .....:.. ，~....~ ....._ ~....= I 1l1l'A区 I ~~.;，ICt. I ~~~.:~="t'1 "'.Ir::..~.~， I \o)..""~'~'" I③Pli!.悶 I(lPli!中央 ③P区 I ~li! l sli. I E敵償 | 右舷綱 I s窓 1"""" _'_~" I ..... ，..tQ..，...J<.. ~'-IIQ. 1 

土貨 l'鳳眠附縄色主 |鳳縄色主 |鳳縄色主総砂|鳳褐色主総砂|廟鳳i縄色主 |篠エ量係 1緯量主護限 |掠主畿制1餓車
係取目 い9拘9制94/8泊/川5パ1.刊M 刈い9倒94I7/Z8I 19回捌94叩4
巻貝E領軍

アワビ"の一極I4 1 

トコブシ | ・ - I 
マツバガイ | ー 4 I 
クマノコガイ I 6 1 I 
'7ポガイ ー ー

ヘソアキヲポガイ 1 

ヒメクボガイ 6 

Rrオコシず力ガンガラ

サザエ{銭と釜)

スガイ(訟と褒}

マルヲニシ

カワニナ

ウミニナ

ヘナヲリ

カワアイ

オオヘピガイ

ツメヲガイ

，¥イ

レイシガイ

イボニシ

アカニシ

ナガニシゥ

キイロヲカラガイ

ヲカラガイの一種

ニ紋貝樋

サルボウ

ケガキ

オハグロガキ

トマヤガイ

イガイ | 
キクザル

オキシジミ

ハマグリ | ー
チョウセンハマグI 1 

カガミガイ | ー

オニアサリ | 儒
オオノガイ | 

原の辻遺跡の③ :P区から採取した貝塚出土の貝類リスト

4 

学名

5 

' 

6 

6 

4 

18 

2 

一一ト一ー

表32

8 

，5 
，0 

-一
，，E
令
。

2 

ニ
3
一
川

一
8

25 

35 

2 

2 

N 
Cロυ、

p:26・36.J:-40I N 1(上浅海栴) SM(肉;宵の砂泥1在}

P:・0・35.J:・削11T2-3(中湖~冊~低潟憂帯) R(沿岸の滋滋)
ーーーーー---1. い圃ー-

P:-O・34. ITト3(中湖重構ー低瀦重機) :R(沿俸のお磯}

P:23-制 J:-41 IT3'附{低湖亜情~上浅淘僻) IR(;9r棋の滋機)

P:31・42.J:・43 τ3-N'(低潮重構『よ洩濁栴) IR(沿岸の滋磁}

P';-0-39.Jァ43IT3-N1(低湖亜禍~上温海冊) I町内湾~沿俸の泊磁)

附・制止41 1T3'N1(酬酬~品糊) !SM(肉湾の砂泥地}

p:31・39.J:-41 I T3・附{低潮重橋~上il潟冊) ，S(肉湾の砂地)

一 一-P:削 6.J:-削 |州{上演海帯) IS(沿岸の砂地)

内 1-42.J:-ω 1T3'N叫湘削『上j蛸 冊} β(肉湾の砂地)

Pヨ1-3廿 421T3'N1(酬酬~上演淘栴) ICS(沿停の棟地、砂地}

P:3ト72.J:-461T3・N1(低潮葺帯-.1;浅海冊) ISM(内海の砂i定地)

嶋

一

1
7
8

《
wd'

一色・
一作，‘
一-a
-司d
m
-
1

1

 

!lJ

一「
' 

2 

寸



れ3

22 

調査区

土K

I~取臼

理き貝頬

アワビ科のー複

トコブシ

マツバガイ

クマノコカ.イ

クボガイ

へソアキヲポガイ

ヒメクポガイ

オオョシず力ガンガラ

サザエ(鮫と蓋〉

スガイ{般と蚤) I 

マルヲニシ

カワニナ

ウミニナ

へナ9リ

カワアイ

オオヘピガイ

ツメヲガイ

パイ

レイシガイ

イボニシ

アカニシ

ナガニシ?

キイロヲカフガイ

ヲカフガイの一極

ニ紋良重量

ザルポウ

ケガキ

オハグロガキ

トマヤガイ

イガイ

キウザル

オキシジミ

ハマグ1)

チョウセンハマグリ

カガミガイ

オニアサリ

オオノ:ガイ

表33 原の辻遺跡の④:T区から採取した貝塚出土の貝類リスト
④T区. @TI&. ④T区 ④T区 ④T区 @古TSgf. 生息範阻{純度} 生息深度 ~!息環119・9.1号 9-9.tit 9・14 9-14 9・15

黒色土IJ.:!:. 続灰色砂 鳳褐色土 黒色土 .縄色主 P:太平洋。J日本海緑砂 緑砂

開問/2311993/8/231 削抑12.l ~ 1994/自/4

一 ，. 
-<'-- 一 一

ー

ー P:30・144.J:・37 T3-Nl(低濁歪栴『土浅海帯〉 R(沿岸の泌総)

2 - 3 p:-o・39.J・43 TI-2(高潮益帯~中沼亜帯} R(沿岸の宕硲)

2 3 P:23・39.Jァ71 T3-N1(低湖亙格~よ浅海帯} GR(磯地、岩礁地}

3 - 4 P:26-41.J:-43 T3-Nl(低漸葦繕~上浅淘術} R(沿岸の岩~t)

4 5 P:31-38.Jァ41 T3-Nl(低湖筆帯~上:量淘帝) R(沿岸の岩磁)

ー P:22-35.J:・37 T3・Nl(低苅霊帝~よ浅海槽) GR(様Itf!.宕磁地)

- . P:31・35.J:・41 T3-附{低湖笠栴-..t浅海帯) I R(;~停の袋E襲)

4 4 4 ー 2 14 P:26-35.J:-41 T3-N2(低湖J!帯~中浅海術) I R(沿岸の送~)

17 3 19 ' . 39 P:31-41.J:-41 T2-3(中潮量得~低湖車補} GR(i型地、岩E草地)
水図、 i召

ー Tト割高潮査帝~中瀬歪稽) 河川、湖沼、 i也

7 3 . 11 P:14-46.J:-46 Tト2{高濃革帯~中潮韮調書) SM(内湾の砂;尼地)

- ー P:-O-35.J:-37 Tト2{嵐湖歪帯ー中期J!併} Br.SM(汽水耳障湾奥の砂i定地}

- Pデ吋0-39.J:-37 Tト割高調歪都~中沼憂調停} Br.E..SM(河口汽水‘句湾由砂誕地}

. P:30・42.J:-42 T3-NI(低湯豆都町主浅鴻帯) R(内湾~沿岸の活磁}

- - P:・0・42.J:・43 T3-Nl(低f41霊帯~主浅海剤事} SM(肉湾~沿燥の砂泥j事)
" - P:25・35.J:・42 Nト2{上演渇帯ー中浅海情〉 SM(肉;膏~沿岸の砂;定底)

P:31・41.J:-43 T3-Nl(低澗獲得~上浅海需} R(沿岸の怠磁}

6 ー 6 P:31・42.J:-41 T2・3(中潮葦事~低潮益構) R(沿岸の岩礁)

ー - 1 2 P:31-42.J:-43 Nl・2(上浅海帯~中~濁帯} SM(内iJ;の砂;定t也)

- P:31・42.J:・42 T3・N2(低潮亜帯~中浅海栴) S(沿岸の砂庖)

-P:・0・35.J:・361 T3・Nl(低減車術~上浅海有害) S(沿岸の砂底)
ー ー

一ーー ーーーー

ー 士一 .ITて P:26哨 .J:-40 1N心掛都} SM(肉湾の砂泥民主}
百 一一 ー
ー ー， - . Pァ0・35.J:・411 T2・3i申請闘亙帝国低湖重傷) R(沿岸の岩磁}

ー ー ー . P:-O-34. T2-3(中規蓋帝~低潮査都} R(沿岸の岩磁}

ー P:23・41.J:-41 T3-Nl(低濁J!都~ょ;聾渇帯) R(沿浮の宕繊)

2 P:31・42.J:・43 T3・Nl(低潟童相停ー上浅海剤事) R(沿岸の総磁)

ー . . . . P‘・0・39.J:-43 T3-Nl 
P:24-41.J:-41 τ3-Nl(低盟国軍栴~よ浅潟帯} SM(内湾の砂j定地}

' P:31・39.J:-41 T3・Nl(低湖亙帯~上浅海帯} S(肉湾の砂地}

- ー 1 . .帥 P:18・36.J:-41 Nl(よ浅海得) S(沿岸の砂地}

P:31-42.J:-43 T3-Nl(!:正貴闘蓋得~主浅海樽} S(肉i嘩の砂地)

P:31・39.J:-42 τ3-~H(fi.眠蓋帯~よi葺潟明野) GS(沿岸のE聖地、砂地)

ー - - - IP:31・72.J:-46 T3-Nl(低減益帯~よ浅糊) ISM(内湾の砂;尼地)

学名

ー。咋
Gas廿。poda

.脚

‘ 
Nordotis sp 

Haliotis diversicolor :JQuatllis 

Cellsna nigrolineata 

Chlorostoma xanthosti並ma

Chlorostoma lischkei 

Chlorostoma tur合，inata

Omphalius nigerrima 

Omphalius pfeifferi corpenteri 

Batillus coo.庁1UtU$

Lundlla coronata corlJdf1sis 

C制噌叩oluO'"n4chitt，・Mぬm・11.帥悼
Somisulcos.ρira libortina 

Batillaria multiゐ'mU$

Cerithidea cinβ 血ta

Cerithidea diacyariensis 
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6.長崎県壱岐原の辻遺跡環濠内出土の弥生時代人骨
はじめに

長崎県壱岐市戸辺lilfとullllllfの阿Ilrrに所・止するjl;{の辻泣跡は，長崎県緊急iuf用対策事業のーっとし

て，干成11，12年度に続いて 'I~成 13年 (2∞1 .iF) 7) jから14年 (20025f) 1月にかけて原の辻遺跡保

存等協議会によ って先制訓作がなされた。平成13年度の調査区は芦辺町深江鶴I色触字八反地区に設定

され，地理的には似の辻jii尚:のほぼ'1'.(，、!こ位位し日.陵のl'可側裾部の低湿地にあたる区域(コヨウ 4区)

が調査されたが，そのI!'~.環涼の涼内より多数の弥生時代の人骨および獣骨が検出された。

本遺跡は中佳|の史l11:f制止.;{委人伝Jに記された r.支同jの中心地と想定されている遺跡、であり，
また，環誠内という ・般のJ 'I[ .~\~ とは典なる状態で11'1 ニ1 '. している ことから，このような人々がどのよう

な形質を備えていたかを掠ることは興味がもたれるところである。今回の出土人竹に関する形質人知

学的調査の結来について村iiりしておきたし、。

資料及び研究方法

阪の辻遺跡コヨウ 41べから検出された人竹および献すl'は， 1番から282番までの帯号を付・け取り上

げられ，番号別に牧尽m肌1\1似反 jι乙υf~作t乍:米業:がなされた。 /人\.'，'付竹ir口け'J' については正常な埋葬の位i悦i'町't をとどめていないので，

本文の記載はこの-骨併;りJ.をそのまま{悦史川l川Hして材椋:tJi記己した (詐紺制| は2却0∞0ω2年の報骨4拍日:を参!!(~灼(校引{り)μ。 考古学的所}見t 
による人甘.および、:'Fi~川，イ什i

ことと 人"行'1'及び、{i}R~I'J'包合J\・4 の .1".に弥生 |時代後JUJ から ï' ，'J1'tl時代前葉にかけての府があることから，人十i・

1洋は後則前半に叫するものと ~{(~íじされている 。

fi'のJi・i則は Martin-$allcr(1957)の方法で行い，主として洋雲縄文人(ii'1野，宮本 ;1925，前野，

Zド:JI:; 1928) ，純文人の羽Bib・iとされる西北九州地域弥生人(内藤，1971)及び大友弥生人(松下， 1981)， 

大|控からの渡米系とされる北部九州地域弥'1=.人('1'柿他， 1989)及び山口地域弥生人 (中橋他，1989) 

の計測成制を川いて ll' (~度比悦し， ，¥hI!lHIむのイfIJ:をの検定にはスチューデントのT-(estを実施した。ま

た，この他に九州の現代人， "q" ï!の弥~U11当WJの人什資料)j_び、北部九州の各追跡から IH土した弥生人

の~hj!IH砲を )11 いて統，n'(~J般常及び多変対解析 (共立 IH版のソフ トウエアー及び Esumi エクセ ル多変

iit解析)を行なった。なお， I託報告の中で上顔尚がn-pr'(AV)問ではなく ，n-pr間で計測しである資

料については，上前I{.':jに2.51T.'llをJJutl:して計算を施した。

結果

1. IH土状態 ・人1'l'体放

環涼内から検11¥された今1111の人竹砕は散乱に近い状態で出土していたので，竹形態から左右が対に

なるものは，同.N(の'，'1'ごとに(i H!I] . 左側がlîil~IJ となるように性別及び年齢とともに記載し ， 表34に示

した。それぞれの1'l'の{川町を発出記録医!と照合した結果.以下のことが示唆される。

(1)右上肢骨の249.243及びJ，~ 1:11支1'j'の258，257はI.il.例体と推測され，それぞれの肘関節の連結は

正常位にあるが， /diの1111則節問;は65cmのr.l1附で雌れている。また， 左右の位前|瑚係から両上肢は1'f

而を上にしている。(2)(iドJl支什の178，175， 176及び左下肢骨の211，170， 177は同一例体と推測され，

それぞれの膝関節の述紡は|正常{.i:に近いが，たれの此ii'(1民l係から両下肢は7千而を上にしている。 (3)小

川什は， 上!蹄l'l'からJUi'什までII;J.1肉体と~Ui iJ!lJ されるが， k(，J160cmの純聞に散在している。 (4)その他の

対となっている114JtS{.l'J'は1111)背がJt'l(史的近い位向にあるが上下の向きが逆であったりして正常な位'!ll
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関係にない。(5))1弾体浜は残存する什には見いだせ

ない。以上から，本遺跡で検出されたill:骸は，11止

部が付着した状態で!{E土に毅われたことをうかが

わせる部分もあり，また，それぞれが典なった場

所から出土して対となっている上肢骨と下肢骨は，

伏臥であったものと考えられる。したがって，一

端骨となったものを環涼l太lに投楽あるいは再葬し

たというよりは，遺体そのものが環桜内に乱暴に

遺棄され，腐敗の進行した郁々の段階において抗

乱を受けると同時に土砂などがjl~和したものと考

える方が自然であろう。人什の体数については，

骨種ごとで最も多いのが大!腿'I!J・である。これから

は成人男性8体，成人女性2体，小児l体となり，

少なく見積もっても11体の迫骸が存在する。

2.計測的特徴

(1) ~Ji君主

頭議について全体的な特徴が分かるのは千百・号'25

(男性，壮年)のみであり， 主要iitiJllJ他を表35に

おいて比較する。本人廿のlJiMiJi議は律援純文人(間

山県)よりやや小ぷりである。顕班長l附示数によ

る頭型は1:ド顕型の中位に以し，やや短顕に何iく西

北九州弥生人 (長崎リム)とはやや与もなる。

顔面では顔面の帽を示す月1'l'J'弓中i_liは北ms九州
(主として縮岡県)及び山口の弥生人とほぼ同じ

であるが，高さを示す上蹄n':iはf走者に比べてかな

り小さい。したがって，Kol1munn氏及びVirchow

表34 原の辻コヨウ4区出土主要人骨一覧

骨喬 一

下 l右下顎校 I20 I 144 I I I 261 I 
~/; 1左下顎枝 120 1 144 1 1 2閃 1261 1 
引 |下顎体 1 20 1 144 1 183 1 203 I 261 1 
竹 It:!jjl].年齢|男・熱|努・壮i不・成|不・小|努・壮|

上|右側 18(21) 1 1 1 1 191 I 219 1 
1左側 I 1 18 1 119 I 147 I 179 I I 

腔 l性別J(年齢)I不(成)1努(成)1男(成>1男(尉|努(成)1努(成)1
帆 l右側 1 1 249 1 1 279 目

1f1左側 1 225 1 258 1 2剖 i
|性別(年齢)1不(小)1男(成)I男(成)1努{成)

尺 右側 208 206 243 
左側 23 147 181 257 
，gr.t a. 
性別(年齢)ljH成)ljJ(成)!Jl(成)不(小)9H成)

大
右側 16(41) 40 178 
左側 15 36 39 152 185 211 

JIi1l 
性別(年齢)女(成)リJ(成)女(成)男(成)!JH成)りJ(成)
右1)llJ 196 272 

刊-左側 225 214 222 250 273 
仙沼1)(年歯1i)不(小)9H成)見(成)男(成)男(成)

右fWJ 175 202 218 220 
j出
左官(11 14 27 170 221 
性別(年齢)不(成)努()jI;;)男(成)不(小)男(成)男(成)

右側 252 

1'/' 左側 226 259 
性別(年齢)女(成)男(成)

lIJt 右側 176 202 229 271 
左側 177 192 251 280 

1~' 性別(年齢)9H成)不(小)努(成)男(成)努(成)

不 :不明.成 :成人，ノj、:ノj、児，社 :壮年，熱 :熟年

口は同一個体がない。

氏の上顔示数値は北部九州及び山口弥生人に比して非常・に小さく ，津雲縄文人及び西北九州弥生人よ

りもさらに低顔傾向が顕著である。また，I恨;宵の縮は高さに比してやや小さいが，鼻部の梨状口の帽

は鼻高に対して広い。玉川).の仰は小さいが，品根は広い。

次いで，第121図は男性の孤議最大長，頭蓋最大幅，頬骨弓崎，上顔高，眼禽幅，限商高，鼻幅，

鼻高の主要8項目の計H!IJ平均値を用いて，I拘束純文人，図中No.2から No.11までの佐賀県平野部出

土の弥生人，No.12と13の稿問県平野告IS出土の弥生人.No.14の山口県海浜部弥生人， No.16の佐賀

県の玄海灘梅j兵部弥生人，No.19の中国江南地域漢代人及びNo.20の北部九州を主とした西南日本現

代人を加えて主成分分析を行った。この分析図の見方として各集団は主成分1の要素として頗骨弓幅

や頭蓋最大幅といった幅径が大きいほどプラス側，顔面(上顔高)が高いほどマイナス組IJ，主成分2

では顔面全体の各径が大きいほどプラス側に位iEする。また，各集団の位置関係が近いほど類似関係
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原の辻コヨウ 4区出土頭査の計測値比較(男性、 mm)

原の辻コヨウ・IIK i It~'~ 
(弥生) (制文)

N M N M 
1 182 16 186. t1 
1 ltl1 18 1t14.4 
1 77.5 16 77.7 
1 140 6 1t13.2 
1 1侃 9 103.6 

lJ 115.8 
13 67.0 
6 t18.3 
8 67.7 
1t1 t13.5 
12 33.5 
12 76.5 
13 26.6 
14 48.6 
12 臼.5

rll国江南地域j英代人.大陸からのの強いことを表している。本人骨の頭蓋形態は，西市日本現代人，

渡来系と称される北部九州及び山口県の弥生人とは大きく典なり ，純文系とされる山北九州及び大友

i走者よりもさら~こ顔面全体の慌が小さい。 同じ計抑制自 を弥生人と近い|掲係にあることが示されたが，

(第122図)。これに基づくクラスター分析を行ったmいて各集団聞の Penroseの形態距離を鉱山し，
明らかに縄文人これによると本男性政箆の形質は純文系の西北九州及ぴ‘大友弥生人ほどではないが，

原の辻コヨウ41!B事g;

IIIIJI(縄文
淳書量縄文

大友弥g;

西北九州事事!I:

ニ怨山事事g;

中日目il代
E朝日北号事隻
IUia蟻C弥生
償問CII~事室
吉野ヶ盟事事箆

安>l:園事事生

ftm日本現代
八ツ益金丸弥隼

土持ヶiIl弥!l!

三!.弥生

金隈弥生

側担i5\~匝自弥隼

志笈恩穴本I~弥注

文久保掠笠

第122図 ぺンローズの形態距離に基づくクラスター分析
(男性，頭蓋8項目)
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第121図

これを視1:t的に見るための北部九を表36に

四肢骨

男性の上腕骨，大腿什及び艇骨の計測平均値(克If!lJ)

州弥生人計測値を基準とした偏差折線図を第123図に示した。
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原の辻コヨウ 4区出土の上}腕竹は，骨体の中央周は比較群と大差ないが，最小周が小さい。また，

骨体rl-I央の断而示数はかなり小さくて骨体に扇平傾向を認める。これらは中央部では筋の付着部がよ

く発達しているが，什体そのものは細いことを示したものといえる。4例中 1例は最大長が計測され

るが，この例は群を抜いて長く，且つ梨11い傾向 (長厚示数)を示した。大腿骨では，原の辻コヨウ 4

区の骨体r中lド1央周は来純t官H文人及び大友弥生人よりカか、なり大きくし，北詐部=九州及び山口弥生人に近似する。骨

{体本中央のi断折前示数はカか、なり小さくて柱状7形彰成は弱いが，骨体上部には扇平傾向を認める。2例でM大

長が計測され， 1例は408nun(左)， 1 f9IJは455mm(左)と短いものと長いものが存在する。また，そ

れぞれの長j以示数は21.1と19.6となるが， 平均的に見れば骨体は長さの割にやや紺lい。また，この 2

例の最大長から Pearsonの公式をmいて算出した推定身長値は，159.0cmと167.6cmとなり， ilIi者は純
文人及ひ~~l~文系 jJfJ~生人の平均他tこ近く，後者は北部九州弥生人の平均をはるかに越える高身長である。

腔骨では，阪の辻コヨウ 4区の什体は全体的に北部九州及び、山口弥生人に比して小さい。また，什体

中央及ひ。栄養孔位での|祈而示数は大きく ，骨体lこ屑平傾向は認められない。 l例では最大長が計測さ

れ，この例は:民く，且.つ刺11い傾向(長原示数)を示した。骨体の周径を全体的に見るとIl笠骨も長さの

表36 主要四肢骨計測値比較(男性，左， mm) 

N 島1 SD 

河上袋
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N M 
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L上腕'IH，，z大長 318 15 2お.3 11 291. 4 22 302.6 29 305.3 

2 . 上腕'~'J.念公 315 15 279.0 8 285.8 296.8 23 3∞.0 
上 5. tIJ:?!:M大筏 4 24.0 2.94 20 23.7 34 23.4 76 23.3 61 23.1 

腕
6. III央)"iJj、後 4 16.8 1.50 20 17.7 33 17.6 76 17.4 61 17.6 

7. '~，'体総小J，~J 63.0 4.97 21 似.7 33 63.5 81 63.9 66 63. 7 

1'~' 
7a.中央周 4 68.3 6.85 一 ー 33 68.2 75 67.8 57 67.5 
6/51'j'体断iTii示数 4 70.2 6.29 20 74.6 33 75.0 76 74.9 61 76.5 

7/1長厚示数 18.9 15 23.0 11 22.4 22 21. 3 28 20.8 

1. '11球大公 2 436.0 11 415.2 15 420.1 60 430.9 37 434.4 

2.自然位会長 2 1131. 5 11 411. 3 17 413.9 18 427.7 26 432.8 

6.fi-休中央矢状筒 8 29.4 2.92 20 28.9 41 28.6 162 29.7 72 29.1 
すえ 7.fi-体qJ~と械後 8 28. 1 1. 46 20 25.5・・42 26.4・・ 166 28.0 72 27.2 

j腿
8.骨体'11火周 8 90.0 6.07 20 86.6 41 87.0 161 90.8 72 部.9

9.ft体上機径 8 33.8 2.31 19 30.4" 38 31.6・・115 32.6 701 32.7 
.fj- 10. 1:j'~本上失状筏 8 25.4 2.56 19 24.8 38 25.2 115 26.2 74 26.0 
8/2長以示数 2 20.3 11 21.1 16 21. 4 18 21. " 26 20.5 
6171日本gド央断而示数 8 l伽.4 8.91 20 113.2 41 108.6 162 106.4 72 107.6 

10/9上旬'1本断而示童文 8 75.2 6.48 19 81. 7 39 80. 1 115 80.5 74 80.0 

1.腔1'1'会長 350 10 337.0 10 345.3 27 345.6 19 350.5 
la.腔伯・M大必 357 一 10 343.0 11 354.8 52 350.5 21 3珂.9
8.中央政大径 4 29.0 2.58 21 31. 7 43 31. 0 74 32.0・・ 36 30.6 
8a.栄後孔位力士大経 4 33.5 3.32 19 34.7 35 34.5 153 36.5・ 60 35.7 

隠 9. '1'央|前径 4 21.0 2.94 21 19. 7 43 21. 4 75 22.9 36 22.3 
9a.栄縫孔位繊径 4 23.3 2.87 19 21. 5 36 23.3 153 25.3 59 25.1 
10. .，'，イ州場 4 80.0 6.78 20 82.5 41 83.4 74 86.5・・ 36 邸.6

Ij lOa.栄発孔{立J.';J 4 部.5 7.94 19 90.7 34 92.6 151 96.9・‘ 58 95.5・
lOb. i改小}?~ 3 73.3 2.89 17 75.6 38 75.6 122 78.4・ 63 75.4 
9/81ド火断而示数 4 72.t1 7.67 21 62.4 43 69.1 74 72.2 36 73.0 
9a/8a栄主主孔{立:1昔前日数 69.4 4.55 19 62.0 35 67.7 152 69.5 59 70.5 

lOb/1長!ば示数 21./1 一 10 22.9 10 21. 9 26 22.7 19 21. 5 
ヰi意差 ・:P< 5%， ・ペ P<l%
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割にやや細い傾向にあるものと思われる。

男性の上腕骨，大J!ill什， JJ笠骨名5項目の計iJ!リ・ 示数平均値を用いて， 10~品開 1111 の Penrose の形態距

離を算出し，これに器づく主座標分析を行ってみた(節124図)0 PenrO!:ieの形態距離は掲載していな

いが，原の辻コヨウ 41正出土四肢骨からの距離は、 Nt~純文人及び現代人とは非常に泣く，各弥生人

集団及び中国江南i英代人に近い値が示された。主座標分析における集団の位間関係では、日本列島の

各集団は津雲縄文人から現イt人へと H軸に沿って位慨している。また，これに対峠して中国江南漢代

人があり，1京の辻コヨウ 4区四肢骨は両者のほほ中1111に位位している。原の辻コヨウ 4区四肢骨は少

なくとも縄文系の形態にはほど速いことが推察される。

-2σ ーσ 。 σ 2σ 
上腕骨

5 
6 

7a 

6/5 
7/1 

大腿脅
2 
6 
7 

8 

9 

10 

8/2 

6fl 

10/9 

Jf!!管
la 

8 

9 

10 

10b 

9/8 

10b/l 

ー一 原の辻コヨウA区 ー・一 大友弥生

一一 途雲縄文 ーー笹山口弥生

第123図 北部九州弥生人を基線とした
四肢骨計測値の偏差折線図

3.特殊所見

~tftß九州貌代 ・ n (29.9%) 

西北九州現代 ・

-山口弥生

大友弥生. I 
-.~ _. . .十・安永回弥生
1黄限狐塚弥生-1・北部九州弥生

.;iltill純文

中国j美代• 
1 (43.3%) 

。原の辻
コヨウ4区

第124図 ぺンローズの形態距離に基づく主座樟分析
(男性，上腕骨 ・大腿骨・鹿骨各5項目)

写真図版 (pし28)の5に示すように，骨No.220右側j限骨の骨体中央位iiii縁古1)Iこ不IJ慌によると思わ

れる鋭い意IJ痕 (矢印部)が見られた。今回の発掘資料の中で手IJ器による損傷と推測されたのは本例の

みである。

おわりに

原の辻遺跡からは1993年度と2000年度に弥生時イtの人廿が出土している。1993年度に環濠内から出

土したl出肢骨及び2000年度に土糠墓から側臥状態で山土した男性人骨 l体は， r土井ヶ浜タイプ弥生
人jに近いもの (松下 ;1995， 2001)と分析されている。

今回原の辻遺跡コ ヨウ 4庶から出土した人甘ついては，Jn'.に見いだされた自IJ痕は l例のみであった
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ので，集団問での大規松.な闘争のための戦死者とは考え雌い。 また ， 形態的分析か ら îiJi~は純文系に

近く ，1m肢骨の形態は波来系弥生人や中国江南地方保代の資本1.に近い結果となった。 l例のiiJi策がど

の四JI支骨と同一間体なのかは分からないが，数からしてf走者に類似するものが多いと考えられる。人

廿群は弥生後期前半に葬られたものと推測されている。考古学的には当時本追跡:において生活した

人々は，この地を中継基地として大陸及び九州近隣と盛んに交易を担った集団と先日除されている。 し

たがって， このような状況下においては人骨形態に多椴性があっても不思議ではないと考えられるし，

一方で異常な葬られ方(泣楽に近い)をされていることから，身分 ・階層的な側而も考慮に入れて考

える必要があろう。

〔紙聞の都合から各集団111]のPenroseの形態距離及びj必1I身大学:が関係する人什資本|・の参考文献の一部

を割愛いたしました) (分部哲秋，佐伯和信，岡本圭史，長島聖司)

{参考文献1

1 )金問丈夫 (1956) ;人械の問題，日本考古学講座4.inf出書房，東京 :238・252.

2)金関丈夫 (966) ;体生時代人. 日本の考古学 m. 河NW~房，東京 : 460・471.

3)市野謙次，宮本博人(1925) ; ì*~貝塚人人fJ'の人知学的研究 都2部頭部:什の研究，人知学雑誌.41. 

4) il'j-野謙次，Sf:Ji・1盗 (1928) ;津雲貝塚人人什の人類学的研究 部3部上肢fl'の研究， ~~ 4部下肢骨の研

究，人類学雑誌.43 ~~ 31.j・3孔 第4付録.

5)九州大学医学部解剖学第二講座 (1988) ;古人竹資料品!此日本民族 ・文化の生成.六興1111仮.

6) Manin， R. and Sallcr， K. (1957) ; Lehrbuch dcr Anthropologie，Bd.T.Guslav Fischcr Vcrlag SlulIgart. 

7)松下孝幸(1995) :長崎県壱岐 ・原の辻遺跡出土の弥生時代人骨， r原の辻遺跡j長崎県文化財調査報
告11H24: 209-220. 

8)松下孝幸 (2∞1) ;長崎県壱岐原の辻遺跡出土の弥.Lt.人竹， r特別史跡原の辻追跡J長崎県芦辺町文化
財調査報告書12: 127-1ぬ.

9 )内藤芳篤(1971) :西北九州出土の弥生時代人什，人知学雑誌 79 : 236-248. 

10)内藤芳鰐(1981): 4弥生時代人骨 日本人 1，人類学!流出，雄山間 :57-99. 

11)内総芳篤，長!;b聖司，分割;科救 (1997) ;古人'1]" IJ;(始・古代の長崎県，長崎県教育受口会編，長崎 :

625-655. 

12)中橋孝博，土肥直美， 7k井昌文 (1985)::金l喪遺跡出土の弥生時代人骨，稲附市J]!蔵文化財調査報告件

123 : 43-145. 

13)中橋孝博，永井昌文 (1989) ;形質，弥生文化の研究1: 3弥生人，雄山間，京京:23-51. 

14) T.Nakahashi， L. Minchang and B.Yamaguchi (2∞2) Anlhropological sludy on lhe cranial mcasurcmcnls of Ihe hu-
man rcmains from Jiangnan閃gion，China. Ancicnl pcoplc in Ihe Jiangnan region. China cdilcd by T.Nakahashi &し.

Minchang， Kyushu Univ. Prcss， 17・34.

15)、1akebcT. (2∞2) MorphologicaJ characte巾sucsof thc limb bones of human skeletal rcmains cxcavaled from Jiang-
nan ar宅ain China. Ancicnt people in the Jiangnan rcgion. China edited by T.Nakahashi &しMinchang，Kyushu Univ. 

P陀ss，35-49.

16) Wakebe T.， Saiki K.. and Nagashima S. (1994) ; Human skclclal remains of the Yayoi pcriod frOllllhe Yoshinogari 

sile， Saga prefectu問 (Abstracl)ーAlllhropol.Sci.， 102， 198. 

17)分部哲秋，佐伯和信， I判本主史，長島聖司(1997) :長崎大学出展人骨資料.Anlhropol. Sci.. 105: 267 

ー271.
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原の辻コヨウ 4区 ・下顎骨計測値 (mm)

Maliu'~ 人竹議;ーサ 20 144 261 Malc 
No. Scx (M:Malc) M M M N M SD 
65 ド;JJ(I刈自n突起鮒
65(1)下顎紛失起閥

66 1勺lif刊日
67 lii(f':Jfi車両 50 50 
68 下:m~
68'1)下:JM長
69 オトヵ・イお 34 28 2 31 
66/65 下号~i悩ぷ数
68/65 ~r.長示主主
6811 )/65 ç;，1]毛ポ~
69(1)下:iJ'i体出 (右) 28 28 

(左) 32 28 2 30.0 
6民2)下;jfjf.本高 (む) 28 28 2 28.0 

(た) 31 28 28 3 29.0 L 73 
70 t主i'rli (右) 60 60 

(友) 58 58 
70:1)前伎町 (伝) 65 65 

{左} 62 62 
702) 段小校出 {右} <19 55 2 52.0 

(左) 52 52 
70:3)下顎切#(苅 (右) 13 13 

(友) 12 12 
71 t主鰯 (七) 37 37 

(1!:) 35 35 
71a 於小校側 (右} 36 36 

{在) 35 35 
71( 1) 下守~i切m~話 (右) 32 l 32 

(た) 32 32 
79 f獄後JI)(佼)(右) 118 118 

{左)

692"69 ド?Ji?~Sポ数 (右) iα).0 I∞ 
(左) 91.2 l∞.0 2 95.6 

71170 ド顎校示放 (右) 61. 7 62 
(}..-:) 60.3 60 

71 a 6021 ~Iド初枝不数 (1.) 65.5 65 
(左) 67.3 67 

;0-31/71111 下:m切泌示数(:{5) t10.6 t11 
(左) 37.5 38 

附表3

i2 

附表2 原の辻コヨウ4区 ・
顔面頭蓋計測値 (mm，度)

Maniu's J¥'l'l・4除ひ I25 
No. Scx (M:Malc) I M 

40 llJiN: 
41 slqfffiμ 
112 ド高ri1<
t13 上1Yi9説
44 件jllU ;!-~ω

t15 主Ml'"苦悩
46 rJ.sfiCiJ 

t17 1Tfii'rli 
48 上Im.'，~[n.pr' (av) J 
t17/t15 Knllmann r王町i示/i'，{
'17/46 Virchow J C;Mj示数
48/45 Kollll1unn !t卜Jli1ポ~
48/46 Vird，o¥V氏じ飢示Ii
50 i日以綿IIIJ91，I
51 wa首脳(:(j)

ßJttli~IW，正)
限銭高(有)

Iln~高(b:)
邸u明示数(有)
出t~暗示t'i(忘)
~~.çiJ 

手主尚

#?示E主
梨状IJ1'::j 

五Hl'1毛
ぬ'.'汗!ii小Ob1
;;'J.tJIt大脳

上顎謎11台1<
k激的1併話
II~長

Uli恥1
円議深

令側I("JI)(皮)

~~側而JI)(J史)
幽閉側j{fiJI)(1.立)

削

w
悌
川
判
悩

67 

39 
13 

90 

<17.9 
63.2 
21. 5 
42 
41 
33 
34 
78.6 
82.9 
28 
51 
54.9 

65 

52 

日
制
一
ぬ
白
川
羽
目

ωω
ωω
位
回
目
別

η
刃

向

，J'
'

F
町

υ

倒

i
e

M

5

5

 

52/51 

原の辻コヨウ 4区・脳頭葦計測値 (mm)

Manin"s 人付.j作り・ 25 183 233 277 Malc 
No. Scx (M:Malc) M M M M N M SI) 
1 11(I務舵k.b毛 182 182 
8 ii.t'i;l;i:M大~M 1'11 1111 
17 パジオン・プレグマ45i
8/1必H:J'J::申lL¥i{';数 77.5 1 77.5 
17/1 líJ'ifH~，\百示以
17/8 ~Mt悩日ポ数
9 俊小lìí/~fi紹 93 9:3 
1()最大前:lJI制 120 120 
5頒合成長

11 両I.f側 127 127 
12 最大後強凶 118 118 
1:3 1L~足利 102 102 
H 自主小~Ji竹村
7 大後~Ji孔i毛
16 大後lIJiイUM
1617 大後!i!i孔不敬
23 頭まま水 'I~仏l 522 522 
2刈 1策弧長
25 正'1'矢~弧長 378 378 
26 ïE '~'矢~前~Jl狐i毛 126 126 
27 正"，矢状!mlJi弧長 138 128 133 126 " 131.3 5.38 
28 正中矢~^1的'!(弧u 114 114 
29 Æ中矢状Ilí/~M.立 J~ 110 110 
30 iE'"矢~^!m瓜弦i毛 121 115 118 Il:i 11 116.8 3.ω 
31 d~ 中矢状後日!J'i~.ぷ j長 93 93 
26/25 前夜i矢状弧示数 33.3 1 a:l. :l 
27/25 頭取欠状弧ポ数 36.5 1 36.5 
28/25 後刻矢状弧示数 30.2 1 :m.2 
29126 矢状前llnポ主主 87.3 1 87.3 
30 27 矢状男iffl不数 87.7 89.8 88.7 89.7 " 89.0 
31128 矢状後~J{ポ主主 81. 6 1 81.6 
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原の辻コヨウ4区・尺骨計測値 (mm)

お側(骨肴号) 208 243 

左側(骨番号) 23 117 181 214 Male 

Sex (M:Malc) M M .M か1 N M SO 

l最大長 (右)
(庇)

2機能長 (右)

(左)

3最小鹿 (右) 36 37 2 36.5 

(左) 36 36 2 36.0 

11 尺骨矢~径(右) 13 13 2 13.0 

(た)13 15 14 13 4 13.8 0.9(j 

12尺骨積径 (Ai) 16 17 2 16.5 

(左) 18 20 16 16 4 17.5 1. 91 

S中央最小径(有) 13 13 2 13.0 

(左) 13 13 13 12 4 12.8 0.50 

L中央最大筏(右) 16 17 2 16.5 

(左)17 20 16 17 4 17.5 1. 73 

C中央図 (0) 47 49 2 48.0 

(左) 48 56 45 46 4 48.8 4.99 

3/2長塚示数 (ち)
{左)

lν12 *体t'i {右) 81.3 76.5 2 78.9 

面示~ (ft) 72.2 75.0 87.5 81.3 4 79.0 6.81 

Sん骨体中央 (右) 81.3 76.5 2 78.9 

阪商示{l(左)1(16.5 65.0 81.3 70.61 4 73.3 7.06 

附表6原の辻コヨウ 4区・犠骨計測値 (mm)

右側(什T存分) 208 243 

左側(骨格号) 23 147 180 257 Malc 

Scx(M:Malc) M M M M N M so 
1 iii大長 (t.i) 

(左)

2俊能長 (右)

(た)

3最小周 (釘) 40 41 ? 40.5 

(}r.) 44 45 40 3 43.0 2.65 

4 *1主横径 (右) 17 16 2 16.5 

{左) 18 20 17 15 4 17.5 2.08 

4a中央町長 (ii) 16 15 2 15.5 

{左) 17 20 H 3 17.0 3.∞ 

5骨体失状径(右) 11 12 2 11. 5 

(左) 13 13 11 13 4 12.5 1.∞ 

5a ，"火矢状径(:む) 12 13 2 12.5 

(ホ) 13 13 12 3 12.7 0.58 

5(5)骨11>中央品J(ち) 44 42 2 43.0 

(左) 47 51 41 3 46.3 5.ω 

3/2 長f7.示~ (右}

(A:) 

5/4 脅f~ET (ti) 64.7 75.0 2ω.9 

話示数 (左) 72.2 65.0 64.7 86.7 1 4 72.1 10.28 

5:t/4a骨体中央 (イi) 75.0 86.712 80.8 

ti筒示数 (A:) 76.5 65.0 85.713 75.7 10.38 

附表5原の辻コヨウ4区・上腕骨計測値 (mm)

右側(骨醤号・) 191 219 249 279 

左側(竹番号) 147 179 2お 254 Male 

Sex (1¥'I:Malc) M M M か1 M M N M 50 
i 上続1't最大長(，fj) 318 1 318 

(左) 318 1 318 

2 上lW付金f< (お) 315 1 315 
(li) 315 1 315 

4 下l'IIi編 (お) 48 1 48 

(左)

5 中央最大径 {右} お 23 2 23.0 

{左)28 23 21 24 4 24.0 2.9-) 
6 中央~/J、径 (右) 16 17 16 3 16.3 0.58 

(定)18 15 16 18 4 16.8 1.50 

7 1/体最小周 (布) 59 59 ω 65 4ω.8 2.87 

(左) 70 59 60 63 4ω.0 4.97 

73 中央周 (有) 66 6-1 2 65.0 

{左)78 64 63 68 " 68.3 6.85 
9 ~Ji最大波径(右) 44 1 1)4 

(左) 44 1 44 

10 頭最大矢状筏{お) 46 J 46 

(左} 46 J 46 

11 浴車偏 (ii) 

(友}

12 小頭箱 (右) 18 1 18 

(在)

12{a) 浴車及び小頭録(Ai)

(左)

12(b) 小説悩 (右) 23 1 23 

(左)

13 滑jj1~ (fj) 14 14 

(左) 14 )4 

6/5 骨体中央 (右) 73.9 69.6 2 71. 7 

断面示数 {左) 61.3 65.2 76.2 75.0 4 70.2 6.29 

7/1 長原示教 {右) 18.9 18.9 

{左) 18.9 18.9 

附表4
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附表7 原の辻コヨウ4区 ・大腿骨計測値 (mm) 附表8 原の辻コヨウ 4区・腔骨計測値 (mm)
一 行側('It~嘗:}) 40 178 272 16 ( i剣(骨骨~}) 175 211) 220 252 

/正側{符借り・) 36 1!i2 211 185 21.1 222 250 273 Malc 15 39 FCIll31e Jr.側(什待刀) 170 221 259 226 Mnlc 
Scx (M:Mnle. F:Fenllle) M M M M M M M 111 N M SD F F N M Sex (M:Male) 11.1 111 M M M N 品1 SD 
1 It1火災 {お) -111 458 2 43-1. 5 1全.Lf (有) 348 み48

(左) 413 ‘159 2 436.0 (/，正} 350 3ω 
2 nr:告は会長 (:b) .106 453 2・129.5 13役人民 (む} 355 355 

(左) ;108 455 2 131. 5 {左} 3.')7 357 
61す{事r"炎矢紘径 (ち} 25 27 29 3 27.0 2.∞ Ib ~11'!毛 {ぢ} 341 おl

(!r.) 28 25 28 33 30 29 28 31 8 29..J 2.92 26 21 2 23.5 (Z玉、 315 345 
7 1t1{;'"炎倹ff (ち) 27 27 27 3 27.0 O.∞ 2 TlIftlPOf{!緩{ぢ) 次)7 327 2 317.0 

(左) 27 27 28 30 26 30 28 29 8 28.1 1.46 26 26 2 26.0 (プ正} 332 3.32 
81tlf.:'I'!，1.と周 (釘) 82 83 8s 3 &1. 3 3.21 3 役大 J :繍*~(ぢ) 76 76 

(左) 87 82 s6 98 8s ω 89 i∞ 8 90.0 6.07 81 76 2 78.5 (li:) 
9 1t'~ 1'.1高rt (伝) 33 31 31 3 32.7 1.53 8ft!主'1'9と (u) 31 2品 26 30 4 28.8 2.22 

{左} 31 33 32 37 31 35 35 36 8 33.8 2.31 32 32 AV~径 l左} 32 28 30 261.1 29.0 2.58 
9・*1ト1:1;1大筏 釘} 33 31 J.I 3 32.7 1.53 8a栄IHLlL!: ← tコ 手』 33 35 3 31.0 1.∞ 

Li 32 33 3'1 37 3'L 35 36 37 b 31.3 2.25 32 32 41大筏 左 36 33 36 291 1 3.1.5 3.32 10伶f!.上矢41;1手 n) 21 23 25 3 23.0 2.∞ 9骨Il:rt';;.と o 25 1 忽.02.∞ 
(在} 26 21 ヱ1 ~ 25 26 25 29 1) 25..1 2.56 19 19 自貫工主 .!r.J 20 25 181.1 21. 0 2.例

10' 11' f!: I-.ki小i長 (li) 20 23 2-1 3 :t1.3 2.08 93 ~柱*孔{立( /:i ) 23 26 2-1 25 .1 21. 5 1. 29 
(/，己} 25 20 23 28 -・~5 26 2-1 28 8 2.1.9 2.64 19 19 IlHf (Li) 23 :!3 27 201 <1 23.3 2.87 

18 ll!1If¥liUt (ぢ} 48 101・Hj..，ドリとIlJ({ i) 広3 78 76 87 " IlI.O 4.97 
(左} 小1 48 2 -16.0 (/e) 8.'3 76 88 731 " 以上o6.78 19 ~(倹 l 欠4人)径 (ぢ} H)3 ~i引u在仏!< お} 使】 92 2 91.0 
{左} (/，:) 93 87 96 781 .1 88.5 7.9.J 

21 1二fII紹(TlIt:l) (ち} 10b綬小関 {む} 1;> 70 74 4 73.3 2.22 
(ぶ} i8 {たJ 1:) 70 1:) 3 73.3 2.89 

(.0 82長lポ示rt ( (1) 20.4 19.-1 2 19.9 IOb 1 W事ぷr< (伝) 21.3 1 21.3 
(定} 21.1 19.6 2 紛.3 {左) 21.4 1 2U 

61i '~1' 1事中央断Ifli示Vl (有) 92.6 1∞.0 107.，1 3 100.0 7.41 9/8竹H.ql9c (釘) 67.7 75.0 80.8 83.3 11 76.7 6.92 
(1正)10.1.7 92.6 1∞.0 110.0 115..t 9G.7 I∞.0 117.2 8 1().1.4 8.91 l∞.0 以).8 2 90.4 l析而if.欽 (Lt:) 65.6 71.4 お.3 69.2 '1 72.<1 7.67 

10/9よ・".(事Wf凶j，式敬(む) 6:1.6 7~.2 73.5 3 70.5 5.91 93/8:， ~!ñ)イu主 ( 釘) 67.1) 78.8 71.4 3 72.6 5.67 
(左) 83.9 63.6 71.9 75.7 00.6 7-1.:1 7J.i1 初 6 8 75.2 6.48 59.4 1 59.4 ltN凶i示以 (A正) 的.9 69.7 75.0 69.01 " 69.4 4.55 10・19'J:1'1イド断凶iぷ数 (右) 60.6 74.2 70.6 3 68.5 7.似
(ti:) 78.1 ω. 6 71. 9 75. 7 78. 1 7.1. 3ω.7 75.7 8 72.6 6.12 59.'1 J 59.4 

4ft定身長仇(P式:cc) ('b) 158.6 167..1 2 163.0 
{左} 159.0 167.6 2 16.1.3 

P:PcafSon 

間表9 原の辻コヨウ4区 ・緋骨計測値 (mm)
h・ 0再 ('~l'おけ) 176 24リ 271 
!，j'Jli付帯~J') 177 251 2以) Malc 
Scλ ( ~I ・MlIl~) M M M ~1 N M 50 
1*大u (お)

{左)
2中央紋大筏((;) 14 15 16 3 15.0 1.ω 

{友} 16 18 2 17.0 
3 '1'炎煎小1重(有} 11 10 10 3 10.3 0.58 

(友} 10 10 2 10.0 
4 '1'リとJ羽 (ti) 42 .10 112 3 111.3 1.15 

(左} 112 49 2 .15.5 
-Ia最小胤 (右) 40 ぬ 2 35.0 

(左) 31 31 
4:1. 1炎!収不r< (ち}

(!i) 
3/2 1tll-中央 (j;) 78.6 (，6.7 62.5 3 69.2 1>.刻

~凶j示放 (Ii:) 62.5 S:ヨ.6 2 59.0 



1.コヨウ 4区出土頭蓋(No.25)

[男性、壮年]

〔右1nlj-) (→左側〕

2.コヨウ4区出土上腕骨

〔右側←) (→左側11)

3.コヨウ 4区出土大腿骨

〔右側←) (ー左側}

4.コヨウ 4区出土腔合

PL. 28 原の辻コヨウ4区出土の人骨
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7 .壱岐市原の辻遺跡出土土器に付着した炭化物の炭素14年代測定

(1 )調査概要

原の辻遺跡から出jこした弥生時代前期末から古墳時代前期までに比定された弥生土器 ・古式土師協

に付着した炭化物15点の炭素14年代を測定した結果，次の点が明らかになった。

調査したのは，板付rrc 式 3 点 ， 須玖 I 式 2 点， 須玖 日 式 6 点， 17i三百日式 1 点，下大m~式 i 点， 布

留I式骨f:行の土器2点である。基本的に胴部の外回，庇古Ij内iuiに付・治した炭化物を試料とした。

調査の結果，板付nc式と須玖I式は従来の年代観より2001ド近い古い較正年代，須玖日式以降は

従来の年代観を含み込んだ較正年代が得られた。また，須玖H式のrl"には韓国後期!の無文土器である

劫烏式との折衷土器が含まれていることから，納品式の較il::年代を知る手がかりが得られたとともに，

須玖I式の底部内面の付着炭化物の一つに，ヒエ ・アワなどのC.，;植物起源のものが浪人している可

能性を得るなど，これまでにない成来を僻ることができた。

(2) 調査の経緯と資料の選定

試料採取は2004年 8 月に藤尾悦一J~I\が現地に}吐き行った。 これまでに調査された土器が納められて

いる収蔵庫内の約半分のコンテナから， 51点の資本;1を抽出した。そのうち，2004年12月までに測定値

が得られた15点について報告する。

研究グループではこれまで弥生時代|対始期の土器に村治する炭化物を中心に年代測定を進めてきた

が，弥生前期末~中期初頭のiJ!lj定数が絶対的に不足していたのと，前j児鏡が;'1'リ葬されることを根拠に

前 l世紀後半を上限とすることがわかっている須玖日式の較正年代がどうなるかなど，弥生中期の試

料調査の必要性に迫られていた。ところが稿|利平野ではこの時期，集務が台地上に占地することが多

いため，土器の遺存状況がきわめて悪く，炭化物がほとんど見いだせない状態であった。そんな折，

おもに遺構が現水田の下からかなり見つかっている原の辻遺跡の弥生土器には，炭化物が多く付新し

ているとの情報に接したので，長崎県教育庁!抵の辻遺跡調査事務所にお願いして湖究を行うことがで

きたのである。

(3) 測定した土器の考古学的位置づけ (第125・126図)

詳細は表37をみていただくとして，各資料の特債を弥生前期末から1mに説明する。土協の時期比定

は，板付rr，須玖 1，須玖n，弥生後期，布留系という長崎県教育委貝会の時期比定にしたがった。

それ以上の細分は，福岡市埋蔵文化財センターの常松幹雄氏の教示を得ている。

1~3 が前期末の外反日縁をもっ板付 II c式である。口縁端部は隅丸の方形，無亥IJで，口縁下に一

条のへラ描き沈線， 粗い刷毛回調捻もつなど，iitrWJ末の様相を呈している。

4 . 5が中野j前葉の須玖I式である。4は聾の底部内i7nに付才fした炭化物を測定した。5はl判。jの

中頃に近い，須玖I式でも新しい様相をもっ土器である。

6~1lが中期後葉から末にかけての須玖日式である。 6 ~ 8 は古い線相， 9は新しい様相， 10は口

縁部が「くJ字状になったrll期末の株相，そして11がl号|日河追跡土器湖から出土した韓国後WJ;(隆文

土器 ・軌島式との折衷土器としてすでに報告されているものである〔1Z崎制1998:図3-26)。

12・13は弥生後期の土器である。12は跳ね上げ口縁をもっ。13は下大152式の桜合口縁部の底部内而

付近に炭化物が遣っていた珍しい資料である。

資料14・15は布留系の口縁部破片である。
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5. FJ526 須玖I式末

1. FJ527 板付llc式

6. FJ537 須玖E式古

2. FJ532b 板付Uc式

i ~: ' i~ 吋
7. FJ552 須玖E式古

. . 

3. FJ533b 板付Uc式

4. FJ554 須玖I式 8. FJ556 須玖E式

第125図 測定した弥生土器 1(縮尺不同， FJ番号は資料番号，アミかけの部分は賦料採取部位)
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9. FJ544 須玖E式中

13. FJ542 下大限式

10. FJ545 須玖E式新

戸二l三又
14. FJ558 布留系

11. FJ557 須玖E式古

_ -\~~~ -:J 1¥ 
12. FJ550 高三鴻式

15. FJ559 布留系

第126図 測定した弥生土器2 (縮尺不同.FJ番号は資料番号，アミかけの部分l草原料採取部位)
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(4)炭化物の処理

試料については，以下の手JJJr{で試が|処理をおこなった。①の作業は，医I.rJ.lfil'~L~1符博物船の年代ìl!リ

定資料実験室において小林・ 新免，(]XIDは，坂本 .}tJ;叫が行った。

① 前処理 :酸 ・アJレカ リ・ 酸等による化学洗浄 (AAA処理)。

AAA処理は， 土器付治炭化物については，アセトンで洗浄し，1111分など汚染の可能性のある不純

物を溶解させ除去した (2阿)0AAA処理と して，80t，各l時111]で，宥i塩般消液 (1 N-HCI)で資

料などに含まれる可能性のある炭酸カ Jレシウム等を除去 (2回)し，さらにアルカリ治液 (NaOH，

l回目O.OOlN，4阿円以降O.OlN，7回目以l捺0.1N)でフミン酸等を除去する。7-8匝l行い，ほ

とんど着色がなくなったことを雌認した。さらに酸処担1(210分以上)を21111おこないIjl利後， *l~* 

により洗浄した (41副)。

試料は， AAA前処理を行った拡 (処理長:)，処理後阿収した此(回収ilt)，二般化炭紫化キi't製にfJt

した量(精製)，精製したこ酸化炭素の炭素相当此(ガス)の重盆(時)を:l，(38にぷす。処理したi止

に対する AAA処理後にl叫収された試料の霊誌によるilli止比を含有率1，ニ般化決議に精製した際の

炭素含有率を含有率2.合有率lと含有率2を掛けて;}とめられるところの処理した此に対する炭素此

の重要比を含有率3として表38に付す。

② 二酸化炭素と精製 :酸化銅により試料を酸化 (二般化炭素化)，212Eラインを}fIいて水，チッ

紫イオンなどの不純物を除去する。

AAA処理のすんだ乾燥試料を，印00廷の酸化銅およびftl絹!とともに石英ガラス??に投じ， Z1.3Eに引

いてガスバーナーで封じきった。このガラス管をi正気炉で850tで3時間加熱してa武利を完全に燃焼

させた。得られた二酸化炭紫には水などの不純物がj昆在しているので，ガラスrLZEラインをmぃ，液
体チッ素等による昇華 ・凝縮操作によってこれを分離 ・相秘した。

③グラファイ ト化:鉄触媒のもとで水素還元しグラファイト炭素に転換し， アルミ製カソードに充

填する。

1. 50習のグラファイトに相当する二酸化炭紫を分l~ し，水紫ガスとともに;r.=!Ji: がラスt1;に封じた。

これを電気炉で650tで12時間加熱してグラファイトを得た。色:にはあらかじめ触媒となる鉄粉が投

じてあり，グラファイトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラフイ トは鉄粉とよく混合したあと，穴径

1mmのアルミニウム製カソードに6∞Nの圧力で光明した。
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表37 試料一覧と測定結果

~~ H.. . 
炭素14

事千 M惚 1・t.(i炭化物 校正均'f¥:
高? 稲2号

関l則殺り・ 11¥ I:!也l.(
サンプリング

'¥h¥γ， I均j切 年代
cal sC. cal八D

% e)"C 

.?i • tl.i・ 砂t
れCBP

7以)calBC-6叙)calsC 22.6% 

1 FJ0527 IAAA -.I()SlO 
210.J也f山I川 ~ 'IU;お

崎if.tIJ c )¥ S~; '1'. ，jillPl :lミ 2，110=40 ~~al BC-日OcalBC 4.7% -23.9 197 外的i l土・1
5気)calBC'575cal BC 1.8% 

555cal sC' 395c:.1 BC 66.3% 

211;'.1色，1，'，1， 395c:l1 BC'335c:t1 BC 30.2% 

21 FJ0533b I八八八ー-ぬ812
MIII c 7ヤ 実 .~Il‘ì'$f!l: 

!kf.tll c^ ル 川 -25.8 111 1'5977・ kftiij;$'~ I(ji 320ω1 BC-2α)cal sC 6-1.9% 
Nり.，1:>8 

395cal BC-3'15cal sC 37.3% 

3 If'J0532b IA，¥I¥・，ω811
受 .n阿部外

tI.d・111c ~1.: 弥生JiiIJ切ぷ 2270:t<10 320cal sC'225<:al sC 50.8% 
1m 

220cal sC-2αJcaIsC 7.1% 

~ . Jj宅市;μl
755<:al BC'7α}cal RC 9.60，。

タ;.SR '" 9 
~flJ久 I .J\ 妨げl'. IJ'WJ ，jtr Ji~ 日5calsC・日OcalsC 1. 290 'IIFJO誌1'1I¥AI¥'.1郎17ド51

凶i
2380土30 一23.2

520cal BC.3侠}calsC 84.4% 
一

51FJ05Z6 IA八八-111096
古里 ・ IIÎ~ ド

Ull.久 1J\Â~ 1~;lt '1 '1~1 'I'li'i 225O:t印 4∞cal BC' 170cal BC 95.2% 品:ゾ、・'川11; 

2 });(j由，1，1
鎚 .Jlì'I ~';II~ 

355cal UC-27Ocal sC 33.5% 
6 IFJ0537 I八八八・"081:1CD!i・γ11

':iY ，;外i(li
t((J久11)¥11， ';~;tl:. IJ' lYl後史 2160土"0260cal sC' 90cal HC 60.2% 

l' 1/1i)(i 75cal sC-60cal sC 1.8% 

355<:al sC-2剖calBC 26.5% 

銭 ・1'*北部
~((I;久 11J¥I'j 

引;/I'.IJ1jgJi去三ド 255cal UC-2IIOcal sC 2.6% 
7 1 FJ0552 IAAA・41098

"~ 11Ii 11， 
2150土40

230cal sC-85cal sC 61.3% 
以)calBC-玖)calBC 4.8% 

3筑)calBC-2欲)c.aIBC25.7% 

255<:al BC必l5<:alsC 1.3% 

81 FJ0556 'AAA-.10c'i18 
タメC2SR!l 3定・間百1;1'. 

~!iI;久 11J¥ ~:I;/t q' IUll長楽 2150:t30 230cal BC-215cal sC 5.2% 
P570 (.~外 '(，Î

210c:11 BC'叩calBC 61.6% 

7(加1sC -60cal BC 1.1% 

~ . ij ...J ìilil: mI;久11)¥'1
' 

効;11:.'1 I)UI1企業
22ω:t4 

39&al BC-3<I5cal BC 32.6% 
9 1 FJ05tltl IAAA・，11097

(.'r.外i{li Vi 32Oc..1 sC・2∞calsC 62.2% 
10 FJO~15 IAAA・，10815タ;.5R () べ 9 '~ . 制i~Þ 1・. ~iU夕、 U ..r\新

Pi26 (:モ外lui
弥'1:.'11)羽ぷ 2240:t30 

38&:.1 BC-:YIOcal BC 2.1. 9% 

32Oc.a1 BC・2α)calsC iO.3% 

お5calBC-33Ocal sC 0.5守。

11 FJ055i 1，¥，¥，¥ -4 1099 5l-H堅l・籾，'$外 ~M~.II .J\，tj ~M:'1 ' 1!1Hを~ 2α治二40 2α}ca) BC' 35cal HC 88.1% 
3仇alBC-l5cal BC 2.8% 

lOcal sC'cal AO 5 3. 3~，。

3日}calBC.2以)calBC 14.3% 

タメr2SR 9 受 .1lM吊;1'， 
品:1，":1111パ 妨げ1:.後IUltiir策 2130:t40 

255cal BC'25Ocal BC 0.5% 
ーお.512 FJ0550 lA八八・，1081G

l'i86 Iv:外l(Ji 230cal sC-2J5cal sC 3.0% 

210cal sC' 45cal BC 7i.6% 

附 r1絞| cal AO 5・cal，¥O10 0.8% 

-25.91 弥li生後JUJ"，頃 1920=30 
calt¥l) 20・cal，¥013591.6% 

1 31 FJO~12 IA'¥""I08I'1 )()I以1'111.122 、:':{・1注都内ド).:Qb¥:
C.aI 1¥01ω'cal八0li5 1.60，占

1('1 
calA02∞'cal ，¥0210 1.0!J。

11ト7E・w;，品 c31 A02ω-cal ，¥0315 31. 600 

141FJ0558 l八八八吋IOSI93 11. 1 1~.1' 
受 ."*抗1;

mWI系 a'i%jiJlUl li10i:30 -26.7 
，12 

外li面 cal A0320・calA0415 日.3%

ー-
11 ト 7 1~ ・ j再

対 ."*昔i¥l;
15 FJ0559 IA八八・，ω8203・11. I I ~，I・

外1{li
.. {jjWf糸 II，JllliiJJUJ li50土30cal A0220・calAD390 95.1% 

IH 
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表38 試料の重量と炭素含有率

No. 試科祢L~j 保l伐JJ(fl事 処理ll!rrg 阿収:hi:~ 合宿i字1% 精製目恵 ガス目篭 含有率2% 合有事3%1

F J 526 5 123.1 51. 6 26.1 50.5 4.3 2. 7 61.8% 31.2% 

F J 527 i 97.3 46.9 17.5 37.2 5.2 3.2 61.6% 22.9% 

FJ日2b 3 65. 7 46.8 3.7 8.0 3.3 2.1 64.1% 5.1% 

F ]臼3b 2 回.8 36. 1 9.9 27.4 5.1 3.1 60.1% 16.5% 

F J日7 6 96.3 44.2 3.2 7.3 2.6 1.6 60.2% 4.4% 

F J 542 13 96.8 49.5 34.0 68.6 5.，1 3.5 65.4% 44.8% 

F J剖4 9 106.2 43.2 21. 6 50.1 5.6 3.8 68.6% 34.4% 

F J 545 10 233.8 52.0 2.9 5.6 2.3 1.4 61.3% 3.4% 

FJ5叩 12 102.7 ω.0 32. 1 53.5 5.6 3.3 59.1% 31.6% 

F ] 552 7 148.7 49.8 12.7 25.5 5.5 3.5 62.5% 15.9% 

F J 5臼 4 363.5 70.3 27.7 39.4 5.6 3.1 日.9% 21.6% 

F J 556 8 63. 1 40. 7 3.3 8.0 2.5 1.8 72.7% 5.8% 

F J 557 11 56.0 56.0 25.2 115.0 4.1 2.7 64.6% 29.1% 

F ] 558 14 108.1 57.3 10.7 18. 7 5.2 3.6 69.2% ]2.9% 

(5) 測定結果と暦年較正

AMSによる14C測定は，加jili保分析研究所(測定機関番号 lAAA)に依頼して，標準試料 8試料と

ともに測定した。椋準試料-は NIST椴単(トIOxl)で前節の②~③の操作を行って歴博で作成したもの

である。

年代データのI.ICBPというiii位は.i目!替1950年を基点にして計鉾した14C年代(モデル年代)であ

ることを示す。(BPまたや yrBPと記すことも多いが，本稿では14CBPとする)014Cの半減期は国際

的に5，568年を用いてな|勃:することになっている。誤差は測定における統計誤差(l標準偏差，68% 

信頼限界)である。

AMSでは， グラファイト炭紫試料の14C/12C比を加速器により測定する。正確な年代を得るには，

試料の阿佐体効栄をiJ!lJ定し補正する必裂がある。同時に力n速器で測定したJJC/1lC比により， 1'1C 

/12C比に対する同{立体効果を訓べて紺iJEする。13C/ロC比は，標準体(古生物 blernnite化石の炭酸

カJレシウムの13C/12C比){ItIl琵怖に対する千分率d1JC (パーミル， %0)で示され，この値をー25%。

に規格化して科られる14C/12C比によ って補正する。補正したHC/12C比から，14C1I三代値 (モデル

年代)が得られる (英語表記では Conventional Ageとされることが多い)。 加速器分析研究所による

δIJC他は， 試料のO13C仙としては， 正確ではないため報告しない。あらためて試料の l部について，

明日百通商 (株)に委託して安定質抗分析・fll'で測定した結果を表37に記す。

測定値を較正山線 INTCAL98(J丹年代と炭素14年代を暦年代に修正するためのデータベース， 1998 

年版)(Stuiv巴r，M.，et.al.1998)と比較することで実年代 (暦年代)を推定できる。両者に統計誤差が

あるため，統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち，測定値と較正UIJ線データ

ベースとの一致の度合いを確率で示すことによ り，暦年代の推定値確率分布として表すc暦年較正プ

ログラムには，オックスフォー ド大の OxCalProgramに準じた方法で歴博が作成したプログラムを用

いている。統計-誤差は2際単偏差に相当する。95%信頼限界で計算した。年代は，較正された西暦calBC

などと表す。括弧内は推定雌牢である。第127・128図は，各試料の暦年較正の確率分布である。
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PL.30 試料の炭化物写真2(24倍:FJ番号は試料番号)(約16倍)

(6) 年代的考察

3つの点で成扶がt.1f.られたので考察する。

① 較11:年代 (釘129図)

第1291求|に今阿測定した較正年代をおとした.11:'去を示した。すでに報告済みの福岡市雀居遺跡12次

の般ïE{I~代イII(や ， 未報告の [1]で当該朋の較正年代イ111を Y，~・名で表示した。 人骨は田中良之氏のデー タの

|付， 2σ で処理j¥されている分を用いた〔田中ほか2004)。抑制!のよさは確率密度をあらわす。

liifWJ末の年代は，今Illiの3点を加えてもまだ4例しかiJIIJ定例がないことから，絞り込むことができ

ない。"rW，';'12-2は，2003年 5 月に括弧っきの lìíJ4α).11~ と して報官した試料で，前期j末が布j400年まで

さかのぼるという衝撃的な報告のもととなった試料である〔存成他2∞3)。特に原の辻1はO13C他，
および政指と*-点の同位体比から海洋 1) ザ-;{ー効果の~~，'l! を受けている可能性カ塙いと考えた試科

であった。さらなる試科の増加が必要である。原の辻2・3は，他泣跡の須玖I式とも重複している

ところから， ljirWJ末の年代として新しめに出ていることがわかる。"1JVJ初頭の可能性も含めて検討す
る必裂がある。 そのけ 1で，前期末の~棺 (金隈) から比つかっ た人1'1'が l と 2 ・ 3 の中間にきている

ことが住11される。これが前期末の真の較正年代を示すかどうかは現時点でわからないが，今後注目

していきたい試料である。

11' JUJ IIif策，~J'i玖 I 式の試料として ， 茶色の白抜きであらわした似の辻 4 があり ， C4植物起源の柑i

物が混入している炭化物とみな したものである。本来C，M物起ib;lであっても古く出る ことはないが，

本試料はやや古く出ている。したがって須玖I式に以する木製品に挽られていたウルシの較正年代か

らみて，似の辻5の試料が，本来の須玖I式の較iE年代と挽イt1tをもつことになる。これは汲田式(主11

古JTW出)の犯判川、ら見つかった人骨の較正年代とも雄作f.l:をもっている。以上，福岡や熊本の試料

などをJJII えた総数11点の試料から統計的に得られたm玖 I 式の牧iE年代はíÎÍî300年から前200~である 。

-3似 ー



rJ-<6'l1 :"0 _，.岨“0) 1日 ~ r~品調泣坤:t ~ Uo' U:世 rJ~日lIo nn 孟t( :I~) 14C fF 

)1 

.1"札制 ""1 mc.制L瞳

]」 |nlll ，._ 1........... .. r tl %~~ ¥ .，. r ... V:・
F ピ 4 圏内「 r-SF nγ • 

¥J. 正 m‘

‘川 九九且 ‘m .. ... 
H巧，制rt-圃

院正厳重It~ (c 

解析軸， .aa~~. 修新総'R'-.・9 島l)伺S眠 t岬. ，.由..1舵」晶，帽 2拘“l眠
師、.. ， 別抗'tI""，J:・ ~I".
1帥'11同・・ ‘帥，..同 (11帆) ，事:'<-11tA:- 泊Sule民(，，，，) 1M“18e・ 111伺11'( (3U唱}
t"~ UI 回 - ，抽，，'1混(4 1¥ ) 110"， t蛇- ""'，・1同("帆} 畑ulC附- 1Uul BC ( ~a， 制 3
b咽ー・11蛇- b防相"駕( ，れ) ，同4・1国- m曲 IOC ( 7 ~電}
$1事伺1院ー 』鯖制t回 (tell)

FJ527 仮付11c式 2 FJ533b 板付 11c式 3 FJ532 b 板付 11c式

fJ~忌54 ~泊三耳目。: '" (P fJ-U"o tZ!IO .1.帥"，，)I・CII' I~臼)1'師会時(10) ..:: '" 

ー時 月。 ー諸島踊 .，.0 lX ，常時3 蝿 u ・11)・m 1 ~ li¥: 制品 "よJ Q :1{ 百}，
間l[l:.~ (日1r.:: 

‘E司' 純絹盟' ‘a・瞬".
'-. ・ c.:l (.1，底 .... 刷. 二 1，.個181: t....... . :U“IOC 
ー，、，劃也・ 民i'¥t....，. 同‘'''4;'・
"SullC 咽・ .;0叫11'( (事前 》 虻田“10:・・ ，..“'・C，時 1¥) l!h..11C - :;~臼。 IIC 'Il.珂 3
U$“1民間 事抑ulOC( I 1¥ ) P岨回』眠・・ 同岨'虻 t却 1'1'
5周 ulec - 110“自 問 【H伺 】 "“1棋・・ 同制t田(，割 】

4 FJ554 須玖|式 5 FJ526 須玖 |式宋 6 FJ537 須玖11式古

"もる111出玄崎 H引 14'伊 r...".ぬ‘ 21tO;&.田{lo)I・ζ世 rJ制・2詞;:)i・C Elal 1&C f7 

....崎司R tOI・且' 1'>ι“'‘ 
'-. ・ '穂 臼111: r....~ . ，.，，，1民 t同 . ・ す時"''''
ーも‘.... 噌' 鏡、."、‘. W¥r.... 
，¥S<， " .. '3・UlIt( ( :. ~\ I 軍抑制'IIC- 軒')u 1( {1'S"・ w.，ul K - )4)日II!IC( lL罰 3
:$&(.1 IC- t崎 ulh.:( l帆' 民.)，，1& - :')(.1'" C I J¥ ， l20u自民ー ;tCol e:: (崎.n ，
，知...，，-

叫輔1&":C .' " ， 君"“'軍 司 n~Ujtct~ :\ i 

"“11民ー 却制百配， ." ) 21，，，，1 ec - UUI町 t刷判。
I?c.el k- ~UI 民( ，同，

7 FJ552 須玖H式古 8 FJ556 須玖11式 9 FJ544 須玖11式中

第127図 暦年較正の確率分布図 1(数字は資料番号)

-305-



f.)品.aS22'4.0 % 30 (10) UC!P 

-FE
u
--H 

目iIr.:'frt(岨1民3

£盟主
し~ ω 電 含園白，111:

ItSt，rt;・
淘~ ，.. I ・c- >初日Iec { :u叫 3
J:Oul齢 制 ""個IfIC("lQ3島1

10 FJ545 須玖11式新

rふoOS<1li間企却tJc)I<<C I!P 

l) 

.' z川. 
編h
fil I‘ 

" 
U正1'.1'事代 ((副 総》

盟主豆、...s Oul.o 
輔、，同.

~I t!Ji S -ul tb 凶 (CLI¥ ~ 
ul4.T U - ，，11 噌 1~ :引時 3
ulf，，) I帥句..，岨I1S ， I民:
“'岨担) -ul岨 2.・( I情;

13 FJ542 下大隈式

fJド日I，C時 & 岨 tlo) U: lfI 

厳軍国毎日 {曲1舵，

基総臼
t.tJ. 1I0ul ~ 

泊、，肘g・
3ll，・1眠- ).)1)(・3町:0 $¥ • 
2曲ulec - .)Sulll: :醐叫'
n“Itx- ISul目..れ a

1301 ee ・u./oc ‘ :l:l¥ I 

11 FJ557 須玖11式古

fJ OS臼 11.0念却 Hσ)'時 伊

':1 
211 

101 

-. "1 
~ UI 
~ lW 
t 
a晴、，

・E
“'" 

"iI"，'"代(<.11Ec: 

主出銭
... 制 空 0<-.1必

輔、....・
個'"，暗 ・-ulU )IS ()I (¥' 
国 崎 3団 "曲1 0.:1 ・，~ (臼宮、 3

14 FJ558 布留系

fJ.o(6!.(l ;1盟、時(10).<C!P 

『

L
需

M

J

w

ピ
が
主

fJiI岨'"代 H・1凪》
怠邸墨

l_.. '" I帥・・，a:
，叫H 吋・

3加臼'民 ，・ 2骨 Ulec t 1& n ) 
2話u'll:‘おQc..1tr.: ( ð.~ ) 
2曽 ulee - 'I~.I t.e t :a帆 3
，.・曲1民ゐ 叫臼.1<:(n叫》

12 FJ550 高三瀦式

川崎日日国主拍 (1σ)UC即

4E
凶

叫

・

L

ωaJl<r代 Z叫 3出》

怠UJ!
t..." s 。剖1岬
i5¥ "1'酔

崎 1晶zx， - "，1 ~開。 t 格。、 ，

第128図 暦年較正の確率分布図2(数字は資料番号)

15 FJ559 布留系

今回の試料の ~I]でもっとも数が多かっ たのが~m丸 日 式である 。 須玖 H 式とした試;jq.のなかでも，

9・10のように須玖I式の較正年代に分布のq.1心があるものもあるが，先の須玖I式に比定されたウ

ルシの較正年代からみて，原の辻6，8， 11などのI1皮正年代が須玖H式本来の年代に近いものと予想

される。阪の辻の6点を加えた総数11点の試料から統計的に符=られた須玖日式の較正年代は，現在の

ところ前2∞年から前40年の聞に収まるものと考えているc この年代は， 須玖日式に併行する斑fF・で

ある須玖式 (宮ノ下)や立岩式(1襲5)から見つかった人骨の較正年代とも整合性もつ。jjir漢鋭が高IJ

排されることから，以前より前l世紀後半を上|促とすると考えられてきた須玖日式であるが，炭素14

年代の測定の結果をみる限り須玖日式の上限は前200年までさかのぼることになる。今後のu!IJ定数の

増加が期待される。

後JUJについては， 高三瀦式，下大|岱式を l点ずつしか測定してないのに加え， ほかのill跡を加えて

もまだj)!lJ定数が少ないので，年代を絞り込むことができない。布留式併行j別についても同様である。

抗生後WJの較正年代については， 日本のスギを川いた'mr240~後900ifの較正1111線からみる と，後80~
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第129図 原の辻遺跡出土土器の較正年代分布図
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外品lH.t;iXII<物

内1(111、1111主化物

A-i瓦・品Ht*
ウルシ

音量;ヰリザーパー偽・:1.:

J. t.、"，.ゆ

-・・・
cal AD 500 

200年頃に30年のずれがあることをすでに報告しているので (Sakamolo M.ct.al 2003)， この点も含め

て今後，試料を増や して精査していく必要がある。

② C ~植物

試料 4の内面試料は，O 13Cがー23，2払と:mく 海洋リザーパー効果も疑われるが.C/Nの元議

比は29.2，チッ素15と1tIの比， δ15Nが4.79と得られて，i11t洋のイIf(とは大きく興.なるので，む しろ C ~

植物が20%ほど混入した結来である可能性がある。十ji(物には光合成のメカニズムの追いから C3ti1I物

とCl植物があり ，前者はコメや ドング1)， f走者がヒエやアワといわれている。決;q;13と12の比， す

なわち O13Cの値が-10%。台のものは， C 11'直物である可能性を疑う必要がある。韓同学 ・ijijJ~J ~~.r:文土

器や中国 ・近畿地方の弥生土器の|人JiIu付着炭化物からはその存花を隙認できていたが，も し本資料を

C4植物によるものとすると九州では初の総出例となる。これまで行ってきた九州の試料・にはrl'f'K1・

近畿に比べていj面付着炭化物の試料が少なかったためで，もともと九州にCl航物l当{本が少なかった

ことを意味するわけではなし、。なお九州のCl植物の導入時期を女11るには，より隊突な例のデータを
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附やす必裂がある。

ヒエ ・アワ類は明治以来，縄文農耕の有力な作物として想定きれながら，純文時代の遺跡からの植

物遺体の町~~な山土例はいまだなく，弥生時代に入ってもわずかしか凡っかつてこなかったので，弥

生時代は水柿'IJ心の民耕社会として描かれる主な原凶となってきた。今回，炭素14年代iftlJ定の副産物

として，ヒエ ・アワ類が存在した可能性が得られたことは，今後の純文 ・抗生jJ2耕の実態を知る上で

あらたな学問分野創成の可能性をWJ待できる。

③ !r9J山武の!I¥交正年代

試事+11は，仁I縁!折mi三角形の，いわゆる粘土紐口縁をもっ後mJ?!!f，文土保としてまnられる慶尚南道軌
山地跡、/1¥土土加を椋識とする羽島式と，須玖H式との折京土保と考えられているものである。須玖H

式自体は， iiI{200-前40年という較正年代であったが， 試料11もuir200-前35年の1101]に88.1%の確率で

入っていることから，盤合性のある年代である。

!f!)J )~~ j;\のj院:n_:年代はまだ本試料以外に1ltt単で社!IJ っていないものの，従来の考古学的な併行関係とも

挫合性をもっているので考古学的にも妥当な年代と考えている。

本稿は， 1 -3を藤尾，4・5を小林， 6を藤尾が執筆し，今村楽雄の校l員jを受けた。なお本稿を

F.~するにあたり ， 長崎県教育庁原の辻遺跡調資事務所の安楽勉， 村川逸朗 さんをはじめ， 冷房の効か

ない蒸し風呂のようなl[xl蔵庫の中で，立ちくらみにあいながらもお手伝いいただいた作業員のお二人

には大変おi止E活になった。また常松幹雄氏には弥生土器の細目IJについてご教示を得た。試料調整には

新免政的氏のご協力もえた。記して感謝の意を表したい。

この報告は，平成16年度文部科学省 ・科学研究資補助金学術創l成 f弥生出耕の起源と東アジアー炭

紫年代測定による向精度編年体系の構築一J(研究代表西本立弘)の成果の一部である。

(藤尾慎一郎 ・小林賢一 ・今村峯雄・坂本 稔 ・尾寄大真)
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四総 括

ここでは， Jf/lの辻遺跡全体の泣陥 .jfi物をとおして，遺跡、の変遷 ・特徴について記していく。遺跡

の全体像を捉えるために工房祉 ・環涼 ・住居祉について，第134図~第137図でゾーニングをおこなっ

た。ゾーニングをおこなうにあたっては，本文rドで特に取り扱っていない，工房祉について説明を加

えていく。

工FJj:祉について

石探工房お1:について

石器については，丘陵北側で剥片類の廃棄土坑 (第130図)が確認されると共に，製品や米製品が

同じく北fi!IJを中心に多数出こ|ょしていることからも，素材から製品までの製作工程がこの場所でおこな

われていたことは間述いない。石器の1]1でも，周平片刃石斧 ・扶入方柱状片刃石斧 ・石鎌 ・石庖丁と

いった石器類の製作がおこなわれていたものと考えられ，北部九州での石器工人集団と同様に，原の

辻逃跡、でも，石持製作に|拘わる工人集仔|の存在が指摘されるところである。また，この工人柴田は弥

生時代中期後楽まではML織だったものが存在したものと考えられるが，後期の石器については和極的

に詑れる発見例に乏しいことから，現在の段階では，後期にはこれらの石器製作にかかわった工人集

団は，解体した可能性を指摘しておく 。このような例は北部九州の今山産の石斧や，立岩産石庖丁に

/ 

.。，

8区S 号土~

60'" 

.7~ 

~ニー←
'lB: IJ‘U:.1貧

第130図 剥片廃棄土坑実測図
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ついても同じ状況があることから，石器製作についても北部九州と同じ様な流れの中で捉えることが

できるものと考える。しかしながら，北部九州との相述は，生産をおこなっていたと考えられる石器

の器植が多種にわたるこ とから， i也の遺跡以上に石総生産に力を入れていた状況が見て取れる。

石器の素材については，搬入品なのか，現地調達かは今後の課題であるが，石ー鎌や馬平片刃石斧の

出土数から考えると，交易品として取引されていたことが十分考えられる。これらの石器がどことの

交易で取引されたのかは原の辻遺跡を考えるよで大きな税姐である以上，今後のさらなる分析が必要

となるであろう。

背銅製品の工房祉

背銅器は，楽j良系 ・朝鮮半島系のものが多く，遺跡:内で製作されたと考えられるものは数少ない。

その巾にあって，剣織の出土は群を抜いており，百数十点の出土.がある。形態的にも統一化されてお

り，遺跡内で製作された可能性が高い資料である。銅鍛が遺跡内で生産されていたとするならば須玖

H段階のお郎に貼りついた資料から，中期後葉頃にはさI:=.産されていたものと考える。青銅製品の工房

枇については，未だ未発見ながら，丘陵上から鋳型がl点出土しており，鋳造をおこなっていた可能

性が指摘される。この鋳型についてもその出土状況から，中JUI後葉の可能性が指摘されている。丘陵

上からは，焼土をともなう土坑が幾っか発見されており，これらが鋼生産に関わる遺構であるかどう

かについては定かではないが，その可能性として挙げておく。

後期については鋼生産に関連すると思われる遺構 ・遺物を積極的に見出すことはないが，中広形鋼

矛の破片や，銅製ヤリガンナなどは銅素材として持ち込まれた可能性もある。ただし，後期には銭ii

やII[}.!~H .楽iJ込系の銅割11・三興鍛などの楽i良系の背銅製品の出土が多く， 鋼生産を積極的におこなっ

ていたと考えるよりは，楽i良系の造物が朝鮮半島市ff[)を経1:11して舶載されたものが多かったと考える。

特lこ後WIの銅製品は，実用品というより，祭肥やi員1I非品に利用するためにわざわざ朝鮮半島に求め

た可能性が向いと思われ，直接搬入されたと思われる造物が多い。また，医limの青銅製品としては，

有鈎動j釧や不明銅製品(石突株銅製品)などの制葬品と思われ遺物があるが， これらについても北部

九州産の可能性が高いと考えられ，後期に遺跡内で釦!の生産がおこなわれていたと考えるには現段階

では紙型nがある。後期には，金属器の生産は鉄器の生産に重点がおかれていたと考えられる。
金属製品については，推定の域を超えないが，丘陵上に工房祉の存ギEを推定し，石器については，

i民地部にその工房祉があることが明確である。時期的には，石器が中JYJ前半から中期後業の問，青銅

器については不明な点が多いが銅鍛が遺跡内で生産されていたとすれば，中期後葉，青銅器について

は，後JYJの製品からみれば，楽i良系や朝鮮半島系のものが多く，後WJの段階で鋼生産をおこなってい

た形跡は少なく，生産がおこなわれていたとしても小規模なものであった可能性が指摘される。ほと

んとεの背銅製品は交易の中で、舶載されたものと理解する。

金属製品の工房が丘陵上に存在し，石器が低地ifliに存在することは，両者において住み分けが行わ

れていた可能性が指摘できる。石器が集中して出土する地域は，防(の辻逃跡の中でも古い段階の土器

が確認されており，JJitの辻遺跡の形成WJの居住域として捉えられている。また，朝鮮半島系の~注文土

器の出土もこの地域に集中していることから，石慌を製作する必聞は，朝鮮半島系の人達の技術指導

のもと，石i*f~~~作に携わっていた可能性がある 。 このことに附しては，朝鮮半島の石器について同じ

様な石器製作技術があるかどうかを検討しなければならないであろう。
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鉄器工房の推定

似の辻遺跡では，工具類を中心に農具 ・漁妨兵 ・武器などあらゆる用途に鉄器が採用されている。

このことを反映して，鉄慌の出土状況は，生活の'11心Mと考えられる低台地上にl現らず，東西低地部

から器域まで侃広く分布している。ここでは，鉄時製作の議制と考えられる棒状鉄製品や鍛冶具と考

えられる鉄製品に注叫して，原の辻遺跡、における鉄時製作の在り方と工房域の推定を行う。

鉄器紫材および鍛冶具の出土状況

)J;(の辻j立肋:で鉄器紫材が出土するのは，弥生時代"1 Jリ!後諜以降である。平成11年度の芦辺町教育委

!~会(別否l岐市教育委只会)による制査の|際， 手持i出場にほど近い調査l茎の12号・住居とした竪穴住居内

から， 2点の鉄i542長材が出土している(第132図)(;"i辺1111"判告加12柴)。いずれもlOcm未満で棒状を

呈すが.組l身で比較的l平みのあるものと，幅広でi心不なものの2者ーがある。12号竪穴住居はほぼ同時

期の竪穴住居に切られており，住居内の施設の構造については不明であるが，鉄器紫材-の出土状況か

ら住16-1λjで鉄器製作が行われていた可能性が73い。似の辻遺跡での鉄器の初現は弥生時代中期中葉で

あるが，鉄器の導入からそれほど間をおかずに，鉄時製作を開始していたことになる。この時期の鉄

製品には鉄繋 ・鉄鎌 ・鉄鉱などがあるが，原の辻追跡で製作の対象となったのは鉄盤 ・鉄鍛などの小

型鉄総と考えられ，棒状紫材・を加熱 ・鍛打し，難切りで披)彰して製作していたものと推測される。

弥生時代後期の鉄器索材は今のところ確認できない。弥生H制に後期には，袋状鉄斧や刀子， ヤリ ガ

ンナ，鉄撃，鉄鎌，鉄鋤・鍬先，摘み鎌など， liflらかにIJij産品と考えられる鉄製品が多く出土してお

り，これらの中には原の辻遺跡で製作したものも合まれているであろう。

古思'tl時代前JUJには，低台地上の竪穴住居内から鉄日~;{{ ，Mを出土する例が増加し，祭儀場周辺から北

端部にかけて散没な分布を示す。竪穴住居甜:から11¥十.する鉄探索材は，いずれもlOcm未満-で，幅広Ai，i

~Iとな ;J(;材・が中心となる 。 また，祭儀場東側に隣接する l サ住}，!r (H 9年度調査， 捌査事務所報告{1::第

11集)からは小型の腕形i宰が出土しており，鉄棒の1'1:う小鍛冶が住居祉内で行・われていたことが確実

である。低地部にLIを転じると，北西低地部の河辺l人jから，鉄槌をはじめ鋳造鉄斧転用の鉄繋，鉄素

材と考えられる板状鉄斧がセットで出土している。iufi区内からは，弥生時代後期後業~古墳時代前期

にかけての土器が出土しており，鉄素材および鍛治J1.がf*う本格的な鉄器製作は，弥生時代後期後葉

まで遡る可能性もある。これらの鍛冶具および板状ぷ材からは，袋状鉄斧や鉄鋤 ・鍬先など，比較的

大型の鉄製品も製作されたであろう。このように，弥生時代後期後葉には鍛冶具が出そろうとともに，

古明|時代前期には鉄梓が出土するこ とから，この|時JUJ以降，本格的な鉄器生産が行われたものと推測

される。

工iAについては，基本的に竪穴住居内での製作が一般的であったと考えられる。鉄器製作関連造物

を11¥土した竪穴住居の分布は，弥生時代中JUJ後諜には祭{淀助北部に点在するのみである。鉄器製作の

狼跡を践す竪穴住居の検出数自体が少なく，このエリアが工房として捉えうるかどうか疑問は残るが，

他の時期と比べて，鉄器製作が特定の住居に限定されていた可能性は指摘できょう。一方，古墳時代

IjirJUJには，祭儀場周辺に加えて台地北端部まで拡大しており，調査の進捗状況を加味すれば，この時

JUJには住居内で例別に3火器製作を行っていた可能性がrJjい。このように，鉄器製作祉の分布は，集約

一う11肢というプ《まかな部iれをうかカfうことカfできる。
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木器工房の推定

木製品のよ院を推定する方法としては，未成品の出土状況に着目する方法が'M:も平J効である。しか

し，木製品の取り上げに附しては調査によって精粗があり，未成品のIHニl二状況は報背{I)::j記載分だけで

は必ずしも史的を反映していない可能性もある。特に，木製品が大i.f(こ(1¥土したtt.i所では，調査現場

で製品のみを取り上げる場合が多く，残りは取り上げずに埋め戻す例が多い。このため，取り上げて

いない木材の'11に，木製品の未成品が含まれている可能性もあろう。このような問題はあるものの，

現状での出土傾向をl則的別にまとめてみたい。

木製品は，低地古1;一部の河道や環濠内から出土している。未加工品も含めて，木製品が集中するエ

リ アを 11守WI日 1I にゾーニングすると， 弥生時代前期後楽~rrWJでは東削IJ低地荷1\の沼状裕ち込みと北部の

河道から大iiJ:に11¥土し，後期lには東西低地部に集中している(第133図)。未成品の/J¥こ|二状況に着目す

れば，弥生.時代HÍi JUH去来;~rl-lJUIには東側低地音1¥沼状落ち込み内から斧柄米成品がまとまって出土して

いる。弥生時代後JUIには，京商低地吉11の木製品集中箇所から斧柄や鍬の米成J171が11¥土している。

木製品は1if.体で山土することは稀で， ~荒木を含む木材が集中する問所で， まとまって出土する例が

ほとんどである。未成品の出土状況も， 一見する と時期によって偏りがあるようにも見受けられるが，

笑際には木製品集'11エリアに未加工品から未成品，製品さらには転用品まで合んでいるのが実情であ

る。したがって，木製品集中箇所でそれぞれ木器製作を行っていたと推iJliIすることができる。これに

則れば， 弥生時代前ml1長業~ qJ朋には， 東側低地部や北側低地部において ， 沼状落ち込みや河辺といっ

た自然の水辺で木製品製作を行っている。弥生時代後期には 東西低地部で木製品の製作が行われる

が，西側低地部においては河道周辺で製作を行っており，弥生時代'IIWJまでの在り方と共通している。

一方.}jt側低地部では環涼内から未成品が出土することから，この時期には環諜周辺でも木製品の製

作を行っていた可能性が考えられるであろう。

このように，弥生時代前期f企業~後期にかけて，河道や沼状落ち込みといった水辺周辺で木製品製

作が行われており， I31涼や河道の展開と連動しながら低地部の各所で製作していたと考えることがで

きる。

-原の辻遺跡の変遷

ここでは，例目IJにまとめた遺構群と工房群を時系列に沿って配置tし，胤の辻遺跡全体の集部の変巡

についてまとめる。その!按，迫-栴1洋の展開に基づいて四則を設定し. 1 J~J ~ V JUJに分けて詳述する。

なお，Jj~tのit遺跡のH寺JOJ 日IJの変遷については，宮崎貴夫氏によってすでにまとめ られている(宮崎2∞1) 。

宮崎氏は，京アジアの情勢の中で原の辻遺跡の動向を位置付ける試みをなされており，非常に説得力

に13むものである。しかし，その後の調査成果や遺構群の再検討により，同月jの設定や泣構の解釈に

ついては若干の相述点もある。そのため，宮崎氏の業績に依りつつ，相述点や変更点をIYl確に しなが

ら.ill椛群の変避にしぼって論を展開することにしたい。

I期弥生時代前期後葉~中期初頭(第134図)

原の辻遺跡の形成WJである。この時期の土器は，東側低地部の沼状落ち込み，北西低地部の河道お

よびi1/J:• 北部低地部の大治といった低地部に集中し. 1去に竪穴住居や土坑が官集する台地上では，北

半部を'1-1心に土坑がj投手じするにすぎない。また，低地部においても河辺や沼状務ち込みといった，天
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然の水辺を中心、に土器が出土しており ，後のi削り]と比べて地榔の構築は{民間lである。IH土逃物は土器

が中心で，東側低地音1>の沼状落ち込み内からこのl時JlfJの木製品が渇:干出土するものの，生業活動の様

相は明らかでない。ただし，南西低地音1>ではこの時期の水田畦11l'j:を検出しており.集落形成時から水

稲耕作を行っていたことが分かる。

この時期の遺構として目をヲlくのが嘉域である。台地南東部に位irtする石田大原地区では，き話相基

52基，石棺事19基，青年状遺構4条を検出している。高IJ葬品には，i政図式銅賞IJや*111形銅賞1]，細形鋼矛，

トンボ玉などがあり ，集落形成期の特定集団裂と考えられる。また，台地上中央部では，平成15年度

の調査でこの時期の石棺墓 ・艶棺基が検出された。高IJ葬品は持たず，石田大JJj(地区の必団よりも相対

的に下位の集団と考えられる。台地上におけるこのi則的の遺構は，先述の通り北端部付近で土坑が散

在しており，台地上でも北側と南側で土地利用の在り方が異なっていた点を指摘できる。

E期弥生時代中期前葉~中期末 (第135図)

東西低地部で本格的に環濠が掘削され，大規模環ち詩集落が成立する段階である。環涼群は，東西両

低地部で若干様相を具にしている。西側低地部では，台地裾に沿って南北に流れる河道を軸に，これ

に接続する形で南北に環濠が展開する。 環液は基本的に 2 条がfJf:j~し，これよ り西側にも展HMするも

のの，途中で止まるものが多く， 南北に長く展開することはない。東側低地部では，沼状落ち込みを

起点に展開する点が特徴である。東側と同じく 2条を基本とするが，複雑に分岐 ・合流を繰り返しな

がら南北に展開する。東西低地部におけるこれらの環減は，台地上を杭・断して接続するが，il'i高地点

付近では南側に位置する環濠が半円形に南側に妓りl1lし，物見の空IIIJとなる。また，この時期の環涼

群は南側台地へも展開しており，推定で南北750m，東西300mの範聞を阻む巨大環法集孫となる。

環涼内の遺構には，竪穴住居，土坑，掘立柱建物がある。台地上の調査は調査而航が|浪られている

ものの，現在の知見では，台地南半部に監穴住居群および掘立柱建物群が展Hflし，台地北半部では竪

穴住居も散在するものの， 土坑群がまとまる傾向にある。台地北半部の土坑群は廃棄土坑を主体とす

るが，弥生時代中期J"-，諜・の焼土坑が数基確認されており ，火を使う何らかの工房が展開する可能性が

ある。また，台地南半部では，弥生時代1_11j明後諜・の竪穴住居内から鉄器紫材と考えられる棒状鉄製品

が出土しており，小規模な鉄総製作を行っていたことが考えられる。なお，この控穴住居に近隣する

包含層寸1からは，背銅器の鋳型が出土しており ，この段階に伴う可能性がab、。 したがって，鉄時製

作だけでなく，背銅器の鋳造も付近で行われていた可能性が向く，官銅器工房と鉄器工房が近接して

営まれていたことが推測される。

環濠の外側に位置する低地部では，北西i民地部や北低地部をl十I心に土坑?作が展HHする。これらの土

坑群は廃棄こl二坑が主体であるが，廃~物の巾に土器だけでなく 石器製作に伴うチップが多く含まれる

点は注目される。これらのチップは乳白色の頁岩が主体であり ，日平片刃石斧を製作する|按のチップ

と考えられる。原の辻遺跡での席i平片刃石斧の製作には，節理11と杭交するように縦長刺片を作出する

技術が伴っており，石材の捌述から景IJ片宗1)離， TDfJ曹に至るまで，北西低地古1>-';:;';で行っていた可能性

が高い。また，同 じく 北西低地部一帯では，この段階の無文土器がまとま って出土しており，石綿工

人とともに渡来人の居住域であった可 能性が向い。 なお ， この段階の低地帯IS-' ;;i~;では，胡!立柱建物が

散在する。北西低地部の拐!立柱建物は環桜の外似1Iに佐川しており ，日'j片的な居住空IIJJもしくは「市J

として利用されたものであろう 。一方，r十j京{民地1~1)では:Ð;'h以内で祐:処して展開するm!立柱建物群を検
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第134図原の辻遺跡の変遷 (弥生時代前期)
{濃いアミカケは墓域.薄いアミカケは谷を示す)
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第135図 原の辻遺跡の変遷 (弥生時代中期)
(i農いアミカケは墓域.丘陵上のアミカケは講査区媛.薄いアミカケは釜を示す)



第136図 原の辻遺跡の変遷 (弥生時代後期}
{濠いアミカケlま墓減.丘陵上のアミカケは調査区域.薄いアミ カケ11谷を示す)



ケすi. 

第137図 原の辻遺跡の変遷 (古墳時代前期)
(丘陵上のアミカケは調査区域.薄いアミカケt;t谷を示す)



出しており，倉庫群の可能性も考えられる。 このほか， inf迫をq，心に丹塗り土器が大法に出土してお

り，水辺を対象とした祭犯行為が行われていたものと推測される。

北四低地部のこの時期jの地梢でm史:なのは，船3泣き場ーである。 l人l禍.から小舟に乗り換え，11:11附仲川
を遡ってこの地点まで人と物資を迎んだものと考えられ，;rrr ~'(の抗:f揚坊 と考え られる。周辺の低地部

には波来人の居住域が想定されるが，船着き場の存在から同時に「市Jの存在も想、定され，北西.低地

部一帯は今日のバザールのような空間であったと想定できょう。

この段階の墓域は，台地の回IItIJ.北制IJ.東側で確認できる。 1WIの特定集団墓であった石田大以地

区は，この時期まで存続するものの副葬品はガラス小玉などの装身H類に限られ，かわって大川地区

に特定集団基が形成される。この選j戒では有鈎鈴j釧やIltiIYI鋭などが採集されていることから，弥生時

代中期末~後期前半期にかけての特定集団墓と考えられる。

なお，この段階の~Ui奈川:は弥生 |時イ\';lt' JVl末で‘い ったんJlI\没する 。

E期弥生時代後期初頭~前葉

この時期の遺構群は非';;~.にn切である。 環濠内から土器が/ 1 \::1".するものの ごく わずかで，台地上に

至つてはほとんど遺構を確認することはできない。墓域では，台地の西側に位置する大川地区.台地

l材側に位置する原ノ久保A地区，台地の北側に位i置する|到繰j血|メ:でこの段階の墓を検出しているが，

数としては少なく，目立った1.111持品も持たない。宮崎氏は，m涼出土土器の中で空白の時期に相当す
るこの時期を，弥生時代後jリjにおける環濠再掘削の時期に充てているが(宮崎2001)，台地上遺構群

の貧弱な在り方からは，この段附でm誌を再掘削して柴説全体を捻1iiiiしたとは考えにくい。現在硲認
できる遺構群の在り方を主提出にJjdえるならば，n J明までの集住n句な在り方から，分散化した居住形態
を採用し，原の辻遺跡Ji!Hillでも小説校な集団が生活するのみであったこ とが想像できょう。

U期弥生時代後期中葉~終末

いわゆる「原の辻上層式Jからl国新式に該当する時期である。{民地部では環濠が再度掘削され，集

落全体の再整備が行われる。日!リjに掘削された環濠群のうち，台地裾に沿って展開する 2条の環涼は

この段階で再掘削されるが 北i!'_4"低地部では土坑群が展開していた河道の西側にも短い環泌が幾mに
も抑削される。また，河道内を小心に木製品が大量に1-11土しており，低地部一帯で木製品の製作が行:

われていたものと考えられる。邸涼鮮の展開については，政iWJ低地古1)でも同様の傾向を確認できるが，

西側低地部 と異なる点は ， このII~~:WJ に束から延びる道路状j出向が形成される点にある 。 この迂W'tは ，

I~日約 3 mで、環濠が途切れる!挫椛と通って ジグザグに折れながら台地上へと至る。環濠の掘間では， 道

路状ill構に沿って小説棋なピット群が並ぶことを確認しており，部法への転落を防ぐために相手IJなど

何らかの構築物が存在したものと考えられるc

東西i丘地部の環濠は， 日jtJと比較して南側台地への展開がなく ，2条の環濠とも台地!11'I高地点:にむ

けて伸びる点が特債である。そのため，環濠に閉まれた範聞は推定で肉1ヒ480m，東西3∞mとなり，
nWIと比較して狭い範聞をUllむことになる。この環涼の)十j端部に{立iytし，台地上の最高地点に構築さ

れるのが悶構状遺構である。弥生時代終末のこの遺構は，南北に:bf:い附丸長方形で，周構内からは茄

を主体とする土器や鉄鎌 ・鉄剣 ・袋状鉄斧なと。の鉄製品が出土している。出土した壷には， 口縁f'il)を

打ち欠いて胴奇1$を塁手孔したものが認められ，鉄製品にもらAfHlに迎さない加工が認められることから，

これらの造物が何らかの銃犯行為に供されたことが推測される。このj立構と関連して，北側には2棟
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の掘立柱建物が直線上に等IIIJ附で並んでおり ，台地上の最高地点周辺が，この段階にいたって明確な

祭配空間=祭儀場として成立することになる。環桜内の遺構としては，竪穴住居や掘立柱建物が台地

南半部を中心に展開するが，特に祭儀場のJU側に集中する傾向にある。祭儀場の北部では，ベッド状

遺構を持つ大型竪穴住居を検出しており，有力者の居所と考えられる。

この段階の工房は明確でないが，北西{民地部出土の鉄製品から，本格的な鉄器製作が行われていた

可能性は指摘できる。これは河辺内から出土したもので，鉄製金槌，鉄撃，板状鉄斧 (板状鉄素材)

がセットとなる。低地部一昨での鉄器製作の可能性は低く，地理的に近い台地北半部に散在する竪穴

住居内で鉄器製作が行われた可能性が考えられよう。

IV J明の墓域は，台地南側を小心に展開する点が皿WJまでとは大きく異なる点である。 これによって，

環濠群の南側台地への展JJlJが1!llilllJされたことが推測できょう。特定有力者の墓域としては，原ノ久保

A地点が挙げられ，長宜.子孫銘内行花文鋭などが出土している。

なお，環濠i洋は弥生時代終末を枇後に， 全域で埋没していく。

V期古墳時代前期

環濠群が完全に埋没した段階である。環涼の一部では，最よ層にこの時期の流路が存在するものの

非常・に浅く ，NWJまでの琉涼とはl財らかに一線を匝iすものである。このほか， 北東低地部や北西低地

部では浅い憎が掘削されるが，低地ltrsの排水や水田への給排水が目的であったものと考えられる。な

お，北西低地部ではinr追を組め立てた泌跡があり，惜の掘削と併せて，低地部で、の水田経営を示唆す

るものであろう。

台地上では，全域にわたって陛穴住居群が営まれる。これらの住居群の中には棒状鉄製品や鉄浮を

出土するものもあり，小鍛冶を行っていたことは確実であるが，これらは集中することなく ，散i誌な

分布を示す。また，祭儀場ではi¥'，'):状;遺構が掘削され，小型丸底琵や低脚高杯，ミニチュア土器などか

らなる祭杷系土器群やガラス小玉 ・鼎H龍石砕片なと'が出土しており ，N期に引き続き祭iT1:空間として

機能している。なお，この段階の誕域は確認されていない。

台地上の遺構昨は， 4 世紀中頃をjl~1去に姿を消す。 北部低地-mで 4 世紀後半の土器がまとま って

出土しているものの，ごく短期fIIJで，遅く見積もっても 4世紀のうちには原の辻遺跡、は解体し，終鷲

を迎えたものと考えられる。

以上， ;ft椛群を中心に，原の辻遺跡の変遷を概観した。本稿では原の辻遺跡の変遷を 5時期に分け，

4つの画期を設定したが，各回!gJの意義や京アジア情勢の中での位置づけは明確にできず，周辺の遺

跡との比較も行えなかった。今後の大きな謀題である。しかし，これまでの調査で検出した遺構群の

大まかな変避は19:Jらかにできたのではないかと考えている。これをたたき台として，今後も調査を行

いながら修正を加えていきたい。

[文献]

宮崎貴夫 2∞1 fJJ;r:の辻遺跡におけるJ1f:史的契機についてJr西海考古j第4号 西海考古同人会
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珊附 編

1 .旧石器時代の遺物

官岐で最初に旧石総I時代のi遺物が確認されたのは，IIt仰150年に地元の郷土!と家制IU敏氏がカラカミ

追跡で採集した造物rl-'に剥11石核が確認されたことに胎まる。また，1日l年に，，t岐23等学校教諭岩永司

氏が， 原の辻遺跡で探捺した資料中にもナイフ形石?~があることが確認され， JJ;(の辻遺跡にも11:ド石慌

時代の遺物が存在することが確認された。発見の期末とMi辺採集のHニl石?，;::については，II{{和50年の訓

査報告に詳しい(1976，I:能凹制)01!P.;f[150年の調1d!I何千Hま，原の辻逃跡J?，:J.i旦保必のILIイi;詳を掲I1託し

た初めての報告書となる。 }J;(の辻遣跡の調査が始まるにつれ，11こ|石器時代の泣物のJ.(も多くなり，そ

の内容も農富であることが次第に明らかとなった。特にIIfNLl52年の調訴では，li:1如何側で比較的まと

まった状態で石器が出土し，A地域-D地域として制;号されている(1978.安保 ・雌111)。このけ1で

出土した台形石器の調繋IJII工に着目した荻原は，}J;(の辻}~~台形石器として発火し . その後九州の多く

の地域でこの手の台形，{::i~;;:が出土することが知られるようになった(1981 ， 荻141 ・川道)。 それ以後，

原の辻遺跡が弥生Hキ代だけではなく， 1[1:石器時代の遺跡としても注目されるようになった。また，河

川の調査ではナウマン象やオオツノシカ の化石什がlI'r上しており ， このII，~イ ~の利時の 1 1 \土がWH守され

たが，現在のと ころ 占いお加の検出はなされておらず. すべて AT 上位の~ I出昨と考えられる。 そも

そも，丘陵上の土の堆航は部く ，火山灰層の検出を望めるような状況ではないこともあり，都極的に

編王手案を提示できるような状況ではない。低j也市;でもIII:{i慌時代の文化肘を従えるには歪っていない。

ただし，地点的に石器組成が若干相違することから.このlJiでは地点を主体に相可.の石器組成比較

を行う。原の辻の丘陵周辺で.まとまって造物が/lけ:した地点をA-El也.'.'.(とし，資料的にはこの内

のC-E地点の資料を提示しながら比較検討を行う。

第129悶に示したように，阪の辻遺跡ではA-E地点で造物が~tJ，的 に 11\ 十. ， あるいは採集された

地点があるが，この他にも丘陵上や，環8a-内からもかな りの泣物が出土している。このような状況か

ら阪の辻の丘陵を中心とする台地上は， I日行25時代にはかなりの活動があったものと忠われる。今1111

は，調査によって遺物が特に集中している丘陵の市側の迫物について紹介する。

D地点 (第139図)

昭和50年調査のB地域に相当し，台形石器を主体とする一群である。4-12は台形石?aifであるが，

4・6の原の辻型台形イイ協の他に，背面が分厚い 7-9. X<裂とも平j哩求IJ荷~で班われる 11 ・ 12などの

資料も見受けられ，大きく 3佐賀iの台形石器が存千1:する。17-22の剥片 ・:{i核の状況からは，主要求Ij

離面を打面として剥]¥.を剥離した後，その剥離而iをさらに打而として剥Jt剥離を行うという，剥離而

を交互に入れ替える特徴をもった石核 ・2が1JJ1'で悦成される。この剥片剥離技術の'1'から}J日のi!:型台形

石器の素材が剥離されたと考えられる。 このことからも，剥片務j離からli~~製作までの工程が把握で

きる資料がまとまった一昨である。この中にあって玄武岩製の尖頭器が一際日立つ存花である。'11央

部にiïi大厚を もち ， やや丸みがあり上下は薄く技j隠されている。 形態的には柳:Jt~系を呈しており，純

文時代草創期の産物に近いものと判断する。

D地点については.比較的良好な状態で泣物が11¥止している。

第lt11図の土層はD地点で多く造物が出土した訓先|豆の上肘である。丘陵Hi側には七肘のj桂樹条件
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第138図 旧石器時代の遺跡分布図
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が良いところが部分的に確認されることから.二上胞について説明する。

3層が旧石器時代の造物の包合併であるが，4層の明黄褐色粘土層からは基本的に造物の出土はな

い。通常，この4k1と3Mの漸位府から旧石器が出土する例が多い。このことから， 4層以下の土防

はかなり古い!日位と考えられATなどは，この4層内に含まれるものと考えている。また.5府はや

や茶色i味を桔びたj付で，このD地点から南に数百m離れた地点でも検出していることから，遺跡での

基本土師となりうる桝である。もちろん造物の出土は認められない。丘陵上では弥生時代には，この

4府のi拘yi.褐色の土肘までをi'ilJりだして住鼎を構築するなど，丘陵上では地山と して判断している土

府でもある。

E地点 (第140図)

丘陵西側の丘陵端部に位ii'l'する。調査では，造物集'11吉1;が確認され，石核と剥片の接合|則係も数例

認められるなど，状況的には良好な山_I:.状況をEしている。石器としては，れれ、新11H-の一端のみをプ

ランテイング加工するナイフ 11~1:刊号が主体で，台形石総は認められない。石核は縦長剥片剥離の石較

で，いわゆる磯辺技法の純時に合められるものと，方柱状の形態で打面調殺を丁寧におこない，上下

からの利目Itをおこなう石核が認められる。前者は背面に大|隔に自然面を残すもので，素材は円礁を使

用しており，松iiliの本111産と考えられる。後者は素材が角柱状であることを特徴とする。剥片は'1
'
日広

の薄い剥Jtと，石核のjiJを淵撚するための制撃剥片が認められるなど，いずれも縦長剥片剥離を目的

としており，台形石慌のみならず，台形行協製作用の剥J'iも認められないのが特徴的である。柿長事IJ

片や梢長剥)'i系の石午九台形正i協が認められるないという特徴を備えた遺跡と しては，江迎IWfの線引

池追跡や， YI~芦ïlTの桜西本川追跡，佐世保市の上原遺跡などがあるが，特に根引池遺跡との~j似性が

高いと思われる。

C地点 (第141図)

この地点は丘陵の砕jiJ[j{I!IJに{立iRし，やや高い地域にある。遺物は台形石器を主体に角錐状石総，石

核なと'iJ{出土している。台形石器は狸谷型ナイフ形石器が幾っか看取でき，他に背ffliに自然耐を残す

タイプなどもあり ，バリエーションに白む。石核は背面に大幅に自然面を残し 援而に縦長剥片を剥

離した痕跡を明瞭に践すものがm土しているが，ナイフ形石器の出土はない。打i(fiは前而に誹i監を施
すがほぼ平担に近い。もう l点は寸詰まりの剥片を剥離するための石核で， 台形石器の素材鎚科のた

めの石核と思われる。

以上， 遺跡内の3地点の石器について紹介したが，これらの石器群については剥片剥離技術や，石

器組成上の相違が認められる。E地点は縦長剥片剥離技術のみで構成され，石器も薄身の最IJ片を使用

したナイフ形石慌で榔成される。台)影石器が未確認で、あることから，縦長翠IJ片剥離に主体をおくこと

が特徴である。C地点では，相!谷担ナイフ形石探が数点肴l玖でき，台形石器と しては，??聞に自然、而

を多く残すものが~守徴的である 。 岩谷によれば，狸谷型ナイフ形石器は，九州形ナイ フ形石器や似の

辻型台~I~石器とは何らかの~;!~~呼受けつつ存存したとするように(岩持， 1999)，原の辻型台形石部と

犯谷t~~ナイフ形石協は近似している。 D地点の石器群については， J反の辻型台)1三石器及び， ~ÿï師に平

坦宗IJ離を 1!1' う台)I~ ;r.]' -~，~と ，九州型ナイフ JI~石慌で代表される一群である。石松の状況からは，縦長剥

片石核の存在が主体であり • f=~ Jr~:{了時の素材確保のための剥片剥離がおこなわれていたこ とは靴かの

ようだ。C地.'~けま中Ui長幸IJ J十紫IJ 向II~ を主体としつつも，縦長剥片石核の存在から九州型ナイフの存在が恕
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定される。 石器の構成としては，九州型ナイフ形イl~ff ・ !J;(の辻型台形石器 ・ 1Tlfi i平Jlt求1)離の台形石器

で構成される石器群である。石核は縦長剥片;ri核と捌'W:剥)'1.石核が混在する。

いずれの地点も AT上院の石器群であることは111)泌いない。この他に刻lI71i桜が多j止に11'，土している

が紙面の都合上掲載することが出来なかった。調lI:(i核については古手のもの(茶i村山)はいまのとこ

ろ存在せず，削片系のものや，西海技法が主体を市-める。作業部が大きく長い緑11イi刃を最1)離したもの

など細石核についても多くの出上があるが，環涼やj砕から11¥:1:したケースが多い。 (福田)

[参考文献]

藤田和裕 1976 r原の辻遺跡j 長|鳴りI~文化財調子t旅行内部26集 民崎県教官接H会
路111和裕 1977 rn誌の辻遺跡j長崎県文化財淵統制作作部31集 長I~HI，~数行受H会

安楽勉 ・藤田和椅 1978 r版の辻追跡j 長崎県文化財IJ~，J1f.tH{I;.W~137集 長崎県教'(t~H会

荻原博文 ・J11道寛 1981 [111助遺跡発掘調査概要Jf1L州の111ぉ;俳文化 (I)J九州111イja~文化研究会

安楽勉 1998 r鶴田遺跡JIf，(の辻遺跡調査事務所1$J1'dIH';-，'~第10集長崎県数行委11会

岩谷史記 1999 r長崎県域における担谷型ナイフ形1I?ifの分布についてJr西海.J5ili J fI1J刊り・ 西海考古!日!
人会
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2.古代の遺構 ・遺物
はじめに

原の辻遺跡および周辺の泣跡では，主体となる弥生時代と重複して古代の迫tWI-や遺物が確認されて
いる。これらは，従米乏しかったこのH幸代をj恨める口重な考古資料となっている。以下に時期を追っ

て概観し，考i1i学からみた特質を幣思してみたい。

(1) 古代の壱岐とこれまでの発掘調査

律令時代の壱肢は，1五Im;njiJの'1'で下回にあたる f烏jの扱いを受け，壱敵郡と布団部の二郡から成
り (延点式)，:(ï 山1111にぬI(，fが ir~かれ， 11寺o長)通 ・伊聞という 二駅家が置かれている (和名抄)。
その成立は，r統日本紀j山13三年 (706)七)j 条に 「九回三 J:~J とみ え る こ とから ， 遅くとも八世

紀初副には成立していたものと考えられる。天平十三年 (741)の凶分寺建立の却にあたっては，既

存の官岐11'(の氏守を品分寺としたという記録がある (延菩式)。

古代の必岐については，阪史j也理学による J~~J九駅家， 官道経路で一定の成果があったほか (木下

1973 ' LI ~!f' 1976 ・ 高橋1979) ， J地血y刈乙のf却研U冴f究者者.により実託的に向分寺の位置の特定が行われるなとど，の!成此
果があつた ( 1山11川l川l口コl悶98幻7)μ。考考.寸，1刊l行{γ，ρう.:下j

教委i凶98お5)に始まり ，必l岐l;b分:干のー述の先制訓<]jff.(芦辺町教委1991・1993・199/1)によって本格化

した。 品分守の，lI.\11Eでは・I~城山六て八四 A!\~式と同値の軒丸瓦が確認され，中央政権との強い結びつ

きが指摘されている ( i'， ' :j ~! f'1995) 。

後述する 1J;r:の辻追跡;の発4~1! ，U:，k慌に ïìír後して， 1，'，'J辺の遺跡において古代の迫[Wf.や:ill物が附;認されてい
る。IJ;(の辻泣跡の南阿側約 1kmにある梼泣跡では，七世紀後半から八世紀前半にかけての土師器 ・m
恵器 ・瓦のほか石棺が/l¥1:し.，1'1:穴も降認されている (石田町教委1996)。遺跡の性情としては，瓦

が出土していることから小脱出な寺院や不当どなどが考えられるほか，石干ffの出土から役人などがl則係

した小・脱悦な施設なども包むされる。似の辻地跡の北西側約2kmに位置する輿削!地跡、は，その地才1か

ら布力ないIJU推定地とされているが 発抑，~，\J 1tによって古代の造物包含脳が確認されている。 ただし .

直接国I(.fに結びつくようなjti挑や造物は確認されておらず，今後の調査成果がJUj侍される。また，似

の辻泣助:の北側に隣篠する安11¥1寺liiiA遺跡においては，銅製の持者7や越州窯系i'f磁が出土している。

後述する川似畑地区検II'rの道路状泣櫛から2∞mほど延長した場所であり， I均述が推測される。こ
のほか，じpj辿守地近くの"，)己追跡(石田町教妥1998)やj誌の市央部の大宝遺跡 (長崎県教委1999)で

初期貿劫陶磁が出士している。

(2) 原の辻遺跡

原の辻:ill跡において，Jj代の泣間や遺物が官'(，1I認されたエリアは，北側から川原畑地区，石田高阪地区，

大川j由 lベである 。 以下にその械~;I I をまとめてみたい。

(1) 111 JJ;(畑地区 逃跡の北端で怖鉾川を挟んで北山に位置する。弥生時代の造物包合府や遺構を切

るかたちで.古代の道路状遣問が検出された。両側に側溝があり，道路面は硬化している。側械の

心々IfIJrま約6m， IItJJ械の~;I~はお:)60α11 ， 深さ約 5cmとなっており，方向は磁北に対し西側に4刊O度J振辰れ

る。 i路的削i川(1削liの?秘立ニ土tから八 i附11附I:i紀It:紀í:~己μ1後t変~ .'、 |

(ω2幻) ~訂i川刈)J似j五瓜;江(地区 I聡iL治i日1泌イ小付什.JナJ'近にあたり，iオ木十k記附5点が出土している。 r白玉六口Jや「亦万巴七八ヲ升I'J
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と記されており，物品に|則わるお進 ・請求木削と記録木簡であると考えられている (平川1995)。

残念ながら出土状況がIYJらかでないが，川JJ;l畑地区で検出された道路状追椛をそのまま延長する

と付近を通過することになり， 何らかの公的施設が付近に存在していた可能性もある。

(3) 大川地区 遺跡の市側に位位し，土師器や須恵器と共に初期貿易陶磁や問産施紬陶器がまと

まって出土している (長崎県教委1997)。貿易陶磁の内訳は，越州黛系背磁， 5E. JH)州鰐系白磁，

長沙窯系青磁水注のほかイスラム背勅陶器，華南産向礎 (註)となっている。問産施紬陶器の内訳

は，治西タイプを主体とする紙粕陶器と猿投系の灰柚陶慌である。初期貿易陶磁と同産施車11陶器は

合計百点をやや超える1jU支出土しており，ほぽ半々の比率となっている。このほか，数は少ないな

がら挫作土器や川而飢なども111土している。 出土地点は台地の縁となっており ，台地上が自Ijlf!され

たl祭に二次jl~新したものと .J(lfilllJ さ れる。

(3)ま とめ

これまで発搬;il.¥J査から，従来不明であった古代官岐の考古学的様相が徐々にIYJらかになってきてい

る。 まずを岐向内的なキJL .c.' .(からみると ， 文献史料にみられる品府や駅家お よびr~f道などの実際の位m

の手がかりが特られたことが大きな成果・であると言えるであろう。文献史料にH/IJ約のある服史地型宇:

においては，磁石や瓦から依íi'l~が特定された応分寺を除いては発掘成果によ る災献を待つ状態にある

だけに，その意義は大きい。とくに原の辻j立跡の周辺で役人や役所に関連する資料が出土しているこ

とは，付近に伺らかの公的な機関があったと推測され，今後の研究の進展がJUJ待される。

つぎに出土造物，とくに貿劫陶磁の出土状況から古代の壱岐をとりまく様相がおぼろげにながらわ

かってきたことについて触れておきたい。原の辻泣跡から出土している初期貿易問磁は，構成要素か

らみると鴻胞館に共通するものが多い。すなわち，越州熊系背磁，定 .1m州窯系向磁，長i少?翼系ff磁

水注，イスラム行治h陶協などであり，このようなセットが出土するi宜跡は，北部九州では例えば筑後

同府など公的な場所に|別られる傾向がある。一方，JJ;~の辻遺跡においては，これらに加えて泊施舵は

おろか国内でもほとんど/1¥土が確認されていない帯雨謹白磁が出土していることが大きな特質として

あげることができる。この(1磁は胎土が灰色でやや粗く陶器質で，器形には輪花の碗 ・皿がある。同

タイプエジプトのフスタート遺跡からも出土しているとされ(山本2∞2)，東アジアから西アジアに
lよく流通したと考えられるが，何故か日本ではこれまで確認されていなかったのである。出土した1r

対としては，壱岐が時多や渇脇町iなどの経路上にあたっているために途中で取引がなされたのか，あ

るいは新維商人などの独!'Iな前!日jを示すのかは現段|併では不明で、あるが，少なくとも官l岐に本土部と

は典なる経路で貿劫陶磁や綿々なモノがもたらされたことは明らかである。今後の/1¥土状況を注意深

く追っていく必要があろう。 011口)

[註]この白磁については特取を推理し，現段階では問内において原の辻遺跡、でのみまとまって出土してい

ることから「阪の辻タイプjとして紹介を行っている(川口2∞2)。

{引用参考文献1

7・1辺IIrr数行装n会 lH91・1993・1994rを岐的分寺跡J1 . n . m 
石川町教育委員会 1996 r緋泣跡』
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石田町教育委μ会 1998 fQ11，6遺跡』

勝本町教育委員会 1985 r中山ミルメiin遺跡:J
川口洋平 1999 r長崎県における古代遺跡の調査Jr古代交通研究j第9号 八木舎庖
川口洋平 2∞2 r長崎県山娯部出土の初JQj貿易陶磁Jr貿易問磁研究J~022 
木下 良 1973 r(:1l鈎社についてJr史元j17 史元会
高野晋司 1995 rを岐的分寺とを自主杭Jr風土記の考古学J5 問成社
高橋誠一 1979 rを岐ドリ f古代日本の交通路JN 大明堂
長崎県数行委員会 1997 r /Jf(の:iJ.:j立跡 ・安国寺前A遺跡;・安国寺前B遺跡j
長崎県教育委u会 1999 r大22i立~1J:J 

日野・尚志 1976 r官岐ぬのl剖府 ・郡家についてJr史学研究J23 広島史学研究会
王子川 市 1995 r長崎県沼岐'11~阪のi上辿・勝出土の木簡J r原の辻遺跡J長崎県教育委員会
山口麻太郎 1987 r壱岐Jr新修凶分寺の研究J5 J二 吉川弘文館
山本信夫 2∞2 r日本 ・京市アジア海域における9~ lO世紀の貿易 と イスラム陶器J n主|立歴史民俗博物館
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第142図 原の辻遺跡出土の初期貿易陶磁 (1/4 ) 

1 定策 .1fs州若葉系自信i 4・5 釜商産自磁(原の辻タイプ)
2 ~ 3 越州窯系脅滋 6~8 長沙系膏磁水注
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3.原の辻遺跡出土の建築材
(1)はじめに

JJ;(の辻遺跡、の弥生時代中期jから後期jにかけての出土建築材について，同遺跡;部Etf引務所部l査報告書

記il抵の実iJ!lJ図と本文を参考にして建築学上の解説を11nえる。多くの建築材は折損， J街蝕，分割等!兜築

後の痕跡、が認められ， 2 次転用後にJø~楽されたものである。 その形状から当初形式の彼似考察を行う

が，実mlJ図と写真からの判断には限界があり，材の断而図から多少の推測を力11えた而もある。なお，

背1)材番号は年度毎の報告書に準拠した。

(2)柱材

(第143図ー1)平成11年度B区l号旧河道出土材 (弥生中期)，全長141c01，径8.4cmの円柱で下端

部折損，上端に角柄(径4.4cm X3. 5ClIl，長さ 7cm)を造り出し，柄先端は折損。下端の折損端部を尖

頭形に切断して杭に転用された可能性がある。円柱側面には2条の構;(帽 ・深さとも約1.6cm)を平

行に穿ち ， 同構は 1/4 円内に納まる 。 榔の下半部は消:底が僅か~こ残り，円柱会長を引き過していた

と忠われる。但し， 両棋は直線ではなく Jïfi lll l していることから，横板i~ し込みによる梢板壁とは考え

られず，間端部を細くした円材を下部から積み上げた笹・の子状壁であった可.能性がある。貨の子壁の

~31例は奈良県桜井市纏向遺跡南飛塚地区/JJ土の袈壁材としての出土例がある (U I ) 。

2 粂のfll，:で引三成する壁体は，間柱の柱心より内側で直角となり，内側からは柱~IIJ ïftiがわずかに見え

る程度である。柱の残存長土からみて，山床建築の床面仕口から折損または切断した可能性も考えら

れるが，貨の子壁であったとすれば，特在f(な機能一例えば績屋などの平屋建物の杭材とも考えられる。

(第143図ー2)弥生中期包含府出土材。会長270.2cm，径12.7cm X 14. 2cmの円柱材で，下端部切断，

上端部に欠込仕口(幅7.0c01，高8.0cm)がある。この仕口両側面を尖頭形に削って，杭に転用した可

能性がある。下端部は材の長さからみて，掘立柱の地表市部の根腐部分から切断して杭に転用したも

のと思われる。柱頭欠込仕口と直交する両側而には，柱頭下18c01に円形の浅い窪みがあり，下端部か

ら 21c01上方には欠込仕口と同側面にl~l~13cm松の水平講を穿つ。上方の円孔は柱1111に渡し架けて横桟を

受ける桟穴，下方の水平椀は横桟と同方向のfili桟を柱側面で受ける仕口とみなして，上下で、形式を異

にするが平屋建物の側壁仕口と考えられる。

樹税はl何らかでないが，広葉樹の場合は材の白太部分が廃築後にはがれて欠失している例が多く ，

柱顕部;桟穴が浅いのは白太欠失に依るもので，中|同部の桟穴は白太部分に穿たれていたものと考えら

れる。柱頭欠込仕口はしたがって梁端を受ける仕口で，五平梁(幅7cm，成14cm)を縦使いとして，

側桁は下而を欠込んで五平梁に渡し梨ける折世組と想定される。

五平l折田村・を水平に使う平桁，平梁は静lti.i県登呂遺跡高床倉庫などの使用例があり，縦使いの柱仕

口を示す出土柱材には，静岡県南谷追跡(弥生後期~古墳前期)・上土遺跡 (弥生後期)，大阪府西大

路遺跡(古墳前期)などの例がある(町九 また，古墳時代の家形はにわにも長方形|折而の桁や梁を縦

位いとする例が多い。

以上の類例から，平桁 ・ 平梁は弥生|時代後J~J以後に普及 しているが，本例のように弥生中期まで遡

るとすれば最古例となる。

(第143図-3-4)11年度調査旧河辺出土材で，いずれも杭状尖端をもち，柱材から杭にil記用さ

れたものと思われる。
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3 の材は全長135. 5cm，任33cmの p~住， I'-Ý品目I~切断， 1二端部は成7cm，径3x2cmの角柄を残して，

柄下而の柱頭胴付部を殺ぎ怖として尖頭形に造りねに2次転用したものと忠われる。

柄造り出し以外の11:1 1は枯側1(liに無く，残rd.f:さとft佳からみて，下端部を山床の大引仕口部分で
切断したか，あるいは・ド};{il!物の地上部を 2等分して転用した可能性も考えられる。いずれにしても，

当材を柱材とすれば控のない開放的な建物と想定される。

4の材は全長115.5cm，任24cmの円柱で，上端部に 5x2. 6cm，成lOcm程の平柄を造り出し，杭転用

時に平柄とそのJI同H部を尖jli形に自IJ った形状を/J~-t ， F端部の実測図面からは転用後の腐布状況を示

し，杭側簡に壁(1:1 Jの抗跡:が認められない形状はH材として NO.32材よりIJ、規校の建物で，同様の

機能の建物が想定される。

5 の材は全長169α11，任 7 仰の I ' J{，t上端部22α11 を よr~ l'J+uこ送り出す形式で，半円柱端部は尖頭形に

切断して杭に転川したものと忠われる。下端部はI'J抗残存長さ147cmからみて， i12円柱を上層柱，円

柱を下隔の地上部ρiとする刈lぷ也築の柱材と想定される。

(第144図-6~7 ) 6・7材は住頭を木の枝分れを手IJJI-jした又柱で， 8材は6材の下半部で中間

部を欠失した同一:材である。7l~れま全長97αn，任5. 3c01の円柱で，下端部は尖頭形に切断されて杭に

転川されたものと忠われる。 H~j!枝分れi~l)は逆台形に鞍形されて丸太桁を受ける形状を示す。 6 の柱

IiJi又木には力11工瓜がなく ')jの又木は折制する。8材と令せた残存全長は105.8cm以上，径5cmで，

下端部は切損して全長は不iりlで， 7材とともに柱。[IJ1Mに撚仕口痕跡がなく，際穴住居の主柱である可

能性もあるが，杭筒がキ111いことから，当地制:の住/，1;'は噌立式が主流で， 6 . 7材はその側壁支柱とす

るのが妥当と思われる。

(3)床大引材

(第144図ー10)111川辺部911'1(弥生'I'JVJ)から/1'.卜.した床大引先形材で，全長324cm，径18-21cm

の丸太材上回を平市にl'ilJって}1/16αnとし， Illljy;IJmltこ以28-30cm，幅7cm，成13cI11の柄を造り出す。柄

を合めた両端部のJi.(jfli 50cI1I ~'，\は， Jl!16cl1lか ら柄先端此lOcm まで斜めに緩く取り上げており ， ~にかか

る床加l重モーメントカ~111，j端部では小さくなることを知った上での仕事であれば， ~_'_:j度な構造力学的知

識を備えていたと太える。

柄の'1-1央やや外寄りに)j5 cm，Nの小孔がある。この孔心から!悶付面まで16cmあり，この孔を側柱心

をTt通して大引柄をI/iliじする込栓穴とすれば， 1111111:径は32cmと想定され，かつ両込栓穴の心々間隔3.05

mは，当大引材を}Ijいた梁IIIJ. 1111型日床建築の決行寸法として認定できる。

大引材上i師には'1'火に~~H ，HJJ{(の柄を受ける ~I/.柄火 (民20cm，幅 6 CI1l， i奈さ 6CI11)と，この平柄穴

と両側柱とのII:lJには30-35cm 1111 11/;)で，各4筒i9rに任3cn汁jiの浅い倍穴を設けている。践穴の配置から

草壁と土壁の可能性が号えられるが， tij行方lilJの階受けは第144図のように床板で縦材を受ける形式

であったとすれば.tR体の。l吐きやi控下端部の1:I:j(1:舛いの良い点で草壁が妥当である。

(第144図ー9)コヨゥ '1Il S 0 5前下肘 (弥'tJYJ)m土材，中央部で折損し，残存長220cm，径22
cmmiのアキ属円材で，端部に長さ55ω1.1~18cm . Q/J 8 cm のf併を造出す。

柱との胴付而は附の1・J'け艇から大引両側1Mに約"5伎のf(Jfsr.で突出する。柄の中央やや内寄り に角柄

火7X 4 cmがあり .，1耐火心からJII，iH寸i1iiまでの1之さは21cll1であるから，柄穴を込栓柄穴とすれば柱径は

42cmに想定され，JJ~1付 l耐の'欠
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る。現在の伝統工法では胴付部を柱而に浅く大入れとするのが通例で，本例はその初現的な例である

可能性が高い。柄先端部は斜めに切断力11工され，円材部の手斧削り痕の残りが良い而を上端'とすれば，

柄の長辺が上端となる。間山市津島遺跡出土大引貫材(弥生後期)の木口先端にも，当材と同様の傾

斜がある【lt3】。柱径を42cmとして柱側而からの柄先突出部lOcrnは，津島遺跡出土材と閉じで， Ht}る遺

跡の復原案と同様に，柄上端で根太を側柱に添えて受け，根太上に床板を敷き，床板上に無目敷居を

柱聞に設慣して土壁または板壁を受ける形式と，無目敷居を除いて床板上で縦桟を受けて草壁とする

形式が考えられる。

(4) 扉口・窓口

(第144図-11)蹴放材の完形品で全長101.5crn，幅19.5cm，厚6.5crnである。両端の木口には径10

m前後の円柱胴イせのための半円欠込みがあり，円柱聞の内法寸法は88.5CII1，円柱心々 杭寸法は1mfW 

と想定される。材上而両端の半円欠込みに接して，材の中軸線上には見付幅14-16cm，見込何3CII1， 

深さ3. 6cl1Iの小脇紋大入柄穴を穿ち，小1I"6b板柄穴内法寸法は58. 5ωlで、ある 。 この小lJ~b板柄穴に桜して，

一方には径，i栄さとも 3CI1I，他方には径4.cmの扉吊穴が建物内外の位置を興:・にして穿たれている。小

脇板梓j穴の内法寸法は58.5clI1と狭く ，同車111吊穴径が異なることから，その前後関係は明かではないが，

片開扉で時期lを異にするものと思われる。扉が外聞きか内聞きであるかの追いは， 一般的には郎を境

にした蹴放材の凡蝕遂により内聞きと認められるが，当材の実iJ!リ図からは凡蝕差が認められないこと

から， 日;の造替11寺lこ蹴放材の前後を反I[まさせたものと考えられる。なお，当材を扉に上辺の楯ではな

く，下辺の蹴放材とした理由は，楯材の場合にはil!lll吊穴が貫通し，小脇枝問に凸形の造出しがあるの

が通例であり， ~~t放材にはi制l吊穴が百:通せず，凸形造出しを設けないことに依る。

(第145図ー12・13)古噴時代前期の板野.材で12は全長107.1cm，幅29cm，厚3cmの完形品，13は12

とセットになる向|別出の片方で下半分が折損する。ともに中央部に把手を造出し，把手中央lこ長方形

(6.0X2.5cm)の問穴がある。雨材を合わせた扉幅は59ω弱で，前記の蹴放材とは別の出口に用いた

ものである。昨日の開口部は，扉板高さ96c01と扉幅からみて，高さ90cm，幅50cm程に想定される。実

測図によると把手側には手斧痕がなく，背而の状況は明かではないが手斧痕を残しているとすれば，

この扉材は把手側を表にしていたものといえる。また， 扉口の小さいことからみて，高床祭殿，ある

いは穀物以外の高床合同fに月1いたものと思われる。

(第145図ー14)弥生時代中WI後葉~古墳時代初期の旧河道から出土した板蔀軸受け材である。全

長14.8cm， jl~h 吊者l.íは方6. 4ω1 ， W2.5cmの中央に径3.6cmの紬坑があり，柄部は長さ8.4cm，I踊3.4cm，

厚1.5-2 . 0仰で，納の，，~，央に方1 . 5cmの鼻栓穴がある。 軸吊部と鼻栓穴の|間隔3.6cmlま，このjlqli受材を

取付ける窓枠兼用の縦板壁!写を示す。蔀戸取h受けの類例は，島根県三田谷工迫-跡(古地中期])，滋賀

県下長追跡(古割前JUj)，静岡県登呂逃跡(弥生後期)に出土例があ り{仰にその形式は柄部に取h吊

穴を設けた釘頭型で， ~H戸を建込みとする。当形式のようなキーホルダー型は本例のみで，釦'OJi型と

興なってJIJ(外しが自由であるために， 外|剖きとしていたと思われる。

(5)鼠返盤

(第145図ー16)弥生時代中~後JUJの旧河道出土材，径44.5X42.5CI1I，厚3.0-3.2cm，円錐rlJ央の

孔は径12X7.3cmの長方形で，孔の形状からみて，柱は下層を円柱上層を五平断前とする造出柱に想

定される。干しの形式は弥生時代後期j前半頃までは普遍的であるが，弥生後期後半以後の鼠返撒には正
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方形孔円形孔とする例が梢え，かつ孔周辺の突起をなくして平盤に改めるなどの変化がある。当材は

五平柱孔が1I:l形式を似ち，突起のない形式が親形式を示す点で，弥生時代後期Ij1頃の過iJ質問の形態を

示すものといえる。

(第145図ー19)径30X18cm，原3-3.5ω1，中央孔径3.6X3.2ω。長方形維の l臨時を残して他を弧

状に造り，中央孔の断I(II形状は傾斜孔を直孔に改めた可能性がある。孔径は特筏としては小さ過ぎ，

柄穴とするのが妥当であることから，当初は長方形で傾斜干しを備えて梯子上端柄に取付ける鼠返盤で，

2次転用材として力111:途中に廃棄されたものと思われる。

(6)梯子材

(第145図ー17)残イ{!..f:73cm，中日27α11，1平11c01，板剖SJ写3.6cm，上端一般のみ伐平じする。弥生ii抑制末

- I-j-IWIの旧河辺n\土。 踏段造 /1\ しの上前は板部と直角に，下而は板部から約120J~の傾斜をも っ丁寧

な仕上げである。2段11の踏lfiiから切断または折出したものとすれば，断而川附は約40cmとなり，踏

段l人j法寸法約30cmはj弟子 1'.端板部長さと等しい。当材は梯子としては大形で，任40cm右!の針葉樹丸太

材を半分制したものと忠われ，丁寧な造りであることなどから，高床祭殿にJ1Iいたものと考えられる。

(第145図ー18)弥生時代Ij1 JUIから後期中頃の|十!河道出土。残存60.5α11，11111¥1 O. !J --11. 5cm， I以8cm，

踏町古I~J平 5cm。 両端部欠担i し，断l支で 2 段が残存，踏í(liIJI1I踊28cmである。踏段はよ1':円材の円弧而をキIJ

mして，踏而をヤや傾斜させ，その下町を緩く弧状に削り 出す。この形式は持辿びに似利なように剤11
く聡い梯子として一般的に??及するもので，詰i床穀倉などに使朋したものと思われる。

(第145図ー19)会以74CJll，申;H4.5cm，厚10cm，板部原3cm， 17材と同形式の踏段で，踏段fUJJ:M40 

mもliiJ様であるが，制は扶く .踏段造出しは丸太芯を掠部表而として， 半内部を断段とする。上，下

端部を当初からの形式を似つものとすれば， ?Ji床ではなく竪深さ50cm粧の竪穴住民に使用したものと

思われる。但し，時I['IIま鋭角に切込まれていることから，iIIi記例とは逆に傾斜而を利川したと忠われ

る。

(7) 出土建築材の見方・ 悶べ方

JJ;{の辻泣跡11\土ill~告材について，調査報告性の実illlJ同町と写真に よ り考察を行った。一部の部材は

実見 したが，凶I師 と'lj:J.~から想像を加えて記述した l面が多く，詳細な観察を加えた併検討が望まれる。

建築部材は22排 ・家H.食器等の日常生活用具と異なり大型木製品が多く， 完形品が少ないために

用途不明品の扱いを受ける例が多いが，断片であっても建築史の常識を穫す発比例が多い。本稿に取

り上げた例は当遺跡/1¥-I:ill築部材の主要材であり，建築史上の初見例が多いことは既述の通りである

が， 全ての1.:I't土木4オをた1:芯;派く飢察する必要がある。

これまで他の遺跡の多くの/1¥土木製品を制察した経験から，建築部材の見方 ・訓lベプT，記録方法に

ついて現存古建築の訓1ti1を参考にして記すことにしよう。

考古学でii!t:も欠如している間然法は風蝕差である。二つの部材が柄と柄穴で接合する仕口をもっ場

合，柄を除く材の水111Mが佐合する部材表而に風蝕差として材断面を残し，これを当り抗跡という。

また，建物のl人lと外でj孔削ti.t;::が生じるのは当然で， 当り と同検に見過ごされる例が多い。但し， J1!tñ~! 

と 2 次!低別後のj出蝕やJ1tt触の~いを見極める必裂があり，実ìWJ図では判断できない。

);ftt剣!i去に次いで/1¥:ト'.liB応部材の報告例に欠ける点は，部材の4側面と阿加水II jfliの什;汁6聞を姉jえ
た既述，図聞が概めて少ないことである。6面の尖if!ll図は必要ではないが，¥1111れ1M，手斧痕， J!t蝕 ・
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腕蝕面，切断，折折而iなどの観察記録があれば， ~iJlリ 1~1 2i固と断而i図があれば先形品でなくとも復原

可能である。

次に重要な，点は，樹粧の |白J )じである。純文時代では工J Lが石器であるために ， イ i昔日では力n工しml~い

針諜樹を建築材として用いた例は少ないが，弥生時代に鉄装工JしがillHが綿入されると， f.読涼M~子高の

主要建築には杉 ・檎材を用いる例が増える。一般集滞では近世中頃まで全IJiI的に，京 ・悌などのいわ

ゆる親木が使用され，針葉樹は質の良い鉄装工J1. をmいた I~':j J.支な技術を裂するl.'，{I"!)ぐr~技術者集団に

よって使用されてきた事実がある。当遺跡においても針必耐をmいた建築は祭殿などの-~I)の主嬰建

築のみであると思われる。 但し，広葉樹等の雑木建築材は弥生時代中JUJの大形~搬には針葉樹と混合

する例(大阪府池上自制追跡)があり ，弥生時代後JUJには出川例はない。

なお，雑木建築材で注立すべき点は材木の表皮ms分のrJ1太材で，強度のある赤身部分から分離し易

く，材の廃棄後に欠落している例が多く ， 剖;材ぷI師にH~蝕と )JII工艇のない雑木.ill築制は l斗大部分を)JII

えて考察する必要がある。針葉樹建築材の場合はl_j太郎分を除去するのが通例であるが，白太部分を

残す場合も雑木のように従来後に欠落する例はないようである。

(8)結語

原の辻遺跡は朝鮮半ぬや中聞大|控と 日本列jみとの交流の'1 '継地として，弥!t時代にはlì;~. に外国の先

進文化の洗礼を受けていたことが建築部材の形式からも涜える。 日本~IJJみに人がf1:み始めて以来， 今

日に至るまで絶えることのない交流を通して，典文化を拶入しつつ列品のJ'I然 ・ }S~上に合わせ独 I~I の

文化を育んだ歴史である。

弥生時代の壱岐自の建築文化は高床建築の床大引材にみるように，中国大陸の先進文化が朝鮮半ぬ

を経て伝わったと思われるが，床大引材の込栓納穴のように，中国では礎石建物の技法として，持及

していた形式が，掘立柱建物に採用しでしたとすれば，建築構造上無意味な形式として探JfJしていた

ことになり，礎石ilAてが伝岐国に移入された可能性を何定することはできない。

柱材は5例が出土し.円相iの柱頭仕口は角納 .'H内 ・ 干1.之IL梁仕口の 4 例と ~r. jl JH:ì立 / 1'，し位が 1 例で，

5例中4種類の形式差がある。角納 ・平納の柱百iイi:113例は弥生時代に一般的な形式である。五平梁

仕口と半円柱造出しめ柱は弥生時代後期後半以後に/1¥現して，占噴時代に将及する形式である。当遺

跡は古墳時代前期に終末を迎えることから，初j現JYIの建築形式を示すものと去える。

鼠返盤の2例のうち，長方形孔をもっ例から五平性lI¥しのお床建築柱材の存在が想定され， 5磁郊

の柱材が存在していたことになる。弥生時代前期末からi1i噴時代前WIに返る民JUI川存続した遺跡とし

ても，かような建築形式の多機さを示す例は珍しく ，"" lil大|挫と朝鮮半山の拠文化に|何される立地条

件に依るものとみなさざるを科ない。 (宮本長二郎)

註 1.r纏向遺跡:街飛塚地地区発剥A査i既報j桜井di教fJ委u会 1988年
注2.r南谷遺跡j静岡県小笠郡浜岡町教育受口会 2∞1.11' 
「上土遺跡 (立石地iベ)J n造物縞ー財同法人的!品，jLI，l.J.'ll磁文化財研究所ー 1996.11: 
「西大路遺跡」 制大阪府)ql磁文化財協会 1 998'I1' 

註3.r津島遺跡1J I品l山県教行委只会 1999年
註4.r三田谷工遺跡;VOL. 3J品絞り，t教育委日会 2α泊年3JJ
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4.原の辻遺跡における発掘調査の課題と問題点
原の辻遺跡は，昭和49年度から現在に至るまでの調査で，約100;.rに及ぶ大;脱税な追跡;であること

が服認されている。最初の範聞確認調査では，泣助;の規模を捉えることが大きな課題であったが，純

閥確認調査が進むにつれ，遺跡、の構造 ・内容も徐々に解明されるようになった。途中やむなく訓読を

中断した時期もあったが，10数年にも及ぶ調査の中で，多くの造物.J立榔が確認されており，遺跡;の

性格等も徐々に明らかになりつつある。調査は平成16年度までに， 全体の約8.7%の澗査がおこなわ

れており，今後も調査は継続していくであろう。ただし，これまでの制査をふまえ，はたして調査而

積に合うどれだけの成果が得られたのか疑問!がないわけではない。また，遺跡;を制査するにあたって，

調査成果とはなにかを改めて考え直す必要があることを . 遺跡、の制査を過して高知事する。この焼nlJ~こ

ついて，過去からの調査の方法，体制jなどを加味し，これからの原の辻遺跡の澗査のあるべき姿を考

えていく。

調査体制の変化

平成5年度から県文化課(現学芸文化諜)から壱岐教育事務所へ出向し，制査只が常駐して本格的

な調査体制が出来上がった。数年間は県主体の調査体制であったが，段階的に若田町・ 芦辺町も調査

員を確保し，調査規模も広がりを見せるようになった。調査の拡大とともにその組織も抜雑化したこ

とになる。現在の調査は， 基本的に整備に係わる範聞確認調査を壱I1皮市が担当し，低地部の環濠等の

範聞確認調査を県が担当して住み分けをおこなっているが，壱岐市に統合される以前は，石田町と7告

辺町とがそれぞれ調査にあたっており，同じ遺跡内を県と 2町の三つの調査組織で別々に制査をおこ

なう状況であった。このような状況の中で，お互いの調査経験や調査技術などに格差があり ，その問

題点が露呈されることもあった。その後の町村合併により原の辻迫ー跡、の調査に関わる 2町は，壱岐市

文化財課でl本化され，調整についてはよりスムーズになった。この数年間，共通理解，や一定のi調査

基準を保つために，毎週検討会を聞き， 調査の方法や遺椛の捉え方について話し合う坊を設定したこ

とは大きな成果と言えるだろう。検討会によって，お互いの意見を忌慨無:く話し合う場ができるよう

になるとともに，遺跡の共通理解という調査に不可欠な意識を持てる場を設定できたと考える。遺跡

繋備を前に県と市の新たなスクラムづくりが急務であると考える。

調査の問題点

大規模遺跡の調査については，文化庁の主導で調査と遺跡の保護について考える機会が増え，部i査

については，保存をおこなうことを目的とした調査をするということが大前提となっている。大規模

遺跡調査会議の中でも， 議題に上がるのは調査をどこまで行うかという点にあるが， 整備を伴う場合

には，復元するということが前提に立ち，完掘してより細かな約報を得，本来のものに近づけようと

する意識も働く。保存ということとは相対するこの2つを，どのように淵殺して良好な状態で調査を

するのか，調査者にとっても大きな課題である。最小の調査で最大の成集を.これは皆が'i:iむ一致し

た意見であることは確かであろう。原の辻遺跡での調査についても，調査の在り方については，過去

と現在では大きく相違しており，それぞれに問題点を残している。具体的に問題点を2. 3あげてみ

たい。

昭和50年代の範囲確認調査は，台地上からの調査に始まり，調査区も 2x2mのグリ ッドを基本と

していた。この調査の段階では，丘陵上の遺跡範簡を掴むこと，遺跡の内容を確認することを目的と
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して調査がおこなわれた。ただし，地権者の問芯:が符られないケースが多く .初WJの目的を十分述成

できるだけの誕地が絞っていなかった。ギ成5年度からの低地部の調査では，大胤悦な剥査純四の巾

で，環包括が発凡された11判。jである。低地部の土附は粘土府で水ハケが悪く， inf ill .環涼ともに土]..'1jW

扱について . かなりの事11討を i史うことになる。 光明!立が粘土層であれば， 迂W~のJ主役も粘土隔で， 1日j

じ環濠であるはずのセクションが，数メートル離れると全く違う状況で検出されることもよくある。

追跡での環涼謝有は.まず予而での広がりを確iiEすること， トレンチをあけることによって，土附

の確認と新旧関係を}よるための基礎資料とすることで一致している。問題が生じるのは，過去の調子t

との整合性を取ろうとするときに，特に附{立についてはf[/)14人によってズレが生じるケースが多い。

迎行なそのものの抑えプiも変化する場合がある。訓査にあたっては，旧調資区との推合性を見るために.

旧調査区とlli:ねて，JIoJ作lぷを，没定する必要性を梢略する。丘陵部での調査は， (I:J~出1: .土峨 ・誕域の品1

11:が主である。抗生時代の'1:.ili lUIには，多くの占.trt時代の住居祉や， 弥生時代後JUJの住居祉どうしの
切り合い， rl-I1OJとの切り介いなど桜雑な様相を話している。上部はかなり削ギされており，立ち上が

りを桐むこともままならない状況のものもあった。調査当初は，復元のことを考胤して住居祉全体を

鉱山し，より多くの約十!{を4111むという調子fをおこなっていたが，現在においては今までの調査の経験

から， トレンチを主体に，T:J&， 1 / 4 発持l~ など様々なケ ースでおこな っている 。 ただ し， 調査者に

よ って，その:ド1I1折仏年j~r\はまちまちである こと か ら ， 基本的な調査基準作成をおこなう 必要があろ う 。

この他の訓貨のIIIIW......:として t ，~;ヰ査当初に基礎資科を得る ための調査が少なかっ たと い う点があげ

られる 。 大規悦な辿W~: に |山らず， 基本土肘の碓』訟をまずお こ なう こ とが必~不可欠である。 追跡:の京

商南北にトレンチを，没定し，基本となる土Ici， 文化府，生活面を最初に提示し，共通した層位認識の

もとに調査をおこなう必要があろう。調査当初の大胆な基礎資キヰ作成のための淵托がその後の調査計

画に大きく反映されるといえる。先述したように低地での調査は，層{立が複雑であることから，-jl史

に基本土府を捉えるのはl州島It:な状況にあるが， p.~I 3'f地点の層位は， 別の調査Ix:とどのように相述する

のか，あるいは共j凶するのかという視点の;f-i'fみ盛ねが，見えない土層をある科J立鮮明なものにするで

あろう 。 最終的 に1I1f~ が，J.'.J1f. しでも . 土府については共通認識の中で捉えることができるものにしたい。

地域との連携について

原の辻遺跡がl主l特別史跡;に指定されて以来.阪の辻遺跡を観光の起爆剤として利用しようという思

いは大きいものがあった。 ところが遺跡整備 ・ J!~蔵文化財センタ ー・ 陣物館等の構想が計画される rj l

で，也岐市民の反応にも徐々に変化がみられるようになった。財政的な而で負担が大きいのではとい

う意見も一部にあることは'WJ':;である。この，悌な疑問に対して，調査者として地元の人たちにどれだ

け遺跡の'ïJ\:~性をJ.lHI I させることができたかという反省がつのる 。 現在， 壱岐市民に対する普及啓発

活動としては，議N~の IJlJfm ・ lJ~務所での火おこし体験 ・ 壱岐市によ る島ごと発見隊， 一支図研究会に

よるボランティア長J&IIIVil~~などなど多様である。 ただし，これらに参加するメンパーがいつも同じで

あることが多く， J.よく伝わっているかというと疑問の戚をでない。市民に原の辻追跡の重要性を理解

してもらうためにも，Jえ々 が7fをかき，iliJ_(にどれだけ溶け込んでいくかという努力が必裂になる。
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医 原の辻遺跡の保存活用

原の辻遺跡は1997年に国史跡として指定され.2∞Oiドには特別史跡に打・格した。特別史跡とは一地
域に限定された財産というばかりではなく，医lを代表する歴史遺産であるはずで，その遺産を歴史教

材としてあるいは観光資源、として広く活用することは遺跡が所在する地域の振興にとっても重要なこ

とと考えられる。原の辻遺跡の場合，史跡指定後これまでも遺跡;の普及啓発活動については様々な施

策を展開してきたが，今後は本格的な保存整備の実i訟を含めてその活用を考えていかねばならない。

以下，まずこれまで保存にかかわる経過ヤ実施してきた施策を縦列的に説明しておきたい。

遺跡保存に関するこれまでの経過

o r原の辻遺跡保存等協議会Jの発足
1993年度以降の調査成果によって生まれた原の辻遺跡の保有・整備の気迎が高まり.1995年度には郷

ノ浦町， 勝本町，芦辺町，石田町の地元4町の町長と教育長からなる iJ京の辻遺跡保存等協議会」が

発足した。原の辻遺跡にi則する様々な事業に積極的に|剖わる目的で設立されたものであり.2004年4

月に壱岐4町が合併し壱l岐市になった現在も椛成メンパーを替えて継続している。

o í原の辻遺跡指導委只会」の1;~Jim

継続する発掘割査で，類例のないような遺構 ・泣物等が出土するようになったことから，広く各専

門分野の諸先生方の意見を開く必要が生じ.1995年10月に指導委u会が発足した。委員会は県の補助
事業の中に含まれ年に2回ほど開催することとした。1996年度に発見された石和み遺構が「船着き場

跡Jであるとの指摘も指導委員会での助言・であった。委只は考古学，保存科学，古代学，自然科学の

各専門家から構成され，その梢成長は以下のとおりである。

指導委員 :小田富士雄，金|制恕 (2003-).工楽普通，佐原 民(1995-2001).沢田正昭，

西谷正.EI野尚志，松井市

Oi原の辻遺跡保存整備委只会jの開催

調査指導委員会とは別に「阪の辻泣跡保存等1Zb説会Jの主1mによって追跡の国指定を受けて1997年

度に発足した。考古学，保存科学，造凶，史跡;撚制iiの各専門家からなる。委只は以下のとおり。

保存整備委員 : 小間富士雄， 金|払l 恕， 工楽普通，金|則恕，佐原民 (1995~2001).沢岡正IlB.

杉本政英，回中哲雄，辻誠一郎 (2003-).四谷正

本委員会は保存整備のための方針や具体的な施策を検討するもので.1997年から5回開催され，そ

の成果は1999年3月 「原の辻逃跡保存整備基本前回」として報告された。この方針に続き，更に具体

的な施策策定のため.2000年度から2001iF-肢にかけても委日会を(，1::2 [[1ずつ開催し.2003:{F.3月には

「特別史跡原の辻遺跡保存整備実施計恒i初:Jが策定された。また.2003年度には具体的な整備設計の

ための委員会が2回開催され.200MI:. 3月には 「特別史跡阪の辻遺跡保存基本設計四:Jが策定され整

備の実際の準備が整ってきた。なお，これらの策定作柴には(株)文化財保存計画協会が受託しその

針用は「原の辻遺跡保存等協議会jが負担している。

O 原の辻迫跡の保存盤{ilii計画(第i図)

1999年に作成され「原の辻追跡;保存器本計図Jでは保存技術の根幹となる以下の7つの基本方針が
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策定された。

①一支国博物館とする…発掘調査の成果に基づき，弥生時代に環壕などがあった場所に復元ゾーンを

設定するなど，遺跡の保存を前提と し 「一支悶jの遺跡博物館とする。

②変化する遺跡…発掘がどんどん進む状況や建物などが復元されている様子が確認できるなど，いつ

遺跡;を訪れても常に新しい発見ができる場所とする。

③弥生人の生活をま日る・体験学習場…遺跡の発掘体験や古代生活を通し，楽しく遊び学ぶことができ

る場所とする。

@研究拠点…船着き場など，qJ国や韓半島などの大陸系技術による遺構や金属器などの遺物が多く山

土するなど原の辻遺跡を理解するには東アジア的悦点にたった研究が欠かせない。これらの国々

との情報を交換しながら研究の成果を世界に向けて発信する。

⑤現イーにのー支国…師、の辻遺跡は学術的に貴重な遺跡で、あると問時に，モ:岐のシンボルでもあることか

ら壱岐島民や壱l岐出身者にとって心のよりどころとして整備し，島民の惣いの場， くつろぎの場

とする。

⑦振興拠点…遺跡一帯は弥生の風景を残す貴重な場所であり，この景観は大いな財産となっている。

この財産を最大限に活かすため，周辺の景観の保全につとめながら心休まる場所として整備する。

これらの方針は2005年度から2009年度まで令市助事業として実施する整備の基本となるものであり，

その考え方はその後策定された「保存整備実施計画Jや 「保存盤側i基本設計Jに活かされている。

0県立埋蔵文化財センターとー支国博物館の設寵について

長崎県では県の担蔵文化財・保護行政の中心となるi里蔵文化財センターについてその設置を以前から

強く要求していたが，結果的に県・中央部ではなく壱岐に建設されるこーととなった。烏という特性から

交通の利便性では明らかにデメリットが大きいが，東アジアとの交易拠点としての原の辻逃跡を最大

限に生かす特色ある施設とすることとなった。その位置づけとして考古 ・建築 ・観光 ・行政の代表者

からなる委員会によって「原の辻遺跡 ・埋蔵文化財センターj整備計画の提言詣:が策定された。その

提言によると，国の特別史跡である原の辻遺跡を更に顕彰する目的と，地元壱岐市が f一支国博物館

(仮称)Jを建設することによる相乗効果によって壱I1伎の振興拠点とする目的が普かれである。そし

てこれら新しい施設の建設と遺跡の保存整備によって年間20万人の来館者を 自指すこととしている。

(現在の原の辻展示館へは年間約8万人の入場者がある)

なお，埋蔵文化財'センターには，センタ一本来の機能に加え最大の特色として東アジア研究室を併

設することとしている。現在「一支国博物館Jと一体となった基本計画を作成中であり，計画通りに

行けば2008年度には両施設が刷所することになる。

これまでの普及啓発事業

遺跡そのものの普及啓発事業としては県内外で行ったシンポジウムやi講演，及び主に島内の住民に

対する啓発事業がある。

0シンポジウムの開催

これまで原の辻遺跡の普及啓発事業としてシンポジウムを 4回行っている。

第 i回 「貌宏、倭人伝とー支国 一大陸との交渉-J1997年2月 於長崎市
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パネラー :佐原真，金l羽恕，高島忠平，里中満智子，岡村道雄，田川肇

第2回 「貌志倭人伝とー支国 一大陸との交渉-J1998年I月 於東京

パネラー :佐原 真，金問恕，沈奉謹，問内三其，中山千夏，田川 護

第3回 「貌志倭人伝とー支国一弥生の使者逮が今ここに集う-J 1999年1月 於福岡

パネラー :iN谷 正，木下尚子，春成秀爾，柳田康雄，寺沢燕，官官秀敏，宮崎貴夫

第4回 f発掘倭人{云J2002年10月 於東京

パネラー:金関 恕， 高倉洋彰， 白井克也，村・上恭通，禰宜回佳男， 高野晋司，

O普及啓発講座関係

佐原 異 「弥生人とわたしたちJr長崎県巡回考古学ゼミナール講座一長崎と倭人伝j 1990 
小田富士雄「壱岐・対馬と大陸交渉Jr長崎県巡回考古学ゼミナー1レ講座一長崎と倭人伝J1990 
西谷 正 「弥生人の大陸交渉Jr長崎県巡回考古学ゼミナール講座一長崎と倭人伝j 1990 
佐j京民

工楽普通

商島忠平

寺沢 藤

木下尚子

商谷正

酒井龍一

佐古和枝

ii洗いJ阪の辻大学講座 2001 

「環濠J原の辻大学講座 2001 

「墓í~IJJ 原の辻大学講座 2001 

「弥生都市はあったかj原の辻大学誹座 2002 

「勾玉のはなし」原の辻大学講座 2002 

f束アジアの中のー支国J2002 

f考古学者はいったい何をしてきたのか」原の辻大学講座 2003 

「 もうひとつの玄関口~山陰の弥生遺跡と日本海交流~J 原の辻大学講座 2003 

甲元良之 「束アジアの初期の農耕文化と原の辻遺跡J2003 

o r原の辻大学J講座の開催
本格的な遺跡の保存整備後の史跡の公開にあたってはその活用や管理運営に欠かせない要素として

ボランティアの存在が考えられる。このためその養成を目的として平成2002年から歴史に関心のある

島民を対象として公開講座を開催することとした。受講生は現在毎回凡そ100名程である。

塩屋勝利 「再発見原の辻遺跡J D r.ハルの「原の辻遺跡を知ろう塾」前-座 2002 

中尾篤志 f一文国人はグルメだ、ったかJ D r.ハルの「原の辻遺跡、を知ろう塾」講座 2002 

橋口達也 「一文国で戦いがあったかJ D r.ハルの「原の辻遺跡、を知ろう塾」 講座 2002 

七回忠昭 「吉野ヶ里遺跡と原の辻遺跡J D r.ハjレの「原の辻遺跡;を知ろう塾J講座 2002 

西谷 正 「邪馬台国とー支国JD r.ハJレの「原の辻遺跡を知ろう塾j講座 2002 

辻誠一郎 「ー支国人は焼酎を飲んだかJ D r.ハルの原の辻大学講座 2003 

iえ 悲諮 「韓国から見た原の辻遺跡J D r.ハルの原の辻大学講座 2003 

金問 恕 「人面石大いに語るJ D r.ハルの阪の辻大学講座 2003 

治i倉洋彰 「一支国の交易J D r.ハルの原の辻大学講座 2003 

小田富士雄「なぜ壱岐に巨大古墳が多いのかJ D r.ハルの原の辻大学講座 2003 

徐 光輝 「中国から見た原の辻遺跡J D r.ハjレのj京の辻大学講座 2004 

木下尚子 「弥生人のお しゃれ関係J D r.ハルの原の辻大学講座 2004 

稲田孝司 「壱岐にナウマン象がいた頃J D r.ハルの原の辻大学講座 2004 
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巾元良之 「東アジアと一文同人の漁労J D r.ハルのJJ;lの辻大学講出 2∞4 
武末純一 「一・支同人はやJ処へ行ったJ D r.ハルの!J;(の辻大学講座 2004 

o r一支国研究会」の発起
2003年11月， r一文問研究会」が発足した。壱岐の際史 ・民俗 ・伝承 ・地切など何でもどん欲に楽
しみながら学ぼうというのが発起の趣旨であるが， 1，;11時に本格的なボランテ ィアをうを成する役目も
担っている。そのため，第 l阿11の講朗師iとして1友c木晩川逃跡応応、援団として仇保:干存f:i川/i
ンテイアガイドのi活舌動を，尖夫践されている佐古和枝先生を迎えてボランテイアとは(1何11吋tリjかということや話

動の笑|際禁についての誹義を受けるなど，今後も他ill制;での笑践活動を参考としながら米るべき日に備

えでの用意を続けていくことが必袈である。

0姉妹追跡、の締結とi舌動

以上の活動とは別に1999年，稲岡県，佐1~ ~lr~ ， 1長崎県の 3 県の知事が「地域述H~促進による地域の

活性化j の一環として九州北部三県懇話会の'1 1で姉妹遺跡の締結を行った。 ~~Ì1Ì1川県十「木市平塚川添遺

跡，佐賀県吉野ヶ盟遺跡，そして本県原の辻遺跡など，殺がl調弥生時代後lYJの大規模m跡である3llt
跡が姉妹遺跡として相互に綿々な企画や情報交換を辿じて地域の活性化を実現しようとする試みであ

る。事業としてはまず， 1999if.・から 2001年まで 3 リI ~'の子供述による相互交流を持ち阿りで行った他，

2003年度には原の辻追跡と有野ヶ里遺跡間で造物交流浪を行った。今後も L~IIIJ の1)'{，f.f{を交えながら継

続笑施して行く予定である。

今後の施策と活用

原の辻遺跡、とそれを取り巻く今後の施策については， ①発掘調査の継続による遺跡内容の確認。②

中心集落区域の保存整備。③県立埋蔵文化財センターと地元展示施設の捺 I~iì。 などを一体的に進める

ことでひいては壱岐の振興拠点とすることを日桁している。ただ全国的にはて)ii跡;の保存整備は何処

も同じという印象は免れない。似の辻追跡の場合，航海を前提とする大|控とのう:(J>)Jの拠点というでt.耕

が強く，それを特長づける船主行き坊やIRii1f川沿いに築かれた石組護岸illHlJ等を表現すれば他の遺跡に

無い大きな強みと成り得るが，当該区域が悶場捺備が終わったばかりの第 1HU:~J1J JIÞ.であ っ たりする

など，すぐには整備に入れない難しい条件が幾っか指摘されている。 しかしながら絶対条件となる地

権者の理解を取り付け，少しでも早い整備が必要であるのは疑い無い。丘陵上に立てば弥生時代の胤

を感じながらー支凶の牧時の対観が訪i弗とする。J庶:併に残ってきた弥生のJ:ftUi(を前かしながら本物の

桜元控備を行う必要がある。 (高野)
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最後に原の辻遺跡関係の文献一覧を掲載しておく 。

0論文書事
八木奨三郎 f菅岐に於ける人類学」二の司l，J3'正Jr耳n;(人類学雑誌J14・157 1899 
氷倉松晶 f壱岐国松本考古品陳列車目録Jr考古学j都2巻都3号 1922 
松本友雄 「壱岐国考古通信(I)Jr考古学雑誌j都17港第2号 1927 
松本友雄 I壱岐考古録J1927 

松本友雄 「壱岐国考古通信(2)Jr考古学雑誌j第17港第5号 1927 
松本友雄 「を岐国考古通信(3)Jr考古学雑誌j第18巻第12号 1928 
松本友雄 f先史時代のを蚊研究J1929 

松本友雄 「壱岐に於ける弥生式土器遺跡の分布と!京包合itlUr考古学j第i巻第5・6号 1930 
山口麻太郎「使途不明の烏帽子形石に就いてJr考古学j部l港第5・6号・ 1930 
山口麻太郎「古代のくど石に就いてJr旅と伝説j 第36.~~- 1931 

山口麻太郎「再び古代のくど石に就いてJr旅と伝説j第43号 1931 
松本友雄 f探古目録j2 1931 

松本友雄 「雑録 ・壱岐カラカミ貝塚の1，-戸lr.if(I)Jr考・古学雑誌j知23巻第9号- 1933 
森本六爾 「壱岐ぬのー聾柑Jr考・古学j第4巻第10号 1933 
松本友雄 「雑録 ・を岐カラカミ貝塚の什jqi時(2)Jr考古学雑誌j第24巻第 l号 1934 
松本友雄 「記号ある弥生土器Jr考古学j第5巻第3号 1934 
松本友雄 「貝塚出土の鉄器についてJr考古学雑誌j第24巻第6号 1934 
松本友雄 「弥生式土器に伴える原始寵Jrドルメンj第3巻節7号 1934 
松本友雄 「貝塚で玉Jrドルメンj第4巻第4号- 1935 
松本友雄 f壱岐史要J長崎県吉:岐部小学校地理歴史研究部会 1935 

松本友雄 「壱岐の前方後円墳Jr考古学雑誌j第26港第 lサ 1936 
鴇田忠正 「長崎県壱岐郡田河村JJj{ノ辻遺跡の研究Jr日本文化史研究j1944 
水野清一 ・問崎敬「壱岐原の辻弥生式遺跡関M査慨報Jr対馬の自然と文化J1954 
杉原荘介 「壱岐の考古学調査Jr駿台史学:j5 1955 
山口麻太郎「壱岐J誌の先史遺跡地帯についてJrLlI口麻太郎郷土研究集J1960 
野本政宏 「壱岐品 弥生式文化の意義Jr山の科学J9 1972 
立平 進 「壱岐原の辻i世跡出土の什1(1器から角文ーIr長崎県立美術|ゆ物質iだよりJ22 1976 
芦辺町町史編纂委只会「原の辻における I~石時J r芦辺JWf史J1978 
武米純一 「弥生時代後期のr伝岐 ・ 対.I.!~J r古代文化研究会J17 1979 
高倉i学彩 「原ノ辻上原j式土器の検討Jr森貞次郎|駅伝内希記念古文化論集J1982 
萩原博文 r}J]lの辻型台形石器についてJr人11日・遺跡・泊物一わが考古;論集 1J文献出版 1983 
武末純一 「壱岐Jr対馬Jr 3世紀の考古学j下巻学生者 1983 
藤田和裕 「長崎県町、ノ辻遺跡一大陸との文化交流Jr探訪弥生のili跡凶 EPI~縦j 布斐|品I 1987 

1前山 順 「も:岐の古代と考古学Jr玄界灘の山々j抑止と夢IJI:~文化 3 小学館 1990 

片!河宏ニ 「を岐原の-辻遺跡のmJ鮮:系J!詩文土器にみる日 .~(!t.交渉J 人知史研究会 1999 

副島和明 「壱l岐・原の辻遺跡;についてJ考古学ジャーナル 節376 1994 

副島和明・ 111下英明 ・松永若手彦「大規模な多重加涼集部一長崎県)};(の辻追跡:J季刊考古学 員~49号 1994 

副島和明 ・正林護「ー支函一郎の辻遺跡とカラカ ミ泣助:J季刊考-古学: 節目号 1995 

白井克也 「納品貿易と阪の辻貿易Jr弥生時代の交易j俳19回 埋磁文化財研究集会 2001 
宮崎武夫 「原の辻遺跡、における歴史的契機について」西海考古 都4号- 2001 
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1ι:f河.百'f，!I!針f'i'汗T司 f似似〔の辻j泣iむJ~:初跡占が:j 与15'，1;勺リつ，ρ‘1下j

1向f叩G日3野f可ザf.7昔1E.計討同I f一支|μ川h川Ij r，刊，1;(代t(怯£創|い川E転付ミ，1の研究J~JI川川H刊」j!史iと:'必流イ本4 新人物往予来!長ミ者 2∞3
早乙女稚t~~ .刻¥fて椛 f11 .1~ダIJ ):~ と ':vJ鮮半応外tl十j ~I)地域/1\ 1.:の楽 i~!土器基礎研究J 山梨学術奨励基金年報

2∞3 
3世ヶjr'nこ f，t岐 ・糸}::iJ也MUI¥1: I:.;{iiの胎 l二分析からはた弥生時代中期の土器生産と交流についてJ2∞3 
~.;..~崎貴夫 f長崎県必技11¥1:の弥生時代小1~IJHi' J T/I¥げ.Q1't 第20号j/11土銭1't研究会 2∞i 
rll/{:!.!'}志 f弥生時代における1;11物何JIlJ1]・'1ft交流の47占学 )L州考古学会 ・訟市考古学会 第6回合JuJ

45・古学会 2∞l 
"】j己ib志 f-支1t.1Jにおけるll:.v(i)去盤 考811aO集(河瀬正手1)先生退官記念論文集)2即1
011史報等

藤間|五ItJt r'i三自主 ・対，I.!&15' ，1; ，，~.J 1f.の J~J n主I'L p，?-物自nニュースj第67号 1952 
総出向雄 fを岐号，1;，J拡，11t"じIn.r.1川¥If.物館ニュースj出7H;- 1953 

d長田凶雄 f.t岐考11;"Ji.l1f.1I己Jn五|立1'，11物館ニュースj抗89B・1954 

間 俊彦 Dwmぢ11.. ・'，?:会部5次官岐 {似の辻)訓告概判ur弥生解題1963J1965 
水野消ー ・秋山進午|効;'I=.時代 l毛崎県;t，:!t.支1l11JJ;tの辻jfi跡Jr I:l本考古学年報j14 1966 

出川 犠 「先M と，J~11t JJ;tの辻 ・大JJ日遺跡Ir ll~ 与- I II・半年報j 27 1976 

安楽 勉 「党i¥l!と，O:，J1f. )J;(のj上泣跡 ・浜11'1追跡Jr 11 ~~考j+j学年報j 29 1978 

JI.長川f111ft r 5ai"llとlul，11f. )J;(の辻地跡;(雌認)r 11本芳til-qqf昨日j30 1979 
;長山ltリ， ~救l1fJ"文化il取 I")J;( の.i.b立跡のあらまし J 1977 

11υ11 m ， IJIJ}:~;fIl I ~J r以Ib(.fり，'，.t，:ti成Ill;戸辺IlIr'イi11IIIIr h;(のiよ追跡Jr日本考古学年平IU46 1995 

1以の辻逃跡，Jt，ljI!正事務所 IIJ;tのi!:ニュースレターI(lIJ PPJ' (1998) ~ vol.l9 (2∞4) 
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写真図版



原の辻遺跡全長

(西から)

調査区上空より

内海を望む

調査区上空より

印通寺方面を望む

PLl 



PL. 2 

PL. 2 環濠検出状況

H 5年調査
丘陵東側環濠検出状況

(北→南)

丘陵端部

丘陵東側大溝検出状況

(東一酉)

丘陵東側を取りまく

環濠検出状況



PL. 3 

内濠 ・中濠検出状況

内海(右)・中濠完掘状況

中濃横断土居

PL.3 環濠検出状況



PL. 4 

PL. 4 環濠検出状況

丘陵西側低地南端の

環濠検出状況

環iQ検出状況

環蕩償断土居



PL. 5 

PL. 5 

弥生後期の環濠検出状況

(右北方向)

海内土手状遺構検出状況

溶横断土居 (北部)



PL. 6 

PL. 6 高台 (祭儀場)の鯛査状況
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PL. 8 

船着き場跡

西側突堤

東側突堤

PL. 8 船着き場跡検出状況



PL. 9 護岸遺構 ・樹皮敷遺構検出状況

PL. 9 

護岸遺構南側検出状況

護岸遺構近景(南→北)

樹皮敷遺構検出状況

(西→東)



PL. 10 

河道関査状況

河道内遺物出土状況

河出内遺物出土状況



Pし11 墓地検出状況

PL. 11 

鶴田地区聾棺出土状況

弥生時代中期

箱式石棺墓検出状況

(原ノ久保A地区)/弥

生時代後期

墓域の状況(大川地区)

/弥生時代中期~後期



PL. 12 

PL. 12 墓地検出状況

闘繰地区遺構検出状況

藍ノ木13-1区1号石蓋

土墳墓検出状況(上面)

同繰地区 1・号石棺墓完掘

状況(東から)



昭和29年調査

墓域の出土状況(原の久保C地区)

PL. 13 

L-一 、、/

"-ーーーー=マr.'
ヴ
〆
、ι

，.、‘a・

墓域の状況 (石田大原地区)/

弥生時代前期~中期

原ノ久保13ー 1区6号小児聾棺墓検出状況

鶴田地区聾措出土状況

PL. 13 



PL. 14 

PL. 14 土坑検出状況
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PL. 17 

無文土器出土状況

三韓土器出土状況

馬韓糸土器出土状況

PL. 17 朝鮮半島系土器出土状況



PL. 18 

i 

PL. 18 朝鮮半島系土器出土状況

楽浪系土器出土状況

楽j良系土器出土状況

楽j良系土器/

弥生時代後期/左上 高

さ7.8cm



PL. 19 

環海内遺物出土状況

環濠内遺物出土状況

環濠内遺物出土状況



PL. 20 

馬韓糸土器出土状況

環這内土器出土状況

貝層と土器出土状況

PL. 20 土器出土状況



PL. 21 

PL. 21 木製品出土状況



PL. 22 

PL. 22 木製品出土状況



PL. 23 

PL. 23 自然遺物出土状況



PL24 

PL.24 骨角器類出土状況



PL. 25 

PL. 25 金属器出土状況



PL. 26 

PL. 26 石器出土状況



PL. 27 

PL. 27 無文 ・楽浪系 ・三韓系土器



PL. 28 

。。
貨泉(八反地区)/弥生時代後納/ 五鉢銭 (不録地区)/弥生時代中期/ 大泉五十(不綾地区)/弥生時代後期/

戦
図
式
銅
剣

(石
田
大
原
地
区
)

/

弥
生
時
代
中
川
則
/
長
さ
ロ

・
5
m
[. 

車馬具(八反地区)/

弥生時代中期/高さ2.1cm

円圏文規矩四神鏡(大川地区)/

弥生時代後期/

「長宜子孫J銘内行花文鏡(原ノ久保A地区)/

権(原地区)/弥生時

代後矧/高さ4.3cm

細
形
銅
剣

(不位
陣地
区
)
/

弥
生
時
代
中
級
/
長
さ

m
-
o
m

三翼銭 (不綾地区)/弥

生時代中期/長さ2.7cm

2 3 3? 
f t f t 

銅銭(石田高原地区ほか)/弥生時代後期/

PL. 28 主な出土遺物



鉄鍬 ・鉄鋤等

鉄鍬(大川地区)/弥生時代後期/

.. プL ・ 守郎、¥ピ許可・!で怜l1liヲ司
‘hι-・ ..一一、、-、... 内-E・E・. ‘・ ー. ・・1・lI!till 、・三二一... ニニ-司帽!!""

鉄製錨(大川地区)/

板状鉄斧 (八反地区)/
弥生時代後期/長さ28.5cm

鉄鎚 (八反地区)/弥生時代後問/長さ
7.0cm 

錦進鉄斧(石田口原地区)/弥生時代後期/長さ9.5cm

人面石製品 (八反地区)/

弥生時代後日n-古i資時代初頭/長さ10.2cm

PL. 29 主な出土遺物

PL.29 



PL30 

園田園圃

木製短甲 (川原畑地区)/弥生時代中期/ 木製楯 (石田高原地区)/弥生時代前期末

長さ15cm ~中紛争>JJ/

I~ 

トンボ玉(石図大原地区)/弥生時代中期/径O.8cm

ら恥私

ココヤシ製笛 (不餓地区)/

弥生時代中期/12.8cm

凶 I '-o-m (ヨ
石銭 (不畿地区)/弥生時代前期~中期/左長さ 篇平石斧・柱状石斧・蛤刃石斧 (不綾地区)/

12.8cm 

投弾/弥生時代前期~中期/長さ4.Ocm-5. 2cm 

支脚形石製品 (原地区ほか)/

PL30 主な出土遺物
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阪の辻遺跡調査4~務所調査報告書第30集
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